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０１．妹心と恋心









　朝になって目を覚ますと、隣には妹の美優が寝ていた。夏休み前の数ヶ月間で俺がオナニーで出した精液を何回も飲んでくれて、ついにはフェラ抜きすらしてくれるようになった実の妹だ。

　普段は男を寄せつけないクールな表情の美優は、寝顔になるとお姫様のように愛らしくなる。童顔で小柄なロリっぽさとは対照的に、その巨乳は横になってさえ乳袋がパジャマに浮くほどで、腰元まで伸びたツヤのいいストレートヘアはまるで画面から飛び出してきたヒロインのようだった。

　これほど可愛い妹が口で射精を受け止めてくれる理由は謎のままだった。気持ちよく射精ができればそれでよかったからだ。しかし、彼女作りをきっかけに妹への恋心を拗らせ始めた俺と、その俺に好意らしきものを向けてくるようになった美優にとって、なあなあでよかったはずの関係には一つの区切りが必要になった。

　そのための大切な話とやらを美優はしてくれると言ったのだが、どうやら順を追って話さなければならないことがあるらしく、俺たちはこうして三度目となる同衾をしている。

（もう十時か……さすがに寝すぎだな……）

　俺は朝陽と合わせて目を覚ますタイプなので普段は少しカーテンを開けておくのだが、昨晩は美優がきっちり閉めたいと言って部屋には日光がまったく入らなくなっていた。そのせいか時計が示す時間と体感時間が合わない。

　美優は安らかに眠ったまま。休みの日になると、美優はいつもこうして日差しを遮断して遅くまで寝ているのかもしれない。でも、いつもの土日の朝食時間を考えると、美優は休みの日にも早くに起きてるはずなんだよな。

「美優、もう十時だ。起きないのか？」

　隣で眠る美優は俺の右手を胸に抱いて眠っている。そのまま胸を揉んで起こそうかと血迷い、俺は空いている手で美優の肩を揺すった。どれだけ美優の仕草が俺への好意に思えても失礼はいけないのである。

「ん……」

　美優は重たい瞼を上げて、薄目で部屋の様子を確認する。そして、その暗さに安心したのか、またベッドに体重を預けておやすみモードになった。

「まだ夜だよお兄ちゃん……」

「いや美優がカーテンを閉めたんだよ。時計を見ろ時計を」

「むーまだ夜だってば」

　美優はもぞもぞと動いて、おっぱいが潰れるくらいの至近距離まで俺にすり寄ってきた。よほど起きたくないらしい。早くしないと昼飯の時間になってせっかくの献立表がたった一日で破綻するわけだが、この夜はいつまで続くのだろうか。……ずっとこうしていたい。

「あんまり甘えられると、俺もその気になるぞ」

　俺から片腕で抱き寄せても美優が嫌がる素振りはなく、徐々に強まる力にほんのりと頬を赤くするだけだった。その圧迫感の中で、美優は姿勢を変えることもせず、代わりにおっぱいに挟まっている俺の手を握ってきた。

　こんなことをされたらもう勘違いがどうとか言っている場合ではない──はずなのだが、しかし残念なことに、今は朝なのだ。

「美優は本当に寝起きが弱いんだな」

　美優は熟睡から目覚めた直後は甘えモードになる。他の子と寝泊まりしているときも朝は同じなのかもしれない。だから、俺のことが好きでこうしているとは限らないわけだ。

「むぅ」

　そんな美優が、今朝は不満気に顔を上げた。目はパッチリと開いていて、表情も引き締まっている。

「普通に起きてるよ」

　どうやら寝惚けていたわけではなかったらしい。ともなると、山本さんのことに対するあの態度と合わせて考えれば、この密着具合はもう好きの証としか取れないのだが。

「悪い。なんかビックリして」

　大切な話があるとか、その前に話すことがあるとか、そんなことを言われていなければ素直に喜べるのに。

「起きてたらくっついちゃいけないの？」

　美優は口をへの字に歪めて、おっぱいとの間に隙間ができるくらいに俺から離れた。

「ま、待った！　違うんだ。美優にくっついてもらえるのは死ぬほど嬉しい。ただ、今まで色々あったから……」

　あの頑張らない宣言の後から美優からのスキンシップも増えたのだし、こうした態度は素直に好意と取るべきだとは思う。それでも、由佳へのお仕置きのときのこともあり、条件反射で身構えてしまうのだ。

「ふむふむ」

　美優は両手で握っていた俺の手のひらに頬擦りして、目を瞑りながら考え込む。ほっぺがふにふにで気持ちいい。

「尤もな意見だね」

　目が合った美優の表情は穏やかだった。珍しく俺の意見がすんなりと認められた。

「疑ってると、美優に失礼かな？」

　美優にもっとストレートな「好き」を伝えていいのなら、今すぐにでもそうしたい。けれど、それはあくまでも美優のためになっていてほしくて、その上で俺は美優といたいんだ。

「別にこの距離感でいいよ」

　美優は安らかな顔で、微妙に隙間の空いた位置でまた眠りについた。その言葉の意図は俺にはわからない。でも、俺と美優の間にあるこの隙間は、さっきまでは埋まっていた距離なわけで。

　美優が俺とのスキンシップを望んでいると信じるのであれば、俺に触れられることを美優が嫌がることはないはず。いや、もっと自分の感覚に正直に言い表すなら、美優は俺に触れられることを喜んでいたはずだ。

「美優のこと、信じていいんだよな」

　見ればあからさまにわかる美優の態度が、そのまま俺への好意であると信じて、俺は美優を抱き寄せて体を密着させた。ずっと好きではあったのに、性欲ではなく愛情を込めて美優に触れるのはこれが初めてだった気がする。五感のすべてが美優がそこにいることを感じ取って、期待と不安がジワリと滲む。

　美優は俺に包まれているだけだった体を少しだけ上に移動させて、腕を抜くと俺を抱きしめ返してきた。ボタンが開けられて肌が露出した谷間が俺の口元に当たって、首を下げれば顔を埋められるような位置。そこから美優は膝を俺の腰に乗せて脚を絡めてくる。

　これは、イエスの返事でいいんだよな。俺が触れることを、美優は認めてくれたんだよな。

「美優……」

　美優のおっぱいの匂いが俺に和らぎをもたらしてくれる。悲しいことに、きっちりと情欲までをセットにして。

　男はリラックスをすると勃起する生き物だ。こんなときにまで雰囲気を壊すようなことはしたくないが、美優のおっぱいを目の前にして性欲を抑えるのは不可能だった。

「先に謝っておきたいんだが」

「いいよ。どうせおっきくなっちゃうんでしょ」

　俺が切り出した後に言葉を続けたのは美優だった。さすがに俺のことはよくわかっていて、もう勃起をしたぐらいでは怒ることもない。その発言に安心したのか、俺の愚息はムクムクと成長していき、ものの数秒で最高硬度に達した。

「んあっ……お兄ちゃん……そこ……」

　硬くなった俺の肉棒に、美優が身じろぎした。美優が片脚を俺の腰に乗せて絡みついているため、すんなりと上向きに膨張するはずの肉棒が美優の股ぐらに引っかかってしまっている。

「このまま押しつけてもいいかな……？」

「それはダメ。もうパンツぐちょぐちょだから。パジャマまで汚したくない」

「そ、そうか」

「うん」

　美優は顔を赤らめながら頷いた。アソコが濡れすぎて、ペニスを押しつけられると愛液がクロッチから染み出しかねないらしい。俺の精液を飲みさえしなければここまで濡れやすい体質にはならなかったのではないのかと思うと申し訳ない気分にもなってくる。

「射精したいの？」

　美優が至近距離で囁くように尋ねてくる。精液を飲ませてばかりで申し訳なく思っているのは本音だが、こんなにも雰囲気たっぷりに聞かれたのでは我慢などできようはずもなかった。

「したい」

　俺が即答すると、美優は俺の足元に移動してパンツを脱がし、布団を頭まで被った。

「終わるまでは覗かないでね」

　それから、美優は俺の腰まで布団を上げて、自分の体をすっぽりと覆った。布団に下半身が隠されたその暗闇の中で、美優の手が俺のペニスに触れる。いつ何をされるかわからない緊張感に、俺は思わずビクッと身を震わせた。

　そんな俺を弄ぶように、美優は下半身へのキスを至るところに繰り返して、そしてついには、ひたっ、と濡れたものが肉棒に当たる感触があった。

「あっ……！」

　竿の根元から、美優が俺のペニスを舐め上げている。俺のペニスの裏筋を舐め、亀頭を唇でシゴき、竿全体に吸いついてきた。俺に見られていないからか、普段よりも大胆な口淫が俺のペニスを責め立てている。

「はぁ……ああっ……！　美優……いいっ……！」

　ジュボッ、ジュボッ、とひとしきりしゃぶってからは、また舐めフェラに変わり、その舌が玉袋にまで這いずってくる。その舌が、ぺろりと睾丸を撫でた瞬間、

「あああっ！　それ、やばいっ……！」

　美優に陰嚢を舐められると同時に、尿道口からトロッと先走りが漏れたような感覚があった。以前に山本さんが言っていた、玉舐めをすると精液が増えるという噂が本当なのだとしたら、美優に金玉を舐められて俺の体が喜ばないわけがなかった。

　そんな俺の歓喜が伝わったのか、美優はしばらく玉舐めを続けてくれた。俺がイかない程度に竿も擦って、ペロペロと股ぐらから臀部までを舐め回してくれる。

　目隠し状態だからこそここまでご奉仕をしてくれているんだろうけど、こんなイヤらしい舐め方をする美優の顔を見てみたい。これだけ美優がエロいことをしてくれているのに、俺の視界に映る景色はこんもりと膨らんだ布団がモゾモゾと動く程度だなんて。

　約束だから終わるまで布団は捲れない。でも俺のペニスを舐め回している美優は見たい。そんな葛藤の中で、ついに竿にむしゃぶりついてきた美優のフェラに、俺の射精衝動は一気に高まった。もうこうなったら、このもどかしさを射精にぶつけるしかない。

　俺はベッドで仰向けに静かな部屋で天井を見上げる。布団越しにかすかなフェラ音が聞こえて、夏休みの閑静な朝の空気に溶けていった。

　女の子の裸が見えているわけでもない。喘ぎ声が聞こえているわけでもない。だが、だからこそ、この布団の中で行われている行為を卑猥に感じる。玉舐めで血流を促された睾丸から、ググッと精液がせり上がってきて、もはや射精まで快楽に耐えられるだけの猶予はなかった。

「美優、もう、出るよ……！」

　布団越しに声を掛けて、暗闇の中でペニスを咥えて射精を待っている美優の口に、俺は思いきり射精をした。

「ああっ……あぁ……美優ッ……！」

　美優が零さずに飲んでくれることを信じて、俺は大量の精液を放出した。鈴口から粘液が飛び出している間、竿の全体がネットリとした温かさに覆われていて、美優が咥えたまま俺の射精を受け止めてくれたことが肌を通してわかった。

「あっ……ぐあっ……はぁ、っ……美優、もう、スッキリしたから……！」

　ペニスを口に含んだままだった美優は、俺の射精が終わってからすぐにフェラを再開した。溜まっていた分の精液は出せたし、今朝はもう終わりでいいのに。

　美優には俺を無理やりイかせようとする悪癖がある。だが、それは俺の性欲の旺盛さを皮肉ってのことであって、こんなにも無機質に射精地獄を始めることはなかった。射精後もぐちゅぐちゅと吸いつく感覚が続いて、俺は声が届いていないのかと思って布団を捲った。すると──

「ふっ……んんっ……ふあぁ……ちゅぶっ……んちゅ、じゅる、じゅぶ……！　んむっ……はぁ……ちゅぱっ……ちゅっ……むちゅっ……」

　そこには、俺が布団を上げたことにも気づかず、一心不乱に俺のペニスを咥えている美優の姿があった。しかも、その右手を自分のアソコに突っ込んで、フェラと一緒に動かしている。

「み、美優……!?　うっ、ああっ……そんな、イッたばかりなのに、激しくしたら……!!」

　フェラがどんどん激しくなって、唾液を啜る音まで聞こえてくる。俺の精液を飲むと興奮するとは聞いていたけど、あの美優がここまで乱れるなんて予想外のことだった。

　まだ俺にその痴態を知られていないつもりの美優は、恥じらいもない淫乱なフェラで俺を射精に導こうとしてくる。同性相手ですらトロかせてしまうほどの器量を持つ美優が、男のツボを把握するのに手間取るはずもなく、羞恥という壁を乗り越えた美優のフェラテクに俺は一分と耐えることはできなかった。

「美優……！　ああっ……また……出る……っ!!」

　どうにか届いた声に美優はフェラを止めて、俺はそこに二度目の射精をした。ドクン、ドクン、と先ほどを上回る量の精液を、唇で竿を絞める美優の口に吐き出して、それと同時に美優の体も強張っていく。

　絶頂しながらも美優はアソコから急いで手を引き抜いて、両手で俺のペニスを支えて精液を吐き出すまいと懸命にペニスを咥え続けてくれた。美優は痙攣する膣の快感と懸命に戦って、お互いのオーガズムが収まってから、美優はゆっくりと精液を飲み下したのだった。

「美優……。あ、ありがとう」

　俺はかける声に迷ってひとまず感謝を呟いた。すると布団から抜け出てきた美優は四つん這いのまま俺に覆いかぶさって両手を押さえてきた。べったりと愛液のついた美優の手が俺の手首を強く握って、血流が止まりそうなほどに圧迫してくる。

　美優の瞳は虹彩を失ったように虚ろになっていて、ハァハァと浅い呼吸だけを繰り返して、焦点の合わない目で俺を見下ろしている。

「美優……!?」

　俺の肉棒に美優の愛液が垂れ落ちてきていた。それも、ポタポタと雫が滴るような量ではない。まるで陰茎に蜂蜜でもかけるように、とろとろの体液が美優の膣から流れ出ている。もうエッチは終わった後にもかかわらずだ。

　この光景が意味するものを、俺は理解してしまった。美優はまだ硬さが残ったままの俺のペニスの上にまたがって、その体はコンドームも着けずにセックスの準備をしている。

　つまり、これは快楽のためのセックスではなくて。なぜだかはわからないが、美優は俺をベッドに押さえつけて子作りを始めようとしているのだ。早い話が逆レイプという状況だった。

「み、美優、ちょっと待ってくれ！」

　その気になれば俺のほうが力は強い。最悪の場合は美優をベッドから振り落としてしまえばいいだけのこと。でも、美優を相手に、そんな乱暴なことはしたくない。

「まだ、子供は早いんじゃないか？　お金のこともあるし、学校を出てからでも、遅くはないと思うんだ」

　どうにかして美優に正気に戻ってほしい。この状況に心の奥底で歓喜してしまっている俺の生殖本能が、妹を犯してしまえと囁いてくる前に、美優に目を覚ましてもらわないと。

「……ふぅ」

　俺の声を聞いて、美優の息遣いが変わった。顔にもいつもの色味が戻っていて、しっかりと目も合っている。

「見ないでって言ったでしょうが」

「わ、悪い……！　終わるまでって、俺がイクまでかと思ってたから」

「そこは曖昧な表現をした私も悪かったけどさ」

　美優はティッシュを何枚か取って、その半分を俺に渡した。美優はトイレで用を足し終えた後のように、ティッシュで股を拭こうとして、その不格好さを自覚してから布団で体を隠して愛液を拭った。

「ご飯にしますか」

　美優はさっきまで俺をレイプしようとしていた理由を話す様子もなく、俺が言及できる空気でもなかったので、大人しく美優に従って階段を下りた。

　今日の朝食はバナナヨーグルト。キッチンに立った美優はバナナの皮を剥いて、包丁を手に取り、さく、さく、と輪切りにしていく。さっきまでしていたことがアレだけに、玉も竿もキュッと縮み込んでしまう。

「あのさ」

　いつものように対面でテーブルに座って俺たちは食事を始めた。俺の脳内で渦巻いている疑念があって、もうここまで来ると、それを晴らさずにはいられない。

「美優はフェラをするの……嫌じゃないの……？」

　あれだけ何度も拒まれていたはずのフェラを、美優は当然のようにしてくれた。しかも俺からしてほしいと頼んだわけでもなく、今朝は美優が率先してやってくれたのだ。

　思えば、こうして美優が許容してくれるようになったものはフェラだけではない。手コキだってスキンシップそのものだって、美優はずっと拒否していたのに、一線を越えてしまった後はすんなりと俺の要望を聞き入れてくれている。

　あるいは食わず嫌いだっただけで、してみたらよかったという可能性もなくはない。だが、だとしたら美優が口にしていた「兄妹だからしない」とは一体なんだったのか。それがわからないことには、俺がこれからも美優にフェラをお願いしていいのかがわからなかった。

　美優の負担じゃないのなら俺は美優にフェラをしてほしいんだ。この世に美優のフェラ以上の官能があるとは俺には思えない。美優のフェラは俺にとって人生なんだ。

「お兄ちゃんの言いたいことはわかるよ。……あとなんか邪悪な気配もするけど」

　スプーンに乗せたバナナヨーグルトを、美優はパクっと口にする。些か気持ちが乗りすぎた。心を鎮めよう。

「でも答えとしては、妹としては抵抗があるって言うしかないかな」

「それほど抵抗があるようには見えなかったけど……」

「そこが問題なんだよ」

　美優は語気を強めてピシッと言い放った。

「世間の常識としてもそうだけど、遺伝子的にというか、まず本能からしてお兄ちゃんを性的に受け入れちゃうのはいけないことなの」

　血の繋がった兄妹が性的に惹かれ合うことは、社会的にも生物的にも本来の在り方に反していると美優は言う。それは俺も考えたことがあった。佐知子と付き合っているときに覚えた、あの違和感。俺は美優を女として意識していて、逆に佐知子を妹のように想っていた。

　人間の本能はニオイなどの感性からしても血縁者を好きにならないようにできている。そうして自分と親しいものを排除し、より複雑な遺伝子情報を引き継ぐように設計されている。

「でも美優は、俺とのエッチは受け入れてしまえると」

「その通りですね」

　そういえばいつだか俺の精液を飲むことに対して「思うところはあるが何も感じない」って言ってたな。常識的にはダメだと思っているのに、体はそう感じてはくれないということだったのか。

「それは……どこからなんだ……？」

「どこからというのは？」

「飲むのとか、手でするのとか、それ自体を嫌だと思ったことはないの？」

「ないよ？」

「マジで!?」

　すごいことをサラッと言われてしまった。今まで俺とのエッチを拒んできたのは、すべて世間体の問題だったということになってしまうのだが。

「そ、その考えに従うならだ。仮に美優が俺と兄妹であることを気にしなくなったとして」

「はい」

「セックスしたいって言ったら、する？」

「するだろうね」

　美優はあっけからんと言ってみせた。こいつは正気なのか。まさかこのヨーグルトによからぬ成分でも入ってるんじゃないだろうな。

「最初の話に戻るけどね。お兄ちゃんにフェラするのが嫌だったのは、妹としての立場があったのと。実際にしてみて、一切の嫌悪もなく受け入れられちゃう現実を認めたくなかったからで」

　美優が俺とエッチをするかどうかの判断基準は、兄との性行為に抵抗のない自分を許せるかどうかだった。結果的には、ハプニングを言い訳に及んできたエッチのどれもが、その心の障壁を乗り越えるためのきっかけになっていたわけだ。

「昨日フェラしてもらったときに美優がため息をついてたのは、兄のモノを咥えることになんら抵抗がないことがわかってしまったせいなのか」

　俺の理解に対して美優は頷きで答える。

「お兄ちゃんに初めて手でしたときもね」

「トイレでのこと？」

「うん。触るの、嫌じゃなかったし。一度経験すると、忌避感よりも……ね」

　トイレの一件から美優がスキンシップに寛容になった理由がそれだった。「もういいや」と吐き捨てたあのセリフは、俺の面倒をみるのが嫌になったのではなく、兄に性的な興味を抱いている自分を否定することを諦めた、言わば最初の頑張らない宣言だったわけだ。

「ってなると、フェラはもう、オッケーなのか」

「それはこれからお兄ちゃんが私の身体でする性処理について？」

「ま、まあ、そうなるな」

　どうしてそうトゲのある表現をするんだお前は。

「してほしければいつでもしてあげるよ」

　美優は澄ました顔でバナナヨーグルトをひと掬いする。あれだけ拒絶されていたフェラがあっさりと許されるようになってしまった。美優が兄妹でエッチをしてはいけないと思っていることについてはなんら解決していないけれども、まずはこれからも美優がフェラをしてくれることを喜ぶべきだろうか。

「でも、どれも抵抗がなかったって言うわりには、本気で怒ってたこともあったような……？」

「それはお兄ちゃんが服を汚そうとするからでしょ」

「すみませんでした」

　どうやら譲れないポイントもあるらしい。コスプレと裁縫が好きな妹だからな。そこは今後も気をつけてあげよう。

　夏休みの間は家に両親がおらず美優と二人きりで、部屋に戻った後は、住宅街をバイクが通り過ぎていく音が聞こえる程度の静かな時間が流れるだけ。俺はオフ会に向けてゲームを進めながら、隣の部屋に妹がいる気配を感じつつ、恥ずかしそうにペニスを咥えてくれたときの表情を思い出して次のエッチへの期待を高めていた。

　美優のロリコスで自慰をする趣味が明らかになったときは、その変態性を薄めるため俺は強引にフェラを迫った。事実はどうあれ美優がその役割を俺に望んでいると思ったからだ。だが、美優が俺のペニスを咥えることに抵抗がなくとも、兄妹でエッチをしてはいけないと美優が思っていることへの解決はなされていない。だから、これからも口でしてくれると言った美優の真意は正直なところ測りかねている。

　それでも、フェラのお願いを遠慮する必要はないと思った。これまでだって兄妹での性行為を否定しつつも精液は飲んでくれていたのだから、フェラをしてもらうことにだって問題はないはず。美優が俺に明かそうとしている理由がどんなものであれ、これまでの態度からするに好意的な感情が関係していることぐらいは俺にもわかっていた。

　そんなことを考えながらお風呂までを終えて、迎えた就寝前のこと。今日は別々に寝るつもりらしい美優にどうやってフェラをお願いしようか俺は迷っていた。いつでもフェラをしてくれるとは言ったが今朝の今夜だ。さすがに溜まるのが早すぎると叱られるかもしれない。

　しかし、これには男としては如何ともし難い事情もあった。可愛い顔を見ているだけでは人は欲情しないけれども、どうしたことかあの胸の脂肪の塊が揺れるのを見ていると、抗いようのない性欲の昂りを感じてしまうのだ。美優が巨乳だから悪い。去年までは必要以上にきっちりと服を着こなしていた美優は、この頃になって家の中だと胸の谷間が見えるような格好も多くなり、お兄ちゃんの下半身事情はかつてないほど深刻な状況だった。

　とはいえ、悩んでいても仕方がない。すると言ったからにはする。あの妹は期待させるだけして断るなんてできない性格だ。それが日に何度目であったとしても。

　俺は意を決して立ち上がり、美優の部屋に行くために廊下に出た。──そこで偶然にも、同じタイミングで部屋から出てきた美優と、俺は鉢合わせになった。

「おっ、あ……ど、どうした？」

「トイレに行こうと思って。お兄ちゃんは私に何か用？」

　キョトンとした顔で美優が尋ねてくる。俺の部屋は階段から歩いて手前側にあるため、部屋を出た美優の行き先はトイレなり下の階なりいくらでもある。だが、奥側にある美優の部屋に向かおうとしていた俺には、美優に用がある以外にはないのだ。

　ともなれば美優も俺の目的はだいたい察しているはずなので、ここは下手に誤魔化さずに素直に要望を伝えることにする。

「口で抜いてもらおうかと」

「今朝あれだけしたのに……」

　美優のジトッとした目で睨まれて、想定していた反応ではあったのに勃起してしまいそうだった。こんな冷たい妹が俺にだけ口内射精をさせてくれると考えるともう出さずにはいられない。

「たのむ」

「まあいいけどさ。ここでするの？」

「ん、ああ。そうだな」

　本当はどちらかの部屋で抜いてもらうつもりだったけど、思いのほか美優が乗り気だったので、俺は予定調和のようにズボンを下ろして陰茎を露出させた。廊下で抜いてもらうというのも爛れた感じがあっていいものだ。そんな俺の望みをそのまま聞き入れてくれた美優は、床に膝をついて俺の股間の前に口を近づけると、迷いなく亀頭をパクッと咥えた。

「うっ……ふぅ。美優って、ほんとに一度経験するとためらいがなくなるよな……」

「ちゅぷっ……んっ……まあ、正直、これだけ精液を飲んできて今さらなので……へろっ……あむっ……ぢゅるっ……」

　美優は真顔で答えながら、勃起して膨らんでいくペニスに歯が当たらないよう、舌で歯先を覆って器用に俺のペニスをしゃぶってくれる。

　精液が飲めるならフェラができるはずだと、かつて美優を言いくるめようとしたのは俺のほうだが。カリ裏をチロチロと舌でくすぐられるのが気持ちよすぎて細かいことはもうどうでもよかった。

「へろれろっ……へろっ、あむっ……ちゅっ、ちゅぷっ……んんっ、んふぅ……んっ、じゅっぷっ……ぢゅるっ、ぢゅるっ、ぢゅうぅ……」

「おおっ……あー……やっぱ美優のフェラ、いいな……」

　廊下で仁王立ちして、妹にペニスをしゃぶらせている。佐知子にフェラをされていたときのようなエロアニメを参考にした言葉責めもなければ、山本さんにしてもらっていたときのような凄まじい舌技もない。ただ真顔で淡々とフェラチオをされていることに俺は興奮して、竿はひたすらにカタくなっていった。

　基本的には口に含んだまま、陰茎を舌で舐め回しながら首を前後させて唇でシゴいているだけ。ときおり溢れそうになる唾液をジュルっと啜って、そのついでのようにジュボジュボと音を立てて竿に吸いついてくれるのが数少ないスパイスとなっていた。リズムも一定に保たれていて、布団の中でしてもらったときように金玉やお尻まで舐めてくれることもない。

　それでもよかった。むしろ美優のフェラはそれが望ましかった。何よりも俺を興奮させていたのは、フェラを始めてからずっと美優が俺と目を合わせてくれていることだった。長いまつ毛に縁取られた目がパチリと瞬きするたびに、それだけであり余る美優の可愛さが俺の陰茎を疼かせる。

「美優、気持ちいいよ」

　フェラの邪魔にならない程度に頭を撫でて、美優を梳くように横に手を滑らせる。大切にケアしているこのロングヘアに、フェラをされながら触れられるのは俺だけなのだと、その内なる歓喜に気が昂ぶって射精してしまいそうになる。

「んちゅっ、ちゅぷっ……んっ……さっきからピクピクしてるけど、出したいなら出したら……？」

「それは、そうなんだけどな。せっかくフェラしてもらえてるのに、すぐ出しちゃうのはもったいない気がして」

「別に、またしてほしくなったらしてあげるのに」

　そうは言いつつも美優は早く俺をイかせるために激しくしたりすることもなく、同じペースでペニスをしゃぶってくれる。そんな美優からの嬉しい言葉を脳内で反芻しながら、俺は優越感たっぷりに頭をナデナデし続けた。心なしか美優も喜んでいる気がする。いや表情はまったくもって真顔なのだが、瞼を閉じるときにコンマ一秒ほど、俺に撫でられていることに浸ってくれている気がしたのだ。

「なあ、美優」

　俺はペニスの先っぽに快感を覚えながら、精液を飲んでくれた理由とは別に、美優に聞かずにいたあることを尋ねてみることにした。

「山本さんのところから俺が戻ってきたとき、美優は嬉しかった？」

　妹離れのために山本さんの部屋へ行く俺に美優がぶつけてきた不満は、成功を祈りながらも寂しさを滲ませるのだった。だから、これまで妹離れのために尽くしてくれたあれこれが無駄になったことを、どこかで美優は安堵してくれているのではないかと。

　そう考えての質問に、美優はしばらく無表情で肉棒をしゃぶり続けて、それから顔を耳まで赤くしてキュポっと口からペニスを引き抜いた。

「咥えさせながらそれを聞くのはどうなの」

　ムッとした顔で口にされた言葉だったが、語調は穏やかだった。怒っているというよりも、言って返す言葉に困るからやめなさいといった感じだ。

「前も言った通り、彼女を作ろうって話は私からしたことだから……んっ……私にこんなことを言う権利があるのかはわからないけど……」

　美優はペニスの首根っこを掴むように持ち上げてから、舌を長く出して裏筋をペロッと舐める。その清楚らしからぬ仕草に興奮して、濃いめに出た我慢汁もきちんと舐め取ってくれた。そうしてひとしきりペニスを舐った美優は、竿の根元を両手の指先で優しく掴んで、俺と目は合わせずに視線を下げた。

「まあ、嬉しかったよ」

　微笑み混じりで呟かされたそれは、無視してはならない美優の本心だと思った。俺はきちんと、この美優の感情に向き合わなければならない。改めての覚悟に身が引き締まるようだった。

「おしっこが我慢できなくなってきたから、そろそろ出してほしいんだけど」

　照れくささを誤魔化すように、美優はすぐさま俺のイチモツを口に含んで、じゅぽじゅぽとしゃぶり始めた。羞恥に火照っていつもよりも血色がよくなった顔で、それでもまた俺を見つめたままフェラをしてくれる美優に、俺の想いが下半身から込み上がってくる。俺は左手で美優を撫で続けながら、美優の頬に右手を添えて、硬いイチモツを口に含んだ美優に熱視線を送った。

「ふうっ……あぁ、美優。俺、やっぱり美優が好きだよ」

　まだ恋人でもない相手に、エッチをしながら愛を伝えることは、体だけが目的だと捉えられかねない悪手中の悪手。でも、俺たちは一緒にいることは当たり前で、互いを思う気持ちは性欲から生まれている。美優だって同じなんだ。もはや肉体関係を抜きに俺と美優は兄妹でいられない。そうでなければこんなところでフェラなんてしていない。

「むちゅ……ん、急に何を言うの。はむっ、ちゅぷ、んっ……」

「フェラをしてる美優がすごく可愛いから。ずっと好きだったけど、今はもっと好きになってる」

　赤裸々な想いを伝える開放感と、それを聞いた美優が照れて恥ずかしがる反応が可愛くて、俺の興奮は最高潮に達していた。好きな人にいくらでも好きだと言える快感。それはオナニーさえできれば得られる射精の快楽を遥かに凌駕する。

「美優。だから、これからもフェラで俺を射精させてほしい。今から出す精液も口で受け止めて、全部飲んで」

「んっ、んっ……もう…………んちゅっ、ちゅっ……いいから、早く……はむっ……ぢゅっ、ちゅうっ……」

「好きだよ、美優。もう出るからね。っ、はあっ……美優…………うっ」

　びゅるびゅくびゅくっ、と、射精をしている間は撫でる手を止めて、美優の口内に精液を出した。いつものように快感に喘ぐのではなく、美優の目を見つめながら、そこに注ぎ込むことだけを意識して射精をした。

　精液は想いの分だけ量を増して、粘性の高い白濁色の液溜まりが美優の口にできあがる。あれだけ不味いと言った俺の精液を、飲み下してしまえば味覚に触れるのは一瞬なのに、美優は俺の満足を優先してどれだけの精液が出されたかを口を開けて見せてくれた。

　舌舐めずりをするような特段のイヤらしさがあるわけでもなければ、俺の命令でそうしているわけでもない。言うなれば事務的な処理の一つとして、フェラで抜いて、口に精液がどれだけ出されたかを俺に確認させて、それを飲み込むということをしてくれているだけだった。

「気持ちよかったよ。上手く言語化できないけど、とにかく興奮した」

「出た量でわかるから大丈夫だよ」

　美優は最後に俺のズボンまでを上げてから立ち上がり、我慢していたおしっこを出すためにトイレに行った。あれだけ想いを伝えたにしてはそっけない対応だった。

　俺の愛の告白は興奮を高めるためだけに消化されてしまったわけだな。美優もそれがわかっていたから何かを言うこともなかったわけだろうけど、お返事というものを期待してしまったのは罪だっただろうか。

　さすがに廊下で聞き耳を立てているのも失礼なので、ひとしきり考え事が終わってから部屋に戻ろうとしたときに美優がトイレから出てきた。思ったよりも早かったな。

「もういいのか？」

「もう、というのは、自慰行為まで済ませなくてよいのかということでしょうか」

　美優はごく冷静に的確な返答をしてきた。両手を前に重ねる佇まいはさながら主人にご奉仕するメイドである。

　まったくもって美優の解釈に相違はなかった。美優が俺の精液を飲むとムラムラする体質なのはもう疑いようのない事実なので、その情報は暗黙のうちに共有されていることになっている。

「お兄ちゃんが寝ちゃう前に、私からも一つお願いしようかなと思って」

　美優はそう口にしながら俺の手を引いて部屋に来るように示唆してきた。フェラのお礼をしてほしいのだろうか。どんなことだってしてあげよう。

「はい、これ」

　部屋に入ってすぐ、美優が手渡してきたのは俺がプレゼントをしたヘアブラシだった。これを渡されたということは何をされたがっているのかはわかるのだが、ちょっとだけ俺は困惑しているのだった。

「結局あれ以来だったな。どうして今？」

　由佳へのお仕置きや山本さんと妹離れに励んでいたこともあって、タイミングを逸していた。それに、あのあたりから美優が兄妹でエッチをしてはいけないとはっきりと口にするようになったから、こうしたスキンシップもできずにいた。でも、美優は俺とまったりお喋りするのが好きだと言ってくれていたわけだし、兄妹としてはそういう時間は取ってもよかった気がするのに。

「お兄ちゃんは彼女を作らなきゃいけなかったんだし」

　美優は長い髪を手櫛でサッと整え、ベッドの縁に腰を掛けて、いつもの前後の態勢になるようにシーツをぽんぽんと叩いてこちらを向いた。

「こんなことしてたら好きになっちゃうでしょ」

　その美優の言葉を聞いて、「なるほど」と納得をしつつも美優の後ろに回った俺だったが、ほんの気の迷いから生じたある疑問にブラシをかけようとしていた手が止まった。「好きになっちゃうでしょ」と言った美優の声が、俺が美優を好きになるのではなく、美優から俺への想いのことを言っているような気がしたからだ。

　ヘアブラシをプレゼントしたときには、俺は美優のことをとっくに好きになっていて、美優もそれを知っていた。もちろん、俺が余計に美優のことを好きになって妹離れが難しくなるという意味で言ったとはわかっているが、美優から好意を感じている以上はどうしたって可能性を考えてしまう。

「それにまあ、お兄ちゃんがご察しの通り、体がとてもポカポカしてるので、落ち着かせてもらうと思って」

「そんな状況で俺が髪に触れてたら逆に落ち着かないんじゃ」

　先ほどのエッチのせいで興奮しているから収まるまでブラシをしてほしいって意味だろうけど、そういうときの人間の体は髪の神経でも感じてしまうものだ。

「あれだけ頭を撫でられて、お兄ちゃんだけ射精して精液を飲まされて。私は寸止め状態みたいなものだから気持ちよくしてもらおうかと」

　敏感になってるのがわかっててお願いしてきたのか。まあそれはそうだよな。イかなくても女の子は満足できると言った美優なので、アソコに触れられるのが好きでない美優からしたら髪の毛で気持ちよくしてもらう方が抵抗がないのだろう。余計に変態っぽい気もするが、美優との付き合いが長い俺としてはとても自然な流れだと思った。

　ともなればトイレなんかで済ませるはずもなかったな。男からしたら勃起するまでペニスをイジられて射精だけさせてもらえていないようなもの。欲情させられて最後はオナニーで済ませろなんて、そんな酷い話があっていいわけがない。俺も自分の手でシゴけと言われ続けてきたが、俺の場合は美優にオナニーを見てもらえるという快感があったので、一人で済ませるのとはまた違う。あれは一種のプレイだ。

　俺は毛先から絡まりを解くように、美優の髪をブラッシングしていく。元よりケアの行き届いている美優の髪は、俺のような素人が梳いても結びを引っ掛けてしまうことがない。この量と長さで先端までまっすぐに伸びているのは驚異的な質のよさだ。腰にまで伸びた髪を持ち上げるたびに、俺の手が美優の体に触れて、ピクッと首や脇腹を避けるのが可愛かった。

　こんなことまでおねだりしてきて、美優は絶対に俺のこと好きだよな。いいのかな、聞いてみても。美優と両想いであるのなら嬉しいし、そうであることにもはや疑いの余地はない。それでも、言葉にされるまでは何も進展はしないのだ。

　美優から大切な話があると言われているから控えているけれども、本当は今すぐにでも確かめたい。そして、美優と結ばれて、恋人としての日々を過ごしていきたい。

（どうにかして、俺がきっかけを作ってやらないとだよな）

　ブラシを通す位置が少しずつ上がって、横髪を後ろに持ってくるときに俺の手が耳を掠めるのがいいらしく、そのたびに美優はわざとらしいぐらいにモジモジとしていた。そして、ブラッシングする位置が首の後ろあたりにまでくると、ついには髪の毛を梳かされるだけで美優は「んっ……」と熱っぽい吐息を漏らすのだった。

　俺はまず頭頂まで普通にケアを済ませてから、美優の感度がよかった首裏へとブラシを戻していく。これは美優からすると性感マッサージなので、髪にとってやりすぎとかそういったものはないのだ。たぶん今も美優のパンツの中はびしょびしょになっている。

「……どうかな？」

　無言のまま続けていたブラッシングの具合を美優に尋ねる。髪をイジられすぎて全身まで敏感になっているのか、顔の近くで囁く俺の声が振動として伝わるだけで首元がくすぐったそうだった。

「思ってたより、ずっといい」

　簡素ながらも好感の伝わる回答だった。俺は嬉しさのあまりに調子に乗って、梳いた髪を追いかけるように手で撫でる刺激も加えていく。上から下に手が通るたびに、美優は元から姿勢のよかった背中をさらに伸ばして、また色っぽい声を漏らすのがエロかった。

　する側もされる側も飽きるということはなくて、俺は単調な繰り返しになろうともそれで美優が気持ちよくなってくれるならと、ずっとブラシをかけ続けた。美優もそれを喜んでくれていて、いつしか美優は毛束を作ってそれをスッと下ろすだけでイッたのかと思うぐらいにふとももを力ませていた。それが美優の望んだものだと思ったから、最後には俺はブラシを手放して、手で髪を梳かすことだけをしていた。

　両手を交互に使って毛束を手繰るように上から下まで髪を撫でると、ついに美優は「あっ、あっ」と喘ぐのを堪えきれなくなって、体をビクビクと震わせ始めた。女の子を相手に手コキをしているみたいだと、これまでさんざん射精地獄を味わわされたお返しに、俺は一定のリズムを保って優しく髪を愛撫し続けた。

「んあっ……ああっ、ごめん、お兄ちゃん……！　あっ……んンッ……！」

　両手を股に押し当てて、ぎゅーっと力の限りを込めていた美優の姿は、間違いなく達している反応のそれだった。兄のペニスをしゃぶって、兄の精液を飲まされて、体が敏感になりすぎるほど興奮してしまった妹は、ついには兄に髪を撫でられる刺激だけでイッてしまったのだ。

「はぁ、ふうっ……んっ……！　あっ、あっ、あっ……！」

　女の子はイッてもエッチを続けられる。だから俺は手を止めなかった。次第に大きくなる喘ぎ声とふとももの痙攣に、しかし、美優の方は途中で待ったをかけてきた。

「もう、ダメっ、はぁ、んあっ、あぁ……これ、クセになったら、もう普通に髪を梳かしてもらえない」

　美優に制止されて、俺は大人しく手を止めた。兄妹での安らぎの時間も大切にしたい美優にとって、ブラッシングのたびに性的快楽を覚えてしまうのは避けたいようで、それは俺も理解できたからだ。

「満足してもらえただろうか」

「う、うん。とってもよかった。ありがと」

　美優は前を向いたまま俯きがちに膝をすりすりとさせている。そして、俺は見事に勃起している。勃たずにこれをするのは無理だった。

「今日は、どうしようか」

「えっと……もう自制が利きそうにないから、申し訳ないけど、それぞれで……」

「そうだな。それがよさそうだ」

　また美優に抜いてもらうでもよかったが、今朝のように美優が暴走して今度こそ中出しすることになりかねないので、俺も美優の意見には異論はなかった。

「ひとつ聞いていいかな」

「なんでしょうか」

「美優は寝る前に下着を替えるよな？」

「まあ、すごいことになっちゃってるからね」

　美優はもう俺とのエッチで異常なほど濡れることを隠すことはない。隠さないということは、いまさら俺がその事実を知ることになっても問題はないということだ。

「くれないか」

　言ってしまった。俺は愛液にまみれた美優のパンツでオナニーをさせてくれと頼んでいる。

　そのお願いに対して、美優は黙ったまま考え込んで、やがて前髪で顔を隠すようにして小さな声で返答をした。

「お兄ちゃんのと、交換なら」

　俺のパンツも我慢汁で充分にしっとりとしている。つまり、美優は俺の精液の匂いでオナニーをさせてほしいと条件を付けている。

　もちろん断る理由などなく、俺たちはそのあとは無駄な会話を挟むこともなく、二人とも前向きのまま目を合わせずにパンツを脱いで、それを渡し合った。

　俺も美優も下半身だけ裸になって、パジャマの上をワンピースみたいに着ている美優のアソコを拝むことはできなかったが、とにかく俺は右手に美優のパンツを持って美優の部屋を出た。

「おやすみ、お兄ちゃん」

　最後に美優が俺の背後から抱きついてきた。興奮を抑えた穏やかな口調だったが、その声はとても上機嫌だった。

「おやすみ、美優。また明日な」

「うん。また、明日ね」

　先ほどまでと逆の前後になった俺たちは、最後に手を重ねるだけの触れ合いをして、自分の部屋に戻った。

　明日からもこれまで通りに顔を合わせて、兄妹で家事分担をして、ムラムラしたらエッチをする。そんな俺たちの日常を明日も変わらず過ごそうという約束の言葉だった。

「ハァ、ハァ、あああっ……美優……っ!!」

　部屋に戻った俺はぐっちょぐちょに濡れた美優のパンツにペニスを突っ込んで、ベッドの上で獣のように腰を振った。隣の部屋で同じような激情を抱えてオナニーをしている妹を想いながら、俺は脳内の妹を孕ませる勢いで射精をして、溜まりに溜まった感情を精液と一緒に吐き出したのだった。











０２．好きだよ









　目が覚めて最初に考えたのは美優のことだった。

　なんてことはない、もう起きたかなとか他愛もないことを、天井を眺めながら思い耽っていただけ。

（廊下でフェラしてるときの美優、楽しそうだったな……）

　ニュートラルな表情が冷淡なので気づきにくいが、これまで何度もエッチをしてきた俺にはあれが機嫌がいいときの顔だとわかる。美優の部屋に連れられてからのやりとりを思えば疑いようもないだろう。

　敏感になった体でブラッシングをされた美優は、いつかオナバレをしたときのように頭がバグるほど発情して、オナニーをするためにパンツの交換まで願い出てきた。下着は元から汚れるものだから抵抗が少ないのだろうが、ずっと服を大切にしてきた美優からしたら考えられない行動だ。──あるいは、純潔のように大事にしてきた服だからこそ、兄である俺の精液で汚されることに興奮を覚えるのかもしれないが。

　床には精液まみれでくたくたになった美優のパンツが投げ捨てられている。昨晩はこれに思いきり精子をぶっかけて、最後は気絶するように眠ってしまった。おかげていつも朝食をとる時間よりだいぶ遅れて目が覚めた。美優が俺を起こしに来ていないあたり、あちらも同じような状況なのではないかと思う。

　そんな想像も楽しみの一つにして、俺は重たい体を起こして立ち上がった。俺のパンツは美優に渡してしまったので下半身は裸のまま。まずは着替えをして、それから一階に下りることに。

「美優。いたのか」

　リビングに入ると、エプロン姿でグラスにお茶を注いでいる美優がいた。俺を見て美優は眠そうに挨拶だけを返してきたので、起きてきたのも俺とそう変わらない時間なのだろう。

「これからメシを作るのか？」

　俺がまだ下りてこないうちから、寝起きですぐにエプロンを身につけるというのは違和感がある。しかし、その理由はキッチンに回り込んだときに明らかになって、食器棚から自分のグラスを取り出しながらも、俺の目線はふとももまで露出した美優の脚に向いていた。

「寝ぼけて一階まで下りてきたらこのままだったので」

　美優は丈の足りないＴシャツの裾を伸びない程度に引っ張って臀部を隠した。パジャマの上だけを着たノーパンである。昨晩はよっぽどお疲れだったようだな。

「だからってエプロンで代わりにするやつがあるか」

「お兄ちゃんの教育に悪いエロ本に影響された妹がこの始末です」

「それは……ごめん」

　俺は何も言い返せなくてお茶を一杯だけ飲んで喉を潤した。美優はフライパンを取り出して予定通り目玉焼きのワンプレートを作ろうとするのだが、眠いのと食欲がないのとで手元がおぼつかない。俺もまだ体が半覚醒状態ですぐご飯にしようとは思わなかった。ともなれば、目が覚めるような刺激を得るのが手っ取り早い。

　ゆったりとした動きで料理に向かおうとする美優に、俺は背後から両腕ごと抱きしめて、作業する手を止めさせた。

「なあ、美優」

「なんでしょうか」

「おっぱいを揉んでもいいかな」

「聞いたら断るに決まってるでしょ」

「そりゃそうか」

　許しを請うということは、相手の同意を得るということ。その結果に胸を揉ませることになったら、それは最終決定を下した女の子側の責任になる。文句を言うことも怒ることもできないのだ。

　だから、俺は勝手に胸を揉ませてもらった。エプロンの上から、ブラジャーのカップの硬さと肉の柔らかさを同時に味わう。着衣でおっぱいを揉むことができるのはセックス以上の友好の証なのだ。風俗店員だって私服で客に体を触らせたりはしない。

「すごい弾力だな、ほんとに」

　山本さんほどの質量感はないが、低い背丈との相対的なデカさと弾力のおかげで揉んだときの満足は相当なものだ。エプロンに出来上がった布の盛り上がりを下側から持ち上げて、ゆっさゆっさと揺らすと、女の子の体の魅力に夢中になってしまう。

　昨日の今日でも俺のペニスは懲りずに膨らんで、半分ほど見えている美優のお尻の割れ目に居心地よさそうに収まっていた。背後からだと美優の髪の匂いまで香ってきて、昨晩の行為で汗のかいた美優のニオイと混じって雄の本能を刺激してくる。

　そんな俺の暴挙に、美優は好き放題させているだけだった。

「……あんまり、乗り気じゃない？」

「ん、まあ、別に気分は悪くないんだけどね」

　美優は胸を揉んでいた俺の手の両方を掴んで、その位置をお腹のあたりにまで下げた。

「こういうときぐらい、ギュッてしてくれてもいいんじゃないかと思って」

　俺の全身に触れる美優の体温が一度上がった。エッチよりイチャイチャがご所望のようだ。昨日のスキンシップをよほど気に入ってくれたと見える。俺も配慮するべきだったな。

「好きだよ、美優」

「んっ……またそれ……っ、んっ……」

　美優は肩を竦めるようにして首を隠し、くすぐったさを紛らわせる。求められているのがこれだと思ったのですぐに口に出た。美優からも、そろそろ言ってほしい。

「大切な話っていうのは、こうしてれば聞けるのかな」

「たぶんね」

　曖昧な回答だった。だから、俺は何度も美優の名前を呼んで、そのたびに「好きだよ」と囁いた。やってることが完全にバカップルのそれだった。

「そろそろ話す気になった？」

「お尻にカタいのが当たってなければ完璧だったかも」

「なら美優が抜いて柔らかくしてくれ」

　会話の弾みでロクに頭を使わずに口にした言葉だった。

「妹の幸せな時間にあんまりな発言ではないですか」

　わかっている。美優がまったりイチャイチャするのが好きなのは重々承知している。だが、抜かずには勃起を収められない。

「お兄ちゃんすぐに発情しすぎだから、そろそろおっきくしたらお仕置きとかにしたほうがいいかも」

「マジで言ってる？」

「半分は冗談。半分は昨日の自分が恥ずかしすぎたので当てつけ」

　どうやら本気ではなかったらしい美優は俺の前でまた姿勢を低くした。フェラをしてくれるようなので俺も陰茎を露出させてそれを美優に舐めさせる。

　冗談まで言えるようになって、感情豊かな妹になったな。笑いこそしないけど、他人のように過ごしていた以前までと比べるとだいぶ変わった。

「んっ……ちゅっ……ぷっ……んんっ……」

　美優は前回と変わらず静かで淡々としたフェラを続ける。するたびに工夫があるわけでもなく、俺もそんなものを必要としていない。美優とのエッチは事務的なぐらいでいいんだ。日常の中にこうした行為があるからこそ得られる興奮がある。まだ家を持てない歳の俺たちからしたら、それは兄妹でエッチをしているからこその特権なのだ。

「ああ、いいっ……もう出せそうになってきた」

　射精をするまでにはある程度は刺激をしてもらわなければならないが、充分に興奮が高まったらどれぐらい早く射精するかは男側で自由に決められる。お尻を引き締めてペニスをいきませれば自分の意思で発射可能なのだ。

　性処理としての意識がある美優としても、俺の宣言を聞いたら早く射精をしてもらいたいはず。それがこれまでの美優の反応だった。しかし、このときは我慢せずに出せとは言わず、美優は俺がギリギリ射精できないぐらいに吸いつきを弱くしてフェラを続けた。それから、美優も満足するまでペニスを堪能して、フィニッシュに向けた深めのストロークに入る前に一度口を離した。

「また好きって言いながら出して」

　そう言って美優は先端から根元まで唇を滑らせて、イかせるフェラに切り替えた。そんな可愛いおねだりをされて射精せずにいられるわけもなく、昨晩の再現のように美優の頭を撫でながら、俺は射精するまでペニスをしゃぶられていた。

「美優、好きだよ。エッチしてるときも、そうじゃないときも、ずっと美優が好きでたまらない。もう射精するから、全部飲んで」

　俺は体を前にかがめて、できるだけ美優の耳の近くからも声が届くように、愛を囁いて脳内の射精スイッチを入れた。ギュンと発射口を固めていく陰茎の変化に気づいた美優は、俺の腰に抱きついてきて、口いっぱいにペニスを含めながら射精の瞬間を待ってくれた。

　ドクッ、ドクッ、と精液は尿道から押し流され、その最中でも美優は舌で舐め回して陰茎を気持ちよくしてくれた。ビュッと精液が飛び出すたびに鈴口が舐められて、これまで感じたことのない刺激に、放出される液量も増えていく。兄の精液を吸い出すためとなると卑猥な舐め方をすることにも躊躇がない。

　俺の射精が終わってから、美優は同じ体勢のまま精液を飲み込んで、尿道の残り汁を吸い出すまでずっとペニスを咥えていた。

「ありがとう、美優。スッキリしたよ」

「妹のお務めなので。感謝してもらえるのは嬉しいですが」

　美優は立ち上がってグラスに新しいお茶を注ぐと、それをぐいっと飲み干した。お務め、と言っても嫌々やっているのではなく、美優は『妹なので兄の性処理は当然するもの』という謎の奉仕意識を持っている。最初は日常的に精液を飲まされている立場を揶揄して言ったものかと思ったが、たぶん性癖なのだろう。

「お兄ちゃんは体つきも立派になったね」

　美優は俺と正面から抱きついてきて、体の筋肉を確かめるように触ってくる。毎日のようにペニスからタンパク質を奪われているのに、どうやら雄として覚醒することによるホルモン分泌がそれを上回っているようだ。

「約束のギューは？」

　美優は俺の顔を見上げてねだってくる。ほんの少し頬が赤らんだだけの真顔で、それでも至近距離で目を見つめられるとドギマギしてしまった。俺は妹に恋をしている。

「喜んでさせてもらうよ」

　俺からも美優を抱きしめて、肺を圧迫するぐらいの力で引き寄せた。衣服を通した美優の体温に、細身ながらもしっかりとした骨格がそこにあることが伝わってくる。俺は一人の女の子を抱いているんだ。こんなにも愛おしい存在を二度と離したくない。

　もう迷ってもいられない。美優からの大切なお話が何かも気になるけど、その前に俺からも話しておきたいことがある。

「昨日からずっと考えてたことがあるんだ。真面目な話がしたいんだけど、いいかな」

　美優と両想いであることを確かめたい。態度が明らかだからそれでいいとはもう思えない。兄妹のままの関係だとしても、お互いの感情に正直になって愛し合っていたい。

　そんな俺の意図を汲み取ってくれた美優は頷きを返してくれた。それから俺たちはソファーに移動して、俺が深めに腰をかけると、美優がその向かいから膝を跨ぐように座ってきた。いわゆる対面座位に近い体勢であるが、間近で目を見て話をするにはちょうどいい距離感だ。

「美優は他の人にはこうやってベタベタしないんだよな」

「お兄ちゃん以外にはしないよ」

　美優は俺の首に腕を伸ばしてきた。そして、俺の耳元で「友達が相手でもね」と囁いてくる。キスされるのかと思ってドキドキした。遥とは肉体的な関係はあったけれど、日常的にスキンシップをするのは俺以外に誰一人としていないらしい。ならばもう、俺が特別な存在としてしかあり得ない。

「なら、聞せてほしい」

「はい」

　もう、聞いてしまうしかない。答えを知ってしまう恐怖になんて、怯えている場合じゃない。

「美優は……俺のこと、好きなのか？」

　ついに口にしてしまった、その言葉。いつの間にかお互いの目線は一直線に結ばれていて。真剣な眼差しで、俺と美優は見つめ合う。

「好きだよ」

　その瞳の奥に、はっきりと見える美優の感情。これまでの冷淡なものとは明らかに違う、少女としての温度を持った視線だった。

「私はお兄ちゃんが好き。お兄ちゃんから好きって言ってもらうと、嬉しくて喉が灼けるぐらい。すごく好き」

　その言葉の最後を絞りきるまで。美優の瞳は微塵も動じることはなく、俺のことを見つめていた。

　その美優の好きがいつ始まったのか、男として意識をされているのか、聞きたいことはたくさんあったけれど、俺が求めていた答えが聞けたからにはそれ以外のことは些事だった。

「俺も、好きだよ。美優のこと」

　これまでの言動の意図がいかなるものであれ、俺はもう美優を信じると決めた。美優を一人の女として、誇って愛していきたい。

「んふふ。知ってる」

　美優はいたずらな笑みを浮かべて、俺の首にかけていた腕とおっぱいとで俺を挟んできた。巨乳の密度のせいで呼吸ができないけれど幸せな苦しさだった。他人とのスキンシップを避けてきた美優にとっては、こうしてくっつくことが一番の愛情表現らしい。

「俺が美優を好きになったせいで彼女作りが始まったわけだし、今さら言うことでもないか」

　もう二ヶ月以上も前から、美優は俺の気持ちなんて知っていたんだよな。

「お兄ちゃんさ、ほんとにちゃんとエッチなゲームやってた？」

「なぜ今それを」

「お兄ちゃんが乙女心に理解がなさすぎて、妹はとても悲しいです」

　美優はわざとらしくしょんぼりとした顔をする。残念ながらエロゲは恋愛の教材にはなっていなかったらしい。せめて選択肢でも頭に浮かんでくれれば攻略の余地はあったのに。

「私はもうお兄ちゃんが私のことを好きなのはわかってるんだから、お兄ちゃんは安心していくらでも私に好きって言っていいんだよ。今朝もそう思ったからしてくれたんだよね」

「なるほど、そうだな。わかったよ」

　それだけ言って、美優は黙りこくる。そして、俺とまた見つめ合う。訪れた長い静寂に、美優の顔が、次第に険しくなっていった。

「はあ……お兄ちゃんが妹心を理解するのはあと百年くらい先かな……」

「わ、悪い！　今のは言うところだったか!?　もちろん、俺は──」

「もういいです。雰囲気がなきゃ意味ないでしょうが」

　安心していくらでもとはなんだったのか。しかしまあ、ここは美優が正しいか。

「今思ったんだけどさ。美優が俺のことを好きで、こんなにスキンシップもしてくれるってことは、もう兄妹とかあんまり気にしてないんじゃないのか？」

「正確には雪解けの最中ですね」

　美優はなおも俺にベタベタと引っついてくる。

「だからもっと温めて」

　美優はねだるような視線を俺に向けて「もうわかってるよね？」と言いたげな顔をした。俺は美優をその腕に抱きながら、好きの言葉と髪への愛撫を繰り返した。

　雪解けが済めば美優は兄妹でセックスすることを拒まなくなるけれども、不思議なことにそれを急ごうとは思わなかった。美優を俺のものにしたいという独占欲はあるし、そのマーキングとして美優の処女が欲しい気持ちはある。でも、本番行為をすることにこだわりはない。俺と美優の関係はオナニーから始まったから、体で繋がることよりも精液を飲ませる方が特別な意味を持っていて、それは先ほど済んだから今は心が落ち着いている。

「それじゃあ、今度は私の番だね」

　美優は俺の腕から抜け出して、ホクホクとした顔の火照りを冷ますために、ひと呼吸を置いた。ようやく美優からの大切な話を聞けるんだな。

「これからする話は、私がこの数ヶ月間ずっと悩んで、ようやく出せた結論だから。お兄ちゃんに今すぐ同じ答えを出してほしいとは思わない。……でもね」

　先ほどとは一転して変わり、美優は俺の手を握って、切ない声で話を続ける。

「どうか、今こうして幸せでいる私を、忘れないでいてね。心の底から、お兄ちゃんと両想いになれたことを、嬉しく思ってるって。それだけは、信じてください」

　──たとえお兄ちゃんが、私のことを嫌いになっても。

　美優はそう、前置きをした。どうやらこの大切な話は、美優にとっては深刻な内容らしい。

　でも俺は、そんな美優のツラそうな顔を見ても、穏やかな心のままでいられた。

「美優のことを嫌いになんてならないよ。……なんて、簡単に言っていい話じゃないのは、なんとなくわかる。でも、それでも言わせてほしい」

　──俺はずっと、美優を好きでいるよ。

　たとえ俺が酷く傷つくような真実が明かされたとしても。俺はそうあると心に誓った。だからこの心は、ちっとも揺らぐことはなかった。

「なら私も信じてるね」

　美優は胸のつっかえが取れたように、また優しい声に戻った。

「あのね」

　大きく息を吸い込んで、美優はようやくその言葉を口にする。

「私、男の人が、ものすごく苦手なの」

　美優から告げられた真実。

「……そう、なのか」

　なんということか、それはすでに俺の知っている情報だった。だが、理解はしていなかった。だからこれほど重大な事実を、俺は軽んじた。よくよく考えてみれば、これは無視してはならない大切な話だったというのに。

　──なぜなら。

「俺、男なんだけど」

　そうだ。どうやって理屈を捏ねても、俺が男であることに変わりはない。美優は男嫌いで、でも男である俺が好きで。もしその両方が真実なのだとしたら、この矛盾を孕んだ美優の想いは深刻な悩みに足る何かだったはずなんだ。

「そう。お兄ちゃんだけが私にとって特別な人なの。でもね。この特別はいい意味ばかりじゃなくて。むしろ、きっと、お兄ちゃんを傷つける」

　美優はまだはっきりしない言葉で、その結末を予告した。

「お兄ちゃんにクローゼットの中を見せたとき、私が可愛い服を着なくなった理由を話したじゃない？」

「ああ、先生と母さんにもう着るなって言われて、泣いて帰ってきたやつか」

「そうそう。実はあれには裏話があって」

　美優は昔から優等生だった。その美優が親にも先生にも叱られるなんて、よっぽどのことがあったに違いない。

「私ね、そのとき男の子と喧嘩してたんだ。それで、何人かが病院で検査を受ける羽目になって」

　初っ端から飛ばしてきたな。どれだけ過激な戦いを繰り広げてたんだこいつは。

　にしても、原因は男子との喧嘩か。由佳に教えてもらった噂は本当だったみたいだな。

「上級生の男の子が五人。みんなクラブにも通ってる人たちだったから、怪我をさせたことに親から猛抗議が来て。さすがに私もあのときは幼かったからさ、何人もの大人から頭ごなしに怒られるのは耐えられなかったよ」

　うんうん、まだ小さい子をそんな風に叱りつけるなんて酷いよな、って相槌を打ってやりたいけど、ちょっと待ってほしい。なんで当時小学三年生だった美優が、スポーツマンの上級生を相手に喧嘩で勝てたんだ。

「美優って運動はそこまで得意じゃなかっただろ」

「まあね。でも、喧嘩は別。覚悟の差ってやつ？」

「そんな少年漫画みたいな……」

　でもなぜだろう。この数ヶ月で知った美優なら、たしかにそれもあり得るのかもと思ってしまう。

「喧嘩の原因はね、その内の一人の男子からの告白だったの。スポーツもできて、成績も優秀で、顔も整ってて、やんちゃなところもあるかなりの肉食。あの歳でもう、やることやってたんじゃないかな」

　当時の美優の上級生って、俺と同じ歳ぐらいだよな。場合によってはクラスメイトだった可能性すらある。世の中には凄い奴がたくさんいるもんだな。

「とにかく女の子にはモテモテで、何番目でもいいから付き合いたいって子がたくさんいた。そんな人に告白をされて、私は秒でお断りしました」

「なんで？」

「気持ち悪かったから」

　美優はそう答えた後に、その「気持ち悪い」が、告白をした男子の態度や、美優の体調のことについてではなかったことを補足した。

「私だって、その人を遠目で見て、人柄を噂で聞いているうちは、別に悪い人じゃないんだろうなって思ってたよ。でも、告白をされた瞬間にね。この人は無理だなって、本能的に察しちゃって」

　それが美優の、男嫌いを明確に自覚した原点。まだ男に対する先天的な忌避感しかなかった頃の、率直な美優の想いだった。

「告白の現場を覗いてた男子が、フラれたことを煽ったせいで、当人もムキになっちゃって。強引に迫ってきたから、私は近くにあった指示棒やら椅子やらで、まずその男子をボコボコにしました」

「えっ」

「そしたら、次はそのお友達に、なぜか私がキレられて。やむなく襲われない程度に無力化しました。なので、正当防衛です」

「まあ、それは信じてるけど」

　喧嘩の経緯はわかった。でも、先生たちに服のことを叱られた理由がいまいち見えてこない。

「服は関係あるのか？」

「単に目立つからだよ。当初から目はつけられてて、私が優等生だったから見過ごされてただけ。それがその事件をきっかけにして、『そんな服で男を誑かすから悪いんだ』って言われるようになったから、人前で着るのはやめたの」

　なるほど、そういうレッテル貼りか。さすがに十歳にも満たないうちからそんなことを言われたら、誰だって嫌になるよな。

　しかしここまでは、ほとんど由佳から得ていた情報の通りだった。少なからず驚きはあったが、理解できなくはない。

「要点はこの先なのか」

　美優はソファーにペタン座りして俺の膝を跨いだまま。俺の問いに、ゆっくりと頷く。

「それからも、数えきれないくらいの男子から告白されたんだ。でも、試しに付き合ってみようかなって思える人すらいなくて。そのうち告白されること自体に嫌気がさして、私はちょっぴり、ドライな女になりました」

　それでも告白は増えたんですけどね、と美優は恨めしそうにその胸を押しつけてきて、俺はこの世の男子代表になったような申し訳なさを感じる。

「美優くらいの大きさだと注目されるもんな」

「そうなんですよ。こんな無駄にデカいだけのもののどこがいいんだか」

　すまないがそれだけはどうしても同意してやることができない。せめて同情することしか、俺たち男にはできないんだ。

「美優が自分のおっぱいを嫌いなのもそれが原因なのか？」

「半分はそう。もう半分は可愛い服が着られないから」

　近頃は胸が大きくなったせいで、件のロリータ服に関してはオーダーメイドも増えてしまい、余計に遥に頭が上がらなくなっているのだとか。

「それって費用的に大丈夫なのか」

「胸が大きくなったのは遥がイジりすぎたせいだって言いまくってるからプラマイゼロです」

「さすが」

　そういうところ、本当にちゃっかりしてるよな。頼もしい限りだよ。

「でね。話は戻るけど。私さ、男の子のことが全然好きになれないから、少し前までは自分のことをレズだと思ってたんだよね。実際のところ、女の子に触れられるのに抵抗はなかったし」

　それでも好きになれる子がいなかったから、レズでもなかったという結論に至ったらしい。

「そういう窮屈な日々を過ごしてきてね。私は男の子も好きになれない、女の子も好きになれないんだって、ずっと悩んでいたところにですよ」

　美優が急に力強く語り始める。その目は俺に向いたまま三角に尖っていて、俺はこのときすでに、美優が何を言いたがっていたのか、そのおおよそを理解できてしまっていた。

「あろうことか私の部屋の隣で、私とそっくりの名前の女の子を相手に、夢中でオナニーをしているお兄ちゃんを見てしまったわけですよ。それも画面の上のところに『俺と妹の子作り宣言〜お兄ちゃんの中出しを義務化します！〜』みたいな酷いタイトルが書いてあったし。ヒロインは最後まで妊娠しないのにね。駄作でしょあれ」

「みたいな」とか言いながら完全に内容を把握されているんですけど、あの、そういえばいつだかのお勉強のために調べたんですかね。

「今にして思うと、ヒドい状況だったな」

「ヒドいなんてもんじゃないよ。あのときの私の気持ちがお兄ちゃんにわかる？」

「パソコンでぶん殴られても文句は言えなかったな……」

「ほんとにそんなレベルなんだけどさ」

　美優は目線を横に流して、また声を落ち着かせる。

「でも、本当に驚いたのはその後だよ」

　そう。

　それが、すべての始まりだった。

「私はね、お兄ちゃんが一人でしてるところを見ても、何も感じなかったの」

　どう考えても気持ちの悪い兄。男嫌いなのに兄の自慰を受け入れてしまった妹。そんな構図が生まれたこの出来事こそが、昨日の話に繋がるのだった。

「それどころか、お兄ちゃんがそれからどうするのか、興味さえ湧いた。他の男の子なんて、裸を見ることも、想像することもできなかったのに」

　だから美優は、あんな真似を強行した。俺のオナニーを手伝うなどという、理解不能な言動を。でも実際には、誰より混乱してたのは美優自身だったんだ。

「あの気持ちがなんだったのか、私は知りたくて。それで、どこまでなら気持ち悪くならずにいられるんだろうって、ずっとそんなことを考えて過ごしてた」

　それから、美優は徐々に俺との距離を縮めてきて、ついにはフェラをするにまで至った。そこでようやく美優は俺だけを男として受け入れられることを確信したようだった。

「俺の精液を飲んでくれたのも、それを確かめるためだったのか？」

「そういうことになるかな。……最初のは、なんというか、衝動的なものだったけど」

　これまでの話に加えて、条件反射で引き起こってしまう体の反応も美優を悩ませていた。俺とのエッチで異常に濡れてしまう体質も、触れ合っているときに暴走する性衝動も、とある一つの答えを揺るぎないものにしてしまっていたのだ。

「つまりね、私は本当に、逆なの」

　優秀で男らしい男子からの告白に嫌悪を覚え、男より女の子に触れられることを好み、その果てにただ一人、実の兄である俺に対してだけ、美優は性的な興味を持つことができた。

　一見すればチグハグに思える美優の説明。それが唯一、生殖本能という観点に立てば、それらを繋ぐ線が見えてくる。

「生物保存の優先順位が、私は他の人とは明らかに違う。本能が示すべきベクトルが、普通とは逆向きになってるの」

　美優の本能が交配相手として選ぶのは、遺伝子的に自分と親しい者。両親が家にいることが少なく、家事などの手伝い全般を俺に世話されていた美優にとって、最も身近な近親者は兄である俺だ。あるいは、遺伝子の半分を引き継ぐとされているその親と比べてすら、俺の遺伝子構造は美優と近いのかもしれない。

「私だってすぐには信じられなかった。だから、どこまでならこの体をお兄ちゃんに許せるんだろうって、ずっと探り探りでここまできて」

　そうして美優は、兄妹での行為に抵抗を示しつつも、俺とエッチをするようになった。

「結局は嫌になるどころか……私が気づいたのは、知らずにそういう行為を求めてる自分だった」

　思考の上ではどれだけ「ダメ」と思っていても、体が欲しがってしまう。だからいつかは、一線を越えてしまう。

「そう、だったのか」

　疑問を解決することはできた。美優の本当の気持ちも、ようやく理解することができた。だからこれは、聞けてよかった話なのだと、心の表層では思う。

　しかし、本音を言えば、ツラい。その事実は、想像だにしなかったほど、残酷な話だった。だってそれは、俺にとって最重要な、美優の告白を否定することになる。

　美優が俺のことを好きになってくれたというのは、その表現で十全ではなく。これまでの話から導かれる真実は「美優は俺を好きにならざるを得なかった」ということに他ならないのだから。

　俺は美優の言葉に、どうやって答えてやればいいんだろう。この『大切な話』を聞いたからといって、俺が美優を嫌いになることはない。それは今でも誓って言える。だが、どれだけ自分の思考を否定しても、止めどなくその想いは溢れてしまう。

　──美優はなんて、不幸な女の子なのだろうと。

「うんうん。ちゃんと伝わってるね。お兄ちゃんはもう、わかったって顔をしてる」

　俺の顔を覗き込む美優は、それでも明るかった。空元気とも違う、達観とも違う、素のままの無垢な笑顔を俺に向けている。

「さぞツラかろうさ。いっぱい悩めばいい。お兄ちゃんは私がずっと悩んでる横で、出したい出したいっていつも性欲ばっかり押しつけてきたんだから」

「あ、ああ……！　それは、本当に悪かったって。俺としても、色々と抑えきれないところがあって……」

　もしかしたら、俺が美優でしか抜けなくなったのも同じなのかもしれない。だからその体質だけを切り取れば、俺は美優の一番の理解者になれる。

　だが、俺と美優では境遇がまるで違うんだ。ただの冴えないオタクだった俺が、美優のような美少女しか好きになれなかった現実と、可愛くて優秀な美優が、俺のような落ちこぼれしか好きになれなかった現実。

　どう考えたって釣り合いが取れていない。俺は美優からたくさんのものを与えてもらって、美優は恵まれていたはずの出会いをいくつも失い続けてきたのだから。

「不幸なんだろうね。お兄ちゃんの世界の私は」

　美優の声はなぜか、弾むような明るさを持っていて。屈託のない笑顔のまま、美優は俺の手を両手で握ってきた。

「なんか、楽しそうだな」

「もちろん。だって私の世界の私は幸せだし。私はもう、答えを見つけてるから」

　両手から伝わる美優の体温。こうして握られた手には、つい先ほど俺が誓った、美優への想いが刻まれている。

　そうだよな。俺がやるべきことは、こうして落ち込んでいることじゃない。美優が幸せだと思えるだけの、俺なりの答えを見つけてやらないと。

「少しだけ、時間をくれるか」

「いいよ。今日のお夕飯の時間までは待っててあげる」

「短っ!?」

　美優ですら三ヶ月かかったんたぞ。すでにヒントが提示されているとはいえ、俺にそんなすぐに答えが出せるわけがないだろ。

「だって今夜は一緒に寝たいもん」

「それは別に禁止してないだろ」

「ただ一緒に寝るだけじゃ意味ないんだってば」

「というと？」

「それも自分で気づきなさい」

　美優は俺の額を小突いてから、飛び跳ねるようにソファーから下りた。なぜかこのやりとりに妙に背筋がゾワッとしたんだが。美優に注意されたのとは別の、何かとても恐ろしいことに気づいてしまったような。

「お夕飯は夜の八時まで我慢してあげます。なので、お兄ちゃんは私を幸せにするためには何をしなければならないのか、その答えを私に示してください」

「……もし、できなかったら？」

「別にどうもしないよ。ただ、なるようになるだけ。そもそもとして、答えを探すかどうかも、お兄ちゃんに任せます」

　美優は髪を横に流して、「でも」と大人っぽい声で最後の言葉を付け加えた。

「私はお兄ちゃんに、幸せにしてほしい。選択をするのはお兄ちゃんの自由ですが。もし、お兄ちゃんに諦められたら。妹は、少しだけ泣きます」

「それだけです」なんて話を締める美優は、ちっとも俺が諦める心配なんてしていなくて。これまでの美優の言葉を要約すると『答えが出るまで許すつもりはないから死ぬ気で頑張れ』ということだった。

「絶対に答えを出してくるから。待っててくれ」

　そういうことなら、地べたを這いつくばることになろうと、俺は美優が幸せになる方法を見つけてやる。

　どんな難しい理屈を並べ立てられようが、これだけは変わらない。

　俺は美優が、世界の誰よりも好きなんだ。











０３．お兄さんだから









　俺はスマホを握りしめてバスに乗っていた。どうすれば俺が美優を幸せにできるのか、しばらく一人で考えていても、夜の八時までという短い時間で解決できる兆しが見えず。どんなに小さなきっかけでもいいと縋ったスマホのディスプレイには、開かれたままのメッセージアプリが表示されている。

『夏期講習で塾にいるので、駅まで来ていただければ空いてるコマにお話はできますよ』

　佐知子から送られてきたメッセージに俺は何度も感謝をして会いに行くことにした。自分の頭で捻り出した答えでなければ意味がないことはわかっている。しかし、ヒントになるものを求めることは問題ないはずだ。その証拠に、俺が家を出るときに美優は「それが正解です」と言わんばかりに手を振って俺を見送ってくれた。

「お久しぶりです、お兄さん」

　駅近くのカフェの入り口で合流した佐知子は、前と同じサイドテールを夏でも伸ばして大人びた風貌になっていた。うっすらと化粧をしているのか血色もよく、もともと身長も高い方だったのでお姉さんらしさが滲み出ている。

「久しぶり。元気だったか」

「おかげさまで」

　別れてからそう日も経っていないのに、佐知子と会うのがやけに久しぶりに感じた。店内はシックな色合いのウッド調で、ソファーや本棚がインテリアにも見えるように配置されたアットホームな空間になっている。

　佐知子と初めて来たお店もこんな趣きの場所だったな。美優に彼女を斡旋してもらっていたあの頃が懐かしい。

「佐知子は大人っぽくなったな」

「みんなに言われるんですよ。お姉ちゃんから使ってない化粧品をもらって、やり方も教えてもらったんです。そのおかげか何人か塾の男の子に告白もされちゃって」

　佐知子の声音は、嬉しさ半分、戸惑い半分だった。気恥ずかしさがあるのかもしれないが、複数人の男子から告白されたというのは立派な功績だ。もっと誇っていい。

「その男子の気持ちもわかるよ。佐知子は話しやすい雰囲気があるし、一緒にいて癒やされるから」

　俺みたいに自信のないタイプの男子だって、佐知子と二人きりになれば告白もしたくなる。振られても傷つかない安心感があるからだ。俺も佐知子とは波長が合う部分があって、こうしてカフェに呼び出すのにも悩むことはなかった。そうした感覚から口をついて出た俺の言葉に、佐知子はメニュー表でサッと顔を隠した。

「そこまで言われると、照れちゃいます……」

「結果として出てるんだし、自信にしていいよ」

「そ、そうですか？　でも、告白してきた人も含めて、私はあまり男の子と話さないんですよね。どこがそんなに好きだったんでしょうか……」

　佐知子は嬉しそうにしながらもまだ実感を持てずにいるようだった。普段から話しもしないのに告白をした男子の気持ちは俺にはわかる。俺も小さい頃は課外活動で同じグループになっただけの女の子を意識するようにもなったっけ。

「誰かと付き合うことにしたのか？」

　知り合いの女の子に彼氏ができるのは複雑な気分だ。それでも、今の俺が境遇に恵まれているおかげか不快には思わない。過去の俺なら考えられない感情だった。幸せって相対的なものなんだな。

「みんないい人なんですけど、一度にたくさん告白を受けたせいで選べなくて」

　佐知子は苦笑いをして、困惑している胸の内をさらけ出す。

「デートにも誘われてはいるんですが、なかなか引き受けられないんですよ。いざ二人きりで出かけるって考えると緊張しちゃって」

　そして、困り顔をして考え込んだ後、佐知子はパッと明るい表情に戻って照れ笑いした。

「その点、お兄さんは私のダメな部分を受け入れてくれそうですし、一緒にいて癒やされるのはお兄さんも同じなんです」

　佐知子は「つい甘えたくなっちゃいます」と言ってひっそりと身を寄せてくる。

「そう言われると、俺も照れるんだけど」

　俺はそれをあえて拒もうとはしなかった。佐知子みたいな純粋な子の好意まで否定する必要はないと、美優も言うと思ったからだ。

「それでそれで。お兄さんの相談ってなんですか？」

「ああ、それはだな」

　明確な問いを用意している訳ではなかった。ただ何か、俺と付き合っているときに佐知子がどう感じていたのか、それを知りたかっただけ。

　俺と美優は兄妹だが、これからの実態としては恋人に近いものになる。であれば、数週間だけとはいえ恋仲だった佐知子なら、美優を幸せにするためのヒントを持っているかもしれない。

　俺は注文を済ませてから、仮定の形でこれまでの経緯を佐知子に説明した。

「ふむふむ。告白をされたけど身分差がありすぎて自信がないから、私に彼女としての感想を聞きたいと」

　──と、そのつもりだったのだが。

「お兄さんは美優ちゃんが相手じゃないとダメなんですよね？　そこはもういいんですか？」

　佐知子に思いっきり核心を突かれて、俺は仮定の形を保てなくなった。佐知子には美優が好きなことを伝えてあるし、それが原因で別れたのだから、そこに疑問を持つのは当然のことだった。

「あー……それが……その……」

　俺はどこまでも嘘をつくのが下手だった。こうやって言及されたときに動じなければ、まだ誤魔化すチャンスはあったんだろうけど、罪悪感に苛まれて上手く舌が回らなくなる。本当のことを言わずに話しているだけならまだいいが、相手の質問に嘘の回答をしたらそれは裏切りだ。

　俺は美優が友達の間でどういう立ち位置にいるのかをよく知らない。それでも、他でもない佐知子が相手だから、信用しないのもまた失礼な話だった。それが失敗なのだとしたら美優にまた怒られればいい。取り返しのつかないことにはならないのだから。

「美優じゃないとダメなのは今も同じで。だから、つまり……な」

　俺がそこまで口にした時点で「まあ！」と佐知子は嬉しそうに驚いた。

「ついに美優ちゃんと結ばれたんですね。おめでとうございます。お兄さんはとてもステキな人ですし、美優ちゃんが気に入るのもわかります」

　佐知子は俺たちの関係を予想以上に歓迎してくれた。

「そこが、疑問なんだけどさ」

　佐知子は俺に好意的で、男として見られていることもわかっている。でも、その理由が見当たらない。

　その辺の女の子ならいざ知らず、美優も佐知子も自由に男を選べる側の人間だ。同じ学校にだって俺より顔も頭もいいやつはいるだろう。あるいは、今佐知子が告白を受けている男子もそうなのかもしれない。それなのに、なぜ佐知子はそいつらとデートに行かずに、俺なんかと仲良くしているのか。

「佐知子は俺のどこが……その、ステキだと思う？」

　俺がそう尋ねると、佐知子はしばらく考え込んで、店員が運んできたアイスラテを両手で持った。

「それはですね」

　佐知子はニコニコしながら、両手で丁寧に支えていたそれを俺に渡してきた。ブランデーグラスいっぱいに盛られた泡に黄金色のソースが掛かって、その上に菓子の破片が散りばめられている。先に飲んでいいということだろうか。金は出すとは言ったけど、佐知子が注文したものなのだし、気を遣わなくてもいいのに。

　と、思っているところで、今度は俺が注文したキャラメルラテを取って、それとアイスラテを交換してきた。俺は砕かれたナッツとクリームが浮くカップを手に持ち、頭の中で疑問符を重ねていく。

「どっちがいいか好きな方を選べってこと？　俺がすぐに新作のアイスラテをオススメしたから、それが気になってると思って渡してくれた、とか？」

　俺が無理矢理な解釈をひねり出すと、佐知子はまたアイスラテを前に差し出してキャラメルラテと交換しようとしてくる。これは何か試されているな。

「よし、わかった。佐知子が先に好きな方を飲んでいいよ。これは感謝の印だし。……まあ、大したものじゃないけどな。この後も塾に戻るんだから、自分の脳によさそうな方を選ぶのがベストだと思う。なんなら両方飲んでもいい」

　俺は思い浮かんだ考えをとにかく言葉にした。すると佐知子が頬を緩めて、グラスをテーブルに置き直す。

「そういうところです」

「難しすぎる……」

　今のが俺のステキな部分なのか。アホっぽいところが好きとかかな。

「お兄さんって自分の感情より相手が何を考えてるかを優先してくれるじゃないですか。だから、お喋りしててとても気が楽なんです。優しくて聞き上手なんですよ」

　聞き上手だなんて自分では思ったこともなかったな。俺は夏前までほとんど人と話をしてこなかったコミュ障で、自分自身の印象と真逆のことを言われている。でも、佐知子のことだし、お世辞ってわけでもなさそうだ。

「それに、小さい頃から美優ちゃんのお世話もしてたんですよね？　それであれだけ家事もできるようになって、美優ちゃんもお兄さんのことを頼りにしてるんだと思いますよ？」

　たしかに、昔から俺が美優の面倒をみてきたことについては感謝していると美優にも言われたっけ。でも、佐知子が言ったようなことは頑張れば誰でもできることだ。早い話が、美優が優しい聞き上手を求めているのだとしたら、それは俺でなくてもいいというか。結局、俺にあるのが代えの利く長所だけなら、全体的にステータスの劣る俺を人生のパートナーとして選ぶしかなかった美優は不幸なのではないだろうか。

「なんだか難しい顔をしてますね」

　佐知子が心配そうに俺の顔を覗き込んできて、俺は顔を隠すように慌ててドリンクを口にする。

「いやぁ、ほら。俺と同じ性格で顔も頭もいい人がいたら、やっぱりそっちのほうがいいのかなって」

「そんな人いませんよ」

　佐知子はキッパリとそう答えた。「まさか本気じゃないですよね？」とでも言いたげな、驚きと呆れの混じった声だった。

「そうかな？　結構、いると思うけど……」

「どこにですか？」

「ほら、さっき注文を取ってくれた店員さんとか、優しそうだし、かなりカッコよかったし」

「あー。なるほど」

　佐知子はぽんと手を叩いて、スッキリした顔をする。

「今のでちょっとわかっちゃいました。お兄さんって、女の子に苦手意識があるか、思い込みが激しいか。あるいは、両方でしょうか」

「佐知子までそれを言うのか……」

「ふふっ。やっぱり。誰だって思いますよ」

　佐知子はまた苦笑いをした。ただ、それは先ほどの困った表情ではなくて、子供を嗜めるような、そんな暖かい微笑みだった。

「美優ちゃんと結ばれたって言うから控えてましたけど」

　佐知子は俺の腕にしがみついて体を寄せてきた。さすがにスキンシップが行きすぎな気もするが、この流れでは拒めない。

「私は美優ちゃんのこと、羨ましいなって思ってますよ？」

「恋仲になったことが？」

「お互いに信じ合える相手を見つけられたことがですよ」

　俺はそれとなく佐知子に離れてアピールをするのだが、佐知子はそんなことお構いなしに身を寄せてくる。

「さっきお兄さんは、告白された事実があるんだから自信を持てって私に言いましたよね？　もしお兄さんが信頼できない人だったら、私はこんな風にお喋りはしてませんし、美優ちゃんとの関係だって許せませんよ？　お兄さんにとって、私の存在は自信にはなりませんか？」

　佐知子は席が人目につきにくい位置にあるのをいいことに、ほとんど抱きつくぐらいの勢いで俺に体を預けてくる。

「おっ、おっ、わ、わかった……！」

「わかってませんよ。何もわかってないじゃないですか」

　佐知子の声音は美優が叱るときみたいな厳しさを含んでいて、しかし、その態度とは裏腹に俺にベタベタしてくる。

「いいですか、お兄さん。いくら美優ちゃんが可愛くて頭がよくても同じ人間です。一人の女の子として接してあげてください」

　美優を女の子として扱えか。そういや誰だかも似たようなことを言っていたな。

「で、これはいつまで続くのかな……」

「もちろん、次の講義の時間までです」

　あと三十分くらい猶予があるんだけど、まさかその間ずっとこうやってイチャついているつもりか。

「お兄さんに必要なことなんですよ。口で言ってもわからないみたいですし」

「それは……否定できないな。すまん」

「なので今回の相談の謝礼として私はこれを求めます」

　佐知子は俺の腕をその胸に引き込んで、指先で俺のほっぺたを突いてきた。

「美優ちゃんへの罪悪感に苛まれながら、私にお喋りを楽しませてください」

「うっ……は……はい……」

　誰のせいなのか佐知子が悪い知識を身につけてしまった。俺も美優の貸し借りへのこだわりに影響されてか、佐知子のまるで敵意のないその行動を振りほどくことができず。どうせ今日のことは美優に伝えないといけないし、これはもう後で叱られるしかないと諦めた。

　それから俺たちは、相談とは関係ないお喋りをして残りの時間を過ごした。内容は近況報告みたいなものがほとんどだったけど、本当にその短い時間は楽しかったし、佐知子も心の底から楽しんでくれていたように思う。

　俺はカフェから出て佐知子とお別れをしてから、改めてその時間の大切さを噛みしめた。ずっと自虐ばかりしてきた人生だったけど、それって単なる逃げでしかなかったんだよな。いつかの美優の言葉が改めて身に沁みる。

　あと少しで解決の糸口が見つけられそうな気がする。この先は自分で考えるべきか。それとも、他の人からもヒントをもらって一気に方をつけるべきか。

　最優先するべきは美優の幸せだ。だから俺のプライドのためにそれを台無しにしたくはない。そう考えると、選ぶべきは後者で、相談先は山本さんしかいない。

『相談したいことがあるんだけど、今日の夕方までに時間を取れるかな』

　俺はメッセージを書いて、送信ボタンを押す直前でためらっていた。

　相談するのは美優のことについて。佐知子が相手でさえ真実を打ち明けてしまったのだから、山本さんにも同じように隠さず相談をすることになるだろう。

　最後に美優と山本さんのどちらがいいかと迫られて、俺は美優を選んでしまった男だ。そんな男が今になって美優を幸せにするための相談を持ちかけるなんて許されるのか？

　これが俺の体面の問題でしかないのなら、土下座でもなんでもして頼み込む。でも、山本さんの気持ちを考えずに相談をするのは、美優が信じた俺の行動として正しいのかな。

　と、そんなことを、迷っているときのことだった。

「ちょっと！　あんた何してんのよ！」

　俺はケツを強く叩かれて、その衝撃で送信ボタンを押してしまった。

「うわっ、な、なんだ急に！」

　振り返った先にいたのは、もはや見慣れた不機嫌ツインテールだった。先頭に由佳がいて、その後ろを同じ学年の子と思われる女の子が三人歩いている。

「私のことをレイプしておいて、何をそんなところに突っ立ってんのかって聞いてんのよ」

「いやその言葉の繋がりが俺にはわからないんだが」

　俺は急いでメッセージの訂正をしようとしたが、無情にも既読マークがついてしまい、もう引き返せない状況になってしまった。

「由佳っち何してんの？　彼氏？　レイプってマ？」

　後続集団の一人が、ダボダボのロングＴシャツの裾を振りながら、「ヤバいじゃん。ウケる」と八重歯をチラつかせて笑った。

「美優の兄よ。グループに写真が流れてたでしょうが。私のことレイプして五回も出したサイテーの男よ」

　俺が言葉を挟むこともなく自己紹介が終了する。初っ端からとんでもないことを暴露されたんだが、由佳としてもそれでいいのか。

「お兄さんダメじゃんレイプしたら」

　スマホを気怠げに操作している女の子に、俺は至極真っ当なお叱りを受けた。ちなみに四人目の女の子は大人しそうに後ろで控えている。

「そ、それには深い事情が……」

「ってか美優の兄ってマジなの？　めっちゃ進化してるんですけど」

「ＪＣ二人とセックスしてレベル上がったんじゃん？」

　俺の話を遮って、八重歯の子とスマホの子が盛り上がり始めた。

「うっわマジか。やっぱ童貞ってダメなんだな。あたしも兄貴に女紹介してやろ」

「あんたが相手してやんなよ」

「冗談笑わせて。ヤるならコッチでしょ」

「言えてる。おにーさんもう彼女募集してないの？」

　二人が揃って俺に視線を向けてくる。ちょっと待ってほしいんだけど、君たちは初対面だよね。

「もうしてないわよ。今は美優のものなんだから」

　そんな二人に、由佳から飛び出したトンデモ発言。

「はっ……え!?」

　どうして由佳が知ってるんだ。

「遥から全部聞いたっつーの」

　まさかの遥からのリークだった。しかし、遥が美優に迷惑をかけるつもりでやったとは思えないし、今後を考えると必要なことだったのかな。

「なに、美優のやつ見せびらかしといて自分で取ったの？　ヒドくない？」

「詫び入れるしかないじゃん。んで詫びの品はこのお兄さんってことで」

「それかなりアリ寄り」

　いやだいぶナシ側に振れてるからね。

「五回もできるってことは、あたしら四人を回しても、後もう一回できるってわけっしょ？」

　その『四人』というワードに、自分が含まれていることに気づいた背後の大人しい子が、人知れずにビクついている。

「あの、一ついいか？　なんだか君たちみんなとセックスをする流れになってるような気がするんだけど」

「そりゃそうっしょ。ＪＣと五人プレイとかアツくない？」

「今しかできないッスよお兄さん」

　ダメだ。美優にメッセージグループを見せてもらったときから思ってたけど、もうこの子たちの性の奔放さは救えないところまできている。

「あの……私も……するの……？」

　ついに大人しくしていた子がおずおずと声を上げた。よし、いいぞ。この子に便乗して有耶無耶にしてしまおう。そもそも俺と美優が結ばれたからって、この子たちに詫びなければならない義理はないんだけど。

「みんなもっと自分を大切にしたほうがいいんじゃないかな？　相手も選んだほうがいいと思うし、誰彼構わずってのはちょっとね」

　四人の女の子に囲まれている俺を訝しむ通行人に愛想笑いをして、俺はそれとなく人の通らない場所に移動する。

「いやイケそうな雰囲気持ってるからお兄さん。なんかしたいことさせてくれそうだし。あたし前からずっとお尻に興味があったんだよね」

　八重歯の子が目を輝かせながら迫ってくる。

　そんな性癖を初対面の男に暴露するな。

「美優のお墨付きでしょ？　ならフィーリングが合えばよくない？　てか誰彼構わずとか失礼じゃん。さすがにヤる男は選ぶっしょ」

　スマホの子は滅茶苦茶言ってるのか正論を言っているのか判断に困るからやめてほしい。で、肝心の奥で大人しくしてた子だけど。

「私は……経験ないし……楽しくできるかわかんない……地味だし……」

「そっかそっか。初めてなら、なおさら大事にしたほうがいいよ。今は地味だとかそういうので自信が持てなくても、ちゃんとした経験があると変われるって、俺は知ってるから。だから、こんな形じゃなくて、きちんと君のことを考えてくれる人としよう。な？」

「は……はい……」

　俺が逃げたい一心で力強く説得すると、地味っ子ちゃんは一瞬だけ俺と目を合わせ、すぐに顔を逸した。そんな友人の反応に気づいたスマホちゃんが、さり気なく口を挟む。

「考えてくれる人としろだって。ならお兄さんでよくない？」

「まあ……そうだね……」

「ほら」

「いやいやいやいや」

　こんな簡単に体を許されてしまうとか逆に怖い。これが場の力というやつなのか。

「やっぱセックスするとオスのパワーが上がるんだわ。てゆか美優を入れたらお兄さんがＪＣとヤッた人数って三人？」

　さりげなく俺が美優とセックスをしていることにする八重歯っ子。いやまあそれに等しいことはもうしてるけど。

「もっといるんじゃん？」

「ＪＣとセックスしすぎじゃね!?」

「そういう誤解を広げるのだけはやめてね」

　あとこんな場所でセックス連呼するのはやめてくれ。

「あう……私……どうしよう……」

「へーきだってみんなで教えたげるから。お兄さんも意外と質素なのが好きかもよ？　ワビサビ男子」

「出たそれ。利休じゃん」

　またこの子たちは勝手に盛り上がる。

「え、誰リキュウって」

「自分でワビサビとか言っておいて知らないの利休。信長のカシンでしょ」

「あっ信長はこの前やったわ。鳴かぬなら、泣かねばならぬとか」

「泣き寝入りしてんじゃん信長」

　もうダメだ、これ以上は収拾がつかなくなる。

「あのー。そろそろいいかな？　君たちも、塾とかあるんじゃないの？」

　このタイミングで出会ったということは、佐知子と同じ塾に通っているはず。俺が本気にしていないのもさすがに伝わってくれないだろうか。

「それに自分で言うのもなんだけど、レイプしたって聞いてなんでそんなに前向きなのかな？　怖い人だとは思わないの？」

　俺がそう尋ねると、ＪＣ組は互いに顔を見合わせた。

「だって由佳っちっしょ？　あたしでもしかねないわ」

「むしろ加点要素じゃん？」

「うん……しょうがないよね……」

「あんたら私のことをなんだと思ってんのよ！」

　ここに来てようやく由佳が口を開いた。由佳の扱いはどこでも変わらないんだな。美優以外にもイタズラをしてるのか。

「あんたらはもう気は済んだでしょ。さっさと塾に戻りなさいよ」

　由佳は佐知子が歩いていった方向を指差す。事の発端はこいつなわけだが、場を畳んでくれるならよしとしよう。山本さんに送ってしまったメッセージは取り消せないけど。

　ＪＣ集団は由佳に説得されて、渋々ながらも去っていった。これでようやく落ち着いて考え事ができる。……と思ったのだが、やはりというか由佳のやつはこの場に留まっている。

「なにボサッとしてんのよ。行くわよ」

「どこに？　由佳は塾はいいのか？」

「美優のことについて話があるの。塾なんてどうでもいいからツラ貸しなさいよ」

　さすがに美優のことだからなのか、由佳は今までに見たことのない真剣な顔で俺の腕を引っ張った。その足は由佳のお気に入りのネットカフェに向いている。俺も余裕のある身ではないけど、他ならぬ美優のことについてだからな。

　山本さんからの返信はまだないし、なにより由佳と美優の付き合いの長さを考えれば、その話とやらも俺にとって無駄なものではないかもしれない。無理やりしてしまったことについてもケリはつけておきたいし、ここは由佳に付き合っておくか。

「会員証、出しなさい」

　俺は由佳に連れられてネットカフェに入った。由佳が率先して二人用の部屋を選択し、俺もそれに従ってチェックインする。

　ネットカフェは基本設備としてドリンクバーと本棚が置かれている。喉を潤すためにドリンクは必要になるんだが、由佳は当然のように漫画コーナーにまで入っていった。

「何してんだ」

「漫画を取りに来たに決まってるでしょうが」

「美優のことについて話すんじゃないのか？」

「それはそうだけどさ。せっかくだし気になるものは消化しておきたいじゃない」

　由佳はドリンクを片手に漫画の背表紙を眺め歩く。由佳を急かしたところで答えが出るわけでもないし、山本さんからの返信が来るまではこいつのペースに合わせてやるか。

「オススメとかないの」

「俺はバトル系ばっかり読んでるけど。それでいいなら」

　俺は自分の好きな作品をいくつか見繕って、由佳がまだ知らないものをそれぞれ一巻だけ取らせた。

　カードキーをドアにかざしてロックを解除し、部屋に入る。夏休みの混雑のせいで狭い部屋しか空いていなかったが、二人で横たわってもぶつからない程度のスペースは確保されていた。

　クッションマットの敷かれた部屋で二人。由佳は寝そべって漫画を読んでいる。由佳の頭から伸びる二本の触覚は、腰のあたりでぐるんとしていた。

「なに見てんの」

「いや、由佳の髪さ、だいぶ茶色いけど怒られないのかなって」

「教師を言いくるめるのは得意だから」

　由佳はサムズアップして自慢げにそう語る。

　褒められた話ではないんだが。

「その漫画、面白いか？」

「読むには値する」

「そうかい」

　ずいぶんのんびりした空気になってしまったものだ。由佳が話をしないなら、こっちはこっちで考えをまとめているしかない。

　佐知子と話して最も印象的だったのは、佐知子が俺を男として認めてくれていたこと。それこそ、兄妹である俺と美優の関係を応援してくれるほどに。

　山本さんにしたってそうだ。こっそりではあったけど、最後は俺を男として認めてくれていたようではあった。あんなに可愛い二人が俺を求めてくれて、美優も俺を好きだと言ってくれた。この状況だけを見れば、俺は男として好かれるべくして好かれたのだと、そう考えることもできる。

　気になるのは、美優の体質と、俺がエッチを経験した四人に通じる共通点。美優は生殖本能が逆になっているせいで、『優秀で男らしい他人』に告白されることを不快に感じている。つまるところ、その真逆に位置する俺は『落ちこぼれの近親者』だから好かれたことになる。

　そのうえ、俺がこれまで持った肉体関係はどれも、美優のおかげで築けた関係なんだ。もし俺が美優の兄でなかったとしたら、この三人は俺とセックスをするどころか見向きもしなかっただろう。

「ちょっと」

　由佳がなぜか不満げに俺を見ている。

「どうした」

「もっと奥に座って。あと膝を伸ばして」

「ん？　まあいいけど」

　俺は由佳に命令されたとおりに移動し、座り直した。

　その膝の上に、由佳が無遠慮に頭を乗せて、読書を再開する。

「お前な。そこにクッションと毛布があるだろ」

「こっちのが寝やすいんだからいいでしょ」

　由佳はちょこんと首を落ち着けている程度だが、美優以外の人間に膝枕をするのは気が進まない。

「あーあっつい……。なんか空調弱くない？」

「少し暑いな」

「でしょー」

　由佳はシャツのボタンを二つも開けて、パタパタと扇いでいる。美優と違って平坦な胸だが、服の隙間にある空間というのも独特のエロスを醸すものだ。

「でさ」

　由佳が漫画を畳んで横に置いた。

　ようやく本題に入るのか。

「エッチしないの」

　豪快な話の切り出しだった。

「え？　ん？　美優と、ってこと？」

「んなわけないでしょ。美優としてることなんてもう知ってるんだから」

　それはまあ、そうだろうな。遥とファミレスで話してた時点でそういうことになってたし。

「とすると、俺が由佳とエッチをするかどうか聞かれてる？」

　由佳はゴロンと転がって肘をつき、顔を上げてうんうんと頷く。

　開け放した胸元が、肉がないせいでガッツリと奥まで見えて妙にエロい。

「えーっと……理由は？」

「こんなとこ来たらすることなんて決まってるでしょ」

「んなラブホじゃないんだから」

「個室のネカフェなんてラブホみたいなものよ」

　ほんとそういう風評被害はネットカフェを真面目に使ってる人たちによくないぞ。

「仮にここがラブホでもしないからな。それに、もう美優の子供とかは諦めるんじゃなかったのか？」

「美優はもう関係ないの。避妊もしていいから」

「ちょっと待て、混乱してきた」

　こいつは美優の義姉になるために、その既成事実として俺と子作りがしたいんじゃないのか？

　美優が関係なくなったら、単に俺とエッチしたいだけってことになる。俺と美優が両想いになったことを知っていてなぜ迫ってくるんだ。

　まるでわからないけれど、とにかく乗せられたらいけない気がする。

「ゴムなんて持ち合わせてないから無理だよ。由佳だって持ってないだろ」

「そんなの防犯用の窓に布を掛けてるカップルの部屋に行ってもらってくればいいのよ。どうせヤる目的で来てるんだし、持ってるでしょ」

「ほんとそういう逞しいところだけは尊敬するよ」

　その行動力をもっと健全な方向に使えなかったものか。

「一回したんだからいいじゃん」

「ダメなものはダメだ」

「なんでよ。私のこと別に嫌いじゃないでしょ」

「まあ、それはそうなんだけど」

　由佳って無茶苦茶なことをやるくせに、どうにも嫌いになれないんだよな。美優にも迷惑を掛けてきたわけだし、俺が代わりに怒ってもいいくらいなのに。あれだけされても美優が由佳と友達で居続けているのも、由佳に何かしらの魅力があるからかもしれないな。

「とにかく、今は美優がいるから。それが由佳にとって最もシンプルな答えだろ」

「でもさ、それだと釣り合いが取れなくない？」

「……というと？」

「だってさ、美優は遥とエッチしてるわけじゃん」

　由佳はおもむろに体を起こして居住まいを正す。

「これからも美優は遥とするだろうし、お兄さんは美優とだけエッチをするわけでしょ？」

　なんとなく言い分はわかるけど、遥に関しては俺もビジネスパートナーで割り切れるからな。それに、この先もずっと同じ関係でいると美優が明言したわけではない。

「そうなると、この中でエッチをしてないのって私だけじゃない？」

「うん？　……うん」

　だからどうしたというのだ。

「美優はお兄さん以外ともエッチをしてる。お兄さんは美優としかエッチをしてない。つまり、この関係は私とお兄さんがエッチをして初めて平等になるってわけ」

「ごめん言ってる意味はわかるけど何を言ってるのかわからない」

　さりげなく筋を通そうとしてくるので一瞬だけ納得してしまった。

　なんにしてもそんな超理論が認められるはずがない。

「なんでよー。しようよエッチ」

「しないって。だいたい、由佳は俺に無理矢理されて怒ってたんじゃないのか？」

　本人が質問をするのも変な話だけど。

「口にするほど怒ってないのよ。私が文句があるような態度を取ってたからこそ、お兄さんはこうして二人きりになってくれたわけでしょ？　だいたいあれやらせたのは美優なわけだし」

「完全にハメられた……」

　悪知恵だけはよく働くやつだ。普段からアホっぽいからどこまで考えて喋ってるのかわからない。

「あの件に関しては、お兄さんが相手だったから結果オーライなの。蓋を開けてみたらプレイの一環だったってわけ」

「処女を奪われた挙句に精神ズタボロにされてたと思うんだが」

「いいんだって。私と美優の関係ってそういうものなの」

　由佳は手を払うように振って気にするなのポーズをする。たしかに美優に対する恨みはないようだった。いつか美優が言っていた暗黙の了解が、この二人の間には事実としてあったらしい。

「ならその件は置いておくとして。どうして俺にこだわるんだ？」

「どういう意味？」

「美優の兄として求められてたから納得してたけど。一人の男としてセックスがしたいって言われるほどの付き合いはなくないか？」

「それは……あれよ」

　由佳はやりにくそうに頬をかく。

「これまでの私を知ってて、こうして普通に接してくれるのはお兄さんだけだし」

　次第にその声は、かすかに上擦っていった。

　悪いことをしてた自覚はあったんだな。

「そういうのは嬉しいっていうか。それに、一度したんだから、誘うのも気楽でしょ。お兄さんも見た目は悪くないんだから、しない理由はなくない？」

「んー。そう言われると……」

　由佳の立場で考えれば、その言い分はわからないでもない。でも、それだけで俺をセックスの相手に選んでいいのか。この子たちのグループがいくら性に奔放とはいえ、もっと明白な『する理由』が必要だろう。

「由佳だってかなり可愛い方なんだし、大人しくしてれば俺よりいい男がいくらでも相手をしてくれると思うぞ」

　俺がふと思ったことをそのまま口にすると、由佳の眉毛がピクッと吊り上がり、その拳が容赦なく俺の腹部に突き刺さった。

「おまっ……えら……なんでそう……暴力的な……」

「あんただからしたいって話してんのになんで他の男の話が出てくんのよ。私が誰とでもヤる女だって言いたいわけ」

　由佳は思っていた以上にご立腹だった。

　そう言われてしまうと、かなり失礼なことを言ってしまった気がする。

「悪い。さっきの発言はたしかにヒドかった」

　話の流れからしてムラムラしていただけなのかと思ったが、あくまでも俺とすることが目的でここに呼んだのか。しかも、美優と関係なく。

　なぜかはわからないが、とにかく失言をしたのは間違いない。ってかこれ、美優や山本さんに対しても言えることだよな。気をつけないと。

「本気で言ってる？」

「ああ。本当に悪かった」

「ならエッチする？」

「それはしない」

「なんでだー！」

　由佳はそうやってしばらく駄々をこねてから、ようやく静かになった。その表情には生気が抜けていて、何事もなかったかのようにマットに座り直すと、小さくため息をついた。

「まあ、いいけどね。私も今のままで誰かに受け入れてもらえるとは思ってないし。いつか大人になれば、私も丸くなっていくわけですよ」

　由佳の雰囲気が急に変わって、謎の不安感に胸がざわついた。もう少し優しい対応をしてやれたのかな。

「ただその前に、今の私でちょっと甘えてみたかっただけ。こっちこそ、悪かったわね」

　由佳は息苦しそうにしながらそう呟いた。美優にお仕置きをされたあの一件から何も変わっていないのかと思ってたけど、そんなことはなかったのか。

　こうして成長していくのはいいことだし、俺もそれを望んで接してきたはずなのに。なんだか虚しさというか、寂しさを感じてしまった。なんか俺、足りてないよな。由佳に対して。

「で？　お兄さんはなんで辛気臭い顔をしてたわけ？」

「ああ、それはだな……」

　美優を幸せにする方法がわからない。そう思って家を飛び出してきたのに、今では俺が何に悩んでいるのかもわからなくなってきた。

　俺と美優は両想いになって、俺は間違いなく幸せな人生を手に入れた。心から美優が好きだし、たとえこの身が美優でしか抜けない体質であっても、好きになるべくして好きになったのだと自信を持って言える。

　だとしたら、俺が美優を幸せだと思えない理由は、美優があの体質とは無関係に俺を好きになる可能性がないと思っていること。この一点に尽きる。

「美優が俺を好きになる要素ってどこなんだろうなって」

「変なことに悩んでんのね。男を好きになるのに理由がいるの？」

「それは……さすがにいるだろ……？」

「はあ。あんたは女ってものを何もわかってないわ」

　なぜこの状況で由佳に呆れられるのか。人を好きになるには理由がいるに決まってる。だから佐知子だって俺のいいところを探してくれたわけだし。

「由佳だって、俺が美優の兄じゃなかったら、セックスしようとは思わなかっただろ？」

「そりゃそうよ」

　即答で肯定された。

「でもそんなの、私と美優が同じクラスじゃなかったらって例え話をしてるようなもんでしょ。きっかけと中身は別。私は数ある美優の出会いの中で、努力の末に親友の地位を勝ち取ったんだから。あんたも同じじゃないの？」

「それは……どう、なんだろう」

　俺は美優に対して、何か努力をしてやれたかな。由佳のように、文字通り地べたを這いずり回ってでもしてやれたことがあるなら、俺も美優の男であることを誇れたのかもしれない。

「お兄さんはなんのためにそこまで変わってきたわけ？　最初に会ったときよりずいぶん男前になったじゃない。あのままだったら私だってこんなとこまで連れ込んでないんだけど」

　そういえば、遥と由佳は俺がダメ男だった頃の姿を知ってるのか。その上でこんなに信用してもらえてるってのは、少なくとも俺が立派に成長できたことだけは間違いないようだ。それもぜんぶ、美優にお膳立てしてもらった。俺はただ、言われたことを守ってただけ。

　──だと、思っていた。由佳にこうして問いただされるまでは。思い返してみると、美優があれこれ世話を焼いてくれたのは、最初だけなんだよな。佐知子と付き合ってからは、別に美優にどうしろと言われて変わってきたわけじゃない。

　何度もお説教をされてはきたけど、怒らせるっていうのはそもそも、俺が自発的に動かなければ起こり得なかったわけで。そして、その美優の怒ったタイミングが、どれも親密度が増すきっかけになった。そうやって最後の最後で美優に許されて、ここまで好かれてきた俺は、俺以外の何者でもなかったわけだ。

「私は美優のことをよく知ってるつもりだけど、美優が努力させるのは努力ができるヤツだけよ。美優は基本的に人に無関心だし、無駄に世話焼きなんてしないんだから」

　その言葉が、ズシリと胸に響いた。ああそうだ。今までもこうやって気づかされてきた。

　美優に初めて思い込みが激しいと言われたときも、俺は言葉のナイフを胸に突き立てられただけだと思っていたけど、そうじゃなかった。美優はただ正論を言っていただけ。その言葉に俺が傷ついたのは、自分が努力してこなかった事実を、自虐で保身し続けていたからにすぎないんだ。

「なんか、ごめん。それとなんか、ありがとうな」

「なんかなんかって何よ。解決したならちゃんとお礼を言いなさい。あと詫びとしてヤらせなさいよ」

「そこはもうそろそろ譲ってくれ」

　せっかくの気分が台無しだ。でもまあ、スッキリした。結局は、俺の捉え方が悪かっただけなんだ。美優は優秀で男らしい他人を好きになれず、落ちこぼれの近親者である俺しか好きになれないのだから、不幸としか考えようがない──という、この考えの順序が間違っていた。

　俺は落ちこぼれなんかじゃなく、立派な男として美優に好かれている。しかし、美優の体質からすれば、俺が落ちこぼれであるとしか考えられない。なぜなら、美優は優秀で男らしい他人から告白されると、嫌悪感を抱いてしまう真逆の生殖本能を持っているから。

　だが、ここには矛盾が存在している。なぜなら、美優が最も愛している近親者は自分自身なんだ。でなければ、鏡に映る自分を見て、その性的な姿に興奮をしたりなんてしない。

　では美優が俺以下の落ちこぼれなのかと言えば、それこそありえない話。そもそも、美優が普段から仲良くしている女の子は、山本さんも含めてみんな優秀で可愛い女の子なわけだし、このベクトルだけは生殖本能云々に対して説明がついていない。

　美優の体質が持つ指標は、あくまでも遺伝子が遠いか近いかだけ。すなわち、矛盾なく存在している事実は『美優は遺伝子が近い者に対して極端に強く性的な興奮を覚え、逆ならば不快に感じる』ということだけだ。

　故に、逆説的に、美優が人を好きになるのにも、嫌いになるのにも、理由が存在するんだ。美優が優秀で男らしい男に告白されるほど気持ち悪く感じるのは、たしかに事実として存在している。だがこれは、生殖本能の逆転には無関係の現象。そう捉えれば、なんだ難しいことはない。

　美優は告白されるのが鬱陶しいと嘆いていた。そのせいでドライな性格になるほどに。ドライというか、もはや辛辣とすら言えるレベルだ。

　そんな強気な態度を取られたら、俺のような男はまず告白はできない。自分を落ちこぼれだと思っているような、能力的な自信もなくて、かつ無鉄砲に飛び込むだけの甲斐性もない男には、不可能な所業。であれば、告白に心底ウンザリしている美優にとって、告白される可能性の高い優秀で男らしい男は、もはや敵とすら言っていい。美優が優秀な男に嫌悪感を抱いたその根源は、むしろ生殖本能より生存本能にあった。

　なんというか、アホだよな、俺って。美優は最初から「私は幸せで、その答えを知っている」って言ってたのに。美優を不幸にしていたのは、他でもない俺自身だったんだ。

「……マシな顔になったわね」

　由佳がつまらなそうに俺を眺めていて、しかしその奥には、慈愛にも似た、優しい表情があった。

「だとしたら、本当に由佳のおかげだよ。心から感謝してる」

　由佳に励まされるとは思ってなかったけど。そういえば昔の話を聞く限りでも、こいつが一番の世話焼きだったな。

「こっちは美優のこと諦めてあげたんだから。ちゃんと幸せにしなさいよ」

「わかってるよ。きちんと幸せにする」

　最後まで、一緒に。困難はたくさんあるだろうけど、二人でなら乗り越えられる。今ならそう信じられる。

「あーあ。美優にもフラれるし、お兄さんにも相手にされないし。かーえろっと」

「そうするか。代金は俺が……」

　と、ようやくこの折檻部屋から抜け出せると思った、その矢先のこと。室内に小さな振動音が響いた。音源は俺のスマホで、ネカフェに来る前に送った内容への山本さんからの返信通知だった。

『ゴメンね、弟たちのお世話してた！　今なら会えるから、うちにおいで！』

　山本さんの名前と一緒に表示された、部屋へお誘いする旨のメッセージ。その俺のスマホの通知画面を、由佳がガン見していた。

「何よコレ!?」

　まずい、最悪のタイミングでとんでもない事故が起こってしまった。

「違うんだ、これはそういうのじゃなくて……！」

「そういうのじゃなかったら何なのよ!?　こんなときに他の女の家に行くとかサイテーどころじゃないんですけど!!」

　由佳は鬼のような形相で俺の通知画面を自らのスマホで連写し、それを手早く美優に送ってから電話を掛けた。強引にでも止めにいきたかったが、どうにも暴力的な解決に気が進まず、俺は説得を試みる。

「由佳、落ち着け。これはただの相談相手であって。だから、まさに今この状況と同じなんだ」

「同じなわけないわ美優も知らない女でしょ。私は学校の女子の名前くらい全員把握してるんだから。私の知らないところで美優とイチャイチャして勝手に両想いになってそれで私は遥からも美優はすごく幸せそうにしてるって聞いて何度も何度も悩んだ末に諦めてあんたのことを認めてやったのにまったく与り知らないところで他の女を作ってたなんてそんな仕打ちたとえこの手を血に染めてでも許さないんだから！」

　ダメだ、完全に頭に血が昇っている。言い訳をしても火に油を注ぐだけだ。

「美優!!　メッセージ見た!?　こいつ浮気してる!!　あんたのこと裏切っ……えっ!?　知り合い!?　問題ない？　待って待って。美優、ちゃんとメッセージ読んだ？　家に行くって……それも問題ない？　嘘でしょ!?　家に行くってその時点で実質セックスしてることと同じよ？　……ってええッ!?　それも問題ない!?　ウソっ……ど、どういう、こと……」

　由佳が驚いた顔になったり般若面になったりと忙しい。会話を聞く限りでは、どうにか丸く収まりそうだ。

　それからも由佳の美優に対する忠告はいくら釘を刺しても糠を通り抜け、やがて疲れた表情から怒りの一切もなくなっていった。

　そうして最後に、由佳は真顔で美優に尋ねる。

「じゃあ、それはいいとして。私もお兄さんとセックスしていい？」

　最後の最後まで悪あがきだった。

「今日はダメ？　今日はって何？　意味がわからないんですけど？　今したいんだけど、ダメ？　うん。うん……。わかった」

　由佳はしょんぼりした顔で、通話を切った。どうやら美優からも禁止宣言が出たようだが、「今日はダメ」ってどういう意味だったのか、俺もめちゃくちゃ気になるんだけど。

「はあ。もう。意味わかんない。由佳ちゃんは考えるのをやめます」

「それがいいと思うよ」

　この瞬間だけは、由佳が普通の女の子に見えた。

「でも、今日の話で一つだけ収穫があったわ」

　由佳は思いのほか元気そうだった。むしろさっきより肌にツヤが出ている。

「美優が今日はお兄さんとエッチしちゃダメって言ってたから、つまり明日以降ならしてもいいってことになるじゃない？」

「残念なことにそうらしいな」

　美優はどういう意図でそれを言ったのか、それくらいは帰ったら教えてもらおう。

「でもな、それは正確には、俺と美優の二人が合意した場合であって、俺はまだしていいとは言ってないからな」

「ふん。美優の許可さえ下りればチョロいもんよ」

　由佳は生意気な顔で俺を見てニヤニヤする。

　こいつにだけは絶対に負けない。

「で、大切なのはここからよ」

「なんだ」

　俺が由佳とセックスをするという限りなく無駄な仮定に於いてだが、いまわのきわだし聞いてやろう。

「私としては、そろそろ健全なエッチがしたいわけですよ」

「健全っていうのは？」

「命令とかお仕置きとかじゃなくて、もっとこう、お互いの尊厳を大切にできるような、慎ましやかで愛のあるですね……」

「普通のセックスしたことないの？」

「ないわよ!!」

　うんまあ、俺が初めてだったわけだし、美優も遥も由佳とラブラブしてたわけじゃないからな。

「いい？　次にエッチするときは、優しくしてね？　今度レイプしたら、向かいの店のデラックスジャンボパフェを奢らせるから」

「いくらするんだ？」

「三千五百円」

「たっか！」

　まさかサーロインステーキを軽々と超えてくるとは。

「なに言ってんの。ドリンクセットにしたら税込み五千円はするんだから」

「飲み物って千円もすんの？」

「当たり前でしょ」

　それは手痛い出費だな。ない仮定とはいえ気をつけなければ。……レイプしないように気をつけるってなんだ。

「そんじゃ、そのよくわかんない女のところに行ってらっしゃい。エロいことしてくるんじゃないわよ」

「しないって」

「まあ、由佳ちゃんと一緒にＪＣ乱交なら、セッティングしてあげないこともないけど」

「しないから!!」

　この倫理観が滅茶苦茶な少女たちが、どうかまともな人生を歩んで健やかな家庭を築いていくように。心の底から深く深くお祈りをして、ネットカフェを出て由佳と別れて、俺は山本さんに会いに行くのだった。

「ん……？」

　あれ？

　俺、山本さんに会いに行って。

　何を話せばいいんだっけ──。











０４．失恋レターと最後の特訓









　冷房の音が低く鳴り響く、静かなバスの中。窓の外をぼーっと眺めていると、流れる景色が知らない町のようだった。

　数時間前にバスに乗っていたときには不安と焦りしかなかったのに、この心のどっしりとした落ち着きようは別世界の自分にでもなったようで。俺はもう美優を幸せにすると、そうできると、心が決まった。だから、山本さんと会っても相談することはないと思う。

　でも、お礼は言いたい。俺が自信を取り戻せたきっかけは間違いなく山本さんにある。あれだけ応援してくれた山本さんのことだから、きっと美優と結ばれたことを報告をすれば喜んでくれるはずだ。

　……と、思いはしたのだが。

『相談があるって言っておいて悪い。無事に解決したから、ひとまず悩みはなくなったよ』

　俺は山本さんにそうメッセージを送って、その返事を待っていた。理由は、なんてことはない。どうするのが誠実なのか判断がつかなかったからだ。

　山本さんは俺と美優の関係を応援してくれていた。それが嘘だったと疑うつもりはないが、今ではそれと同じくらい「本当は悔しかった」と言った山本さんの言葉も、本音だったと信じている。

　だから、もしメッセージの返信が、すべてを察した山本さんからの『お幸せに！』であるなら、俺はこのまま家に帰る。お礼は言いたいし、結局は俺のどこが好きだったのかを聞いてみたいから、山本さんに会いたい気持ちはあるけれども。それが俺のエゴでしかないのなら、この好奇心はなかったことにしていい。

『悩みは解決したんだね、よかった。私は暇してるけど、ソトミチくんはどう？　うちにくる？』

　山本さんのメッセージは、まさかの俺にバトンを渡すものだった。しかし、考えてみればそれも当然だ。俺から持ちかけた話だし、その中身を決めるのは俺しかいない。

　この山本さんからのメッセージ、どちらかといえば来てほしいって意味だよな。でなきゃ相談がなくなったのに家に来るかなんて聞かないだろうし。俺が家に行きたいと思われてる可能性も、なくはないか。

　山本さんも俺のためにわざわざ弟たちを早く帰したのかもしれないからな。それもあって予定がすっぽ抜けるのは避けたいんだろう。俺も誘うだけ誘って一方的に断るのは申し訳ない気持ちがある。

『どうしようかな。近くのお店で軽く飯でも食べながら話すとかは？』

　相談を持ちかけたときは美優を幸せにしたい一心で動いていたから、山本さんの都合も考えずにとにかく会おうとしていた。でも、悩みが解決した今となっては、その相談もただの幸せアピールになってしまう。山本さんのことだから妬みで攻撃的になることはないだろうけど、不快にならないかどうかはまた別の話だ。

　それを考慮して、目的をお喋りではなく食事にしておく。これならもし美優のことを話す空気じゃなくても、気まずい時間を過ごさずに済むはず。

『シャワーを浴びちゃったから、外はちょっとな〜。暇ならうちにおいでよ！　私からも話したいことがあるから！』

　これまた想定外の返答だった。山本さんから話があるなら行かない理由はないか。いや、由佳にも言われた通り、恋人がいて他の女の子の家に行くのは問題なんだけど。

　俺にも一応、山本さんに確認したいことはある。美優の由佳に対する「山本さんとセックスすることになってもいい」という発言について。まるで俺が山本さんの家に行くことを、美優は事前に把握していたような口ぶりだった。あるいは、山本さんもそのあたりをすべてわかった上で、俺を待っているのかも？

「……なんて、考えすぎか」

　と、独りで呟いた。そのタイミングと、山本さんから追加のメッセージが来たのが、ほぼ同時だった。

『美優ちゃんから全部聞いてるからおいで』

　その文面を見た瞬間、背筋が凍った。やっぱりそうだったのか。二人は最初からこうなることがわかっていたんだ。

『もうすぐ着くから待っててくれ。マンションまで着いたら連絡する』

　山本さんとはどんな話をすることになるんだろう。

　──美優とは恋仲になったよ。

　──そうなると思ってた！　末永くお幸せにね！

　なんて、朗らかに終わるイメージはつかない。でも、他ならない山本さんのことだ。人の幸せを喜ばないはずはない。もっと胸を張って堂々としていよう。

　俺は山本さんのマンションに向かい、エントランスのロックを開けてもらって部屋の前までやってきた。数日前にも来たこの部屋のドアが、やたらと無機質に感じられる。

　インターホンを押すと、通話状態になる前に山本さんがドアを開けて迎えてくれた。

「いらっしゃいませ、ソトミチくん」

　室内に立ち込める冷気の中に、かすかに香る柑橘系の匂い。シャワーを浴びた直後の山本さんはＴシャツだけのラフな格好で、服も髪もスッキリ洗いたてだった。俺は外を歩いているだけでもだいぶ汗をかいてきたし、部屋に踏み込むのが億劫だ。

「はい、ではこちらにどうぞ」

　そんな俺の心を読んだかのようなタイミングで、山本さんが脱衣所のドアを開けた。そこには折り畳まれたタオルの他に、俺が山本さんの家に初めて来たときに使わせてもらったＴシャツと、おそらく洗濯機にでも忘れていたのであろう俺のトランクスが置かれていた。

　なんとも手際のいいことだが、俺はその準備物を見てむしろ安心していた。俺と山本さんが過ごした期間の中では『風呂上がりに服が置いてあったらエッチはしない』という暗黙のルールが出来上がっていたのだ。他の人ならいざ知らず、相手はあの山本さんなわけだし、これを山本さんからのさりげない気遣いだと解釈しても間違いはないだろう。

「手間をかけて悪いな。すぐ行くから」

「いーよ。ゴロゴロしてるだけだから。ゆっくりしといで」

　俺はシャワーを浴びて、シャンプーボトルの頭を押すのを数瞬だけためらい、頭からつま先までの全身を丹念に洗った。そして、脱衣所で着替えてドライヤーで髪を乾かすと、夏の湿気とともに溜まっていた鬱憤がさっぱり晴れたみたいに爽やかな気分になった。

「上がったよ」

　居室に入ると、山本さんが言葉通りベッドでスマホをイジりながらゴロゴロしていた。横向きにゆったりしている姿勢が美優とよく似ていて、おっぱいが大きい子は不便さも同じなんだなと不埒なことを考える。

「一緒に寝る？」

　山本さんはからかうように笑って、両手を広げて俺を歓迎する素振りを見せる。

「嬉しいお誘いだけど、今は遠慮しとくよ」

　俺はベッドの縁を背もたれにして、カーペットに腰を下ろした。美優から話は聞いてるって言ってたし、この対応でいいんだよな。

「この数日でまたいい顔になっちゃったね」

　山本さんは体を起こしてベッドの縁に座り、俺の頭をポンポンと撫でる。それから俺の隣に腰を下ろして、二人で並んで座った。腕を動かせば当たるくらいの近さ。しかし、体温を感じるほど密着はしていない距離。それが今の俺と山本さんの関係を表していた。

「山本さんのおかげだよ」

　俺が美優と結ばれたこと。そして、自信を取り戻せたこと。そのどちらもが、山本さんがこの部屋で俺を励ましてくれたからこそ叶ったことだった。

「ありがとうな。本当に、心の底から感謝してる」

　あんなにダメで女性不信だった俺の周りには、気づけばたくさんの女の子がいて、恋の相談もされて、果てにはエッチの誘いまで受けるようになった。俺という人間の根幹を作ってくれたのは美優だけど、自信を取り戻すために俺を動かしてくれたのは山本さんの言葉だったように思う。

「そう？　なら、感謝の印をもらってもいいのかな？」

　山本さんは膝を抱えて、また悪戯な微笑みを向けてくる。どうして君たちはそんなに現金なのかな。

「気持ちとしてはそれなりのものは出したいけど。何か欲しいものとかあるの？」

　さすがに見返りとして物を買ってくれとは言わないだろう。思い出の品というのも考えにくい。俺が持っていて、山本さんが欲しがりそうな物なんて、何かあるかな。

「じゃあ……これを」

　山本さんが視線を落としたのは、俺の腕だった。まさか腕そのものってはずはないし、状況に合わせて連想されるものは、ハグをしてほしいとかになるわけだけど。

「えーっと……まず、腕で合ってる？」

　俺がそう尋ねると、山本さんは首を横に振った。どうやらハグを求められているわけではなさそうで、内心ホッとした。さすがに山本さんと抱き合うのは俺の理性的にも問題がある。

　今まで女の子にモテるような人生なんて考えてこなかった俺には、その手の誘いやおねだりを断る方法がわからない。由佳みたいにわかりやすくワガママな態度を取ってくれれば断りやすいんだけど、こんなにしんみりした空気で要望を突っぱねるなんて気まずさもひとしおだ。

「この……隙間をですね。なくしてもいいって言われたら、すごく嬉しいんだけど」

　山本さんは、俺との間に空いた隙間に、寂しげな視線を注いだ。つまるところ、避けられてるみたいで嫌だからくっつきたいとの要望のようだが、はたしてこれをどう飲むべきか。

　腕が触れるくらいならいいのかな。なにせ、佐知子とはもうベタベタしてしまっているし。あれより軽いものを求められているだけだと考えれば、無下にするほどの望みでもないか。急に冷たくされるのは嫌だって、山本さんはそう言いたいんだよな。

「それくらいなら、まあ」

　俺が許可すると、山本さんは胸のつかえが下りたように息を吐いて、数センチだけ俺との距離を詰めた。冷房がやや強めに利いているせいか、山本さんの体温をやたらと高く感じる。わずかに重なる肌の感触が生々しい。

「少し、寒いな」

　心を落ち着ける時間が欲しくて、俺はリモコンを取ってもらうつもりでそう呟いた。しかし、山本さんは微動だにしないで、真横に体をくっつけたままジッと俺を見つめている。

「そうだね。寒いね」

　山本さんの目が潤みを帯びて、腕から伝わる体温がぐんと上がっていく。それにつられて俺の心拍数も上がって、俺と山本さんの二人を包む空気は粘度を増していった。

「山本さん、あの……」

　俺が再び体の隙間を開けようとすると、それを制するように、山本さんは俺の左手に自らの右手をそっと重ねてきた。指と指が絡まって、二人の隙間がほんの少しずつ、限りなくゼロに近づいていく。

　俺は反射的に手を引いたが、山本さんは俺の手を握ったまま離そうとしなかった。それどころか、俺が思わず体を仰け反らせた瞬間、その崩れた体勢を好機に俺を押し倒してきた。

「ちょっ、待った！　山本さん、それはさすがに……！」

　山本さんは起き上がろうとする俺に、全身で体重をかけて覆い被さってくる。

「隙間はなくしていいって言ったよね」

　山本さんはその瑞々しい体で俺にのしかかってきて、耳元で甘い息を吐いた。まさかの山本さんの暴走に、俺はやむなく腕力で山本さんを押し退けようとするが、それでも山本さんは俺から離れようとしない。

「ま、マズイってほんとに！　俺には美優がいるから……！　てか、山本さんもその話は聞いてたんだよな!?　とにかく、お、落ち着いて。俺は別に、山本さんのことは嫌いにならないし、だから、まずはお互いのために話し合いを……！」

　俺が必死でそう言い聞かせると、山本さんは俺の首に腕を回して、わなわなと肩を震わせた。あまりのことに動揺した俺だったが、それでも最優先に美優を考えたい気持ちは変わらず。山本さんに離れてもらえるよう、俺はその背中を軽くタップした。

　山本さんはまだ横隔膜をピクつかせていて、やがてそこからは、小さな笑い声が聞こえてきた。

「や……山本さん……？」

　俺が困惑していると、山本さんが口を押さえながら顔を上げた。そこには山本さんの大きな手でも隠しきれない楽しげな表情があって、堪えきれなくなった笑いを懸命に抑えようとしていたのがわかる。

「もう。ソトミチくんったら。前と全然反応が違うんだ」

　山本さんの声はようやく前と同じようなハツラツさを取り戻した。それから山本さんは、軽快な動きで俺の上から退いて、俺の手を引っ張って体を起こしてくれた。

「心臓に悪いからやめてくれ……」

　どうやら山本さんの悪ふざけだったようだ。急激な脈拍の上昇に視界が白んでいる。

「美優ちゃんと両想いになったんだね。……本当に」

　山本さんは感慨深そうに口にした。悪ふざけの目的は、美優の話の真偽を確かめるためだったらしい。

「俺もまだ現実味がないんだけどな。美優からは、いつ連絡があったんだ？」

　美優からすべての話を聞いてるんだから、俺が家を出てからの数時間で通話でもしたんだろう。さすがの山本さんでも俺と美優が恋仲になるタイミングまでは予測できないはずだし。

「ん？　なんのこと？」

　しかし、山本さんは唇に指を添えて首をかしげた。

「美優から俺のことを聞いたんだろ？」

　俺が慌てて山本さんのスキンシップを拒んだとき、山本さんはその反応に納得していたわけだし、事前に美優からの情報があったことは間違いないはず。

　この認識の齟齬がどこにあるのか、気づいたのは山本さんだった。というか、山本さんしか気づきようがなかった。

「ああ……そうだね。うん、聞いてたよ。美優ちゃんから」

　山本さんはニヤニヤしながら、四足歩きで俺に近づいてきた。そして、前と同じように指先で俺の胸をなじって、ゆっくりと唇を動かした。

「ソトミチくんがバイトに行ってる間にね」

　山本さんの口から紡がれたまさかの答え。美優と山本さんは、俺が日付を間違えていた分のバイトに行っている間──つまり、三日も前に直接会って話をしていたらしい。

「お互いに全部話したよ。ソトミチくんとどんな会話をしたとか。どんなエッチをしたとか。まだソトミチくんにも話してない、女の子の本音も」

　山本さんの声は妙に淫靡な響きを含んでいて、二人の話し合いがテラスでお茶をするような華やかなものではなかったことがよくわかる。

　俺も知らない美優と山本さんの本音って、いったいどんな話だったんだ。美優の方はこの二日間で話してもらった通りの内容だったのかな。だとしたら、山本さんがまだ話してない本音って、何なんだろう。かなり気になる。

「その話し合いで、俺と美優が付き合うのはわかってたんだな。それが今日だったことは、俺からのメッセージで察したのか」

「うんうん。ソトミチくんもだいぶ理解が早くなってきたね」

　俺が美優の告白を断るわけがない。だから、美優から俺のことが好きだと聞いた段階で、山本さんはいつかこうなることを予見していたのだ。

「美優のやつ、山本さんと会ったなんて一言も言わなかったよ。三日前に会おうって持ちかけたのは美優なんだよな？」

「そうだよ。思いっきり『お兄ちゃんは私のもの』宣言されちゃったよ」

　それはまた、まさかの事実だな。この裏話は聞いてしまってもよかったのだろうか。

「原因はやっぱり電話のアレなのか？」

「うーん……ある意味ではそうとも言えるかな……」

　山本さんは言葉を濁しながらも頷いた。どうやらそれほど正解に近くはないらしい。

「具体的にどんな話だったのか聞いたらマズい？」

「問題があるわけじゃないけど……具体的なのはさすがに勘弁してください……」

　山本さんは露骨に顔を逸らして頬を紅くした。

「この部屋で根掘り葉掘り聞かれたので……」

「あ、ああ、そういうことか」

　ベッドの上でネチネチお説教されたんだろうな。美優は容赦ないし脱いで再現とかやらされててもおかしくはない。もう深く考えるのはやめよう。

「ソトミチくんの昔のこととかも話はしたよ。お料理も上手なんだってね」

「山本さんに比べたら大したことはないけど、経験はそこそこあるよ」

「ふむふむ。なら今日のお夕飯を作ってもらおうかな」

　時刻はまだ午後六時を回る頃。山本さんに料理を作るくらいなら問題ないか。さっきのお礼とやらも有耶無耶になっちゃったしな。

「いいよ。なにがいい？」

「オムライス！」

「わかった」

　と、即承諾してしまったけど、難しいところをぶっ込んできたな。フライパンの種類が違っても上手く巻けるだろうか。

　冷蔵庫の残りは、さすがに作ってくれと言っただけあって揃ってるな。しかし、肝心のチキンがない。なぜこれでオムライスを選んだのか。目立った食材は卵と豚肉と野菜類一式。牛乳はないからクリームソースは無理。

「ポークシチューがけのオムライスでいいかな」

「いいねいいね。私はそれらしい形をしてれば満足だけど」

　地味に妥協になってないラインなんだよな。まあいいか。いつも通りに作るだけだし。

　俺がキッチンに立つと、山本さんは後ろで手を組んでニコニコと観察を始めた。昔から美優に似たような感じで指導されてたからそんなに緊張はしないけど、俺もこの家で何度も山本さんの料理を食べさせてもらって、腕前のほどは嫌というほど実感してるからな。プレッシャーはどうしてもかかる。

　たまねぎを微塵切りにして各種ソースと調味料を混ぜ、肉など具材を放り込んで弱火で放置。その横で米を炒めながら味付けして卵で巻き、皿に盛ってシチューをドバドバと。かけてから、乗せて割るタイプか極薄のオムライスにすればよかったと、見た目の悪さに後悔する。

　通常ならここで緑の彩りだけど、この皿にバジルを散らすのも微妙なところ。ともなればバルサミコスあたりを使って、シチューより濃い色に煮詰めたソースをケチャップ代わりにサッと掛けるか。ちょっと張りきりすぎたけどまあこんなもんだろう。

　食器は温度差で傷まないものから順に処理。スポンジに付きやすい汚れは洗剤に浸けて放置しておく。

「こんな感じでいいか？」

　俺が皿を持って見せると、山本さんはそれを受け取ってすーっと鼻で息を吸った。

「んー！　いい匂い！　ありがと、ソトミチくん。愛がこもってて大満足だよ。ささ、残りの洗い物は置いておいていいから、こっちでゆっくりしよ」

　山本さんがテーブルの前に腰を下ろして「おいで」のジェスチャーをするので、俺は迷う暇もなくその横に並んだ。

　山本さんはスプーンで楽しげに卵を割って、大きな口でパクリと食べる。なんだか山本さんも雰囲気が変わった。歳相応の女の子っぽくなった気がする。

「ほんとに美味しいね、びっくりしちゃった。これなら先週のお泊まりのときも作ってもらえばよかったよ」

「俺は一応手伝うかとは聞いたからな」

「そうだったねー……不覚……」

　山本さんはしょんぼりしながらも、食べ進めるペースは速いまま。味は好みに合っていたらしい。

　美優以外に食べさせるのは久しぶりだな。こんなに美味しそうに食べてもらえると、作った甲斐があるってものだ。

「ソトミチくん、シチューしか味見してないよね？」

「ああ、そうだな。卵の食感はどう？」

「自分で確かめた方が早いよ」

　山本さんはオムライスをひと掬いして、俺の唇に触れるくらいにスプーンを近づけてきた。仕方ないので口を開けて食べると、慣れないフライパンで作ったにしてはムラなくいい感じに焼けていた。

「ふふっ。ソトミチくん、食べたね？」

「えっ？　ああ、うん。食べた、けど」

　山本さんは不気味な笑みを浮かべて、またオムライスをひと掬いする。

「はい、あーん」

　それを今度は、丁寧に空いた方の手を添えて、俺の前に持ってきた。

「いや、あの、そういうのはだな」

「さっきもあーんしたでしょ」

「あれは……なんというか……」

「いいからお口開けて。どうぞ、食べてください」

　問答無用でスプーンを近づけられて、またパクッと口にしてしまう。山本さんはそれを楽しそうに眺めていた。何がしたいんだろうかこの人は。まさか美優にお説教されたことに対する当て付けだろうか。それなら……納得できる。

「はー美味しかった。ご馳走さま、ソトミチくん」

「お粗末様でした」

　山本さんの食事が終わって、数秒だけ静寂が訪れた。

「ねえ、ソトミチくん」

　山本さんは壁を見つめながらポツリと呟く。

「今度は二人でご飯を作りたいな」

　山本さんが何気なく零した言葉。ありふれた望みなのに、その声は虚空に消えていく。

　俺は相槌の一つもしてあげられなかった。そうだねって返すだけでよかったはずなのに。

「なんてね。食器を洗ってくるね」

　山本さんは弾みよく立ち上がって洗い物に向かった。

　このやりとりの意味を、考えることはしなかった。邪推ばかりが頭を支配しそうで、俺は無心でいることに意識を集中する。そして、詰まった息を吐き出して、疲れた体を預けるようにベッドにもたれかかった。

　そのとき、シャリっと紙が擦れたような音がして、俺は山本さんの書類を踏んでしまったのかと慌てて体を避けた。しかし、近くに紙が落ちている様子はなく、気のせいかとまたベッドに体重をかけると、やはり紙の擦れる音がする。

　何度かマットレスを押すと、そのたびに小さな音が聞こえた。どうもフレームとマットレスの間に紙が挟まっているようで、指を差し込んでみると先端にわずかな厚みが当たった。

　それを引っ張ってみると、そこからは葉書サイズの洋封筒が出てきた。開け口にハート型のシールが貼られていて、俺もそんなものを見るのは人生で初めてだったが、それはどこからどう見てもラブレターだった。

「ソトミチくん？」

　背後からの声に、俺はとっさにその洋封筒を背後に隠した。食器を洗い終えた山本さんが部屋に戻ってきて、キョトンとした顔で俺の奇行を眺めている。

「あっ……これは、悪気があったわけじゃなくて……！」

　さすがにこんなバレバレの状態で隠している意味があるはずもなく、俺は素直にその封筒を見つけてしまったことを懺悔した。

「……見つかっちゃったか」

　山本さんは意外にも冷静で、二本の指でひょいと俺からその洋封筒を取り上げた。どう考えてもラブレターとしか思えないその封筒。なんで、あんな場所に挟んでたんだろう。

　どこまで言及していいのかな。見なかったことにするのが一番なんだろうけど、それだとお互いにモヤモヤが残ってしまう。

「それって、ラブレターなのか」

　だから、俺はあえてそれを訊いた。たとえ山本さんの口から出る答えが嘘だったとしても、二人の間の認識さえ同じなら腹の探り合いは起こらない。

「うーん……そうだなぁ……」

　山本さんは髪を耳に掛けながら苦笑いする。

「どちらかと言えば、失恋レターかな」

　山本さんは自嘲気味に、そんな悲しい単語を口にした。

　それはつまるところ、失恋することを前提としたラブレター。この状況を公平に判断すれば、すでに美優と結ばれた俺に対して山本さんが想いを綴ったもの。傲慢にすぎる仮説ではあるが、今日この部屋に来て過ごしてきた時間を考えれば、そうとしか思えない。

　そんなものを相手に、俺はどうすればいい。山本さんの想いを頭から否定できるほど、俺は人間ができていない。もしくは失恋レターなるものは存在しなかったことにして、山本さんの口から直接想いを聞くだけなら、まだ心の整理はつくだろうか。

「それを書いたのは、俺がこの部屋に来た後なんだよな……？」

　少なくとも山本さんとエッチをしているときは、このベッドに封筒は挟まっていなかった。山本さんは二人で過ごした一週間の中で俺に男としての興味を持ってくれて、でも俺が美優と結ばれてしまったがために、それを渡せずにいる……とか。

「まあ、そう思うよね」

　しかし、返ってきた答えは予想外のものだった。

「意地悪な答え方をするとね。もらったんだ。この手紙は」

　山本さんは封筒をヒラヒラさせて、飽きたオモチャみたいにスッとテーブルの上に置いた。

「あ……そ、そうなのか」

　まさかの根底からの勘違いだった。死ぬほど恥ずかしい思い違いだけど、事態の本質は変わっていないように思う。

　山本さんは受け取ったその手紙を失恋レターと呼んだ。それは誰かが恋に失する運命を背負っているということ。普通に考えれば、失恋するのは山本さんに手紙を渡した男しかいない。

　だが、もしそうなら山本さんがこんなに思い悩んでいるのは変だ。これまでだって山本さんは大量のラブレターをもらってきたわけだし、今になって男をフることに戸惑うことがあるだろうか。であれば、この手紙だけを特別に保存しているということが、それ自体に特別な意味を含んでいる。

　山本さんはそのラブレターを受け取ったときに、すぐに処分することをしなかった。それが意味するものは、山本さんはその男の申し出を受けようか迷っているということ。ならば、迷っている理由はなんなのか。それこそが、山本さんがそのラブレターを失恋レターと称した所以だ。

「山本さん」

　俺はもう、腹を決めなくてはならない。誰もが幸せになる選択だとか、誰も傷つけない人生だとか。そんな甘いことを言っていては、結局は誰も幸せにすることができないんだ。

「ん？　なあに？」

　山本さんの表情にはまだ楽しげな余韻が残っていて、きっとまだ、俺がそれを選択しない可能性を抱え込んでしまっている。

「俺は」

　声が震える。

　喉が締めつけられるように苦しい。

　でも、それでも、俺は。

「美優が一番で、美優と幸せになっていくって決めたから。だから俺はもう、美優以外は選べないよ」

　山本さんといるこの時間がどんなに心地よくても。

　人間には、生まれてから定員の決められた居場所というものがある。

「あっ……うん」

　山本さんは呼吸を詰まらせて、目を泳がせていた。

　俺が出したその答えは、山本さんにとって予想外だったんだろう。あるいは、わかっていながらも、それを思考の外に追いやっていたのか。

　それから山本さんは、にこやかに笑った。

「もちろん、当たり前のことだよ。せっかく美優ちゃんと両想いになったんだから。愛情は全部美優ちゃんに注いであげないと」

　山本さんは口角をギュッと上げて、目を弓なりにして、そんな表情が、ほんの少しだけ緩んで。

　こんなに悲しい笑顔を、俺は今までに見たことがなかった。

　そして、緊張に力んでいた山本さんの体から硬さが抜けたかと思うと、山本さんは頭をそっと俺の肩に乗せてきた。

「ごめん。やっぱり今のは結構きた」

　山本さんの口から初めて苦しい声を聞いた。俺も思わず「ごめん」と返しそうになる。でも、美優を選ぶと言ったその覚悟を自分で否定してはならないと、俺は必死で堪えた。

「ツラい思いをさせたことについては、悪いと思ってる。だから、どこかでケジメはきちんとつけるよ」

　もはや謝罪することも逃げでしかない。だから俺は、たとえこの魂を悪で穢してでも、残酷な選択をするしかないんだ。

「ううん。いいんだよ。そんなこと」

　山本さんは気が落ち着いたところで、俺から離れる。

「ソトミチくんと美優ちゃんはお互いに愛し合ってるんだから。私なんかがいたって、邪魔なだけだもんね」

　山本さんの自嘲的な言葉に、俺の胸はさらに締めつけられる。あれだけ前向きで優しかった山本さんに、自らを卑下させるというその罪の重さ。考えれば考えるほど、俺がやってきたことの非道さに、息が苦しくなる。

「あっ……ち、違うの!!　私は別に、そんな嫌味とか言うつもりはなくて！」

　山本さんは慌てて俺の肩を掴んできた。

「美優ちゃんとのことは本当に応援してたし、上手くいって、私も嬉しいって、思ってて」

　語気だけが強くなって、しかし、その声は次第に掠れていく。

「そう思ってる、はずなのに。私は、応援しなきゃいけないのに。でも、それは嫌……というか……ああ、違う、こんなこと言いたいわけじゃなくて……！」

　山本さんは酷く取り乱して、俺の腕を強引に掴んで立ち上がった。

「ご、ごめんね！　こんなの初めてで、もう、なんかダメみたいだから、今日はこの辺でいいかな？」

「あ、ああ。そうだな。もう、帰るよ」

　弁明したいことはたくさんあった。それ以上に、山本さんに聞かせたい慰めの言葉もあった。でも、それはどれも俺の身勝手なものでしかなくて。本当に山本さんのためになることを思ったら、黙って部屋を出る以外の選択肢がなかった。

　俺は脱衣所に掛けていた服に着替えて、そそくさと玄関に向かう。靴を履いたところで、山本さんが急いで居室から出てきた。

「あのね、ソトミチくん。落ち着いたら、またお話をさせて。こんな形で終わるのだけはどうしても嫌なの。もう意地汚いことはしないから。お願い」

　意地汚いなんて、俺は思っていなかったけど。山本さんがそう口にしたってことは、やっぱり今日のやりとりは、そういう感情から生まれた言動だったんだな。

「俺も山本さんと気まずいままではいたくないよ。待ってるから、いつでも連絡して」

　どんな形であろうと、友達でいたい。それは俺のわがままである半分、山本さんの願いでもあると思った。

「だから、また、近いうちに」

「うん。ありがとう」

　俺はドアを開けて、外に足を踏み出す。振り返ると、少しだけホッとした顔の山本さんがいて、それが俺にとっても救いになった。

　空はほんのりと明るさを残しているけど、きっとあと数分もすれば真っ暗になる。夜の八時までに家に帰って、俺は美優を幸せにする覚悟ができたと、そう言ってやらないといけない。

　でも、家に向かう足が鉛のように重い。こんな状態で幸せにするなんて言って、美優に本当の気持ちが伝わるだろうか。そこに嘘はなくとも、美優を納得させられる自信がない。

「はぁ……つらい……」

　気づいたら、俺は家の近くにある公園のブランコに揺られていた。ドラマでよくリストラされたサラリーマンが乗っているような絵面だ。当事者になってみると、こうしてただ揺られていたいだけの気持ちが痛いほどわかる。

　住宅街の各所から夕飯の匂いが漏れてきて、ときおり子供とおしゃべりする家族の声が聞こえてくる。公園には誰もいない。道を通り過ぎていく人もいない。

　こんなツラい気持ちは美優に打ち明けてしまいたいのに、今日だけはそれができない。俺は美優を幸せにするヒントを探しに家を出てきたんだ。女をフッた心が痛いから慰めてくれなんて、そんな気持ちは隠しておかなくては。

　いくらダメな俺を知っている美優が相手でも、今日は見栄を張って男らしくしていないと。そういう意味のない無理も、ときには必要だって、美優なら言うはずだ。

　とはいえ、山本さんの話は高校の奴らにはできないし、佐知子なら優しく励ましてくれそうだが、夜遅くにいきなり通話なんてしたら迷惑だろう。そうやって消去法的に考えていくと、メッセージアプリのトークルームは自然と由佳のところになっていた。由佳だってこんな時間に通話されても困るだろうが、こういうときだけは絶妙な安心感がある。

『今暇？』

　と短いメッセージを、ポンと投げてみた。投げてから、「やっぱりよせばよかったかも」と思った、その数秒後。由佳からダイレクトに着信が掛かってきた。

　俺は応答のボタンをポンと押す。

『暇じゃないわよ！』

　電話に出ての第一声がそれだった。

「ああ、悪い。取り込み中だったか」

『ほんと最悪のタイミングなんだけど。でなんなの？』

「いや、忙しいなら別に……」

『いいから話せっての』

　暇なのか暇じゃないのか。いやしかし、ほんとこいつの声を聞いてると難しいこと考えてる頭がすっ飛ぶな。

「具体的な話があるわけじゃないんだ。なんと言うか、少し気分が落ち込んでて」

『はぁ？　なに？　今パンツはいてるから待ってて』

　電話越しにスルスルと布の擦れる音がする。それからイヤホンにノイズが走って、どうにもベッドの上で横になっているようだった。

『で、なんか意味わかんない答えが返ってきたような気がしたんだけど。話って何？』

「話があるっていうより、気持ちが塞いでるから、声が聞きたかっただけなんだけど」

『あんた……そんなクラスの女子みたいなのやめなさいよ。だいたいさっき会ったばっかでしょうが』

　由佳の反応は尤もだ。いきなりこんなことを言われたら困るよな。申し訳ない。

『もしかして、由佳ちゃんのことが好きになっちゃったとか？』

「それはないんだけど」

『じゃあなんなのもー!!』

　電話越しにバタバタと音が聞こえる。実のところ人としては割と好きにはなっているんだけど、それは言わない。

『例の山本とかいう女とセックスして失敗でもしたの？』

「そういうのは、特にしなかったよ」

『あらそうなの。偉いじゃん』

　うんまあ、そうだよな。あの山本さんの誘惑によく耐えたものだと思う。

「実はだな。その山本さんに告白されて、断って、傷つけた……みたいな状況になってて」

『あー、相談してるうちに好きになられた的な？　そんなのその女が悪くない？』

「それは、そうかもしれないけど」

　たしかに、美優との関係を応援されていたはずなのに、いざ両想いになってそれを悲しまれたとなっては如なんともし難い。

「でも、少なからず俺の態度にも問題はあって。もっと早くに、美優と両想いになったからダメだって言ってたら、あそこまで傷つけずに済んだはずなんだ」

『はいはい私そういうのも聞き飽きちゃってるから。でみんな寝て次の日には元気になってるから。由佳ちゃんよく知ってるから。悩みたいなら明日にしなさい』

「そ、そうか。……そうかもしれないな」

　俺がこうしてグチグチしてると、山本さんを突き放してしまったあの言動にすら、責任を持てなくなってしまう。いい加減に気持ちを切り替えるか。

「ありがとう。スッキリしたよ」

『それならいいんだけどさ』

　由佳は俺の相談事にはまるで興味がなかったかのように話を区切る。

『お昼のと違って、これはお兄さんから持ちかけてきた相談じゃない？』

「まあ、そうだな」

　もうこの時点で何を言いたいのかおよそ察してしまった。しかし、由佳の意見に筋が通っているのもまた事実。

『美優は恩義がある分はきちんと返してくれる人間なんだけど。お兄さんはどういう人？』

　想像していたよりずっと嫌な聞かれ方だった。

「も、もちろん、お礼はするよ」

　できる範囲で。そう言葉を繋げようとした瞬間、由佳は『わかった期待してるわ。じゃあね』と即行で通話を切った。ほとんどヤクザみたいなやり口だが、しかし、どこかで恩返しはしないといけないな。

「帰るか」

　結局は美優に指定されたギリギリの時間になってしまった。たった一日のことだったけど、ずいぶんと濃密な時間を過ごしたように思う。

　家のドアの前に立つ頃には、鬱屈した気分はほとんど晴れていた。

「ただいま」

　ドアを開けると、美優は玄関で待ってくれていた。

「おかえり。お兄ちゃん」

　艶よくケアされた長い髪に、隙のない美しい所作。それに反して生意気なくらいに勝ち気な目元と、凶悪なまでに豊かな胸。ときに優しく、ときに厳しく、それでも常に他人を思いやる気持ちを忘れない。この美優という存在が、俺には愛おしくてたまらない。

「待っててくれてありがとうな」

　俺は玄関の鍵を閉めて、美優の正面に立つ。すると靴を脱ぐ前に美優が俺に抱きついてきた。まさかのタイミングに面食らって棒立ちしていると、美優がクンクンと匂いを嗅いでから顔を上げた。

「女の匂いがする」

「あ、ああ！　いや、コレはその、あれで！　別にやましいことはしてないから！」

　結果的には女の子三人とスキンシップを取ってしまったわけだし、そこは言い訳のしようがないので後で謝るとして。まずは俺がやるべきことを、やらないとな。

「お兄ちゃん。お腹空いた」

「えっ、あ、うん。作ろうか」

　せっかく覚悟を決めたものの、まずは妹の腹を満たさなくてはならないようだ。俺は手を洗ってからキッチンに移動し、冷蔵庫の中身を見ながら頭を悩ませる。残りの時間からして、美優が待っているはずの俺の答えを示すには、料理を作っている最中に済ませるしかない。

　美優はソファーで姿勢よくアプリゲームに励んでいる。今朝は美優の方からベタベタしてきて話しやすい空気を作ってもらえたが、今回は俺がすべてをやらなくてはいけない。

　ただ、美優だってもうわかっているはず。あと数分以内に俺が何かをするのだと、頭の中では待ち構えているんだ。流れが多少強引でも、美優は理解してくれるだろう。

「美優。ちょっとこっちに来てくれるか」

　俺がそう声をかけると、美優はすぐにスマホを置いてキッチンまでやってきた。そして、特に返事をすることもなく俺の前に立つ。この時点で、美優はもう察している。あとは俺が美優に答えを示すだけ。

　俺は美優に好きだと言われて、胸が湧き上がるとはこういうことなのかと、初めてそう実感できるほどに嬉しかった。だが、俺と付き合う美優のことを考えると、その先には不幸な未来しか見えなくて。

　本当に美優のことが好きだったから、美優が一番に幸せになる道を選ぶべきだと思った。そして、その道の先には、俺という男は存在しないのだと、そう思い込んでいた。その思い込みこそが、俺にとって最大の枷だった。周囲を見渡してみれば、俺はこんなにも恵まれた環境で、立派に育つことができていたのに。

　俺は俺という人間を誇って生きていきたい。きっとまた自信がふらついて悩むことはあると思うけど。それでも、俺は美優が好きになってくれた男なんだと。それだけは、絶対の自信として生涯を過ごしていくことを誓う。

「美優」

　目を合わせるのに、少し見下ろすぐらいの小柄な体。

　告白をされたあのときと、向けられている視線は変わらない。

「はい」

　私は、ここにいますと。いつも通りの、端的ではっきりした返事。

　俺はそんな美優のすべてが好きだ。

「一生幸せにする」

　あのときは素直に言えなかった、心からの想い。

　その言葉に、美優は俺を見つめたまま、優しく微笑んだ。

「お願いします」

　花の咲くような笑顔だった。美優が俺と二人で生きていくことを受け入れてくれた。それがあまりに嬉しくて、俺は思わず美優を抱きしめた。

　珍しく美優から汗の匂いがして、シャンプーでも柔軟剤でもないその美優の匂いに、思わず体が昂ぶってしまう。美優と心が繋がったことへの純粋な喜びと、女の子を抱きしめていることへの興奮が入り混じって、俺はこの日、初めてキスをしたいと思った。

「み……美優……」

　しかし、女の子とのキスなんて、経験したことも、想像したこともなくて。どうするのが正解なのかわからず、自分でも聞こえないくらいの声しか出ない。

　初めての唇の触れ合いに「キスをしよう」なんて前置きをするのは不恰好だ。かと言って、無理やりするのも違う気がする。目を閉じて、唇を突き出して……そんなやり方は、俺からしても気持ち悪い。

　そんなことをうだうだ考えて、俺は美優をその腕に抱いたまま固まっていた。しかし、ずっとそうしているのも不自然に思われそうで、勢いに任せてすることもできず、俺は美優の体を解放した。その直後、美優が俺の襟元を掴んで、強引に顔を引き寄せてきた。

「こういうときはこうだよ」

　美優は首を上げ、鼻が当たるくらいに顔を近づける。そして、俺と目を合わせて、その意思を通わせると、迷う隙もなく唇をそっと重ねてきた。

　互いの最も温度に敏感な器官が触れ合う。初恋に味はしなかった。チュッ、と口内に空気の入る音がして、そこには美優と交わしたごくわずかな唾液と、キスをしたのだという事実だけが残っていた。

「あ……おっ……」

　あまりにも男前な妹にファーストキスを奪われて、俺の心は処女みたいにうろたえていた。胸がキュンキュンして苦しい。今までセクハラグループをバカにしていたけど、この妹ならマジで惚れない女はいないと思う。

「わかった？」

「は、はい。とても勉強になりました」

　リビングの時計は、もう八時を回っていた。美優は今朝のやり取りについてもう言及してくることはなくて、これが正しい答えだったのだと安堵が胸の内に広がっていく。

　それから、当然のように二人で浴室に向かい、体を洗ってからいつもの前後位置で湯船に浸かった。美優の体はとてもエッチだ。引きこもり体質のおかげでどのパーツにもくすみがなく、全体的にちっこいのにつくべき肉はきちんとついている。そして、それらのディティールに抱いた感想が一気に吹っ飛ぶくらいに凶悪なおっぱいが、今日もまた目の前にある。

「美優」

「ダメです」

　両想いになったのだから、そろそろいい頃合いなのではと思うものの。触られるのが嫌な理由が、無駄に大きくなるからというものだから、強引に切り込むこともできない。

「でもな、美優。脂肪って揉まれた方が分解されて小さくなるらしいぞ」

「知ってるけどさ。お兄ちゃんに触られたらおっきくなりそうなイメージがあるんだよ。それにお兄ちゃんももっとおっきくなれって思いながら触ってきそうだし」

「それは否定できないな」

　それは否定できない。おっぱいは大きいと嬉しい。

「でも、美優がおっぱいを大切にしすぎたから大きくなったって可能性は、捨てきれないんじゃないか？」

「うーむ……たぶんお兄ちゃんが触りたいだけなのはともかくとして……たしかになくはないんだよね……」

　だいぶ俺の心が見透かされているみたいだけど、これなら押しきれるか。

　あ、いや待てよ。

「でも遥には揉まれてるのか」

　美優の胸が大きくなったのが遥に揉まれたせいなら、俺の説はその時点で破綻している。

「遥はそんなに揉まないけどね」

「そうなのか？　だいぶ開発されてるって前に言ってた気がするけど」

「あの子はひたすら体が敏感になるようにネチネチ責めてくるタイプだから、激しく揉んだり擦ったりってのはしてこないの」

「なるほど」

　それで首とふとももが異常に敏感なのか。とすると、胸も乳房の表面だけで感じたりするのかな。確かめてみたいけど、今はそのタイミングではない。まずは生乳を揉ませてもらうことが至上命題だ。

「じゃあやっぱり揉まれた経験はほぼゼロなのか」

「そうだね。学校じゃ女子の揉み合いとかよくあるけど、私は参加しないから」

　美優にやったら怒られそうだもんな。美優の周りの子たちの揉み合いなんて、もはや揉むだけで済んでる気がしないし。

「それで、だな」

「むー……。揉みたいならいいけどさ。先っぽイジったらビンタするからね」

　よしっ、許可が出た。押しに弱い美優がどうすれば折れてくれるのかわかってきたぞ。

　俺は呼吸を止め、美優のお腹の前あたりでふわふわさせていた手を、少しずつ上に移動させた。そして、努めて先端に触れないように、まずは下からその乳房を堪能する。

　形状からしても最も重みの乗るその部位。それがお湯の浮力で軽くなっていることにまず驚き、指を沈み込ませた肉の柔らかさと、内部に凝縮された弾力にさらに驚き、持ち上げて浮力のなくなったおっぱいの、そのずっしりと手に乗る重みに俺は心が震えた。

「んっ……」

　さすがに慣れない接触だったからか、美優の口から小さな艶声が漏れる。夏休み前に事故で揉んだときには、緊張と焦りでしっかりと堪能することができていなかった。美優のおっぱいがこんなにもエロかったなんて。俺は知らなかった。

「あっ……もう。やっぱりおっきくしてる」

　俺は当然のように勃起していて、隆々と猛るその肉棒の硬さが、そのまま美優のおっぱいに対する賛辞であった。

　しかし、ここから事態が一気に急転する。美優の口から出てきた、その一言によって。

「奏さんにたくさんしてもらったんじゃないの？」

　美優の言葉にトゲはなかった。ただ、俺はその質問にビックリして、手を離してしまった。

「山本さんと、エッチを……ってこと？」

「うん。だって帰り遅かったし、シャンプーの匂いもしたし」

「それは、ちょっとワケありで。とにかく、エッチとかそういうのはなかったよ」

「……えっ？」

　俺の回答に、振り返った美優はなぜか狼狽えていた。

「俺ってそんなに信用ない？」

「そうじゃなくて。お兄ちゃんは今日、奏さんの家に行ったんだよね？」

「行ってきたよ。由佳が電話した後に」

「でも、エッチしなかったの？　誘われることもなかった？」

「エッチをしようとか、したいとか、そういうのはなかった……と、思う」

　部屋に入ってすぐに山本さんがベタベタしてきたあれが、まさかエッチの誘いだったのだろうか。それを俺が拒んだから、その先まで進展しなかっただけ？　もしそうだったとして、なぜそれでしなかったことに対して美優が焦ることがある？

　俺はずっと、今日一日のことがすべて美優の想定の範疇なのだと思っていた。でもこの反応を見る限りでは、そういうわけじゃなかったのか。

「……約束と違う」

　美優は深く考え込みながらそう呟いた。美優と山本さんの間で、何かが取り交わされていたらしい。きっとそれは、三日前に二人で話し合ったときに決められたものだ。

「なにかマズかったか？」

　仮になんらかの約束が反故にされていたとして、俺が他の女の子と性的な行為に及ばなかったのであれば、それは好ましいことなのではないか。

「さっきさ、由佳からメッセージが来て。お兄ちゃんにとても大きな貸しがありますアピールされたんだけど」

「それは申し訳なかった」

　あいつはいちいち好印象を台無しにしてくるな。

「それ自体はいいんだけどさ。お兄ちゃん、奏さんのことフったんだよね」

「フったというか。俺は美優が一番だから、もう山本さんとイチャついたりはできないって」

　状況がややこしかったから、由佳には告白されたと言ったけど。実際には、山本さんの口から直接想いを告げられたわけではない。

「もしかしてさ。お兄ちゃん、思いっきり奏さんのこと拒絶した？」

　美優にそう尋ねられて、俺の脈は嫌な跳ね方をした。

「俺のことを好きって気持ちは本人のためにもならないから、それなりにはっきりと言ったけど」

　山本さんのため、そして、何より俺と美優のために。

「……そうか、そういうこと。ふーん」

　それから美優はどうにも事態の全容を把握したようで、意味深に頷いたと思ったら、急に満足げな顔になって正面から俺に抱きついてきた。おっぱいが俺の体と挟まって潰れている。美優と肌で抱き合うとこんな景色になるのか。

「お兄ちゃんをちょっといい男にしすぎたみたい」

「そ、そうか？　それは……嬉しい……のかな……？」

「そうだね。嬉しい誤算。面倒なことにはなったけど」

　どうにも、美優には美優なりの思惑があったらしい。

「まあ、似たような仕事が二つに増えただけだから、大した話じゃないよ。今日はお疲れ様でした、お兄ちゃん」

　美優が頭を撫でてくれた。こんな裸の天使に抱きしめられて、褒められて。それだけでありとあらゆる負の感情が飛んでいく。

「山本さんにはなんて謝ったらいいかな？」

「そこは私に任せて。言う通りに協力してくれたら、奏さんと仲直りもできるし、私とお兄ちゃんでなんの憂いもなくイチャイチャできるから」

「願ったり叶ったりだな」

　美優とイチャイチャするためならなんだって協力しよう。山本さんとこっそり約束をしていた中身だったり気になることはたくさんあるけど、嘘をつけない俺が計画を知ると成功率が下がりそうなのであえては聞かない。

「確認なんだけど、美優は俺が他の子とエッチなことをしててもいいの？」

「どちらかと言えば、絶対にノーですね」

「どちらかと言うまでもないな」

　先ほど美優が驚いていた反応と矛盾するようだけど、美優の想定では俺が山本さんとあの部屋でセックスをすることになっていて、そこで決着がついていたはずだったんだよな。

「ただね、奏さんはもうお兄ちゃんのことが好きになっちゃってるわけでしょ？　お兄ちゃんも気を引くような態度で接してたんだから、私を選んだとはいえ責任の取り方ってものがあるじゃない？」

「それは、その通りだと思う」

　美優のためだと思って突き放してしまったけど、あれは男としては最低の切り捨て方だった。もしこのまま夏休みが明けてしまったら、教室で山本さんとまともに会話できる気がしない。

「というわけで、これからお兄ちゃんにはちょっとした特訓をしてもらいます。お兄ちゃん、ここに座って」

　美優が指し示したのは湯船の縁だった。俺は言われた通りに立ち上がり、その縁に腰掛ける。膝の間に美優の裸があって、俺の下半身も穏やかではない。そして、美優はその大きくなりかけていた俺のペニスを、まるっと口に含んだ。

「おあっ、あっ……」

　俺がすぐに欲情してしまうので完全に勃起した肉棒をフェラしてもらうばかりだが、半勃ち状態で舐められるのはまた格別に気持ちがいい。ただ、そのせいですぐにギンギンになってしまい、長くは楽しめないのが悲しいところだ。

「はむっ……じゅぷっ……むちゅ……」

　美優はいつもより多めに唾液を含ませてフェラをして、俺のペニスを手でシゴいて摩擦の具合を確かめる。最後に口に残った唾液を亀頭に垂らして、それから、少しだけ腰を浮かせて身を乗り出した。

「勝手に出さないでね」

　美優はその両手で自らのたわわを持ち上げ、俺の左右から挟み込んできた。胸を上下させるごとに、その重量が腰に響いてくる。おっぱいでペニスがシゴかれるたびに、美優が垂らした唾液がぬちゃぬちゃとイヤらしい音を立てて、俺の性欲を抑える器官が破壊されていく。

「み、美優!?　いいのか!?　おっぱいでそんなことして……！」

「必要なことだから、特別にね。私が何も犠牲にせずに命令してばかりじゃ不公平だし。どう？　お兄ちゃん、気持ちいい？」

　美優はおっぱいに挟まれたままのペニスの亀頭をペロペロと舐めてくる。

「はぁ……気持ちいいよ……すごくいい……」

「へぇー。ひりゅっ……へろっ……んっ。奏さんのより気持ちいい？」

　美優の突然の問いかけに、背中にドッと嫌な汗が出る。

「なんで、そんなこと」

「だってお兄ちゃん、奏さんのおっぱいでいっぱいイカせてもらったんでしょ？　気持ちよかった？」

「ああ……それは、どっちもすごくいい具合だけど」

「それじゃダメ。どっちが気持ちいいかはっきり言って」

　美優は執拗にその質問を繰り返して、なおもフェラとパイズリを続行した。下半身に快楽が過剰に供給されて、答える前に射精してしまいそうだった。

「はあ……ああぅっ……ああっ……美優、もう……!!」

　射精する。美優のおっぱいの中に種付けするみたいに、大量の精液を吐き出してしまう。

「もし答えないまま出したら、もう二度とおっぱいではしないよ」

「えっ……!?　そ、そんな……ああアッ……！」

　美優は俺を睨みつけて、強くペニスを挟んだままパイズリを激しくしてくる。

　パンッ、パンッ、パンッ──！　と、美優のおっぱいに蹂躙され、なす術なく犯されていく俺の肉棒。繰り返し水音が弾け、浴室に鳴り響く。精液が尿道のすぐ根元にまで達して、それでもなお肉棒全体に絡みつく美優の柔らかい肉に、性感帯が容赦なく責め立てられていく。これ以上の快楽が、美優に犯される以上の悦びが、この世にあるわけがない。

「あっぐっ……ああぁっ……あっ、気持ちいい……!!　山本さんより、断然イイッ!!　ああぁぁうぅ……ああっ……美優ッ……出るッ……出るッッッ!!」

　びゅっ、どびゅっ、ぐぴゅっ、びゅっ、びゅびゅっ──!!

　俺は美優のおっぱいに夥しい量の精液を挟射した。その大きな乳房でも隠しきれないほどの粘液が、後に続く射精の勢いで胸から弾け飛び出していく。

「はぁ……はぁ……」

　運動をしていたのは美優なのに、息を上げてるのは俺の方だった。血液が空っぽになったように心臓が高速で拍動している。

「どうだった？」

　美優はおっぱいを左右に開いて、俺が出した精液のネバつきで遊んでいる。

「すごくよかった、けど……同じくらいの罪悪感が……」

「これからしばらくは奏さんと私のどっちが気持ちいいか答えてから射精してね。これも奏さんと仲直りするためだから」

「うっ……が、頑張るよ」

　これでどうやって山本さんと仲直りできるのか、それは俺の考えの及ぶところではなく、ともかく特訓はそこで終わって、二人で風呂を出た。

　パジャマに着替えた美優が俺の部屋にやってくると、美優の望み通りに一緒に寝ることにした俺たちは、同じ布団に入ってお互いの体温で温め合う。

「お兄ちゃん」

　美優がぐいぐいと体を寄せてくる。恥ずかしがり屋の美優は、就寝時の暗い部屋では少しだけ大胆になった。

「とても幸せだよ」

　美優から改めてそう口にされて、俺は頷きながら抱きしめ返した。美優を幸せにできているということが、俺にとって何よりの幸せだ。

　美優と俺は両想いになった。まだ課題は山積みだけど、何よりも大切な一歩は踏み出せたと思う。

　俺たちは兄妹でもあって、恋人でもあって。美優はもう、俺が実の兄であることを気にしなくなったのかな。性欲ばかりを優先するつもりはないけど、それは二人が健全な関係を築き上げていくために、いずれ必要になる行為だと思う。

「美優はさ」

　こんなときではあるけど。こんなときだからこそ、今が確認するタイミングだと思った。

「俺たちが兄妹だってこと、もう気にしてない？」

　俺は美優のことを、実の妹だからと気にすることはない。というか俺は最初から悩んだことなどなかった。それはそれで問題なのかもしれないが。

「それはどういう質問なのかな」

　美優は俺に胸を押しつけてきて微笑する。

「美優はもう、俺とセックスしてもいいと思ってたりするんだろうか」

「私はいつ誘われるのかなって思ってるよ」

　美優は楽しげに、しかし、気恥ずかしそうに答える。やはり夜の美優は大胆だ。これまでずっと俺からエッチのお願いをしてきたんだから、セックスの流れも俺が作るべきだよな。

「でもね、お兄ちゃん」

　美優が言葉を続ける。それは、お互いの「好き」だけでは足りない、配慮すべきある一つの事実の確認だった。

「私が今朝話したこと、ちゃんと理解した上で誘ってね」

　美優はそれだけ言って、目を閉じた。今朝の話の中で、セックスをするために気をつけなきゃいけないのは……やはりというか、アレについてか。

　美優は俺とエッチをすると、異常なほど性欲が昂ぶってしまう。そんな美優が、俺と本番行為に及ぶことになったらどうなるのか。もし、俺が何も考えず、欲望の限りに美優とセックスをしまくったら。

　真面目に考えてみると、簡単な話ではなかった。場合によっては、美優は性欲のコントロールを失って、毎日俺にセックスをせがむようになるかもしれない。そんな状態で同じ高校に通うようなことにでもなれば、俺たちは勉強なんてそっちのけで四六時中セックスしかしなくなるだろう。

「……わかったよ。美優」

　美優にだって、したい気持ちはあるはず。それを兄として、男として、大切に受け止めて、二人にとっての最善を俺が考えなければ。美優を幸せにできるのは、俺しかいないのだから。











０５．ロリータ服でエッチはしません









　俺と美優が結ばれてから一日。オフ会を明日に控え、バイトもなく、美優の予定もない。やることと言えば残った学校の宿題くらいだが、恋人ができた翌日に宿題に耽るのも不誠実な話だろう。

　で、誠実な対応とはなんなのかというと。

「お兄ちゃんのキャラ、回復役なのに前進しすぎじゃない？」

「序盤は属性相性の関係でほとんどダメージないからいいんだよ」

　ベッドに二人で寝転んでゲームをやっている。よく晴れた日の真っ昼間にだ。もとより引きこもり体質だった俺たちにとって、夏場の晴れ日に外出するなんてのは自殺行為に他ならず、美優のキレイな白い肌を守るためにも外出しようなどとは考えなかった。

　デートは家でゴロゴロするのに飽きたらすればいいんだ。どうせ人目のあるところでイチャイチャすることはできないし、デートをしていても二人きりで落ち着ける場所が欲しくなってしまう。

「そろそろユニット交代しようかな」

「ハルマキさんの高レベル帯が一通り落ちたら俺と一緒に出すか」

　うつ伏せに並んでマジョマルのマルチプレイを楽しむ二人。美優はおっぱいが邪魔になるので柔らかいクッションを下乳のあたりに抱いている。

　手動操作するソロプレイと違い、マルチでは育てたユニットの出撃と交代を指示するだけで、ほとんどがオートで進んでいく。このシステムはチャットをしながらゲームを楽しむというコンセプトから生まれたもので、ゲーム操作が苦手な人の多い女性ユーザーから人気が高いのも、このマルチの簡易さが一つの要因になっている。

「ハルマキさんって重課金者なのにチャットが女の子っぽいよね」

「鈴原の先輩が言うには本当に女の人らしい」

「女子高生がそんなにお金持ってるものなの？」

「大学生なんだと。遥と美優みたいに金になるバイトでもしてるんじゃないかな」

　マルチプレイをしているのは、ほとんどが明日のオフ会で会うメンバーだ。真偽のほどは明日にならなければわからないが、メンバーの男女同数になるらしい。

「ももちゃんが『みんな恋人いるの？』っ聞いてるよ」

「なぜオフ会の前日にそんな爆弾を……」

「本人は彼氏がいるって言ってるし、当日セクハラされないための予防線を張りたいと見た」

「え、ももちゃんってマジで女なの」

　ももちゃんこと『フィリスたんのふとももペロペロ』さんは、不特定の人が集まるルームチャットで変態発言を繰り返しているために、完全にネカマだと思われている残念系プレイヤーだ。

　普段の発言が変態っぽいとオフ会でセクハラをされやすいらしいからな。そのあたりの情報をどこかで仕入れて、美優の言う通り予防線を張ったんだろう。

「みんな話をはぐらかしてるね」

「そりゃ荒れる話題だからな」

　俺としては素直に恋人がいるって言いたいところだが、ここでわざわざ燃料を投下するのもな。

「こういうときの上手な切り抜け方を教えてあげようか」

「それは助かる。なんて返せばいいんだ」

「『女を作ると妹が怒るから興味ない』って答えればいいんだよ」

「余計ややこしくなるだろ……」

　美優との関係は大っぴらにはできないもの。妹が極度のブラコンで一方的に俺を束縛してるって設定ならなくはないが、そうするには鈴原の存在が邪魔になる。

「じゃあもう『妹が世界の誰よりも好きだから他の誰とも付き合う気になれません』って正直に言うしかないね」

「お前な。そんなこと言ってると抱きついたりするぞ」

　今日はまだエッチはしてないし、ベッドで横並びだからな。気を抜いたら性欲が抑えられなくなる。

「こんだけ煽ってるんだからそろそろ抱きついてほしいんだけど」

「え、ああ、それ、そういうアピールだったのか」

　美優のやつ、恋仲になってもニュートラルなときは無表情だし、誘い方にしても何にしても「察してほしい」が強すぎてしばしば扱いに困る。

　俺の真横で、うつ伏せにクッションを抱く美優。キャミソールだけのラフな格好から見える白い肩と、そこに掛かるサラッとした黒髪が、巨乳のエロみに清楚さを与えている。

「お兄ちゃん。マルチ、ボス戦だよ」

　俺が美優に手を伸ばすと、自分から誘ったくせに美優は俺の注意をゲームへと向けさせた。たしかにマルチのボス戦はスキル発動タイミングを調整するために、ユニットの出撃状態を操作しなければならない。しかし、実際はそんなものに美優も興味はなくて。

「美優」

　俺が美優に抱きつく意思を示すと、美優はすぐに俺の腕の中に入り込んできた。小さくリスみたいに丸まって、スマホそっちのけで俺にギュッとされにくる。

「お兄ちゃんにくっついてると安心する……なんでだろ……」

　美優が頭をぐりぐりと押しつけてくる。こういうときはスキンシップが足りないの合図なので、美優の敏感な部分にだけは触れないよう、俺は全身を包み込むように美優を抱きしめた。

　スマホからボス戦開始の警告音が鳴っている。チャットにもいくつかコメントが来ているようだが、それよりも今は美優が愛おしい。

「お互い生活スタイルが似ててよかったな」

「ほんとだね。いつでもお兄ちゃんにギュッてしてもらえる」

　互いに室内にいるのが好きで、暇な時間にダラダラするのにも抵抗がなくて、最近では一緒にゲームをすることもある。最初のうちは俺と趣味を合わせるために始めてくれたのかと思っていたが、美優はゲームを積極的に楽しんでいるようで、変に気を遣う必要がないのもありがたいことだった。

「丸一日こうしてベッドで寝てるってなったらさ、美優はどう？」

「私はそれでもいいよ？　なんなら夏休みの間そうしてても。ムラムラしてるときまで無理に外出しようとは思わないし、暇になったらどこかに行こうよ」

　美優は「私たちはまだ付き合いたてだから」と俺にひっついてくる。彼女探しを手伝ってくれていた頃に美優が言っていた、俺の彼女は旺盛な性欲を処理してくれる子でなくてはならないという条件を、美優は承知の上で恋仲になってくれたんだ。

　でも、俺だって美優に性欲ばかり押しつけたいわけじゃない。美優がしたいなら俺もする。美優がしてくれるならお願いをする。それでいいんだ。

　美優はどれくらいエッチが好きなのかな。ロリコスしてオナニーをしてしまうくらいにはエッチが好きなんだろうけど、遥とのエッチはあくまでビジネスでしかないと割り切っていたし、それだけ聞くとたまに性欲を発散できるぐらいがちょうどいいのかと思えてしまう。

　さすがにエッチが好きかって聞くのは無粋だよな。美優は俺と一緒にいるとそれだけで興奮するみたいだし、それをどう処理するべきかって聞き方にしておくか。

「美優は今みたいに抱きついてるだけだと興奮はしない？」

「抱きついてそのまま寝ちゃえば興奮はしないよ。こうしてベタベタしてると少しずつムラムラしてくる感じ。あとはお兄ちゃんの性欲にだいぶ引きずられるかな」

「なるほど」

　朝食を済ませてから、俺たちはずっとベッドで横になっている。となると、美優はすでにムラムラしてるのか。美優が俺に抱きつかせようと煽ってきたのはそういう意図だったんだ。

　またいつもみたいにパンツの中をトロトロに濡らしているのだろうか。想像するだけで、俺も下半身が疼いてきてしまう。

「戦闘、終わったみたいだね」

　美優はボス戦の勝利ＢＧＭを聞いて意識をスマホに向ける。それにつられるように俺はスマホを手にとった。

「なんとかクリアしたんだな。鈴原と黒い竿さんからどうしたってめっちゃ聞かれてるけど」

「『妹とイチャイチャしててそれどころじゃなかった』って言えばいいと思うよ」

　んなこと言ったら明日のオフ会でボコボコにされるって。

「次のステージにも行くのか。どうしようかな」

「やってあげれば？　私はお兄ちゃんにイタズラしてるから」

　美優は俺のＴシャツを捲って、胸にチュパチュパとしゃぶりついてきた。

「あっ、ああっ……！　それ、されると……！」

　すでに半勃ち状態だった肉棒が一瞬で最大にまで硬くなる。それを美優は手で擦って、満足気にニッコリしていた。

「んふっ。ゲームしてていいよ」

　美優は俺のズボンを脱がして、手コキと乳首舐めで同時に責めてきた。俺も美優を脱がして触りたいけど、ゲームをしてていいと言う美優が、むしろゲームをしてる俺にイタズラをしたいのはわかっていた。

　だから、俺はマルチの戦闘開始ボタンを押した。美優とハルマキさんの代わりに別のプレイヤーが参加して、マルチ用のチャットルームには明日のオフ会メンバーの男だけになった。すると必然、始まるのは他の女の子に共有できない情報交換である。

『ちなみに明日のメンバー、写真見せてもらった感じだと中身が可愛い順でハルマキ、彼方、ももちゃんな。パソコン組の夜空も女らしいけど写真ＮＧだったから知らねえ』

『マジっすか！　さすが黒い竿の名前は伊達じゃないっすね！』

『ハルマキはガチでクソ可愛いかったから俺がもらうわ。他はお前らがご自由に。ホテルの用意は各自で頑張れよ』

　と、ハナからオフパコ目的の最低な会話が繰り広げられる。そんな中、俺はチャットの影に潜んで、世界一可愛い妹とエロいことをしている。はたして最低なのはどちらなのか。

「んちゅ……んっ……どうしたの？」

「ああ……それが……」

　美優は俺のペニスをシゴきながら顔を上げる。敏感な部位が美優の手に包まれて心地いい。美優は俺のペニスを包皮ごと擦り、鈴口から漏れ出した先走り汁が充分に溜まると、それを亀頭に塗りたくって刺激してくる。

「はぁ……っ……オフ会の男側は……んんっ……完全にヤリ目っぽくて……」

「ふーん……へろっ……むちゅ……ん。へー。お兄ちゃんは家に帰ったらエッチできるからどうでもいいね」

　カウパー液で粘つくペニスの先端に、美優は指で輪っかを作ってクチュクチュとカリ裏を擦る。

「んんっ……！　あっ……！」

　本当に他のやつらのセックスとかどうでもいい。ヤリたければヤッてればいいんだ。俺は美優とセックスする。

『彼氏がいるのはももちゃんだけっぽいな。まああいつ、前のオフ会でも普通にヤッてたらしいし、ヤリたいだけならむしろ狙い目だぞ。顔はお察しだが』

『まじすかー！　でも、俺ちゃんと女見つけたいんすわ！　あと、童貞を捨てさせたいやつがいるんですよ！』

　鈴原とその先輩の話がなおも続いている。童貞を捨てさせたいやつって俺のことだよな。こいつにはどうやって真実を伝えてやるべきか。

　ああ、やばい。それよりも美優の乳首舐めと手コキが気持ちいい。もう射精まで保たないかも。

「ふふっ。お兄ちゃんのビクンビクンしてる。飲んであげるね」

　美優は俺の腕の中から抜けて、下半身側に移動した。そして、正面から迷いなく俺のペニスを口に咥える。

「あっ……美優……！　美優の口……ほんとに好き……!!」

　美優が当たり前のようにフェラをしてくれるのが嬉しかった。美優には何度もフェラを断られてきたから、精液を飲ませるだけのエッチを繰り返すたびに、ペニスを咥えられたい欲望は蓄積されていた。

「じゅぶっ……ぐじゅっ……んむっ……はぁ…………チュッ……じゅぷっ……」

「あ、あ、み、美優……もう……出そう……！」

「んむっ……ちゅぱっ。むー。お兄ちゃん、早い」

「あっ……ご、ごめん……」

　山本さんにも指摘されたけど、フェラになると射精が我慢できなくなる。長いこと美優に焦らされ続けたせいで、この体は口に出すのが好きになりすぎてしまったみたいだ。

「少しは堪えてね」

「が、頑張る」

「出すならアレをちゃんと言ってね」

「わかってるよ」

　美優はできるだけゆっくりと口を動かしてフェラを再開した。そして、俺がイキそうになると口を離して、しばらくは玉と竿を舐めるだけになる。

　舐められるだけであれば射精はしない。それに、外気に触れると射精欲が収まる。そうしてまた少し我慢ができるようになると、美優は俺のペニスをパクっと口に含んでフェラを繰り返した。

「うっ……ああっぐ……い……イ……きたい……！」

「はむっ……ちゅっ……いいよ、出して……」

「ああ、美優、美優ッ……!!」

　俺が射精するのに合わせて、美優はジュブジュブとらしくない下品な音を出した。それが俺の耳に届いた瞬間に、俺の精液は一瞬にして尿道を突き抜ける。

「はぁ……ああっっ……気持ちいい……！　山本さんのフェラよりいい！　ああぐっあぁっ……美優の口が……はぁっ……うっ……一番イイッ……ッッ！　アッ、美優ッ……あっ……あぁぁアッ!!」

　びゅっ、びゅるっ、ドクッ、ビュ、ビュルッ──!!

　俺は美優の口の中に、今朝一番の精液をたっぷりと出した。下半身の筋繊維が何回も収縮して、美優が飲み下した後も、おかわりといわんばかりにペニスから精液が美優の口に流れていく。

「ん……んくっ。ぷはぁ。お兄ちゃん、早すぎて全然咥えた気がしない」

「ご、ごめんて。……てか、美優としては早く済んだほうがいいんじゃないのか……？」

　美優にはこれまでは我慢せずに早く出せとばかり言われてきた。そのせいもあって、この体はちょっと早漏気味になったんだろう。無論、俺の体は美優の命令には逆らえないから、強く命令されれば射精せずにいられるんだろうけど、美優にフェラをされて自分の力だけで射精欲を抑え込むのは不可能に近い。

「そう思ってるならお兄ちゃんとの本番はまだ先かな」

「え、あ、ああいや！　例の話についてはきちんと理解してきたから！」

　美優は俺に特別な性的興奮を覚えてしまうせいで、ある一線を越えたら理性が保てなくなる。セックスは女の子側が攻めるのに積極的でなければ、基本的には男に体を預けるもの。どこまでの快楽責めが許されるのか、俺が慎重に判断をしてあげないと、美優は安心してセックスができないんだ。

「美優は俺とエッチすると、普通じゃないくらいに興奮するんだよな。だから、俺が何も考えずに美優とセックスしたら、美優はその気持ちよさから抜け出せなくなるかもしれない。それを気をつけろってことだろ？」

　俺が正解だと思って口にした答え。それに、美優は晴れやかな表情を返さなかった。

　俺の肉棒を吸って尿道の精液までを吸い出すと、美優はまた俺の横で向かいになって並ぶ。そのままジッと見つめられて、どうやら何かを探られていたみたいだったけど、そこに美優の満足できる答えはなかったようで。

「うーん……三十点」

　俺の回答では理解がまるで足りていなかったらしい。

「そんなにダメ？」

「間違ってはいないけど、肝心なところがわかってない。私たちの将来のためにとても大切なことだし、私から理由を話すのはものすごく恥ずかしいから、できれば自分で気づいてもらいたいんだよね」

　美優は眉を下げて困り顔をした。クローゼットの秘密を知っている俺にさえ話せないほど恥ずかしくて、セックスにドハマリしてしまうこと以上に重大な問題って、いったい何なんだ。

「ゲームの方は完全に放置してるけどいいの？」

「あっ！　やっば……！」

　気づけばチャットには俺の寝落ち疑惑が紛糾していて、俺はやむなくその話題に乗っかることにした。

『ソトミチよー。本番は明日なんだから気を抜くなよ』

　鈴原があえて強調した本番という言葉は、どう考えても俺の童貞を捨てさせたいという意思を含んだものだった。今ちょうど女の子の口に射精したばかりの俺にとって、それは非常にどうでもいい内容だった。

　美優だってまだムラムラしてる。その解消が先だ。とはいえ、美優はクッションを抱いてぐでんとしていて、俺が美優の股ぐらに手を入れて行為を始めるだけでは美優が喜ぶ気がしなかった。

　俺は美優の兄であり、彼氏でもある。だから、男らしくて、紳士的な行動が求められているんだと思っていた。でも、美優が好きになってきた俺って、そういう人間ではなかったんだよな。大人になる必要はあっても、それで人柄まで変わってしまうのは違うんじゃないか。俺だって美優が突然しおらしい淑女になったりしたら嫌だ。

　いつも無表情で何を考えてるかわからなくて、お仕置きをするときには鬼畜のように容赦がなくて、でも気遣いやマナーについては人一倍に敏感で、それでもなお俺にはわがままで可愛らしい一面も見せてくれる。俺はそんな美優が好きなんだ。

　俺がしたいことが美優のされたいことになるはずなんだ。一昨日だって、俺が美優にお詫びとしてフェラを要求したからこそ、ここまで関係が進展した。そう考えると、俺にはエッチよりも優先したいとある望みがあった。

「美優。ゲームは一旦中止にしようか」

　俺がそう言うと、美優も素直に頷いてスマホのアプリを落とした。そして、俺が意味ありげな発言をしたためか、不思議そうに俺を眺めてくる。

「で、ちょっと提案があるんだけど」

「はい。なんでしょうか」

　美優はクッションを抱いたまま俺の顔を見る。

「例の、服をだな。着てるとこ見たいなって」

　俺の言葉に、美優は強くクッションを腕に引き込んだ。そして、顔の半分を隠して、前髪とクッションの隙間から軽蔑するような眼差しを向けてくる。

　たしかに、酷い頼みではある。美優はフェラをした直後でかなりエッチな気分になっているはずだし、そんな状態でロリータ服を着たら、性欲に負けて美優が暴走してしまうかもしれない。

「まあ、いいけど」

　しかし、美優はその提案を素直に受け入れてくれた。ベッドから起き上がってサッと服のシワと髪の乱れを直すと、準備が終わるまで俺に待っているように告げて自分の部屋に戻る。もっと問答をすることになると思ってたけど、不気味なくらいに素直だったな。

　準備のために二十分ほどがかかって、美優から『部屋に来て』との連絡がきた。俺も失礼のないように最低限の身なりを整えて、美優の部屋のドアをノックする。

「入るぞ」

　ドアを開けると、そこに美優はいた。ブルーの生地を宇宙のように見立て、きらびやかな刺繍を散りばめた、ホワイトリボンのロリータワンピース。簡素ながらも品のある純白のブラウスに、ふわっと巻かれた髪が掛かって、まるで異星のお姫様のような風貌でそこに立っている。

「おおっ……」

　美優のロリータ服は初見ではない。

　とはいえ、これほどのものとは。

「ふふっ。どうですか。お兄ちゃん」

　美優は勝ち誇ったような顔でスカートを翻す。天使、いや、女神か。この世の語彙では表現しきれない。

「か、可愛い……！　マジでほんとに可愛い……！」

　俺は飛びかかる勢いで美優に接近し、しかし決して触れないように踏みとどまった。

「すごい可愛いよ。世界で一番可愛い。こんなに可愛い女の子が現実に存在するなんて、今こうして見てても信じられない……」

　軽い気持ちで頼んでみたけど、とんでもなかった。これほど凄まじい可愛さの暴力があるなんて。遥の撮影会とやらに金持ちお姉さまたちが寄ってくるわけだ。この感動を額に収めて永遠にしてしまいたい。

「でしょ。可愛いでしょ」

　美優はハニカミながらも挑発するような笑顔を俺に向ける。

「どうせエッチさせるつもりでお願いしたんだろうけど。私はしないからね」

　美優が素直にロリコスを引き受けた理由がこれだった。俺がムラムラしている美優にわざとロリコスさせたのはバレていて、それをあえて引き受けた上でかつエッチを行わないことで、逆に俺を生殺しにしようという作戦だ。しかし、そんな邪心が吹き飛ぶほどに美優が可愛かったので、ひとまずエッチは二の次になった。

「邪な気持ちでロリコスしてほしいなんて頼んで悪かった。美優の可愛い姿を見てたら、いかに自分が愚かだったかを思い知ったよ」

　実のところロリータ姿の美優は完全に欲情対象なのだが、今は感動がそれを凌駕して抑え込んでいる。

「そんなに可愛い？」

「可愛い。本当に可愛い。美優より可愛い人がいるなんてもう絶対に信じられない」

「んふふ。はいはいわかってるからもう」

　さすがにここまで言われると美優も照れるのか、巻いた髪をさらに指で巻いて手寂しさを紛らわせている。

　しかし、俺の気持ちはこんなものでは収まらない。クローゼットの秘密を暴いてしまった事故の日は、美優を慰めるので精いっぱいだったからまともに見れていなかったけど。こうして改めてロリータ服の美優を見ると尊さすら感じる。もはや神の域だ。

「美優は本当に可愛い服が似合うな」

「遥の方が可愛いけどね。無駄な肉もついてないし」

「いや美優の方が絶対に可愛い」

「見てもないのにそういうこと言わないの」

「見なくてもわかるよ。俺は美優のことが好きなわけだし、むしろ現実がどうであれ美優が一番可愛く見えるのが道理だろ」

「むっ。たしかに」

　珍しく美優を納得させられた。でもそんなものはどうでもいい。今はこの美優を堪能していたい。

「美優、よければこう、くるくる回って全身を見せてほしいんだけど」

「ん？　こう？」

　美優は窓際に寄ると、カーテンの閉め具合で光を調整して、その場で髪を軽く持ち上げたり、スカートをつまんだりして、その細部までを俺に見せてくれた。

　部屋に差し込む光に美優の笑顔が照らされて、俺は自分の魂が少しずつ浮いていくのを感じた。

　美優が可愛すぎて死にそうだった。

「美優……美優が可愛すぎて……俺は一体どうしたらいい……」

「どうしたのお兄ちゃん生きて」

　床にくずおれた俺を、美優が慌てて起こしてくれた。こういう芯の優しさが垣間見えるせいで、普段のあらゆる仕草が愛おしく思えてしまう。

「あの……で、できればいいんだけど。他の服も、見せてほしいなーって……」

「えー。他の服も見たいの？」

　美優は表情だけは面倒くさそうにして、顔を若干赤らめながら満更でもない顔をする。

「手間なのはわかってる。でももっと可愛い美優が見たいんだ」

「はいはいわかりました。じゃあ着替えるから廊下に出ててください」

　美優は俺の背中を押して部屋の外に追い出した。それでも、ドアが閉まるまでの短い時間に、美優がご機嫌に鼻歌を歌っていたのを俺は聞き逃さなかった。

　こんなに楽しんでくれるなら、最初から隠すことなんてなかったのに。たしかに、実際にはあの服を着てオナニーまでしてしまっているのだから、俺が思っている以上に恥ずかしいことなんだろうけど。俺ならそんな美優も含めて愛してしまえるのに。

　また二十分ほど準備の時間を待って、美優からの連絡が来る。俺は一方的に楽しんでいるけど、美優からしたら化粧を直したりして結構大変なことなんだよな。本来なら数万って金を払って頼むものだろうけど、あいにくそんな持ち合わせはないし、美優も金なんかもらっても嬉しくないだろう。

　ひっそりと胸のうちに『一日なんでも美優の言うこと聞く券』でもしまいこんでおくか。普段と何が違うのかは、まあそのときに考えることにしよう。

「入るぞ」

　美優の部屋をノックして再入場する。

　そこにはまた別の天使が存在していた。

「どうでしょうか」

　お次の衣装は、セーラー服をモチーフにした、チェック柄のクラシカルロリータだった。髪は三つ編みに結んで、小ぶりな帽子を頭に乗せている。美優が小柄なこともあり、これで革の鞄でも背負わせれば、小学生にさえ見間違えてしまうほど幼な可愛い。そんな中でも主張の激しいたわわな胸部は、もはや冒涜的とすら言える。

「かぁ……か……わいぃ……ッ!!」

　俺は掠れた声で思いの丈を叫び、膝をついた。美優の可愛さに目眩を起こしてしまったようだ。

「お兄ちゃんはいちいち反応が大げさなんだから」

　美優は喜んでいるのか怒っているのかわからないような顔でツンとそっぽを向く。その仕草に、俺のハートはまた萌え殺されるのだった。

「ごめん、美優。どうしたらいいだろう。さっきから可愛いしか言ってないけど、可愛い以外になんて言ったらわかんないや……」

「気持ちは伝わってるから大丈夫だよ」

　美優は淡々と俺を引っ張り上げる。下から見上げる美優のおっぱいもいいものだったが、立ち上がってみると髪を結ぶことでスッキリした首周りがよく映えて、その眩しさにまたクラッときた。

「美優はどうしてそんなに可愛いんだ」

「知らないよ」

　ジト目で呆れる美優も可愛い。美優の可愛さをもってすれば世界平和すら目指せる気がする。でもそんなもののために美優の可愛さが使われるのも遺憾ではある。

「美優。ほんと愛してる」

「できれば普段の私に言ってね」

　美優は疲れたのか、ベッドに座って足をパタパタさせた。洋室に飾られた人形のようでとても絵に映える。

　たしかに、俺はこうして興奮しているときしか美優に素直な気持ちを伝えてあげられていない。普段からもっと好きな想いをアピールするべきだな。

「満足した？」

「美優の可愛さには大満足だけど、もう少し見ていたい気分ではある」

　せっかくこんなに可愛くセットしてくれたんだし、ただ着替えさせるだけではもったいない。

「でも、疲れてるよな？」

「お兄ちゃんが見たいなら頑張る」

　美優は疲れてこそいそうだが、俺にロリコスを求められることを期待しているような眼差しで俺を見ている。

「なら、最後に一着だけ、気になってる服があって」

　それは、クローゼットの中を覗かせてもらったときに見えた、小悪魔コンセプトのゴスロリ衣装だ。他の服に比べても露出が多くて、あんな攻撃的な格好の美優を一度でいいから見てみたい。しかし、勘違いしないでほしい。俺は決してロリータファッションを否定したいわけではない。単にエロい格好の美優が見たいだけなんだ。

「この服かー。メイクアップにだいぶ時間が掛かるんだよね」

「それは……悪いとは思うんだけど……。どうにか、ダメか？」

「今は気分がいいので特別に着てあげます」

「よっし!!」

　全力を出した甲斐があった。たぶん、美優だって、内心では乗り気なんだよな。恥ずかしがり屋だから素直じゃないけど。

　美優が着替えに入ってから、今度は三十分が経っても準備が終わらなかった。俺はスマホを握りしめたまま、今か今かとその時を待ち続ける。

　しかし、メッセージが送られてくることはなかった。その代わりにやってきたのは、俺の部屋のドアをノックする音。美優は「準備できたから私の部屋に来て」とだけ言って、自室に戻っていく。

　なぜ今回だけ直接俺の部屋まで来たのか。それが判明したのは、美優の部屋に入って、そのゴテゴテに装飾された姿を見たときだった。

「ネイルを付けたらスマホが使えなくなっちゃって」

　美優が手をわしわしさせるその指先には、凶器にもなりそうな程の長い爪がつけられていた。毒々しい紅黒のネイルと、ぷっくりとわざとらしく強調された涙袋が、ちょっぴり精神を病んでいそうなその風貌。しかし、左右に結い上げられたツインテールの可愛さが、そんなネガティブな印象をすべて吹っ飛ばす。真っ黒なゴシックロリータに、おそらく撮影用のコンセプトとして取り入れられた小悪魔なテイストが、幼なエロいという凶悪なステータスとなってそこに確立されている。

「ああ……！　やっぱり最高だ……思った通り…………いや想像以上に可愛い……!!」

　三度目となる美優のロリ服鑑賞だったが、その感動が薄れることなど一ミリもなかった。むしろ美優の可愛い一面や、その可愛さを引き出すために研鑽された技術工夫を見るたびに、美優という人間の底の深いところまでを見れたような気がして歓喜が湧きやまない。

「美優、ほんと可愛すぎてやばい。脈が二百くらいありそう。死ぬかも」

「お兄ちゃんそろそろほんとに死んじゃうよ」

「俺が死ぬときはその格好で看取ってほしい」

「私より先に死なないでね」

　美優は照れたり、呆れたり、笑ったり。

　どんな表情をしていても可愛かった。

「もう一つお願いがある」

「なんでしょうか」

「い、い……ちまい、だけでいいから……写真をだな……」

　あわよくば待ち受けにしたい。この可愛い小悪魔をスマホに入れて毎秒ニヤニヤしたい。

「むぅ……どうしよう……」

　美優は巻いたツインテールの先をビヨンビヨンと引っ張って考え込む。

「まあいいけど」

　そして、なんということか許可を得ることができた。これは美優の写真を手に入れられること以上に嬉しい事実である。

　この承諾は間違いなく信頼の表れなんだ。そうでなければ、たとえその相手が恋人だったとしても、絶対の秘密が映る写真を渡せるわけがない。

「よし、じゃあ早速……」

　俺はスマホを取り出して、その世界一美麗な被写体をカメラの中に収める。そして、なんともいえないアンニュイな表情の美優を、そのままパシャリと撮った。

　可愛い。……可愛いけど、スマイルぐらいはしてもらえばよかったかな。

「どんな感じ？」

　美優が俺のスマホを覗き込んできて、その写真のデキを確かめる。

「やっぱり棒立ちだと写り方が悪いね」

「なら、少し構図に注文つけていいか？」

「いいよ」

　俺はカメラを向ける角度や、美優の表情、立ち位置やポーズを、できるだけ楽しそうに、しかし明るすぎないように諸々お願いをして、何枚か写真を撮った。しかし、どれも満足のいくデキにはならず、二人で頭を悩ませる。

「こうなったらまたアレを使うしかないね」

　そう言って美優が取り出したのは、いつぞや使ったデジタル一眼だった。

「それ、使っていいのか？　いいなら、喜んで使うけど」

「ぜひぜひ。ちゃんと可愛く撮ってね」

「任せろ」

　俺も前にオタク友達の繋がりで、カメラマンの真似事をしたことがある。実態としてはほとんど荷物持ちみたいなものだったが、メインのカメラマンが珍しく自分のカメラを使われることを嫌がらない人だったので、ほんとに基礎の基礎ぐらいだが教えてもらうことができた。

「美優、いいぞ！　ほんとに可愛い！　世界一可愛い!!」

「お兄ちゃんそればっか言いすぎ」

　美優には語彙力のなさを指摘されまくったが、どの写真に映る美優も表情が柔らかくて、それほど悪くない褒め方だったように思う。

「美優、そのポーズもいいよ。もう少しだけ手下げて、目を伏しがちに……」

「うん……、こんな、感じかな」

「そう！　それ！　いいよ美優!!　滅茶苦茶可愛い!!」

「んふふ。もー。おバカ」

　椅子やベッドを使ってもらって、ときには肉食獣っぽい格好もしてもらった。拘束具に似たコルセットに強調されるたわわな胸。薄い蝶の羽を思わせるドレススカートが、ベッドの上をヒラリと滑る。

　一般的なゴスロリ衣装に比べても露出が多く、本来は服で隠されているはずの腕部にも肌色が覗いていて、少し色っぽいポーズをさせると途端にドエロい被写体になる。

「お兄ちゃん、凄いことになってるけど」

　美優の憐憫が向けられたのは、俺の股間部。俺は美優の撮影をしているうちに勃起してしまっていた。

「こ、このまま、続けていい……？」

「どうぞ。どうせわかってたし」

　そんな流れで、俺は完全勃起状態で撮影をひたすら続けた。こんなにたくさん撮っても、写真としてもらえるのはどれか一枚だけ。でも、何より美優が楽しそうにしてくれているから、そんなものはもうおまけ程度にしか思っていなかった。

「美優、今度は、片足をかけて、壁にこう……そう！　それで……！」

「だんだん要求がエッチになってる気がするけど……まあ……いっか」

　美優はぶつくさ言いながらも、俺の要求を聞いてくれる。それどころか、エッチなポーズを取らせられるたびにテンションが上がっているようで。もうデータには同じ衣装の美優が数百枚は保存されているのに、それでも夢中で撮影を続けた。

「み、美優、ごめん。めっちゃムラムラしてきた」

　撮影への集中力が切れたせいか、俺の下腹部からそれまで堰き止められていた性欲が一気に吹き出してきた。ずっと勃起したまま撮影を続けていて、パンツも先走りでだいぶ濡れてしまっているだろう。

「どうせそうなると思った」

　美優もこうなることはわかっていたようで、俺を咎めることはしなかった。それどころか、俺の膝下まで四足歩きして近づいてきて、ガブッとズボンの上から俺の勃起を齧ってくる。

「あっ……美優……それされると……してほしくなっちゃうんだけど……」

「エッチはしません」

　ぐっ、ここまでされてエッチはできないのか。いや、なにか、あるはずだ。だってエッチをするつもりがないなら、こんな思わせぶりな態度は取らないはず。

「じゃあ……エッチはしなくていいけど……」

　俺はたまらずパンツを脱ぎ、ガチガチに反り立った肉棒を露わにした。

「こ、こ……今度は、その、これを……咥える……ポーズで……」

　美優は撮影をする俺の指示にすべて従ってくれている。これもその延長線上のものだと言い張れば、美優ならしてくれるんじゃないかと、そう思った。

「……変態」

　美優は露骨に俺を軽蔑するように睨みつけてくるが、嫌とは言わなかった。そして、俺の指示通り、美優は俺のペニスをパクッと口に咥える。

　その瞬間、パシャッ、と、俺はほとんど無意識のうちにシャッターを押してしまっていた。

　美優の表情がさらに険しくなって、恨みすら感じるぐらいに俺を睨んでくるが、それでもペニスを咥えた口を離さない。

「み、美優。もっと深く咥えて」

　俺はレンズ越しに映る美優に、フェラと何も変わらない指示を出した。ときには口を離させて、舌で舐めるようにお願いして、その度に俺は美優のそのエッチな姿を写真に収める。

「美優……ああぁ……気持ちいい……あっ……!!」

　美優のエロい顔をキレイに取るための集中力と、その姿に興奮する血液の速さによって、俺の息は走り回った直後のように上がっていた。なにより、カメラ越しにフェラをする美優がエロすぎて、射精を我慢するのに尋常ではない体力が持っていかれる。

「ん……ふっ……むちゅ……んくっ……くちゅっ……」

　気づけば美優の顔が蕩けてしまっていて、俺の指示など無関係にペニスをしゃぶっている。自分で指示を出していたからこそコントロールできていた射精感が、限界を突き破って一気に射精の信号を脳まで伝達させた。

「あ、アッ……美優……出るッ……!!」

　びゅっ、びゅくっ、ビューッ、ビュルルッ──!!

　美優には口を閉じさせたまま、俺はその中に何度も射精をした。そして、精液の射出される勢いと、その苦い味に、かすかに強張る美優の表情を、俺はその快感の中で撮影し続けた。

「んー……ちゅぷっ」

　美優が俺のペニスから精液を吸い出して、口を離した。そのまま俺がカメラを向けていると、美優が口を開けて舌を出し、口内にたっぷりと注がれた白濁液を見せてくれた。

　最後に、カシャリとその一枚だけを撮って、撮影会は終了した。

　途端に静かになった室内。やってしまったという気持ちは湧いてくるが、そこに後悔はなかった。

「美優、ありがとう。すごく可愛かったよ」

　俺がお礼を述べると、美優は精液を飲み込んで、無言のまま俺にカメラを渡すように要求してきた。美優はそれを腕の中に大事そうに抱えて隠す。

「選んでいいのはエッチじゃないのだけだからね」

「は、はい」

　今回のことは、お互いにテンションが上がりすぎてしまったがゆえに起こった、事故みたいなものとして俺たちの間では処理された。それでも写真を一枚だけ選ばせてくれる美優の優しさに、俺は涙を禁じ得なかった。

　ちなみに、美優は「これはエッチじゃなくて撮影のポーズだから」と頑として主張を変えることはなかったため、やはりというか『ロリコスでエッチは禁止』というのは変わらないようだ。

「今度は美優の番だよ。……服は、どうする？　そのままする？」

　美優だって撮影中はずっとムラムラしていたんだ。今朝だって俺は美優に何もしてやれてないし、これだけ尽くしてくれた美優を気持ちよくあげないと、男として立つ瀬がない。

「なら、私から一つ、エッチのお願いしていい？」

　美優は「服は着替えるけど」と言葉を挟んで、俺の答えを待った。

「もちろん。どんなことでも言ってよ」

　俺がノーなんて言うわけがない。聞かなくたってそれは明白なはず。でも、その質問をしたことにも、美優なりの意味はあった。

「……その」

　美優はモジモジして、目を伏しながら、小さな声でその望みを口にする。

「もうちょっと、咥えさせてください」

　美優がわざわざ質問をした理由。それは「こんなエッチな私でも大丈夫ですか」という確認だった。

「美優の気の済むまでしていいよ。俺はいくらでも頑張るから」

　一度フェラを経験してから、美優はどうやらそこに何かの魅力を感じてしまったらしい。そんな風にエッチになってくれるなんて、俺としては願ってもないことだ。

　だから、迷いはなかった。迷うはずもなかった。そして、俺は自分の部屋に戻って美優が着替え終わるのを待った。だが、これが結構、大変なことになるのだった。











０６．不味いと嫌いは別の味









　ロリータ服での撮影会を終えて、俺は自室のベッドで美優が来るのを待っていた。さすがに二回も射精しているから完全に元気というわけではないが、美優から直々に俺のモノを咥えたいとお願いされたからにはこの体が奮わないはずがない。先ほどからギンギンになったままのペニスが、いつ美優に咥えてもらえるのかとそのときを待ちわびている。

「お兄ちゃん、入るね」

　美優が俺の部屋に来るまでに、思っていたほどの時間はかからなかった。化粧のほとんどをそのままにしてきたようだ。

　美優の格好はラフなＴシャツ姿で、日常生活ではほとんど化粧をしないせいか、濃い化粧の顔を見ているとなんだか美優が不良少女になったみたいで興奮する。先ほどのフェラでだいぶ出来上がっている様子の美優は、足取りこそしっかりしているがその頬は緩んでいた。

「お兄ちゃん、なんでもうおっきくしてるの」

　自分から咥えさせてほしいと言ったくせに、美優は呆れていた。口の中で射精するのが好きになったのは美優のせいなのだから、責任は取ってもらいたいものだ。

「美優にフェラしてもらえると思うと、どうしてもな」

「もう二回も出したでしょ」

「なんだかまた精液が溜まってきた気がする」

「ほんと意味わかんない性欲してるよね」

　美優は文句を垂れつつも俺の前に座った。そして、間髪入れずにパンツを脱がしてきた。そこには先ほどと変わらない硬さのイチモツが屹立している。

「なんかさ、やっぱり初めて見たときより大きくなってない？」

「そうか？　正直、サイズはよくわからないけど……だいぶずっしり来るようにはなったよ」

　少なくとも何センチも大きくなったわけではない。同年代の平均サイズと比べてもようやく並みといった具合だ。だが、全体の張りや硬さに関しては、かなり立派になったと思う。

「美優としては、もっと大きいほうが嬉しい？」

　太くて長いペニスは、雄として誇るべき栄誉だ。生物として魅力を感じないわけがない。

「いや……その……私の体格を考えてほしいんだけど……」

　美優は俺のペニスがサイズアップしたことをあまり喜んではいないようだった。美優の体格を考えろということは、こんな程度でも大きすぎるということだろうか。

　知識がない女の子なら、俺のペニスを大きいと思うのも理解できる。しかし、美優は佐知子の教育のためにＡＶを見まくったはずだ。ペニスの大きさがどんなものかは知っているはず。

「大きいと咥えてるのが大変？」

「それもあるけど。将来的にも色々と困ると言いますか」

　美優は俺の肉棒をツンツンして、ムスッとした表情の奥に照れ臭さを滲ませた。将来的にっていうのは、挿れるときって意味でいいんだよな。やっぱり美優にもセックスしたい気持ちはあるのか。

「もっと女の子に思いやりのあるサイズにしてもらいたいものです」

「そ、そうか。気をつけるよ」

　気をつけようがないけど。

「今でもフェラしてて苦しい？」

「それはないから安心して」

「よかった」

　美優にフェラがツラいなんて言われたら、俺はこの先どうやって生きていけばいいのかわからない。いやもちろん、美優に何かがあってフェラができない体になったとしても、俺の美優への好きな気持ちは絶対に変わらないと断言するが、それでもフェラをしてもらえなくなったら悲しいものだ。

「この際だから確認したいんだけど。美優はどれくらいなら苦しくない？」

「どれくらいって？　大きさ？」

「咥えられる範囲というか、深さ、かな」

「あー。なるほど。どれくらいだろ」

　美優がフェラに積極的になってきたとはいえ、しゃぶってもらえるのは亀頭二つ分くらいまでのものだ。根元まで咥えてほしいとまでは言わないが、もう少し美優の口に包まれる感覚を味わってみたい。

「じゃあできるだけ根元までしてみるね」

　美優は俺の亀頭に口づけをして、そのままズズズッと少しずつ竿を呑み込んでいく。

「あっ……美優……そんなに……！」

　美優は俺の竿を八割くらいすんなり咥えてしまう。それから、ひと呼吸を置いて、今までに味わったことのない快感部へとペニスを咥え込んでいく。

「ん……んぐ……ちゅぷっ……」

　最初こそ抵抗感があったようだったが、美優は思っていたよりも簡単に根元までペニスを口に入れてしまった。竿全体が口内の体温に包まれている感覚と、根元に唇が当たる感触がこれまでにない快楽を俺に与えてくる。なにより、美優が俺のペニスを丸呑みしているこの絵面が、最高に興奮する。

「その状態で、フェラできる？」

　俺が尋ねると、長いまつ毛の奥から俺を見上げていた美優は、瞬きだけで頷いた。竿と陰嚢の境目をチロチロと舌で舐めて、緩やかに頭を前後させる。

「あっ、あっ……！　やっばいこれ……！」

　美優の唇が根元を締めつけてきて、もうこれだけで美優とセックスをしているような気分だった。俺の肉棒にしゃぶりつく美優が口内の空気を吸い出すと、ペニス全体に強烈な圧がかかって、腰がガクつくほどの快感が背中を突き抜ける。ゴムを着けていないこともあって、美優の頬や舌の肉感がダイレクトに性感帯を刺激してきた。

「マジで山本さんとのセックスより気持ちいい……！」

　自然と口をついたその言葉に俺はハッとしてしまった。セックスを比較するなんて失礼なことなのに、なんの抵抗もなく美優のエッチを持ち上げる発言をしてしまった。

　自分でも驚きはした。だが、反省なんてしている余裕はなかった。俺のその言葉を聞いた美優が嬉しそうに目元を緩ませて、フェラの勢いを激しくして俺のペニスを責め立ててきたからだ。

「んっく……んっぐ……ぐじゅっ……じゅぽっ……じゅっぷ……！」

「あああっ……ああっ……！　美優……はぁっ……うぅあぁっ……い、イッ……!!」

　山本さんとのセックスより気持ちいい。そう言えば美優がいっぱいご奉仕をしてくれる。猿よりも単純な俺の脳みそは、そんな風にご褒美をぶら下げられるだけで、すぐに体が覚えてしまう。

「美優……あぁ……いいよ……!!　美優のフェラ……山本さんのどのエッチより気持ちいい……ずっと美優としてたい……!!」

　俺がその言葉を口にするたびに、美優は嬉しそうに俺のペニスをしゃぶって、グジュグジュと口元が卑猥な音を立てても気にせず丸呑みフェラを続けてくれる。ときおり、美優が唾を飲み込むために嚥下すると、俺の亀頭がギュッと締めつけられて、そのたびに俺の腰はガクガクと震えた。どうやらこのフェラは美優の喉にまで入っているらしい。

「あっ……美優……ヤバイ……！」

　こみ上げてくる射精欲。このまま射精したら、美優の喉に直接精液を流し込むことになる。

　してみたい。美優の喉に思いっきり。挿しっぱなしでの射精を。

「み、美優……出る……！　お、奥で……イクよ……！」

　俺が軽く美優の肩を掴むと、美優もその口を離すことはしなかった。美優は俺のペニスに吸いついて、その状態で大きく口をストロークさせる。竿全体に滑る美優の口内の肉質が、すでに肉筒に用意されていた倍の量の精液を睾丸から汲み上げていく。

「美優……イクよ…………イッ……クッ……あああっっ!!」

　ドクッ、ドクッ、と美優の喉の奥で射精して、それに合わせて美優が何度も精液を飲み込んでくれた。精液を飲み込む美優の喉が膣の収縮のように俺のペニスに追い討ちをかけてきて、そのたびに俺は何度も射精をさせられた。

「はぁ……はぁ……これ……ハマりそう……」

　俺の射精が終わると、美優はビニールの包装を抜き取るようにゆっくりと口を離した。

「けほっ、けほっ。最後までしちゃった」

　美優は咳き込みこそしていたが、苦しそうではなかった。俺のサイズではそんなに奥まで入らなかったのかな。

「すごくよかったよ。ありがとう。根元まで入れても喉までは届かなかった？」

「長さの三分の一ぐらいはガッツリ喉に入ってたよ？」

　美優はサラッと大変な事実を言ってのけた。俺の大きさでもそんなに入るのか。喉に締めつけられる感触はあったけど、そんなに深くまで飲み込んでフェラをしてくれていたなんて。

「苦しそうには見えなかったんだけど。かなり無理させてた？」

「ううん。自分でもビックリしたけど、喉でするのは大丈夫みたい。呼吸ができなくなるからずっとはできないけど」

　普通ならえづいたりするものだが、美優は反射的に吐きそうにはなったりしないようだ。俺としてはかなり気持ちよかったし、美優の負担にならないのならこれからも喉でしてほしいんだけど。

「次も喉まで入れてほしいって言ったら、美優は嫌かな？」

「うーん……まあ……いいけど……」

　承諾してくれたわりには歯切れがよくなかった。美優のこんな曖昧な返答は初めてだ。

「無理はしなくていいんだからな？　美優が本当に苦しくないならお願いしたいだけで、喉までしなくても不満はないから。……というか普通はできないことだし」

「嘘はついてないよ。喉までするのは私も嫌いじゃないから」

　美優のその答えは嬉しいものだったが、俺は素直に喜べなかった。どう考えても美優は何かの不満を隠している。

「えっ……と……だな」

　どうやって尋ねればいいだろう。美優がはっきりしない態度で濁すのはほとんどないことだから、正しい対応がわからない。だが、これまでの経験からして、この曖昧な態度の要因として最も強く働いているものは羞恥心しか考えられない。

　美優は誤魔化すことはあっても嘘をつくことはしないんだ。だから、喉まで咥えてフェラをするのが苦しくないのも本当で、するのが嫌でないのも本心のはず。

「喉で出されるのが嫌なのか？」

　美優が隠していることを探るには、美優が言及していない事柄を炙り出せばいい。消去法こそが正攻法。

　その考えは、おそらくは正しかったのだが、美優は「うーん……」と首を傾げながら頷くだけだった。合っているけど正解ではない。さて、本音はどこに隠されているのか。

「喉で出されるのが気持ちいいから、恥ずかしいとか？」

　自分で言っておいて酷い質問だとは思うが、これ以外に思い浮かばなかった。

「そうじゃなくてね」

　美優は目を合わせないままに否定する。そして、まだ硬さの抜けない俺のペニスを弄って無言の時間をやり過ごし、たっぷりと躊躇いを溜めてからその言葉を口にした。

「喉に出されると……味がしないから、イヤ」

　美優が口をもごもごさせて、目を泳がせる。

　この答えは完全に予想外だった。

「俺の精液、死ぬほど不味かったんじゃ……？」

　今まで飲んでもらった全員から「不味い」と扱き下ろされてきたわけだし、相当な苦味があるのは間違いない。飲み続けているうちに美味しいと感じるようになってしまったのだろうか。美優だけは平然と口で受け止めてくれていたし、あり得ない話ではないけど。

「とても不味いです」

　美優は胃のあたりをさすりながらボヤいた。やはり不味いらしい。まあそうだろう。本来は飲むものではないし。

　でも、そうか。美優は口に精液を出されるとき、一度として嫌な顔をしたことがない。だからこそ俺は、これまで美優に精液を飲んでくれとお願いすることができたんだ。

「不味いのと嫌いなのは、別ってやつ？」

　俺の問いに、美優はコクコクと頷いた。それは美優がこれまで繰り返してきた言葉。その意味を、ようやく理解することができた。

　あの「嫌ではない」は、言えない「好き」なんだ。不味いのに好きなんて矛盾しているようだけど、たしかにそれは同時に成立し得るものだ。

「わかった。頑張ってくれてありがとうな。すごく気持ちよかったよ」

　興奮状態になっているとはいえ、こんなに言いづらいことを伝えてくれたんだ。これくらいは察してやらないとな。

「それじゃあ、そろそろ美優もしようか」

　俺は美優の左右の二の腕を掴み、体を持ち上げようとする。だが、美優は腰を落としたまま動かなかった。それどころか、前屈みになった俺の懐に潜り込むようにして、半勃ちのペニスをまたパクッと咥えてきた。

「み……美優……？」

　亀頭を唇で喰んで、美優は両手で丁寧に竿を支える。

「美優はまだ平気なのか？」

　もうムラムラも限界にきているはずだ。朝からベッドでイチャイチャして、エッチな撮影会もして、それなのに、美優はまだ一度もイッていない。

「全然大丈夫じゃない……」

　美優はスカートをギュッと押さえつけて内股を擦り合わせる。こんなに舌足らずな美優の声は初めて聞いた。

「ぐちょぐちょにイジりたくて頭変になりそう……」

　もう言葉を選んでいられないくらいに脳が蒸発し始めている美優は、会話の隙間にもペロペロと俺のペニスを舐めることをやめられなくなっている。興奮のしすぎで制御が利いていない。ここはまた俺が踏み込んでやらないと。美優は素直にしてほしいとは言えない女の子だから。

「美優はまだ咥えてたい？」

　そう尋ねると、美優はトロンとした目で俺を見上げて小さく頷いた。

「なら、二人で横になろう。美優は咥えたままで……いわゆる、シックスナインってやつになるけど」

　美優はフェラをしたまま、俺も美優のアソコを舐める。一般的にはここから挿入になるんだろうけど、俺はまだ許可されてないからな。

「それはヤダ」

　美優は頬を赤くしながらも、ムッとした顔で俺の提案を拒否した。以前にも、俺がアソコを舐めたいとお願いしたときは、それこそ虫を追い払うかのごとく拒絶されたけど。まさかこんなに脳が蕩けた状態でも強情でいられるとは。

「なら、舐めたりはしないから。お互いに前後になって、俺は指でイジるだけにするよ」

　美優は俺にされることにはまだ不慣れだからな。こうやって少しずつ心の壁を乗り越えていくんだ。

「見られるの恥ずかしい……」

　美優はお風呂のお湯に沈むように、俺のペニスをパクッと咥えて身を縮こまらせる。される立場になると美優はとことんウブだ。そんなところがまた可愛らしいのだが。

　しかし、ここまで恥ずかしがられてしまうと、どうしたものかな。

「ん……はむっ……ちゅぶっ……」

「あっ……ああっ……美優……！」

　悩んでいる間に、美優はフェラを再開させた。美優がこんなにフェラ好きだったなんて。あんなに口ですることを嫌がっていたはずなのに、そうやって自分を騙し騙ししてきた反動なのか。

「んちゅ……ちゅっ…………んっ……はぁ……はぁ……うぅー……」

　美優は俺のペニスを咥えながら、もどかしそうに身じろぎする。ここで引き剥がそうとするのは悪手だ。服を脱がせるには暑くしろと、先人の知恵を今こそ借りるとき。

「美優……気持ちいいよ……！」

　俺は美優の肩を掴み、あえて腰を前へと突き出した。いわゆるイラマチオと呼ばれる、男が主体の強制フェラ。エッチがしたいのに恥ずかしくてできないのなら、拒めなくなるくらい興奮させてしまえばいい。限界がくれば美優も自然と体を預けてくれるはず。

「んっ……んんっ……！　んはぁっ……ぐじゅっ……じゅぷっ……んんッ!!」

　俺が腰をストロークさせるたびに、美優はビクビクと身を震わせた。初めてのフェラのときは咥えているだけでイキそうになった美優のことだ。口内をペニスで犯されるだけでも耐え難い快感だろう。

「うぐっ……がぶっ……んぢゅっ……んぐっ……!!　はぅ……ああぅ……おにいひゃ……んぐっ……んッ──!!」

　体の痙攣が大きくなり、息苦しそうにする美優の口に、俺はなおもペニスを突っ込んだ。

「はぁ……ああっ……美優……美優……!!」

「んっ……んんッ──！」

　ビクン、ビクン、と美優の体が跳ね、目が焦点を失う。俺が美優の口にペニスを挿入すると、そのたびに美優は身を弾ませた。イキっぱなしになっている美優が愛おしくて、俺は調子に乗って何度もペニスの出し入れを繰り返す。

「んじゅぶっ……あぐっ……あっ……あぅ……！」

　美優の瞳は潤んで、鮮やかな紅が塗られた唇には、飲み込みきれない唾液が溜まっている。そんなだらしのない美優の顔を見て興奮する自分の体を、俺はどうにか自制して腰の動きを止めた。

　結局は美優をイかせるところまでしてしまったが、これなら美優の気も少しは落ち着いたはず。そう思っていたのに、美優の表情はトロトロに緩んで、興奮の度合いはむしろ悪化していた。さっきより強く内腿を擦り合わせて、スカートの上からグッと指で割れ目を圧迫していた。こっそりではあるが、美優がオナニーを始めている。

「美優はまだイキ足りない？」

　あの体のビクつきは、これまで見てきた絶頂と同じものだった。息も荒くなっているし、体力もだいぶ持っていかれているはずだが。

「イッてない……。ぜんぶ寸止めだった……はぁ……んっ、あっ、あっ……」

　美優は股座に手を突っ込んで、自らの欲望に少しずつ敗北していく。スカートの上からパンツの上へ、パンツの上から直のクリトリスへと。美優の指が秘部の内側に滑り、クチュクチュと卑猥な音を立てる。それと同時に美優は俺のペニスを咥え、恥じらいなど欠片もない激しさでむしゃぶりついてきた。

「ずぢゅっ……じゅぶっ……!!　んっ……んぐじゅ……じゅるじゅぶっ……!!」

　美優はもうほとんど欲望に抵抗できなくなっていた。しかし、その奥にはまだ捨てきれない自我が残っていて、俺と目が合うと、息を潜めていた自我が刺激されてまた瞳に色が灯る。

「はぐじゅ……ズズッ……ずじゅぶっ……!!　はあぅぁ……こんな私……見ないで……はむっ……ちゅぶっ……！」

　両手で自らの陰核と膣内をぐちゃぐちゃにイジる美優。ずっと焦らされてようやく解放されたその快楽に、蟻地獄のように沈んでいく。

「はぁっ……はぁっ……おにぃひゃん……あぐぅんじゅっ……あぶっ……むぢゅ……ああぁ……あっ……あっ……きもひぃ……！」

　俺のペニスを美味しそうにしゃぶりながらオナニーをする美優に、勃起はみるみると硬度を増し、美優はそれに喜んでしゃぶりつく。膝立ちの不安定な状態で一心不乱に俺のペニスを咥え、体を支えることよりオナニーを優先して両手を股に入れるその姿が、最高の興奮材料になって俺の睾丸を刺激する。

「あっ……あああっ……み、美優、ごめん……また出る……!!」

　びゅく、びゅく、とあっけなく射精させられる俺のペニス。美優が一切の猶予もなく吸いつくせいで、射精感が湧いてから精液が放出されるまでは一瞬だった。そして、美優は俺が射精しているその最中にも、ディープスロートによる性感責めを休みなく続けてくる。

「ああ、あ、あっ、あ、もうむり!!　あっああああっぅうぁ……ああ、あ、ああっ、出る、あああっ、で、出る出るッ!!」

　続けざまに無理やり精液を絞り上げられて、視界がチカチカと点滅して、頭痛と痙攣と射精が止まらなくなった俺は、命の危険を感じて美優の体を退かしにかかった。

「美優……ストップ……！　もう、ほんと、死んじゃうからちょっとまって！　たのむ……！」

　俺が必死に懇願すると、美優はどうにかフェラを止めてくれた。興奮で脳は使い物にならなくなってはいるが、絶頂ができたことで性欲は落ち着いてきたらしい。キュポっとペニスを口から抜いた美優は、眉をひそめてお腹をさすっていた。

「うー。ほんとに気持ち悪い。お兄ちゃん精液出しすぎ」

「美優が絞り出すからだろ」

「そうなんだけどさ」

　美優は竿をふにふにしながら持ち上げて、陰嚢の部分をしげしげと眺める。

「いつも思うけど。ここに入る量じゃない」

「それは俺も思ってるよ」

　どういう仕組みか俺は美優が相手になると生物的な限界を超えて射精をすることができてしまう。本来は何日も掛けて充填される精子が、美優に射精させてもらえるとなると秒単位で作られるようになるのかもしれない。

「さすがにもう休もっか」

　美優はおもむろに服を着直して、俺にもパンツを渡してきた。これでようやくエッチは終わったわけだ。美優は満足してくれたかな。

「えいっ」

「うおあっ!?」

　俺は美優に押し倒されて、またその上に美優が覆いかぶさってくる。猫に乗られているみたいで、実は結構好きな体勢だ。目の前でおっぱいが潰れているのもまたいい。

「うふふ」

　美優の顔はニマニマしたしていた。脳の機能もいつもの状態まで回復するのにだいぶ時間がかかりそうだ。

「はあ……お腹の中がお兄ちゃんの精液でいっぱいになってる……」

　美優は俺とのお腹の間に手を挟んで、慈しむようにさすった。その言葉の響きが、まるで中出ししまくって孕ませたみたいで、不覚にもまた肉棒がピクリと反応してしまった。

「だいぶ、しちゃったな」

「しちゃったね、おにーちゃん」

　美優は頭を押しつけてきて、さすがに胸焼けを抑えきれないのか、呻きながらスリスリしてくるその様が本当に猫みたいで愛おしくなってくる。

「可愛いな、美優は」

「んー？　どうしたの？　いきなり」

「普段のツンツンしてるところとのギャップとか。美優が猫みたいで愛らしいというか」

　俺がつい本音を口にすると、美優はじーっと俺のことを睨んできた。さすがに口がすぎたかと思いきや、美優は上体を軽く起こして、両手を猫のように丸くしたのだった。

「にゃーん。って感じ？」

　あまりの可愛さに生きたまま成仏するところだった。

「今度それ猫耳つけたままやって」

「えー。やだ。私はコスプレが好きなわけじゃないし」

　美優はぷっくりと頬を膨らませて抗議する。たしかに、フリフリしたロリータファッションと、猫耳衣装はまた別の嗜好だ。

「でも、猫耳の美優なんて絶対に可愛いよ」

「当たり前でしょ。可愛いからああいう服を着てるんだもん」

　自らの可愛さについてはまるで謙遜しないその姿勢。実に好ましい。

「可愛いことに変わりがないなら、ただのコスプレでもいいんじゃないか」

「そんなに見たいの？　しないけど」

　しないのになぜ聞くのかな。

「見たいよ。してくれたら百回は可愛いって言う」

「百回じゃ足りない」

「これから一生可愛いって言うから」

「はいはい。お兄ちゃんはバカですね」

　こういうやり取りをした後の美優の満更でもない顔を見るのが、俺の人生のささやかな楽しみの一つでもある。

「期待はしないでよね」

「気長に待ってるよ」

　これからはずっと一緒だもんな。もちろん、この関係にあぐらをかいてだらけるつもりはない。でも、美優と二人で幸せになっていくための努力ができるのは、それだけでもう幸せなことだ。

「その、だな。キスとかって、こういうタイミングでするものなのかな」

　その幸せの第一歩として、俺には早速悩みがあった。キスのやり方がわからない。どんなときにどうやってすればいいのか、いまだに想像すらできない状況だった。

「したいならしてもいいけど。まだ口の中にお兄ちゃんの精液が残ってるよ」

　それでもしたいならしてあげよっか、と半ば脅すように美優は顔を近づけてくる。

「そ、それじゃあ、また次の機会にしようかな……」

「一回ぐらいは自分の精液の不味さを味わっておいてもいいと思うけどね」

　美優はニヤニヤしながら、俺の顔に向かっていたその唇を、首の方へと落とした。

「代わりにこっちにしちゃお」

　チュッ、と美優に首を吸いつかれて、俺は幸せなくすぐったさに浸っていた。しかし、そのキスが思っていた以上に長くて、もしやと美優の顔を上げさせる。

「もしかして、キスマーク付けた……？　明日オフ会なんだけど……」

「あ、そうだった。ごめんごめん。虫刺されってことにしといてよ」

　その後に小声で「ガッツリやっちゃった」と呟いた美優のお茶目な一言が耳に届いて、キスマークを付けたであろう場所を突く美優が、また憎たらしいほど可愛い。

「さて、お兄ちゃん。もう寝よっか」

　美優は俺の体から転がるように下りてベッドで横になった。

「美優も疲れたよな」

「それもあるんだけどね。このまま正気に戻ったら、恥ずかしさのあまりそこの窓を突き破って飛び降りるかもしれないので」

「夢だったことにしたいと」

「はい」

　そういうことなら、協力してあげるか。美優は俺がいたほうがぐっすり寝れるみたいだしな。エッチで明るい美優も好きだけど、女の子の羞恥心には最大限配慮をしてあげたい。

「化粧はそのままでいいのか？」

「仮眠程度なら問題ない……と思うことにする」

　美優は複雑な表情で俺の腕にくっついた。自尊心も美容も、美優にとっては同じくらい大切にしなければならないもの。アイデンティティをかけたジレンマとは如なんともしがたいものだな。

「一応、言っておくけどな。俺はどんな美優も好きだから。エッチに夢中になってる美優も、いつものサバサバした美優も、どっちでいてくれても俺は幸せだよ」

　俺が好きなのは、美優という人間そのもので。その根源から生まれる思考のすべてが、俺を好きだと思わせてくれる。だから、美優がどんな人間であることを選択しても、俺はこの先もずっと好きでいると確信している。

「むー……」

　美優が俺をジットリとした目で見つめてくる。少なくとも不快にさせるようなことを言ったつもりはないのだが、何を間違えたんだろう。

「あ、ご、ごめん。なにか気に障った？」

　俺が尋ねると、美優は俺の服を軽く引っ張って、表情を柔らかくしながら俺を睨みつけてきた。

「夢にするのが惜しくなった」

　とても可愛らしい不満だった。しかしまあ、悪いことをしたとは思う。

「すまん」

「許す」

　美優は「詫びにそろそろ私をギュッとしなさい」といわんばかりの面持ちだったので、俺はその意思に従うことにした。俺が美優を抱きしめて、美優はその中で小動物みたいに丸くなる。こういう二人の好みが合うところは、するのが当たり前みたいにしてしまいたいな。

「ふぁ……ほんとに寝ちゃいそう。起きたらお風呂に入らなきゃ……」

　うつろうつろと閉じていく美優の瞼が、ついには重力に逆らえなくなって眠りに落ちた。美優のあのデレデレな姿は可愛かったな。エッチをするとテンションが上がるのは、前からその傾向があったけど。さすがにあそこまで激しいフェラをしてもらえるとは思っていなかった。しかも、俺の精液の味が好きだったなんて。

　それって、俺の精液を飲むのが好きってことでいいんだよな。だから美優はあそこまでフェラを続けてくれたわけだし。

（いや、待てよ……それって……）

　美優が俺とのエッチでテンションが上がってしまう理由は、近親者である俺に対して強烈な生殖本能が働いてしまうからだ。となると、この生殖本能というのがポイントなのか。だから、美優は俺とのセックスに対して慎重だったのではないか。

　美優が俺の精液が好きかどうかなんて、考えるまでもない。好きに決まっている。生殖行為に最も重要な要素なんだから。それが理由で、美優はどんなに不味くても俺の精液を飲むことができた。好ましいものとして体が受け入れるようにできているんだ。

　フェラで異常に興奮するようになったのも同じこと。生殖行為に必要なペニスも、美優は好きで好きで堪らないんだ。それを勃起させることは、美優にとっては至上の喜びに他ならない。俺はこれまで美優に何度も精液を飲ませて、そのたびに精液の量は増していった。フェラをしてもらうようになってからはさらに増えている。美優にとって口淫は、俺の生殖器を強くして、精液を増やすことのできる行為。だから美優は、俺のペニスが好きで、俺の精液を飲むのが好きで、俺にフェラをするのが大好きだったんだ。

　こんなに精液が好きな美優が、俺とのセックスにドハマリするようになったらどうなるか。場合によっては、ゴムに穴を開けてでも精液を欲しがってしまうかもしれない。その証拠に、美優は以前に寝起きフェラをしてくれたとき、生殖本能が暴走して生の状態で俺とセックスをしようとした。

　つまり、俺が美優とセックスをするために考えなければならなかったことは、単に美優がセックスにハマらないようにすることだけではなく。美優が生殖本能に身を任せて子作りをしないよう、俺が管理してあげることだったんだ。そして、この結論に至るために必要な美優が俺の性器と精液が大好きなことは、それが事実かと確認することは許されない。今日のできごとみたいに、明らかにそうであることがわかったとしても、決してそれを口にはしない。それが美優の自尊心を守るために必要なことだったんだ。

（もし……それが正解だとしたら……）

　美優は子作りをするために興奮するのではなく、子作りをすることに興奮する。それが妊娠に結びつけばつくほどに、その昂ぶりは異常なほどに高まっていく。

　この考えが、すべて正しいのだとしたら。中出しをするようになった美優は、どうなってしまうのか。恐ろしくもあり、同時に、俺の雄としての興味も刺激されてしまって、俺は美優とセックスをするタイミングは慎重に見極めようと、改めて心に決めたのだった。











０７．オフ会の場外戦









　オフ会当日。俺は鈴原とファミレスで合流していた。注文を終えてセルフサービスの水だけをテーブルに置いた俺の対面には、予想通りにこんがりと日焼けした鈴原が座っている。

「お前はほんと会うたびに『誰？』ってなるな」

「会うたびに友人に忘れられる俺の気持ちも少しは考えろ」

　鈴原は内側にこっそり入れた刈り込みを指で弄る。美優に叱られた影響なのか、服にも髪にもだいぶ金を使っているようだった。

「そんなことよりソトミチよ、お前もだいぶいい感じになってるじゃねえか。やっぱり美優さんの影響か!?」

「う、うん、まあ、そうだろうな」

　こいつの『美優さん』呼びはいつまで続くのか。崇めたくなる気持ちもわからんでもないが。

「こりゃアシストのしがいがあるな……！」

　鈴原は暑苦しいテンションで拳を握る。

　オフ会は各自で昼飯を食べての現地集合だった。集合場所だけ指定されて来れる人からバラバラと集まることも、オフ会ではさして珍しくはないらしい。それでも俺と鈴原は先に仲良しグループを作られないように、早めに現地近くのファミレスで合流していた。他のメンバーも似たようなことをしているかもしれないので、会話は慎重にしなければならない。

「今日で童貞とはおさらばだ。ソトミチもそろそろ女を知った方がいい」

　料理の提供が済んで最初に出てきた言葉がそれだった。こいつには事情の一端を話しておかなくては。

「鈴原は夏に入って女と遊んだのか？」

　俺は水を一口飲んでカランと氷を転がした。

「俺はもうかなり進んでるぜ」

　鈴原はメッセージアプリに並ぶ女の子たちの名前を得意げに見せつけてきた。この短期間でもう五人もの女の子とメッセージのやり取りをしてるのか。頑張ってるみたいだな。

「目覚ましい進歩だな。本当によく変わったと思うよ」

　美優の叱咤がここまでの効果を発揮するとは。驚くと同時に、納得もする。美優はあれだけダメ人間だった俺をここまでまともにしてくれたんだ。鈴原は言わば俺の写し鏡のようなもの。

「んなことよりソトミチ。今日はお前に女を経験させるのが目的なんだから、少しは気張れよな」

「俺はオフ会で彼女を作ろうなんて考えてないよ」

「お前はまだそんなこと言ってんのか。彼女ってのは無理にでも作ろうと思わなきゃ一生できないものなんだぞ」

「わかってるよ。そうじゃなくて。俺は今好きな人がいて。本命はその子に決めてるんだ」

　俺は嘘がつけない。だから、部分的に本当のことを話す。これなら罪悪感はないし、平静を保っていられる。

「はあ？　おまっ、なんでそんな大事なこと黙ってたんだよ」

「こんなこと、友達相手の方が言いづらいだろ」

　普段から恋バナなんてするような間柄じゃないし、切り出すタイミングがない。もし恋人が妹じゃなかったとしても、自分から打ち明けることはできなかっただろう。

「それなら無理強いはできないけどよ」

　鈴原は素直に引いてくれた。人の気持ちを理解できるようになったのがこいつの一番の成長だな。

「好きな女がいるなら、その子が目標でいい。でもな、ソトミチ。まだ付き合ってるわけじゃないなら、その過程で他の女と遊ぶことはまったく不誠実なことじゃないんだぞ？」

　鈴原はテーブルに両肘をつき、一度手を組み合わせてから手のひらを俺に向けた。

「いや、言いたいことはわかる。初めての彼女だし、その初めてを大切にするためにキレイなままでいたい気持ちも痛いほどわかるんだ。俺だってそうだった。でもな、恋愛って、付き合うことがゴールじゃないだろ？」

　鈴原の表情はどこまでも真剣で、いったいどんな経験をすればそんな圧のある語り方ができるのか、この変貌ぶりには素直に感心した。

「キレイな初恋のまま付き合えたら百点だ。他の女と遊んだ後なら、八十点かもしれない。でも、八十点でいいんだよ。恋愛経験は別れるか結婚するかまでのトータルだ。千点満点で考えないと」

　根拠なんてまるでなかったが、鈴原の話には説得力があった。この感覚、美優と話しているときと同じだ。自信のある話は聞き手を惹きつける。そして、やがてそれは、ただの理論を事実へと変えてしまう。

「その子が本命なら、付き合った後のことを考えて、むしろ別の女で経験を積むべきだと思う。もちろん、これは強制するものじゃないし、どうするかはお前に任せる。でも、少しだけでもいい、女の気を引いてみろ。世界が変わるぞ」

　どうやら鈴原は、そうした経験をして変わってきたようだ。

　男として女の気を引いてみる、か。思えば俺は流れで女の子と付き合えていただけで、男らしさをアピールできたことなんてほとんどなかったんだよな。美優に対してもまだ足りていない自覚はある。

　今日会う子たちに色目を使うつもりはないが、頼れる兄としての自分を披露してみるくらいの努力はしてもいいかもしれない。

「さて、もう時間か。メッセージも全員分が来てるな。今回は遅刻者がいないみたいだから、八人同時に入室になる。ソトミチの初陣にはキツイな。いいか、よく聞けよ」

　席を立つ前に、鈴原からいくつかのレクチャーがあった。まず、トイレは済ませておくこと。序盤は一秒でも会話から外れたら、輪の中への復帰が困難になる。最初に話しやすい人としての立ち位置を確立するのが肝心。

　次に、容姿への言及は避けること。これは冗談と称賛のどちらもＮＧ。女慣れしている者であっても、初対面の女性を褒めてもまず気持ち悪がられる。これが大原則だ。

「序盤は間違いなく女子グループと男グループに分かれる。だけど、これをあえて崩す必要はない。それは役目を負ってる幹事に任せるんだ。そうすれば誰も悪感情は抱かないからな」

「鈴原も先輩も幹事だろ？　俺はもう一人の男と話してればいいのか？」

「そうだ。俺と先輩が女子グループを捌くから、その間に田中と仲良くなっておけ」

　今日のオフ会は鈴原の先輩である黒い竿さんがメイン幹事で、サブとして鈴原とハルマキさんが副幹事を務めている。田中クラウザー二世こと田中さんは年齢が一つ上らしいが、仲良く話せるかな。

「それと、ゲーム内でもまだ大っぴらにはしてないから、今回のメンバーには俺とソトミチと先輩は中学の頃からの知り合いとしか説明してない。わかるな？」

「内輪感が強いと周りが話しづらいからだろ。できるだけ鈴原以外と話すようにするから大丈夫だよ」

　俺たちの関係性を隠す必要はないが、オフ会の参加者が萎縮してしまうことのないように配慮はすること。それだけは守るように忠告されて、俺と鈴原はカラオケ前へと移動した。

　そこにはすでに、ガタイのいい男と日傘を差した可愛らしい服を着た女の子がいた。幹事の黒い竿さんとハルマキさんかな。

「先輩、お久しぶりっす。そちらはハルマキさんですか？」

　鈴原が率先して挨拶に動く。黒い竿さんは鈴原と顔見知りだし、さらに言えばハルマキさんを含めたこの三人は幹事グループだし、俺がしゃしゃり出ていく空気でもないな。鈴原に紹介してもらえるまで大人しくしていよう。

「どうも、ハルマキです。リアルでのアダ名のままなので、ハルマキって呼んでください」

　ハルマキさんがお辞儀をすると、編み込まれた髪の残りを二つ結びにしたおさげがスルッと肩から落ちた。服装は美優のロリコスをややカジュアル寄りにしたもので、ひとことで表現するなら顔のいいオタサーの姫だった。

「そうなんですか！　そしたらソトミチと同じですよ、こいつもアダ名がハンネで」

　鈴原が率先して紹介してくれたので、俺もハルマキさんと同じように会釈して軽い挨拶をした。そういえばハルマキさんは大学生なんだよな。見た目はむしろ年下っぽいけど、きちんと敬わないと。

「はじめまして。ソトミチです」

「はい、はじめまして。二人とも、チャットで話してるような感じで大丈夫だよ。オフ会なんだし気楽にいこ」

　ハルマキさんは緊張を解すためなのか、俺の腕をツンツンと小突いてきた。女性経験がない頃の俺だったらこれで落ちてたな。

「冴えないドーテーくんだって鈴原くんから聞いてたけど、全然そんな風に見えないね？」

　ハルマキさんはサラッと過激な発言をぶっこみながら、下から煽るようにクリッとした目で俺の顔を覗き込んできた。この角度も美優で慣らされていなかったらドキッとしてしまっていただろうな。大人しそうな雰囲気だがかなりのやり手だ。もしかしたら本物のオタサークラッシャーなのかもしれない。

「そいつ、前まではかなり芋臭かったんですよ。俺も今日会ったときはビックリしちゃって。でも、ドーテーらしいっす！」

　鈴原が慌ててフォローをしてくるが、むしろ余計な印象が強くなってしまった。この状態で非童貞を主張するのは面倒なのでやめておこう。

「まあ、そんなに冴えた方じゃないのは事実ですよ」

　自分を卑下しすぎるのは美優に悪い。だが、男としてパッとしないのは事実だ。改善はしていきたいが、不要な好意を持たれたくない気持ちがまだせめぎ合っている。

「黒い竿さんも、お初です」

　隣のガタイのいい男にも挨拶をする。鈴原が言うにはこの人も元オタクらしいけど、そんな空気は微塵も感じさせない。これまで柔道一筋に生きてきましたと言われても納得してしまう風貌だ。

「黒澤でいいよ。俺はどうせ連絡先交換するときにバレるからな。本名で呼んでくれ」

　黒澤さんは二十歳には見えないほどの貫禄のある濃い顔で笑う。ヤンキーっぽい男らしさを煮詰めたような人だ。

　それから残りの四人が来て、軽く自己紹介をしてからカラオケに入った。パーティールームを貸し切りにして、まずは男女に分かれて座る。特段指示があったわけではない。自然とこの合コン形式に落ち着いたのだ。

　今回のメイン幹事は黒澤さん。なのだが、仕切り役は鈴原の担当だった。全員が荷物を置き終えたのを確認してから、鈴原は一人立ち上がる。

「よーし！　じゃあ全員でアプリを開くぞ！　とりあえずスタミナ消費しきるまでは普通にゲームで！　飲み物は言ってくれば取りに行くから駄弁りながらダラダラしてくれ！」

　広い部屋だから寝ててもいいけど、と鈴原が言葉を添えると、数人が笑って場が和む。こいつ、恐ろしいほどのコミュ力を身につけたな。俺には真似できそうにないし、とりあえず田中さんと仲良くしとくか。

「田中さんは田中さんでいいんですか？」

「いいよ。本名だし」

　この人もか。最近は個人情報とか隠さないのかな。知ったところで何をするつもりもないけど。

「あと敬語もいいから。その調子だとあの歳下二人にも敬語使うつもりでしょ。癖になるからやめときなよ。慣れだから、慣れ」

「そ、そう……か？　なら、そうするよ」

　オフ会慣れしてる人ってみんなこんな雰囲気なのかな。ももちゃんなんて乗っけからタメ口バリバリどころか、死ぬほど馴れ馴れしかったし。でも、ももちゃんはチャットのときからそういう人だっていうイメージが定着してるから嫌悪感はなかった。リアルでも自分のキャラの印象付けってかなり重要なんだな。

「オフ会に参加するのは今回が初めてなんだけど。どこまで聞いていいものなのかな。個人的なこととか」

「別に高校とか教えてもいいよ？　でも、知って話題に繋がるものじゃないと意味ないからな。やっぱり、ゲームの話とか他の趣味について話すもんなんじゃない？」

　曰く、なんだかんだで女子たちの食いつきがいいのは、恋バナだったり異性のタイプについてだったりするそうだ。オフ会って非モテの集まりなイメージがあったけど、最近はそうでもないらしい。スマホアプリの普及のおかげでオタク以外の人にもリーチすることはできるようになったため、後はどの人を選んで誘うかで会の非モテ度はコントロールできるようだ。

　つまるところ、非モテが開催するオフ会は非モテの会になり、陽キャラが開催するオフ会はイケイケの会になる。今回は黒澤さんとハルマキさんの影響が大きいのだろう。田中さんも含めてまず見た感じは全員まともだ。そして、ももちゃんには彼氏がいるし、ハルマキさんはむしろモテそうな側だし、夜空ちゃんと彼方ちゃんは最年少ということで控えめにしているが、女子学生らしい活きた雰囲気は漂っている。

　むしろ恋バナが始まったら最も立場に困るのは俺なくらいだ。セフレに近かったクラスメイトとの関係と実妹との関係。さすがにおおっぴらにすることはできない。

　そういえば田中さんもあのゲスな会話を聞いてたんだよな。黒澤さんはハルマキさんをラブホに連れ込むって言ってたけど、どうするつもりなんだろう。

「やっぱりみんなハルマキさん推し？」

　田中さんは向かい側の女の子に聞こえないように尋ねてくる。

　たしかに、見た目のよさで言えばハルマキさんがぶっち切りだ。物腰柔らかで、かつ明るく話せる人で、黒澤さんも鈴原もさっそく隣に座ってデレデレしている。その横からハイテンションでももちゃんがちょっかいをかけているが、黒澤さんはずっとハルマキさんに夢中だし、空気が悪くならないように鈴原がとりなしているぐらいでしかない。

　ちなみに、残りの彼方ちゃんと夜空ちゃんは二人で慎ましやかにゲーム中だ。

「俺は付き合おうとかホテルに連れ込もうとかは考えてないから、みんなと少しずつ話せればいいよ。見た目の好みならまあハルマキさんを推すけど」

　それこそ美優と山本さんを足して二で割ったような人だからな。ハルマキさんの可愛さを十とするならあの二人は百以上あるんだけど。

「そうなんだ？　なら僕は彼方ちゃんと仲良くなりたいから、協力してくれるかな？」

「協力？　別にいいけど」

　この人にも目標があるのか。せっかくの出会いなんだし、普通はこの機会を活かしたいよな。

　なんだかこう余裕にしていると、自分が嫌味な人間みたいに思えてしまう。もっと謙虚にならないと。美優という絶対的な天使が恋人だからって慢心はダメだ。

　なんて考えていると、田中さんが早くも彼方ちゃんと夜空ちゃんにチャットを飛ばしていた。女の子が二人組で話し込んでいるところに割って入るのは通常なら困難だが、ゲームで繋がっていれば話は別。上手い機転の利かせ方だった。

「どうも、お二人とも。向こうは向こうで盛り上がってるから、こっちで改めて自己紹介でもしてようか。店に入る前は名前しか言わなかったしね」

　二人ずつＬ字の席に座って、俺たちはゲーム画面を見せ合いながらお喋りをした。夜空ちゃんはパソコンのゲームがメインなのでアプリの進みは遅いが、マルチプレイができるので問題にはならない。おかげで手持ち無沙汰にならないから会話が途切れても安心だ。

　俺はできるだけ夜空ちゃん側と話すようにして、それとなく彼方ちゃんとの会話の優先権を田中さんに渡すようにした。途中で四人の間で席替えをして、俺はなんの気なしに夜空ちゃんの隣に座る。それぐらいしかアシストはできなかったが、初対面の女の子と緊張せずに話せるようになった自分には、少し自信がついた。

　そうやってしばらく話していると、室内に軽快なイントロが流れ始めた。

「はーい！　せっかくのカラオケだし、みんな歌っちゃいなよー！」

　ノリノリのハルマキさんがマイクを持って立ち上がる。カラオケなんて始まったらこちらも会話を中断せざるを得ないわけだが、どうやらそれが狙いのようでもあった。

　数曲をみんなで回して、知ってるアニメやゲームなどの知識を共有しつつ、ドリンクを取りにいくついでに席替えが行われる。黒澤さんたちはもっとハルマキさんと話していたかったようだが、コーラを飲みながらぼーっとしている俺の隣に座ってきたのがそのハルマキさんだったわけである。

「ソトミチくんって本当に、童貞？」

　開口一番がそれだった。

「そんなに気になります？」

「んーん。別に。今ではイケメンの童貞も珍しくはないし。ただのコミュニケーションとしての質問」

　ここまで大っぴらにシモネタを言える子は珍しいな。男としては話しやすくて助かるけど。

「まあ、その。言いにくいんですけど」

　どうしても隠していたいような事情ではない。鈴原に伝わってしまったときはそれまでだ。

「そういうことにしておいてください」

「あーやっぱり。なんか違うなって思った。……実は、もう何人か経験しちゃってるんじゃないの？」

　ハルマキさんは顎に指を当てて、横目を細めながら俺を睨んできた。俺の周りに勘の鋭い女が多すぎる。

「ほどほどです」

「まあ、なんてヤツだ。とんでもない狼が紛れ込んでたものだね」

　ハルマキさんは声色を変えてわざとらしく怒る。なるほどこうやって絆されていくわけか。なんというか、普通にいい人なんだなって思う。話していて楽しい。

　毛束の量を揃えて編み込んだ髪や、小柄な体格と可愛い服が好きなところは美優っぽく、仕草や口調はどこか山本さん的。俺にはそうした部分に慣れを感じるから、余計に話しやすいんだろうな。

「でも、これ秘密なんだよね。二人で内緒にしとこっか」

　ハルマキさんは口に指でばってんを作って、こっそりと俺にウインクをする。この手練感、さすがとしか言いようがない。

「ありがとう。助かるよ」

　ちょっと仲良くなった気がして、そこからは敬語は取っ払ってお喋りをした。

　それから、またカラオケが始まったり、夜空ちゃんが持ってきたノートパソコンでお絵かき大会をやったりと、諍いもなく仲を深めていった。途中で数人が外に出てしばらく戻らなかったりもしたが、トイレが一人用しかないこともあって、タイミング悪く時間がかかっていたんだろう程度にしか思っていなかった。

　俺たちが貸し切りにしているようなパーティールームは各階に一つずつあり、今回は三階の部屋を利用している。ドリンクバーは一階と三階に設置されていて、取りに行くのにさほど時間はかからない。男子トイレが偶数階にしかないのが面倒だ。

「夕飯までに腹減らしておくぞお前ら！」

　黒澤さんの号令で何度目かのカラオケ大会が始まり、しばらく収まりそうもなかったので俺はドリンクを取りに室外に出ることにした。部屋には冷房を効かせているが、女の子に配慮して高めの設定にしてあるので歌で盛り上がると蒸し暑くなるのだ。ガタイのいい黒澤さんに隣を長時間確保されているハルマキさんは、服が厚めなこともあって特にツラいだろうな。

　俺は田中さんと彼方ちゃんたちと話すことが多かったため、黒澤さん側がどんな進展をしているのかは把握していない。ただ、ももちゃんも鈴原も、黒澤さんの勢いには逆らえないようで、上手く黒澤さんを扱えてはいなさそうだ。幹事組と誘われた組でグループはほとんど固定化されてしまっている。

「はあ……暑い……」

　俺はドリンクバーに立って喉を潤していた。廊下の方が湿度が低いので快適だ。汗もかいてしまったし、ワックスを付けた髪もへたってきた。彼女作りが目的ではないとはいえ見た目は整えておきたい。

「あ、ソトミチくん。やっぱりここにいた」

　ぼんやり立ち尽くしているところにやってきたのがハルマキさん。俺とは違ってガッチリ固めたヘアアレンジもおさげの色艶も変わらずキレイのままだ。女の子ってほとんど汗をかかない印象だけど、どういう構造になっているんだろうか。化粧で抑え込めるものなのかな。

「部屋が暑くてな」

「あははー。私もー」

　ハルマキさんはコップにドリンクを注ぎ直して、両手で丁寧に持つと上目を煽ぎながら小動物のように口をつけた。このわざとらしい感じ、悔しいことに好きなんだよな。オタクのサガというやつだろうか。

「黒澤くんもさ、悪い人じゃないんだけどね。あんまりこういうこと言うのは好きじゃないんだけど、もうちょっと距離を置いてほしいかなーって思っちゃうよね」

　困り顔で俺の横に立つハルマキさん。少し動けば肩が触れ合いそうな距離である。この人もこの人でかなりパーソナルスペースに踏み込むタイプみたいだからな。相性のよさが裏目に出たか。

「俺もそれとなくメンバーを混ぜようとはしてるけど。慣れないことだし上手くいかないな」

「そうだよね！　ソトミチくんすごく気を遣ってくれてるのほんとに嬉しい！　オフ会は初めてなんでしょ？　そうやって動いてくれるだけでも助かるよ」

　ハルマキさんは腕をグイグイと押しつけてきて、否応なく褒めちぎってくる。ただ、それは山本さんの褒めとは方向性が違っていて、ハルマキさんのは褒められると異性として意識してしまうようなくすぐったさがあった。

「田中さんは彼方ちゃんと話したがってるし、無理に混ぜないほうがいいのかもしれないけどな」

「あの二人、いい感じだよね。ソトミチくんの方はどう？　ヤれそう？」

　ド直球の質問に俺は思わず吹き出しそうになる。

「ハルマキさんってそういうとこ遠慮なくぶっこんでくるよね」

「オフ会には何回か参加してるからね。現実を知ってるだけ。男女混合のオフ会で下心のない人なんて既婚者ぐらいだよ」

　浮気目的の人もいないわけじゃないけど、茶化すように言葉を添えるハルマキさん。俺もどちらかといえばその既婚者側の立場にいるわけだが、浮気をしようだなんて露ほども思わない。他人の恋愛事情を聞くのが苦ではなくなったから観察してるのは楽しいけど。

「俺はするつもりはないから」

「ふーん。そうなんだ」

　ハルマキさんは俺の返答を聞いて、しばらく俺を見つめたまま固まった。それから少し不思議な間があった。

「ハルマキさんのキャラってイベントごとに最強装備になってるよね。マジョマル以外も。羽振りのいいバイトでもしてるの？」

　俺が別の話題を切り出すと、ハルマキさんはなぜか瞠目して、慌ててそれを隠すように体裁を取り繕った。

「高校時代からバイトの鬼だったからね。青春のすべてをオタク活動とバイトに捧げちゃったくらいで」

　そんな真面目な一面を見せておきながら、「捧げてないものもあるけどね」とハルマキさんはまた下ネタを暗喩するようなことを言う。まあそれだけの額をつぎ込むには男なんかにかまけていられないか。この外見なら捧げる相手なんて簡単に見つかりそうだ。

「次のイベントのキャラは絵がいいよね。先行ストーリーも評価が高かったし」

「そう！　そうなの！　もう好みドンピシャで！　いつもは澄まし顔の一匹狼なのに、ママ属性のキャラにはいいようにされて無抵抗になるあの隠れ萌えなところがもうトキメキすぎて心臓がメルトダウンなんだけど！」

「お、おう。そうだな」

「だから絶対にパーフェクト状態にしたいんだよね！　五枚重ねるのは当然として、専用装備も覚醒させたいんだけどもうアイテム枯渇しちゃってるからその分を補充するために素材ガチャとスタミナ回復の課金石も確保しなきゃだし！」

　こののめり込みようはもはや病気だな。俺の周りでは珍しいことでもないけど、廃人の価値観に追いつくのは難しそうだ。

「でもね……もうさすがに資金が底を尽いちゃってさ。私、大学も奨学金で通ってるし、将来のことを考えると高校時代に貯めたお金はもう一円も使えなくて……」

　それは課金をやめればいいだけなのでは、と言いたくなる気持ちを堪えて聞き役に徹する。廃人から課金を取り上げるのは断食を強制するのと同義なのだ。いつか死んでしまう。

「だからさ、私、いっそのこと風俗とかで働いちゃおうかなって思うんだー」

　ここにきてまさかのカミングアウトだった。恵まれた体を活かしてお金を稼ぐのは結構なことだが、諸手を振って応援することはできない。美優のパトロンは同級生の女の子一人だから──それもどうかとは思うけど──病気や事件の危険性が低いのでまだ了承できた。それに、美優が遥としてるのは、ロリータ服を着ての撮影会がメインだから、美優自身もそれを楽しんでいるし、表面上は健全な関係だ。でも知らない男を相手に裸で稼ぐのは並大抵の覚悟ではできないし、大変なことも多いだろう。

「そんなに金回りがいいの？」

「知り合いに月収四十万も稼いでる子がいるよ。それを聞いたら、毎日肉体労働して十万ちょっとしかもらえない仕事とか、馬鹿らしくなっちゃって」

　差し出しているものがものだけに、相応の対価にはなるんだな。お客と風俗嬢と、失うものが等価なのかはわからないが。

「俺はハルマキさんとそこまで長い付き合いじゃないからどうこう言えないけど。無理はしないようにな」

　俺がそう答えると、ハルマキさんはまた驚いたような顔をして、一瞬だけ声を詰まらせた。

「と、止めないの？」

「うん？　ああ……わ、悪い」

　そういう主旨の話だったか。引き止めてほしい女の子の心情とか、俺にはまだわからないんだよな。人がどう稼ごうが自由だし、身内ならまだしも俺が口出しをするようなことじゃないと思ったんだが。

「ごめんな、色々と疎くて。童貞じゃないって話はしたけど、女性経験が少ないのは事実なんだよ」

　経験人数は少なくない。だが、女の子とまともに触れ合ったのはほんの三ヶ月ほど前からだ。

「優しいんだね、ソトミチくんは」

「えっ、そうか？」

「だって他の人なら、そんなのよくない！　って怒ることしかしないもん。きちんと私のことを考えて話をしてくれたのは、ソトミチくんが初めてだよ」

　そういうものなのか。俺の場合は優しいというより無関心だっただけなんだが。

　女の子には執着しない方が印象がいいのかな。山本さんと話をするようになったときの俺も、美優のことで頭がいっぱいで、自分の好みで山本さんを評価しようとは考えなかった。結果的には、そのおかげで山本さんから話しかけてくれるようになったわけだし。

「あ、そうだ。連絡先を交換しておこうよ」

「連絡先？　別に構わないけど、後で鈴原が全員分を交換させるだろ？」

「そうなんだけどさ。一度にごちゃっと交換すると、誰が誰だかわからなくなっちゃうし。それに、こうしてこっそり交換してたほうが、特別感があっていいでしょ？」

　俺が非童貞である秘密を共有しているだけで、いつの間にかハルマキさんとの距離が縮まっていたようだ。俺は何をしたわけでもないんだけど、どうしてこうも女の子が寄りついてくれるんだろう。

「えへへー。ソトミチくんの連絡先ゲット！」

　小躍りしながら俺のメッセージＩＤを登録するハルマキさん。こういう明るい人が増えれば世の中平和になるんだけどな。

　と、思っているところに、ドリンクバーへと近づいてくる人影があった。それはまさかの、もう何度目かになる、ため息をつきたくなるような巡り合わせだった。

「何やってんのあんた」

　聞き飽きた気怠げな声に、見飽きたツインテール。

「お前……どこにでもいるな……」

　由佳様のご登場である。これはもう普段から盗聴されてる可能性すら考えたほうがいいな。

「なんでもかんでも私のせいにするのやめてもらえる？　ここを選んだのは美優なんだから私のせいじゃないっての」

　というまさかの一言が返ってきた。これは意図的なのか偶然なのか。後で美優に確認しといたほうがいいな。

「えーっと……ソトミチくんのお知り合い？」

　突然の闖入者に控えていたハルマキさんが、俺と由佳を交互に見やって尋ねてくる。

「妹の友達なんだ。よく家に遊びに来るんだよ」

「親友よ親友！　で、この女は誰？　山本とかいうのがこれなの？」

　由佳は不自然なくらいの敵意をハルマキさんに向けて睨みつけた。山本さんは俺の浮気相手になったかもしれない人だし、由佳としては要注意人物なんだろう。

「山本さんはまた別の人で……この人は、ハルマキさん。本名じゃないけどな。今はオフ会をやってて、今日知り合った人なんだ」

　互いの紹介が終わったが、挨拶をしようとはしない。ハルマキさんも由佳に対してはあまりいい印象を抱いていないようだった。由佳がこの態度だし、仕方ないけど。

「ほーん。それでこんなところでイチャついて、あんたはデレデレしてたんだ。まだセフレを増やしたいわけ？」

「違うから。あと頼むからここでその手の話はやめてくれ」

　ただでさえハルマキさんには経験人数の多さを疑われているのに、余計に話がややこしくなる。

「由佳ちゃんって言ったっけ？　何か気に触ったのなら謝るけど。私はソトミチくんと仲良くしたかっただけで、悪いことするつもりはないよ？」

「ふん。どうだか。この男が鈍臭いからって、色気で金を騙し取ろうとしてるんじゃないの」

「っぐ……ちょ、ちょっと？　初対面で歳上の私に失礼すぎない？」

　これにはハルマキさんも怒りモード。普段から攻撃的なやつではあるが、ここまで礼儀のなってないやつじゃないと思ってたんだが。

「さすがに言いすぎだぞ。他の女の子と仲良くしてるのがマズいなら俺に怒るべきだろ。ハルマキさんは俺に相談をしてくれてただけだ」

「あっそ。ならいいけど。何があってもその女だけは絶対にやめときなさいよ。たとえ美優が許しても私は許さないから」

　由佳は最後にハルマキさんを睨みつけて、ドリンクも注がずに踵を返した。

「ふん。こんなのと話したせいでせっかくのツキが落ちそうだわ」

　意味深な捨て台詞を吐いて去っていく由佳。ハルマキさんと二人で取り残されて、非常に気まずい空気になる。

「ご、ごめんな！　あいつ、そんなに悪いやつじゃないんだけど。どうにも今日は虫の居所が悪かったみたいで……」

「ううん。いいの。あの子、ソトミチくんのこと好きなんでしょ？」

「えっ」

「気持ちはわかるから、私も怒ってるわけじゃないんだ。でも」

　ハルマキさんは周囲にオフ会メンバーがいないことを確認してから、俺の腕に抱きついてきた。

「何も思わないわけにはいかないな。嫉妬されるなら、それはそれでもっとソトミチくんと仲良くなりたいかも」

　また面倒なことに巻き込まれた。なんだって俺の周りには対抗意識が強い女の子ばかりなんだ。

「そろそろ戻らないと怪しまれるから、私は行くけどさ」

　ハルマキさんはスキップで俺から離れて振り返った。

「もしよかったら、今夜はお相手してね」

　否定のしようがないくらいストレートなお誘いだった。

　それからまたしばらくは部屋でゲームをやりながら談笑が続いたが、露骨にハルマキさんが俺に視線を向けてくるようになって気が気じゃなかった。

　これはもう恋人がいることを素直に告げるしかないなと、ひとまずは気持ちに整理をつけるためにトイレへ行くことにしたのだが。

「お、ソトミチ。どうだよ、夜空ちゃんとは順調か？」

　トイレで入れ違いに遭遇したのが鈴原だった。やたらと上機嫌だが、ハルマキさんとお喋りができるのがそんなに楽しいのだろうか。

「なんで俺が？」

「だって、ももちゃんは彼氏がいるし、彼方ちゃんは田中さんが狙ってるんだろ？　お前も夜空ちゃんとずいぶん話し込んでるし、かなりいいとこまで行ってるんじゃないか？」

「仲良くなるって目的なら達成してるよ。ファミレスでも言ったけど、その先は考えてないから」

「そっかぁ。まだ脱童貞までは踏みきれないか。正直なところ、無理にでも体験させたいくらいなんだが、俺は手を出さないって言っちまったからな」

　鈴原はいつにも増して余裕そうだった。もし俺が本気で夜空ちゃんを狙っていたら、参加者のうち女子三人がすでにマークされていることになるんだが。

「お前、もしかしてももちゃんとするのか？」

「あ？　んなわけねーだろ。いくら向こうがその気でも彼氏持ちとはヤらないって」

　否定はされたが、この質問は鈴原の自己顕示欲を刺激するのには充分だったようだ。

「ソトミチだから言うけどな。……実は、ハルマキちゃんとかなりいい感じなんだ」

　鈴原は鼻の穴を広げながら得意げに語る。

　これはまた雲行きが怪しくなってきたな。

「黒澤さんには絶対に言うなよ!?　あの人はガチにハルマキちゃんを狙ってるからな。でも、ガッツキすぎてむしろマイナス印象みたいで、それで俺にお鉢が回ってきてるっていうか。部屋の外で何度か相談されてるうちに、お互いの相性のよさに気づいちゃった感じでさ」

　セクハラの酷い黒澤さんから離れたいと、ハルマキさんにお願いされたのがきっかけだったらしい。それから、俺たちの目のつかないところで二人で話し込んで、連絡先も交換して、カラオケ部屋でもこっそりとメッセージのやり取りをしていたようだ。

「ハルマキちゃん、お金のことでだいぶ困ってるみたいでな。それで、風俗なんかで働き出すとか言うから、そんなことするぐらいなら俺がいくらか出すって言ったら、それもいいかもねって話になって。めっちゃ感謝されちまってさ。二人きりでお喋りするときなんかも、かなり盛り上がるんだよ！」

　ハルマキさんが俺にしてきたのとほとんど同じような話だった。だが、男側の対応は違った。俺はただの相談役に徹して、その結果として好意を抱かれた。鈴原はパトロンの代役を買って出て、その結果に親しい関係を手に入れた。

　共通しているのは、どちらも連絡先を交換したことと、夜の関係をほのめかされたこと。目的は金か。あるいは別にあるのか。

「端的に忠告しておくぞ。俺も同じことを言われて連絡先を交換した。だから、特別な関係だと思うのは早計だ」

「は!?　お前が、なんで!?　彼女は作らないって言っただろ？」

「だから、その目的で話してない俺にも、ハルマキさんは同じ相談をしてきたんだよ。時系列がわからないから、確実にハルマキさんが悪いとは断定できないけど。変な誘いにだけは乗るなよ」

「そうか……なんでハルマキちゃん……そんなことを……」

　鈴原はどうにか状況を呑み込んでくれたようだった。陰口を叩いているようで申し訳ないけど、友達として伝えないわけにはいかないからな。

「あ、そっか！　そういうことか……！　わかった、ソトミチ。忠告感謝するよ」

「おうよ」

　鈴原はどうやら何かに気づいたらしい。俺とは違って幹事内だけで共有されてる情報もあるだろうからな。俺はどっちにしてもハルマキさんと寝るつもりはないし、適度に距離を取って仲良くしていればそれでいいだろう。

「あ……あ、あんた。またいたわね」

　鈴原と別れてからすぐ、やってきたのは由佳だった。四階には女子トイレもドリンクバーもないし、美優たちの部屋はどうやらここにあるようだな。

「どうした？　腹なんか押さえて。痛いのか？」

　由佳は二人分のコップを両手に持ちながら、うずくまるようにして歩いていた。体を支えてやろうと近くに寄ると、聞こえてくる微弱なモーター音。こいつまたローターを仕込まれてるな。

「お前なぁ……」

「仕方ないでしょうが……！　あ、あと少しで美優のやつをひん剥けるとこだったのよ……最後の最後で……しくじらなきゃ……！」

　さっきはツキがどうこう言ってたし、賭け事でもして遊んでいるんだろう。この由佳の状態を見る限りでは健全な遊びとは思えないが。

「そ、それより、いいところで会ったわ。悪いけどコーラとアイスティーを注いできて。左右を間違えるんじゃないわよ」

「それが人にものを頼む態度か？」

「い、い、か、ら！　やりなさいよ……こっちは……はうっ……！　ドリンクを持ってくまで部屋に入れてもらえないんだから……！」

「はあ……はいはい。わかったよ」

　俺は由佳にコップを押しつけられて、渋々と階段を降りていく。ヤリサーの罰ゲームでもここまではやるまい。女子学生ならもっと慎ましやかな遊びをしてもらいたいものだが。

「右がコーラで左がアイスティーだったか」

　ポチポチとボタンを押して、七分目ほど注いでからコップを下ろす。

「ソトミチくんったら、まだ外にいた。みんな心配してたよ？　腹でも壊したのかって」

　そこにやってきたハルマキさん。俺なんかよりハルマキさんのほうがずっと部屋にいない時間が長いんだが。

「人が多いところが得意じゃないんだよ。そういう苦手を克服するために鈴原が強引に誘ってくれたんだけど」

　俺は人見知りもしなくなったし、女の子と話せるようにもなった。だが、だからといって疲れないわけではない。世の中には人と会うことでエネルギーを溜められるタイプと、人と話すためのエネルギーを一人のときに溜めるタイプとがいるらしいが、俺は間違いなく後者だ。

「ふーん。なら、私と同じだ」

　ハルマキさんは、一歩一歩を踏みしめながら近づいてきて、また肌が触れ合うぐらい近くに並んだ。

　例の話を聞いてから、ハルマキさんが妙に色っぽく感じる。これはもうわざと作っているとしか思えない。山本さんの誘いを断った俺にはさしたる苦難ではないが。

「私も大勢といるのが苦手なんだ。だから、二人きりの空間のが、好き。こうして話してるときはね、みんなといるときより、だいぶ心が開けてるんだよ？」

　誘惑する気まんまんの声音だが、褒められること自体は悪い気分じゃなかった。かなり男の扱いに慣れている。ゲームとバイトで青春を消化したなんて言っていたけど、下手したら今まで会った誰よりも経験豊富な可能性すらある。

「ありがとう。なら、俺ももう少し心を開いて話してもいいかな」

「うん！　なになに？　どんなお話を聞かせてもらえるのかな？」

　ハルマキさんはお姫様然とした首の傾げ方で待ちの姿勢になる。罪悪感で胸が苦しいが、ここは毅然とした態度を取らなければならない。

「本当は恋人がいるんだ。だから、仲良くはしたいけど、スキンシップとかはできない。後にも先にもその人しかいないって本気で思ってるから、こういうところでも誠実でいたくて」

　もうこの情報がオフ会のメンバーに伝わってしまってもいい。鈴原に知られても、今のあいつなら悪口を触れて回ることはないはずだ。

　俺が真実を告げると、ハルマキさんはわざとらしくしょんぼりして、スッと真顔に戻った。

「もしかして、さっきの由佳ちゃん？」

「違う。断じて違う」

「えー……そっか」

　ハルマキさんは何を思ったのか、今日は一度も見せなかった不満顔をして、それから、ためらいがちにそれを口にした。

「じゃあ今夜セックスしよって言っても断る？」

「あのなぁ……」

　ハルマキさんは何がどうして俺とセックスがしたいんだ。山本さんには由々しき悩みがあって、それがたまたま俺の体質とベストマッチだったから、偶然の偶然で関係を持てたわけだけど。今日会ったばかりの人間に体を許すことなんて、ましてやハルマキさんのような可愛い女の子がホイホイ男とヤリまくるなんて、そんなことはあってはならない。可愛い女の子はもっと価値のある存在でなければならないんだ。

　俺は金持ちでもイケメンでもない。スポーツも勉強も特別できるわけでもない。そんな俺とセックスする理由がどこにある。

　そして、なにより、肝心なのは。

　俺は世界で一番好きな恋人である美優と、そのセックスに至れていないんだ。その前にこれ以上セックスの経験人数を増やしてたまるか。もちろん後にも増えることはないけど。

「ならはっきりと言おう。俺はセックスさせてもらっても一円も出さないし、なんならホテル代だって払わない」

「だよね」

「もちろんだとも」

　次第にガチトーンに近づいていくハルマキさん。

「それでもいいって言ったら？」

「理由を聞こうか」

「私も不思議なんだけど単純な興味で誘ってる」

「ますます意味がわからん……」

　お互いにぶっちゃけモードになって、おそらくはハルマキさんの言っていることも本心なんだろうが、だとしたら本当に理由がわからない。金や能力とは関係なく、俺に男としての魅力があるのか？　いくら美優や山本さんに褒められるようになって成長してきたとはいえ、そこまでの男になった覚えはない。

　美優が告白されまくってきた人生もこんな感覚だったんだろうか。まるで俺の存在が美優に近づいているみたいだ。最近は頭もよく働くし、俺と美優の遺伝子が似ているっていうのはこういうことなのかもしれないな。

「ちょっ……ちょーっと!!　あ、あんた!!　何してんのよ……!!」

　階段から俺に向かって大声が飛んできた。

　しまった。由佳のことを完全に忘れていた。

「またあの子だ」

「わ、悪い、ハルマキさん！　先に戻ってて！　用が済んだら俺も戻るから！」

「へっ？　あ、ソトミチ……くん……？」

　俺はハルマキさんとの会話を中断して階段を登った。踊り場まで降りていた由佳は、内股にさせた脚をガクガクさせてかろうじて立っていた。

「はぁ……うっ……あ、あんたが、ちんたらしてるから……あぁうぅ……！　振動、最大にされひゃったじゃ、ないの……うううぐっ……！」

「ごめんって。ドアの前まで付き合うから、どうにか歩いてくれ」

「むりぃ……むり……！　もう、階段を上がるのとかむりぃ……ああぁ……あぅ……はぁ……はぁ……」

　こんな公の場で喘がれて、人に見つかりでもしたら俺の立場がヤバい。

「じゃあ、もうその入ってるの抜くぞ」

「ダメダメ!!　絶対にそれだけはダメ!!　そんなことしたら……あっ……ぐぅ……もっとひどい目にあわされるわ……！」

　くそう。なんて不健全な女の子たちだ。こんな罰ゲームが罷り通っている学校なんてエロゲの世界でもそう見ないぞ。

「そんなこと言ってる場合じゃないだろ。人が来たらどうするんだ」

「元はといえば……あんたが女とのお喋りに油を売ってたのが悪いんでしょうが……！」

　それを言われてしまうと否定ができない。たしかに悪かったとは思っている。

「うぐっ……わ、わかったわよ……歩けばいいんでしょ……！　はぁぅぅ……き、気合よ……きあいぃ……こんなことで負けてられないんだからぁ……！」

　どうにも力の入れどころがおかしい気がするこの痴女は、消防士が訓練するより必死に手すりにしがみつき、どうにか階段をよじ登った。そこからも気合で歩き続けた由佳だったが、男子トイレの前まで差し掛かったところで膝をついてしまった。

「ぅぅ……あぁぁはぁ……や……ばい……どうしよ……」

「ど、どうしたんだ？」

「あっ……ふぅ……うっ……へ、でひゃぅ……！」

「で、出る!?　出るって、何が!?」

　もうこれ以上は見守っていられないと判断した俺は、コップを置いて由佳の膣内に入っているローターを抜きにかかった。

　その体は明らかにイッていることがわかるぐらいに痙攣していた。しかも、由佳のスカートの中に入っていたのはローターなんて可愛らしいものではなく、クリトリスと膣内を同時に刺激するタイプの電動ディルドだった。

「あっ……もう……らめ……」

　由佳の膝を伝う程度だった愛液が、まるでおしっこを漏らしたようにその勢いを増している。出そうって言ってたのは、つまり、潮を吹きそうという意味だったらしい。

「ま、まて！　ここで出すな！」

「むぅぅ……むりぃ……あぁっ……」

　こんなところで潮吹きされたら、人が来るまでに後処理するのは不可能だ。しかも、この様子だともう膣内は愛液で溢れてしまっている。

　どうしたものかと周囲を見渡して、せめて美優らしき影でも見えたらその部屋に放り込んだのだが、もう迷っている時間すらなく。

　俺はすぐ横にあった男子トイレに由佳を引っ張り込んで、前向きのまま便器に跨がらせた。

「あ……あアアッ……！　あんんっ……アッ……!!」

　由佳の体が大きく跳ね、大量の愛液がパンツから漏れて便器の中ヘと注がれていった。その勢いは放尿と変わらないぐらいに激しく、このままだと延々と由佳がイキ続けてどうにもならなそうだったので、俺は無断で由佳のパンツとディルドを取り去った。

　バイブレーションの刺激がなくなっても、しばらく由佳は絶頂と潮吹きを続けて、やがて落ち着いた個室の中には、白目を剥いた半裸の女と男の二人きりという、非常に危険な構図ができあがっていた。

「はあ……」

　またしても面倒なことに巻き込まれてしまった俺は、諦めの境地の中、すぐ近くにいるはずの美優へと電話をかけたのだった。
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　俺はカラオケの個室トイレで、電動ディルドによるお仕置きによって潮を吹いた由佳と二人きりになってしまった。二人で入ると立つことすらままならないこの狭い空間で、由佳は洋式のトイレに逆向きに跨って息を荒らげている。

　こんなに酷い絵面だというのに、もう見慣れてしまって何も感じなくなった。自分のことながら嘆息してしまう。美優たちはずっと前からこうなってたんだろうな。

　俺にはこの意味不明な状況を自力で打破できる自信がなく、美優が由佳と一緒にカラオケに来ているらしいので助けてもらうことにした。ズボンのポケットからスマホを取り出して美優に通話をかけると、ワンコールで応答があった。

「美優、質問があるんだが」

『由佳のこと？　さっきお兄ちゃんに会ったって言ってたけど、今も一緒なの？』

「ご想像の通りで」

　さすがに察しのいい妹だ。あるいはこれも予定調和だったのか。

「罰ゲームのせいで由佳が潮を吹いて四階のトイレでダウンしたんだ。部屋まで運ぶから番号を教えてくれるか？」

　美優たちはトイレと同じフロアにいるはずだから、女の子一人を運び込むくらいはなんとかなるだろう。しかし、俺が質問をしても、美優はすぐに答えを返さなかった。

『バイブ抜いたの？』

　美優は少しの間考えこんで、なぜかそんな質問を重ねてくる。

「ゲームで負けただけなんだろ？　もう潮まで吹いてるし許してやったらどうだ？」

　由佳の場合は普段からお仕置きをされているから、生ぬるいと効果がないのは理解できる。それでも、やはりゲームはゲームだ。

『その女、自分が提案したゲームで自分で罰ゲームを決めて、散々私たちのことを煽ってきた挙げ句にボロ負けして飲食代も部屋代も払わずに出ていこうとしたんだけど』

　想像以上にどうしようもないやつだった。まったく同情する気にならない。

「うぅ……そ、それは……美優のやつがおっぱいでイカサマするから……」

『してないから』

　どうやら通話の内容は由佳にも届いていたらしく、意識を取り戻した由佳が鼻水をすすりながらぐずりだした。

「由佳はもうイタズラとかはしないって反省したんじゃなかったのか？」

　前にネカフェで相談に乗ってもらったときには、由佳には明らかな変化があった。それはどう考えても前向きなもので、俺は親心にも近い喜びを感じたほどだったのに。

「う、うるさい」

　俺の問いに、由佳はいつものような生意気な反論はせず、虚しい口答えをするに終わった。

『仕方ないからお兄ちゃんが代理で執行しといて。適当に犯してくれればいいから』

「そのお前らの不健全さはどうにかならないのか」

　まさかの美優の発言に、声が聞こえていたらしい由佳も即座に反応した。

「そ、そんなのイヤ！　もう無理やりしないって、お兄さんに約束してもらってるの！」

　由佳とはネットカフェでの相談の最後に交わした約束がある。セックスまでするつもりはなかったが、あのときの由佳になら俺は本気で優しくしてやりたいと思った。

「由佳はどうしてそう悪いことばかりするんだ？」

　こんな罰ゲームは倫理に反している。だが、俺を含めた美優たちクラスメイトの間では、これがお仕置きとして成立してしまっているのも事実だ。

　その原因は俺でもわかる。由佳は口では拒否しつつも、そのお仕置きを受け入れてしまっているんだ。それどころか、周囲が由佳にお仕置きをするように、自ら誘導している節すらある。

　本気で嫌ならこんな程度の抵抗で済ませるはずがない。なにより、あと少し大人しくしてさえいれば、美優たちだってここまでのことをしないのは由佳だってわかっているはずだ。

「か、勘違いなんだって。私は流れが悪かったから外の空気を吸いに行ってただけで」

『それで荷物からなにまで持ち出すのはどうなの？』

「それは、セキュリティ上の問題よ」

　口ではこう言っているが、由佳が自らの非を認めているのは明白だった。態度がまるで自分の正当性を信じてもらおうとするものではない。

『それじゃあお兄ちゃん。後のことはお任せするね』

「いいのか？　なんだか山本さんのときと同じ流れに思えるんだが」

　ネットカフェでの由佳との電話で美優が発した言葉は、強引な解釈でなくても俺と由佳がセックスすることを許すものだった。俺が山本さんの部屋に行ったときには、山本さんとセックスをすることになってもいいという発言の上でそうなることが約束をされていたのだから、由佳に対するあれも嘘や冗談ではないと思える。

『詳しい事情はまた話すから』

　美優は最後にそれだけ言って通話を切った。やはり裏があるらしい。

「あれっ、どうしたの？」

「由佳の処遇は俺に任せるって」

「マジで!?　よっし!!」

　由佳は嬉しそうに顔を俺に向けた。あのニヤニヤした顔は「こいつはチョロいな」と思ってる顔だな。よし、お仕置きをしてやろう。

「言っておくが、美優たちに迷惑を掛けたことを見逃すつもりはないからな」

「たかが二千円程度をチョロまかしたぐらいで何が迷惑だっての。それに見合うだけの罰ならもう受けたでしょ？　あれがお兄さん以外に見られてたらどうなってたと思うの？」

「言い分は理解できるけどな。由佳はいい加減に反省というものを覚えろ」

　由佳が正当な主張をしたことなんてほとんどない。なのに、つい由佳の意見には同調してしまいそうになる。どういう能力なのかは知らないが、滅茶苦茶な主張を強引に納得させるだけの何かが、由佳にはある。まともに取り合っていると危険だ。こちらで主導権を握らないと。

「お仕置きをするから、腰を上げろ」

「は？　なによその命令は」

　俺は電動ディルドに電源を入れて脅してみるが、由佳は怯えるどころか呆れていた。こいつに馬鹿にされるのは悔しい。

「そんなやり方で従うわけないでしょ」

「でも従うしかないだろ。いざとなれば俺の方が力が強いし、あんまりやりたくはないけど、裸の写真でも撮って脅すことだって……」

「ちがーう！　そうじゃないでしょうが！」

　由佳は飛び上がるようにクルッと体の向きを変えて便座に正しく座り直し、なぜかムキになって説明を始める。

「そんなことを言うくらいならやるの！　やってから脅すのよ！　美優ならそうしてる！　それどころか全裸にひん剥いた私を便器につま先立ちさせて『落ちずに五回イッたら許してあげる』とか理不尽なことをほざいてこっちがすべての非を認めるまで延々と続けるのよ！」

「我が妹ながら恐ろしすぎる……」

　前世はヤクザの親玉か何かだったんだろう。俺には到底真似できそうにない。

「わかった？　お兄さんにはお仕置きとか向いてないの。だから……ね？」

　由佳が「わかってるでしょ？」と言わんばかりにパチパチと瞬きをしてくるが、さてはて何をおっしゃっているのかさっぱりだ。

「今からラブラブホテルに抜け出して、イチャイチャセックスしよ？」

「何がなんでも断る」

「じゃあネカフェでいいから」

「場所の問題じゃない……！」

　ダメだ。どうしても流される。ここで由佳にお仕置きをしないと。どうにかしてこちらの主張を押し通すんだ。

「したくないことをすることないじゃん。別にイチャラブする必要はないけどさ、普通にセックスしようよ」

　由佳は生意気な顔はそのままに、ちょっぴり頬を赤らめて俺のズボンのチャックをなぞる。思わず、息子がピクッと反応してしまった。

「ね？　そのほうがココも喜んでるよ」

「お前な……悪いことをした自覚はあるんだよな」

「そうだけどさ。そろそろご褒美をくれないと、私も叱られてばっかじゃ反省できないもん。いいでしょ？　後でごめんなさいってするから」

　由佳は俺のズボンのチャックを下ろし、物欲しそうにしながらパンツの前開きボタンまでを外した。

「──すみません、開けてもらえますか？　遥です」

　その直後、トイレのドアを叩いてきた予想外の来客に、俺は口から心臓が飛び出そうになった。こんな狭い場所で同窓会でもやるつもりか。

「あ、ああ。どうしたんだ？」

　俺がドアを開けると、遥は一礼をしてトイレの中に入ってきた。ここは男子トイレなんだけど、そこは性癖的に大丈夫なのかな。

「お邪魔します」

「もー!!　いい雰囲気だったのにー!!」

　由佳の文句を聞き流して、遥は持ってきたバッグを洗面台の上に置いた。薄いワンピース一枚という夏らしい格好で、ほんの少しだけ短くなった髪をおさげにしている遥は、やはりというか妖精のように可愛らしい。美優のおかげで以前のように一目惚れをするような情動はなくなったが。

「遥がどうしてここに？」

「お助けアイテムを持ってきたので、お貸ししようと」

「あんたの変態アイテムは絶対につけないッ！」

　由佳が八重歯を剥き出しにして遥を威嚇するが、遥はそれを意に介さずにお助けアイテムとやらをバッグから取り出した。その中身は目隠し布と腕の拘束具。ずいぶんと質のよさそうな革製のものだった。

「ボロ負けだったから詳しく調べてなかったけど、荷物の中にイカサマの痕跡を発見したから追加ペナルティね」

「うぐっ……ほんとネチッこくて嫌味な性格……！」

　この状況を平等に判断して、悪役はどちらなのだろうか。にしても、イカサマをしたのにボロ負けしたとか、どんだけ不器用なんだこいつは。

「とりあえず目隠しして。声は出さないでね」

「ちょ、いだっ、こ、こらぁ……！」

　遥は問答無用で由佳を後ろ手にして拘束具を嵌めると、また便器に前から跨がらせて目隠しをした。そして、お尻を叩いて腰を上げさせ、ディルドを挿入してスイッチを入れる。

「お、おっおっおっ……あぁぐぅっ……！」

　由佳は後ろ向きで腕を拘束され、便座を跨いだ態勢で膣に異物を入れられて背中を仰け反らせている。見るに堪えない光景だった。

「えっと、これは、どういう状況なのかな」

「これから、お兄さんが由佳を犯しているという体で、私がお仕置きをします」

「そういうことか……」

　由佳は自身の喘ぎ声とバイブの音に遮られて俺たちの声が聞こえていない。このまま遥がディルドで由佳を犯し続ければ、美優の先ほどの発言によって由佳は俺が犯人だと思うだろう。今回に至っては完全なる冤罪だが。

「私が来たことにも理由はありまして」

　遥はディルドが挿しっぱなしになっている由佳の尻をペチンと叩き、それに合わせて由佳が小さな悲鳴をあげる。個室の中とはいえ公共施設にいることがわかっているのか、あるいはうるさくしすぎるとこのまま放置される可能性があるからか、犯すのをやめるように嘆願する声量は最小限のものだった。

「理由って？」

「近いうちにお話する時間を取っていただけませんか？　美優と、それと……由佳のことについても、ご相談したいことがあるので」

「ん、ああ。そっか。連絡先は知らなかったもんな」

　美優と由佳に関する相談であれば、その二人を通して俺とコンタクトを取らなかった理由も察しはつく。相談の中身も、俺が美優と正式に結ばれたことについてと、由佳に関してはこの不可解な態度についてのことだろう。

「相談ならいつでも乗るよ。このＩＤにメッセージを送ってくれれば、予定は調整するから」

「ありがとうございます。夜にでもまた連絡しますね」

　こんな会話をしている奥で、由佳は目隠しをされて、後ろで手首をピッタリと固定されて膣を玩具で蹂躙されている。これを見て可哀想だと思わない当たり、俺もだいぶ彼女たちに毒されてしまっているだろうか。遥は抜いたディルドで勢いよく由佳の膣をズボズボしていたりして、そのたびに由佳が「いやぁっ！　もうお兄さんっ、やめて……！」というのが得も言われぬ哀しさがあり、同時にちょっとエッチだと思ってしまった。

　長くいると倫理観が破壊されかねない不健全な空間から俺は抜け出して、連絡先を交換した遥からの確認メッセージに返信をした俺は、オフ会をやっている部屋に戻った。そこでは夕食前の最後のカラオケタイムが始まっていて、みんなずいぶんと盛り上がっていたおかげか俺が戻ってくるのが遅かったことを気にしてはいなかった。

「ソトミチ、戻ってきたか。悪いな、あんまりアシストしてやれてなくて」

　予想外のイベントに疲れて放心状態の俺とは逆に、そわそわと落ち着きのない鈴原が話しかけてきた。俺が精気の抜けた顔をしているのでオフ会を楽しめてないと心配してくれたんだろう。

「アシストはいいって言っただろ。それに、いい刺激にはなってるよ。……鈴原は夕食会が終わったらどうするつもりなんだ？」

　俺は彼女を作る気はないし、黒澤さんと田中さんがそれぞれハルマキさんと彼方ちゃんをお持ち帰りしたら、その後は解散する流れだと思っているが。

「それがだな。俺、あれからハルマキちゃんと話し合って……。結論を言うと、俺はハルマキちゃんを信じることにした。だから、夕食が終わったら、ハルマキちゃんの相談を受けようと思うんだ」

　鈴原はチラッと横目でハルマキさんを見た。ハルマキさんも俺と鈴原のことを眺めていたようで、鈴原と目が合った瞬間に、楽しげな笑みを浮かべてくる。そんな笑顔にすっかりハートをやられてしまったのか、再び俺と目を合わせた鈴原の顔はもうユルユルになっていた。

　ああ、なんかダメそうだな。しかしまあ、友達としての忠告はしたし、ハルマキさんが絶対に悪い人と決まったわけではないから、この先は鈴原に任せよう。

「相談に乗るのは構わないけど、面倒だけは起こすなよ。俺はもう帰りたいんだから」

「わかってるって。ちゃんと上手い具合にやるよ」

　俺はゲームにそこまで本気じゃないから、関係が拗れてギルドが解散とかになっても気にはしないけど。オフ会で幹事三人のいざこざとかが発生したら、俺まで巻き込まれかねないからな。早く家に帰って美優とイチャイチャしたい。

「よーしお前ら！　時間だ！　飯に行くぞ！」

　黒澤さんの号令と退室コールに追い出されるように俺たちはカラオケを後にした。夕食会場は歩いていける距離にあるレストラン。個室居酒屋に似た雰囲気で、学割コースを千五百円で楽しめる。学生からすれば少なくはない出費だが、出てくる物の質と場所代を考えればかなりリーズナブルな値段設定だ。

　そんなお店に行く道すがら、俺は鈴原と黒澤さんと三人で歩いていた。

「おい、お前ら」

　黒澤さんは後ろから俺たち二人の首に手を回してきてヒソヒソ話を始めた。ガタイがガタイなだけに腕を掛けられるだけでかなり重たい。

「調子はどうだよ。ココはちゃんと温まってんのか？」

　黒澤さんは鈴原の股間をグイッと掴んで持ち上げる。鈴原の歪んだ顔を見ているだけで痛い。

「ぼ、ボチボチっすかね、今回は顔合わせ会になりそうな気が……」

「んーだまたかよ鈴原よ。お前、この間もメッセージのやり取りだけで満足してただろ？　ダメだぜ会ってるうちにヤらないと。ハルマキちゃんはご奉仕してくれそうだぜ？」

　黒澤さんは後ろからついてきている女子グループに見えないように手筒を作って上下に動かす。ハルマキさんは複数の男に声をかけているらしい。鈴原と黒澤さんの間でさえ折り合わなくなっているのに、どうするつもりなのかな。

「今日のメンバーはハルマキちゃん一強じゃないっすか？　だから、いいかなーって……」

「馬鹿かお前は。鈴原だって女の経験は少ないんだろうが。ももちゃんでいいからヤれよ。動画を撮ってルームに流そうぜ。俺もハルマキちゃんのハメ撮り流してやっからよ。ソトミチはそれ見てシコれ。そうしてっとな？　欲しくなって次はヤル気が出てくんのよ。これも、チームワークってやつだ」

　黒澤さんはそれだけ言うと、またハルマキさんのところへお喋りしにいった。ハルマキさんの発言がどこまで真実なのかはわからないが、誰といつ話してても笑顔を絶やさないあたりは根性があるよな。

「くっそ、どうすっかな……」

　鈴原はハルマキさんとのメッセージのやり取りを見返しながら呟く。あの黒澤さんを見るに、今夜の一日だけでも預けてしまえば、鈴原がハルマキさんをものにできる可能性は限りなく低くなる。だから、ハルマキさんと二人きりの相談会をするには、夕食が終わってすぐにこっそりと抜け出さなければならないわけだが、そんなことをすればその後が怖い。

「無理そうなら諦めろよ？　今日の出会いがすべてじゃないんだし」

「わかってるよ。わかってるけど、なんというか、ハルマキちゃんだけは、違うんだ。運命というか、この人だって感じがするんだよ」

　鈴原はもう完全にハルマキさんの虜になっていた。童貞を殺すのが上手すぎる。

「いらっしゃいませ。ご予約の黒澤様ですね？　席までご案内します」

　レストランに着くと、今度は男女交互に、全員の隣と向かいが異性になるように並んだ。合コンで席替えをするときによくあるパターンだ。

　俺はトイレが近いからと言い訳をして端っこに座らせてもらった。残りの時間はそれぞれの思惑を外野から眺めるだけにしたい。と、思っていたのだが、対極の位置に座っていた黒澤さんを無視してハルマキさんが俺の隣に座ってきてしまい、俺は鈴原と黒澤さんの両方から睨まれることになった。

「ソトミチくんのお隣、ゲットだぜ」

　ハルマキさんはキメ顔で音の出ない指パッチンをする。スカってもやりきった表情を崩さないのは偉い。

「なぜ俺の隣なんだ」

「うーん。疲れた顔をしてるから？」

　それは申し訳なかった。先ほど小娘のレイプを見届けてきたばかりなのでな。心身ともに疲弊している。

「幹事としては、みんなに楽しんで帰ってもらいたいのです」

「ああ、それは……そうだよな。気を抜いて申し訳ない」

「そうだよーもー。これからが楽しいんだから。ご飯の食べ方って、その人の性格とかが出るじゃない？　狙った女がまともかどうかを見極めるならココだぞー！　って。ふふっ」

　ハルマキさんはパントマイムでフォークとナイフを表現する。

「なんてね。抜きたいのはこっちのほうだよね」

　スパゲッティを食べるフリに見せかけたフェラの真似で俺を誘う。その意味ありげな仕草はいったいなんなのかな。恋人がいるとはもう言ったはずだが。

「口でするだけなら浮気じゃないからさ」

　ハルマキさんは手で口元に壁を作って、ヒソヒソと呟く。俺にはまったく本性を隠さなくなってきたな。いよいよ剥がれてきた化けの皮の中身が酷すぎる。

「でもそれ自分の彼氏に言える？」

「他の女としてくれた方が、私とのエッチも刺激的になるでしょ？　そういう背徳感って依存性が強いらしいんだよね。そうなれば、彼氏ちゃんは何を犠牲にしてでも私とエッチをしたがる……つまるところ、そっちのがお得なわけですよ」

　ハルマキさんは両手で蟹のマネをして、チョキチョキと中指と人差し指を動かす。そのジェスチャーの意味がわかってしまう俺も同じくらいには汚れてるんだよな。

「ソトミチくんは飽きたりしないの？　彼女が下手すぎて物足りないとかさ。新しい刺激が欲しくない？　一万円くらいで」

「やっぱり金なのか……」

「サクッとトイレで出すだけでも気持ちいいよ？　絶対に風俗に行くよりいいって」

「うん、あの、それは、経験談ってことでいいのかな？」

「あっ……と……。ど、ドリンクは何にしようかなー！」

　よくわからないタイミングでシラを切るハルマキさん。それからもしつこく誘われはしたが、妹がいる俺の股間に響いてくることはなかった。

　そんな俺の鉄壁にハルマキさんも観念したようで、席替えタイムになると鈴原の隣に移動してしまった。あいつはきっと搾れるだけ搾り取られるだろうな。まあ、ハルマキさんに騙されるなら、たとえ数十万円単位で持っていかれても、いい勉強になったと笑い話にできるだろう。

　俺が考えるべきことは、ハルマキさんが誰とセックスするかなんてことじゃない。どうやって山本さんに謝るかと、由佳がなぜあんな態度を取るのかについてだ。由佳の態度に関しては、もしあのお仕置きレイプに関係しているのだとしたら、やらされた身の上とはいえ俺も他人事ではないからな。

「……ん？」

　俺が考えに耽っていると、スマホに一通のメッセージが届いた。由佳が写真を送ってきたようだ。その写真には学生が食べるには高そうな料理が並べられている。どうやらそれは由佳が勝手に自撮りをしたものらしく、美優たちは端っこに写り込んでいるだけでカメラに目を合わせてはいない。

　で、その本人はというと。

『デラックスジャンボパフェをいつ奢るか考えておきなさいよ!!』

　というメッセージを添えて俺に中指を立てていた。やったのは遥なのだが、話し合いの機会としてはちょうどよいので従ってやるしかないな。

　それからの夕食会は、ハルマキさんが絡んでくることもなかったためか、これといって目立つような出来事は起こらなかった。ただ、来きたるべき本番に向けて黒澤さんがスキンシップを激しくしたせいで、最後の方のハルマキさんは露骨に鈴原へとすり寄っていた気がする。

「んじゃ今日はこれまでだ！　これからもギルドに顔を出してくれよ！」

　夕食会はつつがなく終了し、会計を終えた黒澤さんが店を出て全員に声掛け、オフ会はお開きとなった。事件が起こったのはその後だった。

「ああんっ!?　聞こえねぇなあ……、なんつった、お前？」

「だ、だから……今回だけは、譲れません！」

　解散した後の帰り道、近くにあった公園の一角で、鈴原は両手を広げて黒澤さんと対峙していた。その後ろではハルマキさんが鈴原の背中にしがみついている。鈴原もそこまで無茶をするタイプではないはずだし、おそらくこれはハルマキさんが強く鈴原にお願いをした結果だろう。面倒を起こすなと言ったのに聞き分けのないやつだ。

「お、俺はハルマキちゃんが好きなんだ！　黒澤さんには渡せない！」

　鈴原は思いの丈を吐き出した。その言葉に、ハルマキさんは気まずそうに目を伏せ、黒澤さんは額に青筋を浮かべている。たった数時間の付き合いでずいぶんと入れ込んでしまったものだが、ハルマキさんの手練手管からすれば不思議なことではなかった。

「ふざけんなよ。そいつとヤるためにわざわざ幹事までやってやったんだ。それをてめぇが取ってくってのはどういう了見だよ。約束が違うだろ」

「それは、そうだけど……でも、た、頼みます！　ハルマキちゃんだけは、特別なんです！」

「おいおい調子のいいことばっか言いやがってよ。最初の合コンで女にしゃぶらせてやった恩をもう忘れたのか？　俺がいなきゃお前なんて馬鹿の陰キャでしかないんだよ。立場をわきまえろ」

　黒澤さんは鈴原に近寄って、その当人など相手をせずにハルマキさんの腕を掴もうとする。──その手が肌に触れるかどうかというところで、鈴原が黒澤さんの手首を弾いた。

「もちろん、感謝はしてます。でも、これは本気の恋なんです。諦めたくない」

「はぁ……ったく。しょうがねえ」

　黒澤さんは弾かれた手をそのままポケットに突っ込んだ。大人しく引き下がるのかと思ったら、それはむしろ状況を悪化させただけの結果だった。

「なぁんにも知らねえでおめでたいなお前は。なら、こいつを見ても同じことが言えんのか？」

　黒澤さんは片手に持ったスマホの画面を鈴原に向ける。そして、下卑た笑みを浮かべてハルマキさんに視線を移した。

「え……な、なんで!?　それって、私の……!?」

　黒澤さんが手にしているのはハルマキさんのスマホだった。慌てて鞄をひっくり返すハルマキさんだったが、そこからスマホが出てくることはなく、見慣れたカバーの付いたそれは間違いなくハルマキさんのものだった。

「ああ？　返してほしいのか？　そりゃあそうだよなぁ。こんなヤバい動画が大量に入ったスマホ、他人の手に渡ったら困るもんなぁ」

　黒澤さんの言葉に、ハルマキさんの顔は青ざめた。なぜ所有者でない黒澤さんが中身を知っているのか。それはもちろん、パスワードを盗み見られたからに他ならない。黒澤さんはオフ会の際、しつこいくらいにハルマキさんの横を陣取ってきた。このようなことになるとは思っていなかったハルマキさんは、スマホをイジるときにパスワードを見られないようにはしつつも、完璧に隠すまでのことはしなかった。

「や、やだ！　やめてください！　それだけは見せないで……!!」

　ハルマキさんは鈴原にしがみついたまま、ただ懇願することしかできなかった。そんな願いを黒澤さんが聞き入れるはずもなく、晒される、ハルマキの黒い過去。

　──乱交の現場だった。それも、脅されて撮ったものではない。ハルマキさんが複数の男を相手に、楽しげに性行為に及んでいる姿が映されていた。親世代ほど歳の離れた大人たちに挟まれているハルマキさんは制服姿で、これが世に晒されればハルマキさんの個人情報まで特定されることになる。

「なっ……！」

　鈴原は声を詰まらせた。自分の背後で怯えている少女が──この短い間で恋をするほど惹かれてしまった女の子が、おそらくは金銭目的で、見知らぬオヤジのペニスを何本も咥えていたという事実に。

「これは……あのっ……」

「わかるゼェ、お前、このオヤジどもから金をもらってたんだろ？　でも切り捨てられた。それを自分から見限ったんだと思い込んでたんだろうが……ダメなんだよなぁ、そういう止め方は。抜け出せなくなるんだよ。金もセックスも、欲しくてたまらなくなる。だからこんなヤバいもんを残し続けてたんだろ？」

「違う……私は……もうそんなこと……」

「違かねぇだろうが。お前はセックスするために生まれてきたオナホ女なんだよ」

　黒澤さんは今度こそと伸ばした手でハルマキさんの腕を掴み、鈴原の背後から引きずり出そうとする。目の前でそのやり取りを見ていた鈴原は、すぐには動き出せなかった。恐怖も驚きも、そのどちらもが大きすぎて、何が正しいのかが判断できないといった表情。ただ、それでも、黒澤さんに腕を引っ張られているハルマキさんが、かすかな希望と共に視線を向けていることに気づいて。損得の勘定などは、その瞬間にすっ飛んだようだった。

「は、ハルマキちゃんを放せ！」

　叫んだと呼べるような、力のある声ではなかった。それでも、それは音となって、たしかに黒澤さんの耳に届いた。大人しくしていれば見逃してもらえたのに。その安全地帯から足を踏み出した鈴原には、黒澤さんの鋭い眼光が向けられている。

　黒澤さんはスマホをチラつかせてハルマキに釘を刺してから、ゆっくりと歩いて近づいてきた。そして、黒澤さんは無言のまま、容赦なくその拳を鈴原の腹部に見舞った。鈴原は声を上げることもできずに膝をつき、細くなった呼吸を必死に繋いでどうにか意識を保つ。

「ちょっと、すみません。さすがに暴力は」

　俺は蹴りで追撃しようとしていた黒澤さんをそれとなく手で制して、それでなんとか黒澤さんは止まってくれた。俺にできることなど、大したことは何もない。この状況が鈴原とハルマキさんのどちらの自業自得だと思うこともできないだけで、鈴原がハルマキさんを諦めればそれで済む話でもなかったから、見ているだけではいられなくなっただけ。

「外野のテメェはすっ込んでろ。これは俺と鈴原の問題だろうがよ」

　言葉遣いは乱暴だが、必要以上の暴力を振るえば警察沙汰を免れないことはわかっていて、どれだけ俺が無関係で力も弱い人間であったとしても殴ろうとはしてこなかった。激昂すればまた別だろうが、今はまだ冷静でいてくれている。

「ちっ。まあいいや。俺もこいつが肉穴の腐ってそうな便女だとは思わなかったからな。今となってはそれほどのこだわりもねえ」

　黒澤さんはそれで大人しく身を引いてくれた。黒澤さんにとっては、こんなくだらないことで警察沙汰にされるほうが面倒なのだろう。スマホを投げ捨てるようにしてハルマキさんに返した。

「だがよ。覚えとけよ」

　黒澤さんは地べたに這いつくばっている鈴原を刃のような鋭い目で見下ろす。

「やりたいときにヤる、孕ませたら堕ろす、縋られても切る。これができねえなら女遊びの才能はねえやめちまえ。お前がやろうとしてたのはそういうもんだ」

　それだけ言うと黒澤さんは地面の土を蹴り飛ばしてどこかへ行ってしまった。発言の中身は最低だけれども、鈴原が目指していたものがそれだったことは否定ができない。とりあえず可愛い女の子とたくさん出会えればと思っていた俺たちは、そこまでリアルのことを考えたことはなかった。言われてみれば、そうやって女体を消費しようとしていたのは、事実なんだよな。

「はあ……」

　地面にへたり込んだハルマキさんはスマホを胸に抱いて項垂れていた。ただ、この情報が俺たちだけに共有されただけで済んだのは、ハルマキさんからしたら不幸中の幸いだっただろう。リアルの知り合いである俺と鈴原のような関係者にこのような事実が暴露されていたら、立ち直るのも難しかったはず。

　目の前には負傷した男──金をせびるためのカモにしようと思っていた男がいて、脅しのネタにされる可能性のあったスマホは、取り戻すことができた。この状況をハルマキさんがどう思ったのかはわからないが、ともかくハルマキさんは鈴原の手を握って、その言葉を述べた。

「鈴原くん、ごめんなさい。それと……あの……ありがとう……」

　手を握る瞬間には、長いためらいがあった。その理由は、もちろんハルマキさんが自身の汚れを認識していたからだが、その思いは言葉だけでは伝えきれないものでもあった。

　結果的には、鈴原と黒澤さんの計画に巻き込まれたことが原因で、とんでもない割を食ったハルマキさんだが、同じようなことを続けていたら遅かれ早かれこうなっていたと、鈴原を責めることはなかった。そして、鈴原の体の痛みが引くまでの間に、ハルマキさんは少しだけ少しだけ事情を話してくれた。それは自身に好意を抱いている鈴原に現実を認識してもらうためでもあった。

　ハルマキさんは幼少の頃からスキンシップに抵抗がなく、自分は他人より性に寛容なだけなのだと、ハルマキさんは思っていた。しかし、最初に手を出した先が悪かった。まだ身も心も未熟だったハルマキさんは、財布と貞操観念の緩い大人たちに唆されて、ずるずると淫らな世界へと沈み込んでしまった。

　悪いことをしているつもりはなかった。体の関係にあった歳の離れた彼氏たちはとても優しくしてくれていたし、好きなカフェやテーマパークにも連れていってもらって、それは友達が恋人としていることと同じなのだと本気で信じていた。それでもらっているお小遣いも、恋人として頑張った自分へのご褒美だと、月日が経つごとに芽生え始めた違和感を誤魔化すように、自分に言い聞かせて。いざ大人になってみると、それがとんでもない過ちだとわかった。

「今では、悪いことだってわかってるよ。今日私がしようとしてたことも。でも、わかってても変えられないの」

　ハルマキさんはこれだけの事件が起こった今でもデータを消去せずにいる。黒澤さんが言ったような、背徳的な刺激に依存しているからではない。自分が正しいと思って、その瞬間を楽しいと思って過ごしていた人生の一部を、たとえ世間から全否定されようともなかったことにしたくなかった。

　自分が変われば過去を否定することになる。実際にはそんなことはなくても、そう思ってしまうから、やめられない。変わることができない。きっとまた、次も同じようなことをする。

「なら、俺が、それでもハルマキちゃんを好きだったとしたら、どうなんだ!?」

「────えっ？」

　それは本心から驚きと困惑で漏れた声だった。鈴原がお腹を抱えながらベンチから立ち上がって、ハルマキさんの正面に立つ。

「俺と……これから、ラブホに行こう！」

「ふええ……？　あ、あの……お、お断りします」

　深く頭を下げたハルマキさんに、鈴原は爽やかな泣き顔だった。半分の冗談と半分の本気の混じったその言葉は、以前までの鈴原からは考えられないほど自信に満ち溢れていて、想いとして響かせるには充分な重みがあった。だから、最後にはハルマキさんも笑っていた。

「──ちっ。あーダメだったか。今回こそはイケると思ったんだけどな」

「次、頑張れよ」

「はぁ……。黒澤さんは滅茶苦茶な人だったけど、俺が最低の人間だったことは事実だよな。あー、彼女ほしい」

　鈴原はグッと背伸びをして先を歩いていく。あの様子ではさして懲りてないな。連絡先も交換してあるんだし、ハルマキさんとだって仲良くすればいい。山本さんと過ごした刹那的な経験がこいつを成長させたのも間違いないだろう。いつか美優が見出した情熱とやらが今の鈴原を突き動かしているのだとしたら、たしかにそれは一つの魅力なのかもしれない。

（でも、そうか……）

　今回のオフ会は面倒に巻き込まれただけのイベントになったけど、参加していたメンバーのそれぞれの思惑を知るうちに、なんとなく、美優が俺に山本さんと仲直りをさせようとした理由がわかった気がした。











０９．すべては美優のために









　遥と話をするために選んだ場所は駅近くのデパートにあるイタリアンレストランだった。内装はオシャレで落ち着いたところだが、料理はファミレスとそう変わらない値段設定になっている。お店のメニュー表と一体になった看板の前で、複数の人が誰かを立ち待つ中、白いシャツが目立つちょっぴり大人びたファッションに身を包んだ眩しいくらいの美少女がいて、通りゆく人々の視線を吸い寄せていた。

　どんな男を待っているのかと、誰もがその相手を気にしていたことだろう。人によっては、そんな考えを巡らせるだけで、心に悔しさが滲んだりもしたはずだ。そんな羨望の相手がまさかの俺なわけだが。まるでハーレム物のエロゲのごとく美少女との特殊イベントが起こりまくっているのだが、そのどれもが美優という絶対権力のおこぼれであることを忘れてはならない。

　スマホを弄ることもなく両手を前に揃えてスッと立っている遥に近づき、俺は横から気配をうかがわせて、髪を揺らしながら顔を向けてきた遥と目を合わせる。ふわっと二つ結びにしたツーサイドアップと、高級ドールのような肌の質感、クリッとした潤やかな目は、しかしそこに確かな温度を宿すことで人としての形を完成させている。どれだけ美優と親しい関係になっても、遥の美しさだけは変わらなかった。

「昨日ぶりですね、お兄さん」

「遅れて悪い。こうして二人で会うのは初めてだな」

「そんなに緊張しなくても怖い話はしませんよ。入りましょうか」

　先頭を歩いて入店した遥が奥の席を要望してそこに座ることになった。遥と目を合わせた女性店員がほのかに顔を赤らめて喜んでいるようで、女たらしとしての才能を嫌というほど見せつけられる。この遥と濃密な数年間を過ごしてさえ恋心が芽生えないのだから、美優が自身をレズではないと断定したのも納得だ。

　席に着いてすぐ、スープとバゲットのセットを注文してから、遥は肩に力が入ってしまっていた俺のために話を切り出すタイミングを待ってくれた。俺もそれほどお腹が空いていないので同じものを頼んである。

　飲み物が運ばれてからしばらくの談笑を挟んでから、緊張もほぐれてきたので本題に入ることに。

「遥が俺と話したいのって、美優と由佳のことだったよな」

「ええ。美優からだと伝えづらい事情もありそうなので、私から話をさせてもらうことにしました」

「通話なりチャットなりでよかったんじゃないか？」

「お察しの通り、普段は男性を相手に対面で会話することは考えないのですが。むしろ、だからこそですかね。気まぐれに付き合わせてすみません」

「俺は構わないけどさ」

　女がとことん好きでレズになった遥からしたら、男という生き物はこれまで触れてくることのなかった未知の存在だろう。その上で美優の兄という立場にある俺は、ある意味で特別な興味の対象ということだ。

「では、本題に入りますね。お兄さんにとって、由佳のイメージってどんなものですか？」

「ん？　そうだな……アホっぽいとか、執念深いとかだな。美優のことが好きすぎて、それが原因で性格が歪んで、気を引きたいがためにイタズラをして空回りしてる……感じかな」

　それが第一印象からの由佳のイメージ。しかし、このところの由佳の言動を振り返ると、逆の部分も多い。勉強はできないのかもしれないが、決してどうしようもない馬鹿というわけでもないみたいだ。悪事のためなら記憶力も相当なものだし、あるいは興味のあることにだけ頭が働くタイプなのか、あの馬鹿さ加減も美優の気を引くための演技なのか。そして、その美優への好意だって、このところはサッパリと吹っ切れて俺に向けられている。それも今度は美優に対して抱いていたほどの執着は感じない。

「最近だと、サバサバした姉御肌というか、意外といいヤツって感じもするな」

　美優のお仕置きで真人間になりかけているのかもしれない。山本さんを振って意気消沈していた俺を慰めてくれたときの由佳は頼れる女だった。

「まあ、なんだ。頑張り屋なんだと思うよ。結構、健気で可愛げがないでもないし」

　俺がそうやって言葉を続けていると、遥がクスッと笑った。

「好きになりました？」

「美優にイタズラをしてたとこ以外はな」

　あれさえなければ由佳は充分に魅力的な女の子だ。むしろ、そのたくさんの魅力を台無しにするだけのイタズラ癖の悪さが、ちょっと異様というか。性格として割り切るには本人も無理をしているような印象を受けてしまう。以前までは、単にそういうヤツだと思えていたのに。

「直接の被害をあまり受けてない俺からしたら、前までの悪いイメージってそんなに強くないんだよ。お喋りするのは楽しいし。もしロクでもないことをしてた過去を反省してるなら……まあ、好きだよ、あいつのことは」

「そうですか。それを聞けて安心しました」

　遥は店員がサーブしてきた食事に手をつけながら会話を続ける。

「思った通りに悪い影響を受けてますね」

　そして、バゲットにパクッとかぶりつく。小動物のような動きの可愛らしいことよ。

「君らのせいで性癖が歪んだのは否定しないよ」

「実の妹に手を出してる時点で私たちの影響以前かと思いますが」

　こいつらはほんと言った分だけ遠慮のない正論を返してくるな。もう少し思いやりの心を持ってもらいたいものだ。

「好きになったらマズいのか？」

「いえ、それ自体はまったく。私も美優もなんだかんだとあの子のことは好きですから。ただ、美優と同じ道を辿られると困るというだけで。今のお兄さんでは由佳とエッチをさせられません」

「ん、ん？　なんて？」

　美優もそれらしいことを言っていたが、どうして俺が由佳とエッチをすることになる。

「もう少し分かりやすく言ってくれないか」

　俺が助けを求めると、遥はツーサイドアップとは別にこめかみに伸びた髪を指でイジり、しばらく思案してから俺を見た。

「実はですね、由佳は美優以外にもかなりの人数に告白をしてるんですよ」

「それは意外だな。美優にしか靡かないと思ってたのに」

「お兄さんにもだいぶ前からアプローチがあったんですよね？」

「それには特殊な事情があってな」

　由佳が俺にセックスを要求してきたのは、美優の義姉になるために俺の精子を欲しただけであって、今のようにゴムをつけてまでセックスをしたいとは言われていない。

「……って、待てよ？　あいつ、男性経験は皆無だって言ってたけど、告白は全敗？」

「イタズラ好きで生意気なのは昔からですからね。由佳と付き合うと悪い噂が立ちかねないというマイナスイメージが、致命的な障害になってしまっているわけです。一人一人の話では好意的な意見を聞くことも多いんですけどね」

「もう学校が変わるのを待つしかないな」

　俺のような非モテでも、由佳ほどのイタズラ好きが相手では、たとえどれだけ好意を寄せられていても素直に付き合おうとは答えられない。思春期の彼らならなおのことだな。

「なら美優や俺への執着もその告白の一部でしかなかったってことか？」

「であればよかったんですけどね」

　遥はスープの残りをスプーンで掬って、音も立てずに流麗な動作で皿の中身を飲み干す。対面で見よう見まねで頑張ってみたが、遥と同じくらいの静かな食事は困難極まりなかった。これがロリータとしての絵面を完璧にするためだけに身につけられたものなら驚異的な信念だな。

「由佳に優しくしてくれる人って、美優とお兄さんだけなんですよ。だから、由佳にとってお二人はとても大切な存在で」

「……遥は？」

「友人としては、ですかね。私はレズですから、女の選り好みが激しいもので。それがわかっているから由佳も友情以上のところに踏み込むことはないんですよ」

「なるほど」

　そこまでの話をしてから、遥は一区切りにグラスに注がれていた水を口にした。

「で、分かりやすくってところですが、全容を教えると由佳が勘付くので申し訳ないですが言えません」

「それで俺に協力をしろと？」

　これまでの話から協力者になり得る人物が俺しかいないことは理解した。由佳にも悩みらしいものがあることも。思いのほか由佳がみんなに好かれていることも。

　俺は遥たちのことが好きだし、由佳がいてくれたおかげで美優と仲良くなれた部分もあるから、悩みがあるなら協力はしたい。でも、俺にはもう美優がいるから、二人の将来のことを最優先に考えたいんだ。

「もちろん、私は由佳のように無理を道理として話すつもりはありません。これはゆくゆくお兄さんのためにもなるんですよ。全員にとってメリットしかないんです」

「その理由も聞かせてはもらえないのか」

「残念ながら。美優のことを一番よく知る私だからこそわかることだとでも思っていてください。今説明しても混乱させてしまうので」

　遥は頑なに根幹には触れようとしてこなかった。俺が核心となる情報を得ることで由佳への態度が変わると困るってことか。美優ほど洞察の鋭くない俺だからこそ頼れる部分もあるんだろう。

「それ、俺が由佳とくっついて、自分が美優と結ばれればとかワンチャン狙って言ってない？」

「私と結ばれても美優が幸せにならないことはわかっています。ですから、それは絶対にあり得ません。私は美優のことが好きなので」

「……そっか」

　まあそうだろうな。わかってはいたよ。

「従うかどうかはまあ別として、俺はどうすればいい？」

「由佳の望みを叶えてあげてください。それだけです」

　遥の言葉は非常に端的だった。しかし、その背景には複雑な意図が絡んでいる。俺が由佳の悩みの全容を教えてもらうことなく、今聞いた情報だけを頼りに、俺が最善だと思う形で由佳の望みを叶えてやれと、そう言われているわけだ。由佳の望みが俺といちゃらぶセックスをすることなのだから、もしこの提案を引き受けるのならば、いずれはそのようなことになる。

「今日のことを美優に話してもいいのか？」

「構いません。そもそもお兄さんが美優に嘘や隠し事をするのは無理でしょうし。次の話題についても同様です」

　淀みなく答えを返してくる遥の様子からして、この話が意図的に作られた罠のようなものでないことはわかった。遥の言う通り、美優を相手に俺が秘密を抱えたまま動くことは不可能で、それは遥も考慮に入れて相談を持ちかけてきたはず。ならば必要以上に警戒することもない。なにより、美優が親友として選んだ者を疑うのも不義理だ。

「わかったよ。俺は俺なりに考えてやってみる。で、美優のことについてはどういう話なんだ？」

「美優とエッチをさせてください」

　あんまりにストレートなお願いのされかたに俺は数秒ほど固まってしまった。

「正直、俺からすると今さらだからそんなに気にしないんだけど。理由は聞かせてもらえる？」

「美優の趣味はご存知ですよね。お兄さんとしても美優には趣味を続けてもらいたいと思っているはずなのでその前提でお話をしますが、私との関係が急に終わると美優にとって困る事情がたくさんあるわけですよ」

　美優は服のレンタルのほかに、特注の台紙を作ってもらったり、デザインした服の基礎を業者に作ってもらったりと、多くの部分で遥を頼りにしている。撮影のための旅費や宿泊施設の確保、現地での移動手段の手配だって、すべて遥のコネによって成り立っているものだ。

　恋人である俺からしたら、ロリコスの趣味を続けてもらいながら遥との関係を切ってもらうのが筋なんだろうけど、それを美優に対しての誠意ある対応とは思えない。そのすべてを含めての趣味なのだから、それは俺が好きになった美優の一部であって、今になってケチをつけるのは美優そのものを否定することになる。

　無論、美優の側からはそうは言えない。そういう性格であることを誰よりも俺が理解している。義理のためには不利益を被ることを厭わない女だ。だから、これは俺と遥が勝手に合意して、美優と遥にも勝手に事を運んでもらうしかない。

「俺は美優と遥に任せるよ。美優は俺にとって大切な恋人だけど……それ以上に、ずっと家族として過ごしてきた妹なんだ。自分でも訳がわからないことを言ってるとは思うけど、だからこそ、俺があまり干渉したくない」

「……そうですか」

　俺がそう言いきると、遥は意味深な含み笑いをしていた。

「なにかおかしなことを言ったか？」

「いえ、やはり美優のお兄さんだなと思っただけですよ。安心してください。そう長くは続きませんから」

　そのセリフにどこか寂しさを感じてしまった俺ではあったが、そんな気持ちを感じ取ったか遥は「巣立ちのようなものと捉えていただければ」と前向きな言葉をかけてくれた。そして、遥からの相談という名目の情報提供は終わって、俺たちはレストランを出た。

　デパートから出るとそこは駅に向かう通路になっていて、別館の本屋に行くための改札の方面に遥は用があるらしく、俺はその逆方面のバス停に行くつもりだったのだが。

「──いいからさっさと行きなさい。もう何時間待たせてるの」

「い、行くってば。ただ、ちょっと喉が渇いたから、飲み物が欲しくて……」

「あなたそれで何回トイレと自販機を行き来してるのよ」

　聞き慣れた声が二人分、俺の耳に届いて、俺はついその音源を探してしまった。そして、目が合ってしまった。俺がつい数日前に振ったばかりのクラスメイトと、教室の端から端までぐらいの距離でお互いの存在を認識してしまったのだ。

（山本さん……!?　まさか、こんなところで……）

　今最も気まずい相手である山本さんとの遭遇。それは山本さんも同じはずで、お互いに気づかなかったことにしようと、すぐに目をそらしたのだが、そうさせなかったのが隣にいた川藤だった。

「ソトミチじゃないの。ちょうどよかったわ」

　俺の隣にも遥という、川藤からしたら初対面の相手がいたはずなのに、そんなもの気にすることもなく川藤は近づいてきて、山本さんは川藤の背中に隠れるようにしてひっそりとついてきた。

「どうせデートではないのよね？　時間をもらえる？」

　俺と遥の距離感からひと目で察したのか、ズケズケと近寄ってきた川藤は俺の腕を掴み、そして、つい先ほど出てきたばかりのデパートへと俺を引っ張っていったのだった。











１０．山本さんと本気の恋









　駅とバス停の間にある通路で、耳馴染みのある誰かが喋っている声が聞こえた気がした。そして、周囲を見渡してすぐにそれを見つけてしまった。人混みもそれなりでお喋りの声も溢れていたのに、人間の耳は特定の音を聞き分ける能力があるらしく、そこにいた山本さんと川藤からも見つかって俺は気まずい再会をすることになった。

　川藤にデパートへと連れ去られる前に俺は遥に「あれが山本さんですか？」と小声で聞かれて、「そうだよ」と返したときには、ロリータ好きであるはずの彼女の目が輝いていた。山本さんが背丈と表情以外は美優と似た容姿をしていることを考えると、遥は清楚で巨乳の女性が好きなのかもしれない。なんて、俺は今後やってくる面倒への予感に、思考を現実逃避させていた。

「ちょっと、待って。なんで奈々子がソトミチくんとお喋りするの？」

「話したいことがあるからに決まっているでしょう。あなたはさっさと電車に乗りなさい」

　どうやらどこかへ向かわせたいらしい川藤とそれを拒否している山本さんとで言い争っている。

　山本さんはショートパンツにミニシャツという、それだけで刺激がすぎる服装をしていて、珍しく片側の髪を編み込んだその耳元に、涙滴形の青いピアスを光らせていた。こんな駅近くのデパートに遊びにきたにしては気合の入った格好をしている。肩上で髪がスッキリしている川藤は薄いロングスカートを主にしたクールな大人コーデで、見ようによっては姉妹にも見えるほどの美麗な二人だった。

　そんな二人の会話に何かを察したのか、あるいは純粋な興味だったのか、動いたのは俺の横で大人しくしていた遥だった。

「山本さんって、お兄さんのクラスメイトの方ですよね」

「へ？　あ、うん。そうだけど……そこの信じられないぐらいの美人さんはどなた？　ソトミチくんの二人目の妹？」

　そんなわけがあるか。

「美優の友人の遥です。もしよろしければ、お兄さんと川藤さんのお話が終わるまで、私たちも二人でデパートを歩きませんか？」

　その遥からの提案に、駅のホームに向かわせたがっていた川藤は山本さんへと睨みをきかせていたが、そのどこかに行きたくないらしい山本さんがノリノリで遥の提案を承諾してしまったので、川藤は俺との会話を優先することにしたようだった。

「──俺にどんな話が？」

　俺と川藤は近くにあった旅行代理店のパンフレットの前で横並びになって立っていた。

「奏のあの態度はなに？」

　鋭い眼光を俺に突き刺しての一言。細かく話さなくても用件はわかるだろうと端的すぎる質問だった。

「そこまで端折られると、さすがに何がなんだか。山本さんがどうかしたの？」

　俺からすると、顔を合わせたときの気まずさ以外は、教室で過ごしているのと変わりないように思うが。

「本気で言っているの？　夏休みの前には奏の彼氏だとか噂まで流されてたあなたが、奏の堕落ぶりに気づいてない？」

「あー……あの騒動には、色々と誤解があって。夏休みに入ってからは会ってもいないし、よくわからないんだ」

　山本さんの態度が最近になって変わったのなら、俺がフったことが影響しているんだろう。だが、まだ山本さんは川藤に話していないようだし、俺から答えられるのは当たり障りのない嘘しかない。先ほどの山本さんの様子が学校にいるときと違うとは思わなかったし、むしろ俺と二人きりでいたときの山本さんのほうが普段の清楚さからすると別人だった。

　だから、俺が知らないと断言すれば、川藤も俺は無関係だと考えてくれると思った。ところが、山本さんから共有されていた情報は思っていた以上に多かったようで。

「やっぱり何かあったのね。夏休みに入ってからもあなたに会っていたことぐらいは私も聞いているのよ」

　ソッコーで嘘がバレてしまった。山本さんを庇うようなことを言った俺は共犯者でしかあり得ない。

「まったく。今度こそはと期待していたのに。信じて任せきりにした私が馬鹿だったかしら」

　川藤が重々しいため息をついて、虚ろな目で近隣地区の旅行誌に視線を落とす。晴れやかな夏休みのシーズンだというのに、慰安旅行先を探しているようだった。

「それって山本さんに彼氏を作らせようっていう話？」

　俺が美優へのプレゼントを考えていたときに、川藤は山本さんに男を紹介するから早く彼氏を作れと言っていた。あのときはしょうもない男と評価された俺だったが、誰でもいいから彼氏を作らせたいのであれば、彼氏疑惑の立っていた俺が第一候補になっていた可能性はある。

「彼氏でなくても、奏の支えになってくれればよかったのだけれど」

「山本さんの支えに……？　なんの？　川藤じゃダメなのか？」

　一人でなんだってできる山本さんに、支えが必要だなどと考えたことは微塵もなかった。悩みを知っている俺からしたら、セックスの相手になる男がいた方がいいことはわかるけれども、そんなことまで川藤が面倒を見なければならない理由があるものか。

　夏休みの前から川藤は山本さんに男を紹介していて、それは告白にうんざりしていた山本さんと、山本さんの紹介を求められる川藤が、言わば虫除けとして彼氏を必要としていただけのはずだった。それがなぜ山本さんの支えなんてスケールになるのか。

「あの子が人生を楽しめなくなったのは男のせいでもあるから。解決するなら男しかないの。昔の話は聞いてるでしょ？」

「それなりにはな。でも、そのせいで人生を楽しめてないとまでは聞いてないよ。むしろ山本さんほど人生を楽しんでる人もいないと思ったし」

　優秀な能力を生まれ持ち、明るい性格によって友達もたくさんいて、エッチ以外のことに関しては何不自由なく人生を謳歌しているはず。本人もセックスがしたいわけではないと言っていた。

　山本さんはいつでもどんなことに対しても楽しそうだ。俺がオフ会の予定を話したときだって、そんな山本さんだから俺を励ましてくれたんだ。

「奏からバイトの話は聞いた？」

「時給八百二十円の居酒屋で働いてるって話ならな。モデルでもやればもっと稼げそうなのに、そういう意味じゃもったいないって気もするけど」

「そこよ。あの子はやろうと思えばもっと上を目指せるのに、なあなあで人生を無駄にしてる。……見ててイライラするわ」

　そう口にする川藤の声音は、友人に対するものとは思えないほどトゲトゲしかった。

「本当は嫌いなの？　山本さんのこと」

「まさか。好きよ。焦がれるほどにはね」

　川藤は目を閉じて、耳につけていた山本さんと同じピアスを指でさらいながら答えた。予想外の発言だったが、そこに遥と同じような性的なニュアンスが含まれていないことは、遥を知る俺だからこそわかった。

　とはいえ不用意な発言だったことは川藤も自覚していたようで。川藤は俺を横目で見てから、周囲に山本さんの姿がないことを確認して、近くにあったベンチを指差した。どうやら長い話になるから座れということらしい。

「私は奏とは中学以来の仲で、出会ったのは奏がバスケ部に入ってきたときなの。あのときの奏の姿は今でも忘れない。鮮烈なほどの活躍ぶりだったわ」

　川藤は淡々と、しかし、普段の様子からすると珍しく、心地よさそうな顔で語っていた。

　山本さんが一人いるだけで、チーム競技であるはずのスポーツでさえ勝ちが確定するほどだったという。プロの世界でもたまにルール変更を余儀なくされるほどの飛び抜けた才能が現れたりするらしいが、いったいどれだけ規格外の超人だったんだ。

「スポーツはもちろん何をやらせてもエース級で、勉強も全国模試は常にトップ。加えてあの容姿だから、もう反則的な存在ね」

「そこまで凄かったのか。そりゃ今を比べると堕落したって言いたくもなるか」

　今でもテストでは学年一位だったりするし、体育の時間じゃ無双状態だったりするから、あの容姿も相まってすでに完璧なレベルだと思っていた。でも、山本さんの超人具合は学園で一番だなんて小さなステージには収まりきらないらしい。

「ってもな。何をどれだけ頑張るかは山本さん次第だろ？」

「そうね。奏がそういう性格であれば、私も文句はなかったわ」

　川藤の発言は意味深だった。マンションで過ごしていたときに山本さんが言った、「ソトミチくんは今の私しか知らないから」という言葉の意味は、この辺りにあるのかもしれない。

　会話の合間の川藤はスマホを取り出して、なにやらメッセージを打ち込んでいる。山本さんから連絡があったから返信をしているようだ。そして、すぐにスマホをポケットに入れてから話を再開した。

「それに、夏に入ってからの態度もこれまで通りなら、私だってもう放っておくつもりだったのよ。でもね」

　川藤がまっすぐに俺の目を見つめてくる。

「上手く言葉にはできないけれど。あなたの話をしているときの奏はこれまでと違ったの。何かあったにしても、すっぱりと諦められたわけじゃないんだと思ったわ。だから、奏がそうであるうちは、いらない世話でも焼きたくて」

　俺は山本さんの昔のことを知らないから、川藤がどんな想いでその言葉を口にしたのかはわからない。ただ、山本さんがまだ諦めていないという話をそのまま信じるのであれば、俺が美優と計画している仲直りも、無駄なものではないのかもしれない。

　俺が思っていた以上に山本さんは俺のことを好きでいてくれていたようだ。だったら、筋を通さずに逃げてはいられない。美優が山本さんと向き合うための正しい方法を知っているのだとしたら、俺は世間体やプライドを無視して美優の言うことに従うべきだ。

　その結果として川藤がどうするかまでは考えが及ばないけど、もしそれで山本さんが心残りをなくせるのなら、俺たち全員にとってそれほどふさわしいゴールもない。それが美優と俺が恋人としての倫理観をかなぐり捨てた場合という前提付きだとしても、あの美優とこの俺だからこそ、できることなのだと今では思える。

「さて、奏がこっちの様子が気になって仕方ないみたいだから、そろそろ行きましょうか。わざわざ時間を取らせたのに、大した話ができなくて悪かったわね」　

「そんなことないよ。話せてよかった。もしよければ、二学期からも仲良くしてもらえたら嬉しい」

「それは約束できないわね。奏の彼氏にでもなったら考えるわ」

　最後は相変わらずの冷たさだった。

「ソトミチくんっ！　じゃあ次は私の番ってことでいい？」

「何を言っているのあなたは」

　合流した山本さんはやたらとテンションが高かった。無口なままの遥も心なしか満足げである。歳の離れた弟たちを可愛がっているだけあって、年下の相手をするのが得意なのかもしれない。

「山本さんはどこかに行くんじゃなかったの？」

「それなら気にしないで。大した用じゃないから」

　山本さんは明るく俺に返しながらも、その目は川藤に合図を送っていた。どうやら今回ばかりは譲れと言っているらしい。川藤もついには根負けしてか、最後は「好きにしなさい」と言って帰ってしまった。

「遥ちゃんもいい？」

　山本さんは目線を下げて隣の遥に尋ねる。

「そうですね。少しだけお兄さんに話をしたら帰ります」

　遥は山本さんのもとから俺に近寄ってきて、ヒソヒソ声でそれを告げてきた。

「美優から事情を聞いて、あることないこと吹き込んでおきました」

　なんて余計なことを。

「こちらの状況も美優に伝えてあるので、追って美優からの指示があると思います。山本さん、お兄さんのせいでだいぶ頭がやられてるようなので、優しくしてあげてくださいね」

　遥はわざわざ『お兄さんのせい』という部分を強調して言って、山本さんに会釈をしてから帰ってしまった。山本さんは仲良くなったらしい遥にニコニコと手を振って見送っていたが、その姿が見えなくなると俺の方を向いて、少しムッとしたような膨れ面になった。

「ソトミチくんってさ、どうしてそう可愛い女の子にばっかり好かれるんだろうね」

　大層ご不満な様子の山本さんは、文句を言いながらも俺と腕が当たるぐらいにくっついてくる。美優を選ぶと言った俺が、容姿だけなら自分と同じかそれ以上にいい他の女の子と仲良くしているのは、山本さんとしても面白くないのだろう。

「好かれてるというより、巻き込まれているというか……」

　美優にも山本さんにもそれぞれに悩みがあって、俺はその解決のために選んでもらっただけ。努力してきたことも少なからずあるけど、結局のところ相性がたまたまよかったからでしかない。

　美優のクラスメイトにおいては元から貞操観念が緩く、そこに俺が美優の兄であるというステータスが合わさって、俺に対する性的な求愛が凄まじいことになっているわけだが。口にするのも憚られる内容が多すぎて上手く説明できる自信がない。ハルマキさんも人柄が人柄だったしな。

「ソトミチくんからは女を惑わせる悪いフェロモンでも出てるのかな」

　不満の表明として山本さんは俺と腕を組んできた。

「みんなもしてるみたいだし……いいよね。遥ちゃんも、由佳ちゃんって子も、ソトミチくんとデートでイチャイチャしてるって言うし。奈々子までソトミチくんと二人きりになりたがるんだもん」

　なるほど確かにあることないことを吹き込まれている。しかし、山本さんは初めの方だけ調子よさそうにギュッと胸を押しつけてはきたものの、そこから先は語気も弱くなり、体の密着具合もなくなっていった。そうして山本さんは俺にくっついたり離れたりして、見えない敵と必死に戦っている。

「これぐらいは挨拶…………そう、だから、こうしておっぱいを押しつけるくらい……欧米諸国では……ごく一般的な……」

　どこかお茶目な山本さんに癒されつつ、欧米諸国が深刻な風評被害に晒される中、俺はしばらく成り行きを見守っていた。しかし、その見えない何かは残念ながら山本さんでは敵う相手ではなかったようで。最後はピンと腕を突っ張って、俺から距離を取り、うっすらと悔し涙を溜めて謝罪を始めた。

「ううっ……やっぱりダメ……！　もう意地汚いことはしないって言ったのに……ごめんなさい美優ちゃんソトミチくん……！」

「い、いいよ、別に。これぐらいじゃ俺も美優も怒ったりはしないから」

　どうやら遥に吹き込まれた情報に惑わされて不貞行為に走ろうとしたようだが、腕を組む段階で挫折してしまったようだ。由佳にもこれぐらいの遠慮深さがあればいいのに。

「はあ……自分でもこんなに性格が悪い女だと思わなかった……」

　山本さんは大きなため息をついて編み込んだ髪の先をイジっている。いつもは胸元あたりにある毛先が肩の辺りまで上がっていて、鎖骨までスッキリした夏モードの髪型が新鮮だった。

「そんなこと言わないでよ。山本さんのおかげで俺は自信をつけられたんだし。そうやって他人を気遣えるのだって山本さんの長所だろ？」

「だって、ソトミチくんと遥ちゃんが二人でいるところを見たとき、ものすごくモヤモヤしたし……割り切ったつもりでも何一つ忘れられてなくて、どうしたらいいのかわからないの」

　山本さんはキュッと口を結んで、髪を編み込んで露出した耳輪をそっと指でなぞった。自分はフラれて距離を置くことを決めたというのに、周囲の人間が平気でその想い人と仲良くなっているのを見て、今までに抱いたことのない感情に苛まれているらしい。

　これまでもフラれた経験はいくつもあったみたいだけど、付き合う前から断られたのは俺が初めてだもんな。好きが冷めるどころか最も熱くなっているところでアプローチを禁じられるのは、耐え難い苦しみがある。……でも、山本さんがこれほどまでに未練を残している理由を、俺は知らない。セックスをするための彼氏が欲しい、というのとは、やはり違う気がする。

　美優の指示に従っていればそれがわかるのだろうか。スマホに送られた意図のわからない美優からのメッセージを、俺は握りつぶすべきではないのだ。

　俺だってやらされるだけの立場じゃない。むしろ真っ只中の当事者で、ならば俺は自分が為すべきだと思うことをすべきだし、その責任を取らなければならない。美優の話と、川藤の話と、そして、これまで俺に好意を向けてくれた女の子たちの言葉を聞いて、俺は腹を決めた。

「せっかくの機会だから、少し歩かないか？」

　隣で意気消沈していた山本さんが、俺の言葉を聞いて目を丸くして、その瞳を輝かせた。

「うんっ！」

　軽やかに俺に近づいてきた山本さんと、俺はデパートのショッピングフロアを目指す。俺と山本さんとの仲直り作戦。その第一歩を、俺は踏み出した。











１１．あなたが好きでもいいですか









　俺と山本さんは口数少なくデパートを歩いた。というより、俺が話しかけても山本さんは小声で相槌を打つことしかしてくれない。ただアテもなく、床が続いているから進んでいるだけ。微妙な空気のまま、しかし、嫌な感じはしないその時間。しばらくして沈黙にも慣れ、俺は何もしない時間も必要だと割り切ってウィンドウショッピングを楽しんでいる。

「あの……これは、どういう意味で、捉えていいのかな……」

　山本さんは後れ毛のかかる首元までうっすらと赤くして、斜め下に視線を注いでいる。

　俺は山本さんと手を繋いでいた。歩いているうちに山本さんの手の甲がやたらと触れるのに気づいて、それから俺の方から山本さんの手を握った。そのときビクンと体を震わせた山本さんの反応は可愛かったな。

　俺は美優から『恋人がいる体裁を捨ててとにかく奏さんを喜ばせてあげて』と命を受け、自分のやりたいようにやっているわけだが、誘ってきたのは山本さんなので俺が一方的に悪いわけではない。

「山本さんの部屋から帰った後、美優に叱られてな。自分から気を引いたくせに急に拒絶するなんて男としてどうなんだって」

　正直なところ、俺も心残りはあった。美優を一番には考えたいけど、山本さんを大事にできない俺が美優を愛するというのも、また違う気がしたからだ。それがどれだけ自分に都合のいい考えだったとしても。

「それは、美優ちゃんらしいね」

　山本さんはどこか腑に落ちたような顔をして、不格好だった手の繋ぎをしっかりと握り直す。

「だから、だな──」

　山本さんとこんな風に仲良くしていたいと、少しも思わないでいられるほど、俺は完璧な男ではない。それどころか、俺はたった数ヶ月前までは女性耐性のないただのオタクだったんだ。こんな可愛い女の子にアプローチされて情が湧かないわけがない。

　本当は『美優が好きだから山本さんは好きじゃない』とか、『山本さんが好きだから美優は好きじゃない』なんてことはなくて。それでも、世の中の仕組みでは一人を選ぶ必要があるから、その誰かを選ぶことは別の誰かを捨てることになっている。お互いに本音を隠してるだけで、好きな気持ちを隠すことで得することなんて、実際には何もない。

　俺は美優の指示があるから、それを言い訳にして本音を言うことができる。俺が本音を話すようになったから、山本さんの態度も本音に近づいている。きっとこうして腹の内をさらけ出させることが美優の狙いなんだろう。

「なんとしてでも山本さんと仲直りしなさいってことだったから、とりあえずこうしてみたんだけど。マズかったかな？」

　俺がそう尋ねると、山本さんは慌てて手を握る力を強くしてきて、首を横に振った。

「私も、こっちのほうが、早く仲直りできる気がする」

　山本さんはピタッと俺の横にくっついて、それから一歩だけ後ろに下がった。俺は手繋ぎの経験なんてほとんどなかったから知らなかったけど、近い距離で歩くときは真横にいるより少し前後していたほうが腕が楽だ。

　すでに並みのカップルより激しい性交を経験したはずの俺たちは、処女と童貞の初デートのようにたどたどしくお喋りをしながらデパートを散策した。こうして手を繋いでると、一緒にコンビニまでコンドームを買いに行ったときのことを思い出す。あのときは店員に白い目で見られたっけ。俺が逆の立場でも殺意が湧いただろうし、ただただ申し訳ない気持ちでいっぱいだ。

　あの一週間で俺は山本さんといっぱいエッチをして、最後は美優と通話しながらセックスをした。こうして考えてみると、山本さんも見せつけるのが好きなタイプというか、意外と独占欲が強いのかもな。それに対して美優がマーキング大好きなタチなものだから、こうして二人きりでいるときもやたらと対抗心で盛り上がってしまう。可愛い女の子に奪い合いされるのは男のロマンではあるけど、いざ当事者になってみると悩ましいものだ。

「この階は全部回っちゃったね」

　実質的に行き止まりとなる最後のお店の前で、俺たちは立ち止まった。お互いの手を通して伝わるドキドキ感を探り合うので精いっぱいで、店なんかほとんど見ていなかったんだけど。

「どこに行こっか」

　熱い視線をセットにして尋ねてくる山本さん。まだまだこの時間を楽しみたい様子だ。

　さて、どうするかな。いつの間にかデートっぽくなってしまったので、ここは男である俺がリードするべきか。

「行きたいところはある？」

　このデパートには小型のショッピングモールくらいの店数がある。駅自体はそれほど栄えてはいないが、都内まで乗り換え一つで出られる路線が交差する場所でもあるため、ここ数年で開発が進められてきたのだ。

　もし山本さんに行きたいところがなければ、一階にあるクレープ屋にでも行くか。出かける前に、ネットで話題になっているスイーツがあるって美優が言ってたんだよな。

「行きたいところかぁ。どうしよっかな」

　山本さんは繋いだ手を幼稚園児のようにぶらんぶらんさせて、ニコニコと微笑んでいる。だんだんと幼児退行する山本さんも可愛い。

「ソトミチくんと、二人っきりになれるところに……行っちゃおうかな」

　モジモジしながら色気を漏らす山本さん。だいぶ前から感じていたが、かなり性欲が溜まっている。美優の存在があるからどうにか踏みとどまっているが、俺が思っていた以上にスキンシップへの抵抗がない。これがかつて俺に浮気を叱った人の態度とは思えなかった。──それもすべて、美優がスマホで送ってくれた目論見の通りだった。

　山本さんはその優秀すぎる能力が故に、羨望や妬みを抱くことがなく、その結果として悪意を抱くことなくここまで成長してきた。躊躇なく悪を断行できる由佳とは正反対で、当事者になるととことん耐性がない。由佳のような言い訳とゴリ押しのプロと比べると、悪意の自浄作用がまるで機能していないのだ。自身の能力に絶対の自信があったからこそ完全否定してきた浮気心が、その根幹を揺るがされたことで捨てきれなくなって、根が優しすぎるほどの山本さんからしたら相当な呵責があるはず。

　美優はそれを、山本さんにとって初めての本気の恋だからだと、メッセージでは言っていた。たしかに、山本さんの話を聞く限りでもそれは間違いないだろう。ただ、それだけではない気がする。山本さんがこんなにも嬉しそうに恋愛感情を示してくるのには、もっと別の理由がある。それを知ることも俺の責任なんだ。

「えへへ、うそうそ。上の階に知らないブランドのジュエリーショップがあるから見てみたいな」

　山本さんはホテルへのお誘いを誤魔化すように、俺の手を引いてそそくさとエスカレーターを上っていった。

　山本さんに連れられてきたのはショーケースにアクセサリーを並べた立派なお店。夏休み満喫ファッションの俺たちが入っていいものか心配になったが、店内ではすでにサンダル短パンのオジさんが店員と話していたこともあって、店の中に足を踏み入れることには抵抗はなかった。手を繋いでいる姿を見られるのは恥ずかしかったけど、山本さんが死んでも離さないぐらいガッチリ掴んでいるので諦めることにする。

「ダイヤ付きで三万円か。アクセサリーとしては高級品なんだよな？」

「そうだね。オシャレ用なら千円以下で買えるし、高くても三千円くらいだから」

　小ぶりの宝石が付いたピアスには、チェーンで真珠が付けられたものや、金属部分を変形させてハート型やクローバー型にしているものがある。とはいえ値段のほとんどはダイヤモンドが占めていて、カラット数が同じならどれを選んでも似たような価格だった。

「ピアスは結構持ってるんだけど、指輪は買ったことがないんだ。ソトミチくんはさ、どれが一番いいと思う？」

　サラッとそんな質問をしてくる山本さん。それってつまり、俺が好きな指輪を買いたいってことだよな。

　金属の色はゴールドとシルバーを基本とし、そこにピンク系やイエロー系の変化が加えられていて、あとは宝石の付け方がそれぞれ違っている。基本色はきらびやかで高級感があるが、色付けされていたほうが肌の色に馴染むので、ファッションとして使うならピンクゴールドでもいい。しかし、山本さんは本体が女神級の美少女だからな。存外高級感があるほうが普段のオシャレにも合うのかもしれない。

　と、そんな考えに耽っていたせいで、俺は山本さんにずっと見つめられていることに気づくのが遅れてしまった。

「どうした？」

　まっすぐに送られてくる山本さんからの熱視線。押し寄せる感情が巨大すぎる。

「真剣に考えてくれて、嬉しいなって。横顔が素敵だなって思って」

　山本さんは宝石よりキラキラした目で俺を見つめてくる。

「高い買い物だからな」

　俺はさすがにいても立ってもいられなくなって、早く指輪を選んでしまうことにした。すぐ目につく物はどれも似たようなデザインが多くて選びづらかったが、別のケースのところにある指輪はシンプルかつ洗練された形をしているので、それなら山本さんにピッタリ合うはずだと思った。

「あそこにある指輪なら、山本さんに似合うんじゃないかな」

　俺が指し示した先にある指輪。それを見て山本さんは、ポッと顔を惚けさせて静かに首を横に振った。

「ソトミチくん。あれは結婚指輪だよ」

　まんざらでもなさそうに「うふふっ」と微笑む山本さんに、気が動転した俺はもうその場にいる余裕もなくなって、最初から気になっていたゴールド系の細身の指輪を選んでそれを山本さんに伝えた。すると山本さんは迷わず「これをください」と店員を呼びつけて、即決で購入に踏みきった。

　お会計のために俺は一時的に手を解放されて、店の前で待つことに。入れ替わりで対応に来た店員と、山本さんは楽しそうに会話をしながら手続きを進めている。

「着けてきちゃった」

　店の外で待っていた俺のところへやってきた山本さん。左手の薬指にはゴールドのリングが輝いている。

　うん、左手か。オシャレの指輪はどの指に着けても意味はないと言うし。単に映えるからそこにしただけだよな。

「……マズいかな？」

　山本さんは指輪をさすって目を泳がせている。特別な意味はないと思い込んでみても、現実的な認識としてそこが婚約者のものであることは意識してしまうのだろう。

「山本さんが一番キレイだと思う場所に着けただけならいいと思うよ」

「それは、ね。やっぱり指輪ならここかなって思うし」

　山本さんはなおも目線を下げたまま指輪をイジっている。やがてピタッと動きが止まったかと思うと、申し訳なさそうに顔を上げて照れ気味に口を開いた。

「嘘です本当はこの指に着けて浮かれてました」

「じゃあ右手にしようか」

「そうします……」

　右手に指輪をはめ直した山本さんの手は、見立てのとおりに美しく映えていた。山本さんの手の大きさと色味だと、黄金色が自然と馴染む。我ながらなかなかにいいチョイスだった。

「指輪、よく似合ってるよ」

　これは男として最低限のマナーだから、恋人がどうとかは関係ない。指輪を買って、それを着けて見せてきたのだから、言わなければならないのだ。

「ありがとう、ソトミチくん。一生大切にするね」

　山本さんが喜んでくれたのは俺も嬉しい。上機嫌に指輪を眺めて、デザインもきちんと気に入ってくれたところは、素直によかったと思う。でも、いつか山本さんが付き合うはずの誰かのことを思うと、一生大切にしてもらうのは複雑な気分ではあるな。

　俺は山本さんがしているピアスが元カレのプレゼントだと言われても、捨ててほしいとは思わない。でもそれは、山本さんと付き合ってるわけじゃないからなんだよな。

「次は、どこにするか」

　ジュエリーショップに来たのは山本さんの提案だったから、今度は俺がどこかに連れていく番だ。でも、クレープ屋に行くのはやめておこう。イチャましい食べさせ合いになるのは間違いないし、少しクールダウンしたい。このままだと俺の方が山本さんに惚れてしまいそうだ。

「奥にある生活雑貨を見てもいい？　買いたいものがあって」

「もちろん。一緒に回ろ」

　俺たちは当然のように手を繋いでまたデパートを歩き始めた。こんなデートはまだ美優ともしたことがないから、さすがに罪悪感を覚えてしまう。美優はこの山本さんとのやりとりをどう思っているのかな。

「ソトミチくんが買いたい物って、文房具とか？」

「そうだな。蛍光ペンと付箋紙が欲しくて」

　勉強のやる気が出てからというもの、ネットで勉強法も調べるようになった。ポストイットを使った方法が共通して多かったので買っておきたい。

　雑貨店に着くと、今度は山本さんは店に入ってすぐ手を離した。さすがに人が多くて邪魔になるから控えたのだろう。こういう分別のあるところはいかにも山本さんらしい。

　それから文具コーナーに行って、買い物して終わり。のはずだったのだが、その道中で山本さんの足がピタリと止まった。そこにはルーズリーフや封筒などの書類系の商品が並べられていて、有名なアニメとのコラボ商品なども置いてあった。

　なにか可愛いアイテムでも見つけたのかなと、俺は山本さんの視線の先にあるものを追ってみる。するとそこにあったのは、婚姻届だった。

　なんでこんなところに婚姻届けがあるんだ。役所に行って受け取るものなんじゃないのか。アニメの絵柄がプリントされてる婚姻届なんて正式に受理される気がしないが、子供のおままごと用だろうか。その割には記入欄が本物とそっくりだけど。

「あっ、ごめんね」

　山本さんはすぐに婚姻届から意識を外してまた歩き出した。何を考えていたのかは、聞かないようにしよう。

「付箋紙はお勉強に使うんだよね？　オススメのやつを教えてあげようか？」

「それは助かる。勉強なんて問題集を解く以外にしたことなくて」

　俺は山本さんから使いやすい付箋紙とペンを見繕ってもらった。見慣れた黄色や赤よりも、ピンクやブルーなど色鮮やかなものを使ったほうがキレイにノートが取れるらしい。

　商品棚に置かれている台紙でいくつか試してみると、文字を書くのに向く太さや、下線を引くのに向く色などがわかってくる。最初のうちは様々なペンを試すだけで勉強のモチベーションが上がりそうだ。

「山本さんもどれか買うの？」

　俺が山本さんのオススメを試している横で、山本さんもひっそりとペンを走らせていた。やけに楽しげにしているのでもしかしたらと思ったら、山本さんは相合い傘を書いて俺の名前を綴っていた。

「ソトミチくんの一番近くは、やっぱり美優ちゃんかな」

　俺の名前と傘を挟んで反対に書かれたのは、美優の名前だった。そして、そのさらに隣にひっそりと、山本さんの名前が添えられる。

「三人で結婚できたらいいのに。……美優ちゃんが許してくれるかはわからないけど」

　それはこの国の法律では許されていないこと。俺と美優が結婚することも叶わない願いだけど。改めて考えると、俺たちって歪な三角関係なんだよな。

「一番のお嫁さんが美優ちゃんで、二番目が私。二人は合間を縫ってソトミチくんに愛を捧げるのです」

「俺の休みは……？」

「そこは頑張ってもらわないと」

「は、はい」

　実際にそんなことになったら、どんな生活になるのやら。楽しみなようでも恐ろしいようでもある。

「本当は、私が一番近くにいたいけどね」

　ボソッと本音を漏らす山本さん。思った通り独占欲はあるんだな。ここまで人に想ってもらえる俺は、幸せ者だ。

「私、山本奏は。病めるときも。健やかなるときも──」

　山本さんは美優の隣に小さく書いてあった自分の名前を消し、美優とは逆サイドである俺の隣に名前を書いてハートで囲った。これだと絵面が完全に不倫なのだが、現状がまさにこんな感じなので否定もできない。

「毎日ソトミチくんに美味しいご飯を作り。毎日気持ちのいいエッチをすることを、誓います」

　山本さんは最後に『誓約』の二文字を達筆で書き上げる。ちょっぴり大胆なその約束は、山本さんなら本当に幸せにしてくれることを感じさせるものだった。それから、山本さんは満足げに微笑んで、急いで黒ペンで塗りつぶした。

「これはさすがに美優ちゃんに怒られちゃうね」

　山本さんの声音に陰りはなかった。本音を打ち明けていく中で、少しずつこの現状を受け入れているのかな。

「あのさ、山本さん」

　山本さんならどんなことを聞いても怒らないはず。そんな優しさがあったからこそ、俺はこれまで山本さんに聞けずにいた。お互いにそうだとわかっていながら、それを明らかなものとして扱ってこなかった。

「山本さんって、どうして俺のことが好きなの？」

「ソトミチくんが好きな理由？」

　山本さんは俺の質問に驚いた様子もなく、髪を耳に掛け直して凛と澄ました顔をした。

「たぶん、聞いたら拍子抜けするよ」

　意地悪でも誤魔化しでもなく、ただ事実がそうあることを告げる返答。もっと身構えられると思っていたけど、語るのに抵抗はないみたいだ。

「ソトミチくんさ、私の家で一週間エッチしたとき、私が昔付き合った人のことを一度も聞かなかったでしょ？」

　おもむろに始まった山本さんの話に、俺はそうだったかなと朧げな記憶を引っ張り出す。山本さんのエッチが気持ち良すぎてそれしか覚えていないが、山本さんが言うのであれば事実なのだろう。

「だから、好きになったの」

　山本さんはそれだけ言って、俺の二の腕をちょんと指で突いた。

　まさかの告白終了だった。拍子抜けするというか、まず、どういう意味なんだ。

「今までの人は、前に誰と付き合ってたかしつこく聞いてきたってこと？」

「んふふ。違うよ」

　含みのある笑い方をする山本さん。俺の反応を予測して楽しんでるな。

「一番多かったのは、そうだなぁ。お料理を作ってるときかな」

　山本さんは昔を懐かしむように語る。それほどツラい過去ではないのか、今だからツラくないのか。

「相手の家に行ったときは、私はよくご飯を作ってたんだけど。そのたびにね、『前の人にも作ってたの？』って聞かれたの。エッチのこととか、プレゼントのこととかは、みんな前の人のことを聞かないように気を遣ってくれるのに。お料理のことになると、どうしてか口に出るんだよね」

　山本さんの料理は味も見た目も完璧で、作ってもらえる側からするとめちゃくちゃ嬉しい一品だ。だが、自分が彼氏の立場になったとき、それを別の男も享受していたのかと思うと、微妙な気持ちになるのはわからないでもない。ましてやこの世に二人といない超絶美少女が恋人なわけだからな。何もかも独占したくなる。

「それで私は答えるんだ。『作ってたよ』って。そりゃ作るよ。一時的とはいえ好きな人だったんだからさ。でも、そういうときは、みんな揃って美味しいって言ってくれなくなるんだ」

　うっすら目を充血させて不満を漏らす山本さん。ただ人を好きになっただけで責められるなんて、山本さんからしたら堪ったもんじゃないよな。

「関係が拗れるきっかけは、いつもそんなこと。最後は前にも言った通り、みんなエッチが上手くできないことに焦るようになって、元カレともヤッてたんだから俺ともヤるだろってすぐに本番を迫られて。だいたいの人とはそこで喧嘩になってフラれちゃってます」

　きっとみんな、付き合った当初はいい人だったんだろう。それなのに、尽くすほど相手がコンプレックスで自滅するんじゃ、山本さんにはどうにもならないよな。謎解きをやってたときも山元さんは似たような話をしてたっけ。

　付き合った一人一人に愛情を注いでいたなんて、実に山本さんらしいと俺は思う。俺だって自分だけがこんな美少女に好きになってもらえるなんて思わないし。美優はあの体質と性格だから絶対の一人しか愛さないけど。

「俺も過去を掘り返されるのはゴメンだな」

　どうしようもない男だった自分をなかったことにするつもりはない。それはきっと、美優が俺にしてくれたことも、俺自身の頑張りも、否定してしまうことになるから。ただ、それを他人に知られて値踏みされるのは、また違う話だ。

　俺も山本さんと恋仲になっていたら、山本さんの過去を気にしてたんだろうか。もし美優に元カレがいたなんてことになったら、俺も平静を保っていられる自信はない。やはり当事者かどうかが重要な気がする。

「で、結局何人とヤッたのかとか気にならない？」

　山本さんからの不意打ち気味の質問に、俺は少しだけ狼狽えた。

「え、ああ。どうだろ。聞かれてみると気になるかも」

「へぇー。じゃあ教えない」

　ここにきてもったいぶる山本さん。気になるって言ってあげたほうがノリがよかったかな。

「興味がないわけじゃないけど、俺は今の山本さんが好きだから。別にいいかなって」

「あーほらそういうこと言う。もっと惚れちゃうぞ」

　山本さんは俺のほっぺを指でグリグリしてくる。本気の照れ隠しかってぐらい痛い。

「俺が山本さんに余計な詮索をしなかったのは、彼氏じゃなかったからだって思わない？」

「思わない」

　かなり確信めいた断言だった。

「ソトミチくんからは感じるんだ。上手く言い表せないけど、ふと一緒にいたくなるような居心地のよさがあるの。だから、きっと人が嫌がるようなことは聞かないよ」

　山本さんのなんとも要領の得ない答え。でも、結構な人数に同じようなことを言われた覚えがある。佐知子にも、由佳の友達にも、ハルマキさんにも。どうしてなんだろうな。

「それにソトミチくんが好きな理由って、他にもいくらでもあるんだよ？　私はかなり口にしてるつもりなのに、半分も伝わってないよね」

「す、すみません……」

　山本さんは周囲に人がいないのをいいことに、グイグイと体を寄せてくる。褒められてるのか叱られてるのかわからなくなってきた。山本さんってそんなに俺のこと褒めてくれてたっけ。ポツポツと印象的なものは覚えてるけど、そんなにたくさん褒められた記憶はない。自分の鈍感さが恨めしい。

「あと、これはなんで自覚がないのか不思議なんだけど。お料理ができるのも、エッチが何回もできるのも、他の人にはないすごいところなんだよ？　ソトミチくんは人としても男としても充分に魅力的な人なの。でなきゃソトミチくんが私のおっぱい吸わせた初めての人になんかならないんだから」

「なにそれ!?　マジ!?」

「ほらやっぱり気づいてなかった。どうせ信じないだろうから確認しなかったけどさ」

　山本さんのこの素晴らしいおっぱいを前にして吸わずに別れるとか、それこそなんのために付き合ったのかわからないっていうかいかんいかん、待て落ち着けすごい失礼なことを考えているぞ落ち着け俺、落ち着くんだ。

「と、とりあえずなんか遠くの人にまで注目されちゃったから、出ようか」

「ソトミチくんが大きな声を出すから。はい、これとこれが私のオススメだから、お会計が済んだらお店の前で集合ね。私はちょこっとコスメを見てくるから」

　山本さんは商品をカゴに入れて、化粧品コーナーへと行ってしまった。去り際の山本さんの横顔がまたニヤついていたように見えたのは、たぶん気のせいじゃないんだろうな。

　それから店を出て、俺は山本さんが来るまで待っていた。なぜだか胸がザワザワする。用を終えてこちらに向かってくる山本さんが、先ほどよりも女の子っぽく感じた。

「おかえり。どこか化粧でもしてきた？」

「ん？　何も変わってないよ？」

　こんな短い時間じゃ何もできないよ、と山本さんは身を翻してスッと俺の横に立った。指を広げて差し出された手を、俺は無意識のうちに取ってしまい、自然と恋人繋ぎをすることに慣れてしまった自分にジワリと焦りを覚える。さすがに山本さんの可愛さに精神が侵食されてきたみたいだ。冷静に考えるとめちゃくちゃ美人だからなこの人。

　どこに行くともわからず俺たちは歩き出した。すでに目的地どころかデートの目的すら見失ってきているんだが、俺はこれからどうすればいいのだろうか。

　美優が言うには、俺が思うままに山本さんを喜ばせろとのことで、そこにはエッチをしてでもという見えない指示が含まれている。しかし、いずれ俺はまた美優が一番であることを主張しなければならないのだから、今より惚れ込ませたところで結局は山本さんに叶わぬ願いを抱かせることになる。それはあまりにも残酷な仕打ちだ。

「あのさ、ソトミチくん」

　おもむろに口を開いた山本さん。俺たちはお店を見もせずに館内を歩くだけのウィンドウショッピングを続けている。

「美優ちゃんは、私とソトミチくんを仲直りさせるために、スキンシップを許してくれてるんだよね？」

　山本さんは手を繋いだまま俺に密着してきた。一度は山本さんを振った俺が、これだけ濃密な接触をされても引き剥がそうとしないことから、山本さんも事情を察したのだろう。

「そうだな。とにかく、仲直りするまではって」

　そもそもこの状態で仲直りをしろというのが意味不明なんだけどな。もう充分に仲良しというか、側から見たらただのラブラブカップルだし、むしろ仲直りするべきなのは美優と山本さんなんじゃないかと俺は思う。

「私がソトミチくんと仲良しのままで、ソトミチくんのことが人として大好きで、それでいてこの恋心は消えてるような。そんな関係が望まれてるんだよね」

「そうなるな。山本さんからしたら、あんまりな話だろうけど」

「……私は、失恋するか、気持ちが冷めるまで待つかの選択肢を与えてもらってるわけだし。感謝することはあっても恨むことはないよ」

　それも、難しい話だ。山本さんの恋の結末は俺が決めることができて、俺はその選択権を美優に預けていて、その美優からの指示は、はっきりしないまま。

　今の俺と山本さんは、相反する選択肢がギリギリの状態で消し合うことなく存在してるような、そんな曖昧さそのもの。拠り所もなく浮遊して、外側の何かによってどちらに傾くのかを待っている。

「こんなにソトミチくんの近くにいることが許されてるのは、思う存分に本音をさらけ出して、好きなだけソトミチくんに甘えていれば、そのうち気も晴れるだろうって……そう判断されてのことだと思ってた。だから、考えてたことをみんな喋っちゃったけど」

　山本さんは急に歩く速度を落として立ち止まる。俺も美優の指示はお互いの腹の内を明かさせることが目的だと思っていた。

　でも、実際には恋心が薄れた様子なんてなくて。むしろ──

「……スッキリは、したよ。言いたいことも言えたし、胸のつかえはなくなってる。そのおかげで、自分の素直な気持ちにも向き合えた。それで、その、そしたら」

　山本さんが、言い澱む、その結論は、口にされなくても明白なものだった。

　なぜなら、それは俺も共有している感情。山本さんの抱くものと同一ではないけれど、それでもはっきりと伝わる。

　学校でのことと、あの一週間と、今日と。こうして二人でいる時間は、他の人では満たされないほどに楽しいものだったのだと。

「ソトミチくんのことが、もっと好きになっちゃったみたい」

　それは言葉にされて、想いは山本さんの鼓動になって、腕から伝わる心拍数に、俺の心臓も同調する。ドクン、ドクン、と激しく拍動する音が耳に響いてうるさい。

「どうしたら、いいかな？」

　山本さんはしっとりと俺の耳元で囁く。密着する体の面積はさらに増えて、山本さんはもう、一切の恋心を隠すつもりがないようだった。

「えっと……そう、だな……」

　こんなにイチャラブして、好きにならないはずがない。それは俺も同じだ。なおも山本さんを喜ばせることが是だとするならば、それはもう本気の告白になりかねない。遅きに失したのか。あるいは、こうなることが美優の狙いだったのか。

「とりあえず、周りに見られてるから、こうやってくっつくのはちょっと」

「あっ、ごめんね。つい。……こっちのほうが落ち着くから」

　腕を組む代わりに少しだけ間を空けて手を繋ぎ直した山本さん。恋心どころか性欲まで抑えきれなくなっていて、俺も動悸がしているせいか、エロい気分が誘発されて下半身の疼きを無視できない。ここは一旦お開きにした方がいいだろうか。

「……ねえ、ソトミチくん」

　山本さんがしげしげと俺の顔を覗き込んでくる。どうしたのかと正面を向き直ったら、買い物袋を持っている右手ごと両手で包み込むように手を握られた。

「今日ずっと、変なタイミングで上の空になるよね？　なにか考えてる？」

　山本さんが勘づいたのはきっと、俺の動機が美優からの指示からきていること。遥の助けを借りて、意図的に山本さんが喜ぶような態度を取っていることだ。

「あー……それは……」

　俺は問い詰められたら嘘をつけない。状況が状況だから、山本さんも深くは追及してこないだろうけど。

　山本さんはギュッと俺の手を握って、口を閉ざしたまま、うっすらと頬を上気させて答えを待っている。その緊張感まで伝わってきて。

　自分でも、何を口走ったか、しばらく理解できなかった。

「俺、山本さんのことが、好きかもしれないんだ」

　思ったままを、本当に言ってしまった。口にして、それからが、続かなかった。耳に入ってきた自分の声が予定になく迫真がかっていて、なにより俺の告白を聞いた山本さんが耳まで顔を真っ赤にするものだから、やってしまった後悔と焦りが頭を混乱させている。

「っ……あ……まあ……一番は美優だけど……」

　どうにか体裁を取り繕ったけど、それが山本さんに聞こえていたかはわからない。俺の手を握る力が痛いくらい強くなって、山本さんも色々とコントロールが利かなくなっているようだった。

「ソトミチくん、もしよければ……」

　山本さんも俺の言葉で吹っ切れて、内に抱えていたものを、ついには吐き出した。

「これから、私の家に行かない？」

　まっすぐに俺を見つめている。疑いようがないほどの好意だった。

「そうだな。行こうか」

　お互いから指を絡ませて、ほんのりと甘い緊張感を共有しながら、俺たちはバス停へと向かった。

　夏の日差しに肢体を刺激される昼下がり。瑞々しく太陽に映える山本さんの体が、やけにエロく感じた。











１２．俺の妹が最高のオカズだった









　駅近くにある停留所からバスに乗り込んだ、俺と山本さん。指折り数えられる程度しかいなかった乗客は前方の席に次々と座っていき、俺たちは最後部の座席に並んで座った。

　手はついないだまま、二人の膝の間に置かれている。それが現在の俺たちの距離。人目がないのでもっとベッタリしてくるものだと思ったが、山本さんにはデパートにいたときとは違う緊張感があって、先ほどから黙っているだけだった。

　冷房から発射直後特有の強い排気音が響く車内。山本さんと繋がる右手だけが異常な温度に包まれている。

「ソトミチくん。一個、質問なんだけど」

　俺の膝に手を乗せ、重々しく口を開いた山本さん。

「どうしたの？」

　俺が反応をすると、山本さんはジッと俺を見つめてくる。意を決して、という感じだった。

「美優ちゃんのこと、好き？」

　身を乗り出して、それが山本さんにとって気合の踏み込みだった。

「美優は好きだよ。恋人としては、もちろん、美優以外にないし」

「そうだよね？　私より美優ちゃんのほうが、好き……だよね？」

「あえてどちらが上かと答えるなら、美優にはなるな。比べてこういうことを言うのは失礼だけど」

「ううん、いいの。はぁ……よかったぁ……」

　それを聞いて、へにゃっと脱力して俺にもたれ掛かってくる山本さん。弾みで家に行くことになったとはいえ、略奪愛はさすがに困るようだ。そんなことになったらそれこそ家庭崩壊だからな。よくよく考えてみると、山本さんからしたら恐ろしいことだった。

「雑貨店でのあれは、聞かなかったことにしたほうがいい？」

「あれは、ただの願望だもん。妄想の中くらい一番でもいいじゃない？　でも、あくまでもこれは恋が冷めるまでの執行猶予なんだし、ソトミチくんが私を一番に選んじゃったら美優ちゃんに悪いよ」

　どうやら山本さんの懸念材料はそれだけのようだった。安心した山本さんは、ひょいっと繋いだ手を上げて、まずは膝と膝をぴったり合わせてくる。

「なので、ここからまたイチャイチャできますね」

　にへらと笑って調子を取り戻す。スキンシップを公的に美優が許していることがわかって、山本さんはまるで旅行にでも行くかのようなウキウキ具合だった。

　山本さんが好きの気持ちを全力でぶつけられるのは、それでも俺と美優の恋仲が壊れないと確信できるからなんだな。でなければ、いくら甘えたい願望があったとしても、山本さんはおとなしく身を引いていたはず。どれだけ性欲が溜まっていて、恋心に倫理が決壊したところで、根底にある山本さんがそういう人間であることは変わらない。

「じゃあ、こんな風にしても、ソトミチくんは美優ちゃんが一番に好きだよね」

　山本さんは俺の二の腕に引っついて、服の構造上で可能な限り深くおっぱいに挟んできた。ブラ越しでも感じるその乳房の柔らかさに、もう愚息がピクピクと反応を始めている。歩きながらでは意識しづらかったが、山本さんの谷間を真上から眺める景色は壮観で、山本さんって本当におっぱいデカいよなと今さらなことを思ってしまった。

「そ、それぐらいは、まあ……」

「それなら……これでも平気……？」

　山本さんは俺の腕をおっぱいに挟んだまま、次は手を誘導してふとももに挟み込んできた。しっとりした体温が指先から伝わって、喉の奥がざわざわしてくる。

　山本さんの内腿は股間部に近づくほど湿り気を増して、下手をすれば女の子の大事な部分に指が届いてしまう。美優はなかなか触らせてくれないから、そこは俺にとって今だに興味の対象だった。

「それ以上は、やめといたほうがいいかも。ソトミチくんのせいでパンツがぐちょぐちょに蒸れてるから、たぶんキレイじゃないよ」

「え、あぁ……そ、そうだな」

　そんなことを言いながらも、山本さんはクスクスと妖しく微笑んで、ただでさえ短いショートパンツの裾を上に引っ張ってパンティラインを覗かせてくる。

　そんな挑発をされて、いよいよ俺の性欲にも火がついてしまった。山本さんは俺の恋心が変わらないラインを慎重に探っているだけなのだろうが、こうしてジワジワと責められると、なんだか美優への愛を試されているようで昂ぶってくる。

「ソトミチくん、ズボンのチャックのとこがピクピクしてませんか」

「山本さんが煽るから」

　美優への愛情と、山本さんへの欲情は、また別のもの。そんな都合のいい話は世間では認められようもないが、事実としてそうなのだから仕方がない。ましてやこのエロスの権化を相手に、よく耐えている方だと自分を褒めたいぐらいだ。

「ダメなんだよ。恋人以外の前でおっきくしたら」

　どう考えてもそのおっきくさせている張本人は、俺にふとももを触らせたまま腕におっぱいをズリズリしてきて、服が伸びるのも気にせずブラの中身まで見せつけようとしてくる。丸い肌色の面積が一気に増えて、形の崩れたブラから乳首までが露出し、その卑猥な光景に俺の愚息はあっけなく雄の本能に屈服した。

　バスには何気なく外を眺めている人や、スマホをイジって暇をつぶしている人がいて。その人たちに気づかれないように、カップルでもない俺たちはイチャイチャと互いの性感帯に触れて遊んでいる。その結果として敗北を認めてしまった俺の股間には、パンパンに張り詰めたテントが出来上がってしまっていた。

「えへへ。ソトミチくんの負けー」

　指で山の頂点をくいくいとイジってくる山本さん。こんなエロの暴力みたいな人に迫られて勝てるはずがない。

「おしおきタイムに入ってもいいですか？」

　上目遣いでそんなことを訊いてくる山本さん。美優のことがあるから確認したいのはわかるけど、その質問はどうなんだろう。

「ダメって言ったら、どうする？」

「えー。……したいなぁ」

　山本さんは目をパチクリさせておねだりしてくる。答えの選択肢がもはや固定されているのだが。わざわざ二つの選択肢を出しておいて、想定と違う方を選んだらループさせる悪質なゲームみたいだ。

「お、お願いします……」

「んふふ。仕方ないなぁ」

　ノリノリの山本さんは俺のズボンのチャックを下ろし、ハァハァと息を荒くしながら俺のペニスをさする。

　かなり性欲が溜まってたもんな。今の山本さんの脳内をスキャンしたらヤバいことになってそう。

「もう、こんなにヌルヌルさせて。ソトミチくんったらエッチなんだから」

　山本さんは俺の先走り汁を指先でこねこねして、そんな無茶な批難をしてくる。全部山本さんのせいなので欠片も謝意は湧いてこないが、こういう理不尽なところが山本さんの可愛いところでもあるので俺も楽しくなってきてしまった。

「おうちに着くまで射精禁止ね。まあどうせ出ないだろうけど」

　山本さんは俺のトランクスの前ボタンを外すと、ペニスを引き出すことはせずに指を差し入れてきた。人差し指と中指で俺の勃起した肉棒を緩く挟んで、カリと鈴口の性感帯にピンポイントで指先の側面を当て、くいっ、くいっ、と刺激してくる。

「ぐっ……はぁ……それ……気持ちいい……」

　山本さんはごくごく弱い力で性器を刺激しながら、目に星を散らしてずーっと俺の顔を見つめている。どんだけ俺の感じてる姿を見るのが好きなんだ。本当にエッチが大好きだよな、山本さんは。その本気の好きに引きずられて、俺までエッチがしたくなってしまう。

「あっ……もう……ソトミチくんったら……」

　俺の手が山本さんのふとももを弄って、それでも山本さんは変わらず指責めをしてくる。山本さんのエロテクで与えられる快楽よりも、心からエッチを楽しんでいる感情の波が押し寄せてくることが、なにより俺の性感を高めていた。

　それから俺たちは、静かなバスの中ということもあり、ひっそりとエッチを敢行した。当人だけが聞こえるようにクチュクチュと音を立てて触れ合って、快感に震えながら声を必死に堪えるだけ。バスに人が乗車してきたときは、山本さんは俺の腕にひっつくことだけをやめて、それでも、ズボンの中で俺の肉棒を二本の指で挟んで刺激することだけは止めなかった。

　人がこちらを向いているのに。座席の背もたれを死角にして俺たちはエロいことをしている。ずっと野外でしてみたかったのだと、以前の逆痴漢プレイのときには活き活きしていた山本さん。自分が気持ちよくなることよりも、こうして相手と一緒に楽しめるエッチができる喜びのほうが勝っているようだった。そんな純粋にエッチを楽しむ山本さんが五割増しに可愛く見える。

「ソトミチくん、そろそろ、降りる場所だよ」

　山本さんは家の最寄りまでバスが辿り着くと、俺のズボンから手を抜いて、指先にべっとりついた我慢汁をちゅぶっと舐め取った。

「んっ……ソトミチくんのエッチ汁……生じょっぱい……」

　この人は何をするにしてもエロい。どんなことでも楽しんでくれるし、セックスパートナーとしてはこれ以上にないよな。前の男たちは、パンツに指を入れられる前に射精してしまっていたのだから、山本さんとしても彼氏としても残念だったよな。まあ、仮にすぐ射精することがなかったとしても、全員が全員、俺みたいに露出プレイに付き合ったかはわからないけど。

「ソトミチくん。それ、上手く私を死角にして隠してね」

　バスが停まり、山本さんは座席から立ち上がって、パンパンに張ったズボンを見下ろして俺の手を引く。腰を屈めたくらいでは隠せなくなっているそれを、俺は乗客の顔の向きに合わせて立ち位置を調整することで誤魔化した。

　バス停を降りてからしばらくしてもそれは同じで、勃起が収まる頃には山本さんの住むマンションまで辿り着いていた。

　エントランスのロックを解除し、それに合わせて降りてきたエレベーターに乗り込むと、山本さんは人目がなくなったことでさらにテンションが上がっていた。ボタンを操作する俺の背後から、もう待ちきれない様子の山本さんが抱きついてきて、顔をうずめながらモゴモゴと何かを言っている。

「ソトミチくんは美優ちゃんが好き、ソトミチくんは私とエッチをしても美優ちゃんが好きだから、私はソトミチくんとエッチしてもいい……」

　どうやら自己暗示をかけているらしい。どれだけ倫理が決壊しても浮気を気にしなくなることはないようだ。

　エレベーターが指定の階に着くと、山本さんは俺の手を取って廊下へと進んだ。部屋の鍵を開けて、いざ何度目かの山本さんの部屋へ。

「えーっと……お邪魔します、かな」

　長い期間住みついたわけでもないのに、どこか懐かしさを感じてしまう玄関に入ると、ふと疑問が浮かんできた。そんな俺に、先に靴を脱いで部屋に上がった山本さんが、クルッとこちらを振り返る。

「ただいまって言ってくれるなら、私はいつでもおかえりって言うよ」

　山本さんの屈託のない笑みに、さすがの俺も照れが隠せず。小声で「ただいま」と口にしながらおずおずと靴を脱ぐと、山本さんも小さく「おかえりなさい」と言ってくれた。

　山本さんの居室の内装は変わらないままだった。日も経っていないので当然のことなのだが、不思議な懐かしさにふとそう思った。

　俺たちは前と同じようにベッドの縁に背中を預けて、横並びになる。

「来ちゃったね」

　いざ部屋に帰ってからは、山本さんは意外にも大人しかった。もっとガバッと襲われるものかと思っていたのに、山本さんは床を指でなぞってもじもじしている。

「さっきの、アレだけどさ。なんか、エッチな感じになっちゃったやつ」

　表現の仕方がひどく曖昧で、聞いた瞬間にはアレが何を指しているのかわからなかったけど、ついさっきバスでしたことについてだよな。

　エッチな感じになったも何も、エッチをしていた以外に言い訳のしようはないんじゃないかな。まあ、山本さんの名誉のために突っ込まないけど。

「美優ちゃん的にも……セーフだったかな……？」

　どうやら自己暗示に失敗したらしい山本さんは、誰もが浮気の明確なラインとして挙げるであろう『男性器への接触』をしてしまったことを悩んでいるようだった。俺は美優からセックスを許可されてるから問題がないことはわかるけど、どこまで暴露をするべきかな。

「明確な指示があったわけじゃないから、俺もどこまで付き合えるかわからないけど。美優は仲直りのためなら山本さんとエッチしてもいいとは言ってたよ」

　俺がそう明言すると、山本さんの目にいよいよ輝きが灯り始めた。

「それって、私がソトミチくんを射精させていいってこと？　たとえば、フェラチオとか、させていただけるのでしょうか……？」

　フェラチオなんて、させていただくようなものではないと思うけど。

「でも、節度は必要だよね。美優ちゃんはたぶん、エッチよりイチャイチャのほうが嫌がるだろうし。ちょびっとだけ、エッチして、終わりにするね」

　山本さんは、俺を美優から奪いたいわけじゃない。願望はあっても三人で愛し合っていけるようにしたいわけでもないんだ。俺と美優が一番に愛し合って、それを素直に応援できるように、抱いている恋心を処理したいだけ。

　その目的を見失っていないあたりは、さすがは山本さんだと感心する。山本さんは『俺が嫌なことをしない確信があるから一緒にいたくなる』と言ったけど、こういう安心感があることも、俺が山本さんを救いたいと思う理由でもあるんだよな。

　にしても、本番じゃなくてフェラか。それだと山本さん自身は気持ちよくなれないはずだけど、いいのかな。

「ゴムは持ってなかったりする？」

「ん？　あるけど？」

　フェラをするために四つん這いになっていた山本さんが、キョトンと首をかしげる。

　ゴムはあるのか。だとすると、美優に遠慮して本番を避けてるのかな。

「いや、その、口だけでいいのかなって」

　俺がそう尋ねると、どうにも山本さんの羞恥心を刺激してしまったようで、また山本さんの顔の温度が上昇していく。

「あ……えと……フェラがしたいんだけど……ダメ……？」

　山本さんが申し訳なさそうにそう訊いてくるので、俺はそんなことないと慌てて否定した。セックスができないからやむなくフェラにしたのではなく、フェラチオがしたくてお願いしてきたのか。そんなことを答えさせて、女の子に恥ずかしい思いをさせてしまった。こうなったら俺から脱ぐくらいのことはしてあげるべきか。

「うーん……まあ……本番をしない理由は、あるんだけどね」

　俺がズボンに指を掛けたところで、山本さんから気になる発言がぽろり。それはやはり美優を気遣ってのことなのか。ここでは言及をしないほうがいいよな。

「俺もフェラされるの好きだから、山本さんがしてくれるならすごく嬉しいよ」

　そう言いながら、俺はズボンのチャックを下ろす。その動きを、山本さんは手で制した。

「存じております」

　山本さんは服を全部脱がすつもりはないようで、バスのときと同じように、俺のトランクスのボタンを開けてそこからペニスを露出させた。

　俺がフェラチオをされるのが好きなのは、前回のお泊りの時点でバレてたっけ。あのときも似たような体勢になって、山本さんに昔の写真を見せてもらいながら抜いてもらったんだよな。あまりにも美優に似すぎていたから簡単に出してしまった。思い出すだけでも暴発してしまいそうだ。

　山本さんが口を近づけると、吐息が亀頭に吹きかけられて、俺はすぐに半勃起状態になる。横から咥えられる体勢になった山本さんの耳元には、今日一日で見慣れたピアスが光っていた。

「髪を上げてるからお口がよく見えるでしょ」

　サービス精神旺盛の山本さんに、どうしたって心は弾む。男の喜びを熟知しているこの美少女を相手に、たとえフェラだけであっても俺の本能は無事で済むだろうか。

「じゃあ……ほんとは美優ちゃんのだけど……はむっ」

　山本さんの口の中で俺の肉棒が膨張していく。それを口内で転がして楽しむ山本さんの舌が、触手のようにカリの溝を這って、今日の外出で溜まった汗とニオイを舐め取っていく。

「はぁ……ひょとみちくんの……おひんひん……むちゅっ……んくっ……じゅぶっ……ぐぢゅっ……」

「あああっ……山本さんの……ほんと、すごい…！」

　一度咥えてからは、山本さんはもう遠慮をすることなく俺のペニスに吸いついた。横髪を頭の後ろに結い上げている山本さんの横顔は、その唇が俺の肉棒の亀頭から根本までを咥え込むさまをありありと見せつけてくる。ときおり舌を出して、ズズズッと舐め上げる山本さんのフェラが、あまりにも気持ちよすぎて意識が飛びそうだった。

「じゅっぷ……くちゅ……ふぁ…………このかひゃいのひゅき…………チュッ……ちゅぶっ……！」

「いっ……ぐあぁっ……やまもと……さん……あッッ!!」

　四つん這いでぶら下がる豊乳に、ショートパンツを張り上げるお尻の張り。全身がエロい山本さんの肉付きは口内も例外ではなく、肉棒をねぶり上げる舌も、唇も、腰が抜けるほどの快楽を俺に与えてくる。

「じゅるるっ……じゅっぷっ……んふっ。誰も見てないから脱がせていいんだよ」

　シャツの胸元を指で引っ張って挑発してくる山本さん。

「あ、でも……今のソトミチくんは難しいかな」

　山本さんは上機嫌にチュッと俺のペニスの先端にキスをする。

「ソトミチくんの、ほんとにカタくておっきくて好き……」

　それから俺の勃起を手でスリスリして、慈しむように両手で包む。これだけでもなかなかに気持ちのいいものだ。

「そんなにおっきい？」

「私にとっては、ね。みんな触っても一瞬というか、直接触ることもなく出しちゃうことがほとんどだったから。こうしておっきいままのを咥えられるのが嬉しくて……」

　心から幸せそうにする山本さんの、その主張は裏のない率直なものだと感じた。だからこそ、別に気にしなければよかっただけの違和感を、俺は覚えてしまった。

「エッチができないと、山本さんはやっぱりツラい？」

　あの一週間で山本さんが語った、元カレたちに対する想い。エッチなんてできなくても、ただ尽くした相手が喜んでくれるだけで山本さんは幸せなのだと語った。

　それが本心だとしても、体の相性が合う唯一の存在である俺がいなくなったら、山本さんはまた彼氏を作ってもエッチはできなくなってしまうわけで。それはツラすぎると思うし、余計なお節介かもしれないけれど、美優が同意してくれるなら山本さんが満足できるまでしてあげるのもいいかと思った。

「前の人たちとの関係に、満足してたのは本当だよ。そのときは、ただ尽くせるだけで幸せだったの。ちょっとしたお出かけをしたり、作ったご飯を美味しそうに食べてもらえたり、毎日がそれだけでいいんだって、心から思ってた」

　でもね、と山本さんは、恥ずかしそうにして言葉を続けた。

「私も……結局はただの女なので……その……いざソトミチくんと……本物のエッチをしてみたらですね……」

　言い淀む山本さん。なんとなく先の言葉が予想できてしまって、得も言われぬ罪悪感に心臓が変な跳ね方をした。

「あぁ……エッチってこんなに楽しいんだって……こんなにも喜んでもらえて……こんなにも……気持ちいいんだって……」

　それは山本さんとしても不本意だったはずの現実。いっそ知らなければよかったと思ったこともあったかもしれない。

「気づけば私は、ソトミチくんにふしだらな女にされてました」

　うぅ、と涙ぐむ山本さん。そんな状況でも、山本さんはペニスの裏筋を舐めたり、亀頭に吸いついたりして、心のゆくままにフェラチオを堪能している。これはもしかして、責任を取らなければいけない案件なのでは。最初からふしだらではあった気はするけど。

「うぅっ……ソトミチくん…………はむっ……ちゅっ……じゅぶっずずっ……」

　嘆きながらも俺へのフェラを再開した山本さん。こうして俺の肉棒を咥えている聖女のような女の子が、俺のせいで性欲の奴隷に堕ちてしまったのかと思うと、これまでに感じたことのない背徳感に腰のあたりがゾワッとした。

「ひぇいえきも……ひょとみちくんのドロドロひぇいえきひゃないと…………まんじょくできにゃい……」

　我慢汁の一滴すら味わうようにしゃぶりつく山本さん。

「んじゅぶっ……ぐっぷ……じゅぶぶっ……じゅぶっ……!!」

「はぁ……や、やばい……あっ……山本さん…………いっ……きもちいい……ッ！」

　山本さんの口の中でイきたい。でも、それができない。俺は妹をオカズにしないと射精ができない体質なんだ。

　山本さんは肉棒への愛撫を続けながらも、俺の顔をジッと見て表情の変化を伺ってきた。

「ソトミチくん……んっじゅるっ、じゅぷっ……もう出したい……？」

「んっ、んぐっ……じゅるぶっ……んっ……それなら、はい、これをどーぞ。んふふっ……んぐちゅ……じゅぷっ……ぐっぽっ、ぐぢゅるっ……じゅぽっ……」

　山本さんはテーブルに置いていたスマホを手にして、フェラをしながら画像を漁り始めた。それは、前に山本さんの昔の写真を見せてもらった、古い方の端末。

　中学生時代の山本さんは、今の美優と容姿が瓜二つで、前回はそれをオカズに俺は射精した。だから、山本さんからスマホを手渡されたとき、今回もそれと同じものを出してくるのだと思っていた。

「うっ……こ、これって……！」

　それはただの昔の写真ではなかった。正面顔をアップにして、美優とそっくりの山本さんが肉棒を咥えている姿が、そこには写されている。

　いったい誰を相手にしたハメ撮りなのか。そんな疑問が湧いたのは一瞬だけだった。

「んふふっ……くちゅ……ちゅぱっ……！　じゅるじゅるれろ……ぐっぷじゅっぷ……じゅぶっ……！」

「ああっ……はぁ……山本さん……あッ……！」

　激しさを増す山本さんのフェラに、俺は快楽責めにされながら、視線は手渡された画像に釘付けになっていた。

　美優そっくりの山本さんが咥えているペニスは他でもない俺のものだった。画像の中で、正面を向いて俺の肉棒を口に含んでいる山本さんは、頬のあたりに撮影しているのとは別のスマホをかざしている。そのディスプレイには、前に俺がオカズにした中学時代の山本さんの写真が映されていたのだ。

　そして、加工で埋め込まれた『お兄ちゃん大好き♡』の文字。その映像が、撮影会をしたときの美優のトロ顔を俺にフラッシュバックさせる。

「ダメだっ……あっ……山本さん……もう……！」

　もう美優のハメ自撮りにしか見えなくなっていた。学校での真面目な姿を画像にして見せつけながら、淫らな本性を俺にだけ晒す、そんなエロい妹が俺のペニスを咥えている。

「んじゅっ……いひよ……らひへ……！　んっ……ちゅぶじゅぶっ……ぐちゅ……ッ！」

「あっ……はああっ……！　で……るッ……あああぁっッ!!」

　ビュッ、びゅる、ビュッ──!!

　様々な罪悪感を抱えながら、俺は山本さんの口に射精した。

「うっ……んくっ……ぷはぁ……ソトミチくんの味がする……」

　山本さんは恍惚としながら俺の精液を喉に流し込む。ついに美優以外にも平然と飲める人が現れたのかと、嬉しくもあり寂しくもあるような微妙な感情を抱いたのだが。

　結局、そのあと山本さんは盛大に咳き込んですぐにお茶を飲みに行った。

「ごめん」

「いや、それが普通だし、もう俺も慣れたから大丈夫」

　山本さんのにはエッチをしてあげられていないのに、俺とのエッチが終わってからは山本さんはスッキリした顔をしていた。相手がイクと同調して気分が落ち着くのだろうか。

「エッチしちゃった……恋人がいる男の人と……」

　まだペニスが露出されたままの俺の股間部に、山本さんは名残惜しそうに視線を落とす。

「えーっと……とりあえず、この画像はどうしたの……？」

　山本さんが、まだ硬さの残った俺の肉棒を、ネコが戯れるようにぺしぺしして遊んでいるので、そちらは山本さんに任せてひとまず疑問を解消することにした。

「ソトミチくんと最後に過ごした日に撮っといたんだよ。前髪と目尻に加工をかけたら美優ちゃんそっくりになったから、そのときはただ話題のネタとして保存してたの。あっ、あと肌も白くしてるよ。美優ちゃん色白だから」

　たしかに、山本さんが髪型を美優と同じにして、あの勝ち気な鋭い目つきになったら、それこそ姉妹のように似るだろうな。おっぱいの成長具合と肌ツヤも同じレベルだし。

「はぁ……楽しい時間が終わってしまった……」

「そういえば、今日はどこかに行く予定なんじゃなかったの？」

　俺は山本さんの露出の多い服装を見て、川藤との会話を思い出した。山本さんが俺を発見したのは、改札を通る寸前だったんだよな。

「え、ああ……うん……。そうなんだよね。冷静になると申し訳ないことしちゃったな」

　山本さんはエッチが終わったはずの俺のペニスを軽く手でシゴいてくる。手が大きい分だけ手コキがまた気持ちいい。本格的にムラムラしてきたのでそろそろ控えてもらわないと。

「ひ、人と、会う約束をしてたとか？」

「うん。バイト先の男の子。デートの約束をしてて」

　それは、また、なんというか。聞いてしまうと俺まで申し訳なくなってくる。

「最初は、ご飯をするだけの話だったんだけどね。そういうつもりがあったのかわからないけど、夜まで遊べないかなって誘われたから。……ソトミチくんを忘れるためにはいい機会かなと思って、オーケーしてたんだ」

　なるほど。だからそんなに気合を入れていたのか。仮に相手にその気がなかったとしても、こんなドエロい格好を見せられたら一瞬で悩殺されると思うんだが、そこらへんは考慮してたのかな。

「それをね、私はドタキャンして。今だって、夜だけでも予定が空いたら、どうかって、聞かれてるのに。私はこんな所で別の男の人とエッチをしてるんだよ。ヒドい女だよね」

　さすがに反省で胸が苦しくなったのか、山本さんは遊んでいた俺のペニスをトランクスにしまってズボンのチャックを上げた。

「でさ、ソトミチくん」

「ん？　どうした？」

　今度は、山本さんからの質問。エッチも一区切りついて、いつものまったりスタイルで横に並ぶ。

「私たち、なんでエッチしてたんだっけ」

　山本さんがそんな疑問を投げかけて、しばらくは、居室に沈黙だけが満ちていた。

「山本さんの気が済めば、恋心も晴れるって、予想だったからじゃないかな」

「そう、だよね。でも、デートをして、エッチをして、ソトミチくんといたくなる想いが募るばかりなのですが」

　まあ、現実はそうだよな。俺だって美優の真意までは聞かされてないし。予想はあくまで予想でしかない。

「はあ……冷静になるほど美優ちゃんへの申し訳なさが……私なにしてるんだろう……」

　恋を患ってからは空回りしっぱなしの山本さん。それでも好きになるんだからツラいよな。

「落ち着いてるうちに解散にしよっか」

「そうだな。そうするか」

　まだ夕方までにはだいぶ時間があるが、気分がリセットされているうちに帰ったほうが山本さんのダメージも少ないだろう。

　俺は買い物袋と財布を持って、山本さんに見送られながら玄関に向かう。靴を履いている途中で、かすかに服を引っ張られたような感覚があったが、それについては触れないでおいた。

「それじゃあ……またな」

「うん。また、ね」

　玄関を出て、ドアを閉めたのは、山本さん。前回は切ない別れになったが、最後に見えた山本さんの表情は笑顔だったので安心した。

　俺は無心でエスカレーターのボタンを押し、エントランスを出て、そこでようやく詰まっていた息を吐くことができた。結局は山本さんとのエッチを楽しんでしまった。デートのときも、少しとはいえ俺は男として山本さんに惹かれていたし。

　こんな体たらくで美優は許してくれるのだろうか。どこまでが計画通りなのかな。体裁上は指示を守れたけど、わずかでも本気の好きを抱いてしまったことについては、美優も想定外だったかもしれない。それでも、今日起こったことは全部話すけどな。

　俺は夏の日差しに焼かれながら、トボトボと家にまで歩きついた。エッチもしてしまったし、まずはシャワーを浴びよう。美優はどうしてるかな。

「ただいま」

　ドアの鍵は開いていて、玄関に入るとスーッと冷気が全身を包んだ。この状況からすると美優はリビングにいるかな。と思っていると、予想通りにリビングから美優がお出迎えしてくれた。

　美優は最近になって室内着にするようになった大きめのＴシャツを着て、ギリギリ裾が見えるキュロットパンツと一緒にヒラヒラさせている。Ｔシャツはもちろん、いつだか捨てられたと思っていた俺の服の一つである。

「おかえり。ずいぶん早かったね」

　美優は例によって真顔モードなのだが、この早めの帰宅にはいくばくか驚いていた。もっと山本さんとイチャコラしてくると思っていたのかな。

「結構、頑張ってきたぞ」

　反省すべきところはあったが、指示を遂行したというのはなかなかに偉いことだったと思う。そして、かなり疲れた。

　ずっと気を張っていたからな。やはり実家の安心感と、美優のこのドライな雰囲気は最高だ。山本さんに芽生えかけた恋心なんて、今ではなかったかのようだ。

「ふむふむ」

　美優は靴を脱ぐ俺のことをしげしげと観察して、静かにこちらに近づいてくる。

「そういうことなら労いましょう」

　そして、玄関の段差があってなお埋まらなかった身長差を背伸びでカバーして、美優は俺の頭をギュッとおっぱいで包み込んでくれた。

「おっ……」

　何が起こったのかわからなくて、俺は瞬間、心停止した。

　でも、美優が抱きついてきていることはわかって。そのために美優がつま先立ちして、俺の方へバランスを崩しかけているのを感じて。反射的に身を屈めると、美優は踵をストンと落として、そのまま頭を撫でてくれた。

「よしよし。よく頑張りました」

　鼻孔に広がる美優の芳醇なおっぱいの匂い。たまらない。さっき出したばかりなのに、もうペニスが硬くなってきた。

「まあこんなものでよいでしょう」

　美優は少しの間だけ俺の頭を撫でてから、すぐに離れてしまった。もっとしてほしいけど、俺もまずシャワーを浴びないと。

「美優、上がったよ」

　リビングに戻ると、美優がソファーでファッション雑誌を読んでいた。俺が帰宅する前も同じようにしていたんだろうな。

　俺がリビングのドアを閉めると、美優はソファーの座面をポンポンと叩いて俺を誘導する。その場所に俺が腰掛けると、美優が俺の膝の間に入ってきた。抱き合うのが大好きな美優の性格からするに、この状態が最もしっくりくるみたいだ。

「お兄ちゃん、なんだか平気そうだね」

「平気そうって？　まあ、山本さんとは色々あったし、その、するにはしてきたけど。精神的な部分に関しては、ギリギリ踏みとどまったというか」

「してきたのにそんな感じなんだ。すごいね」

「そんなに予想外だったか？」

「うん」

　どうやら、美優の見立てでは、俺がもっと山本さんにドキドキしたまま申し訳なさそうに帰宅することまで考えていたようだ。

　俺が美優に事のあらましを説明すると、美優は俺の判断は正しかったと言ってくれた。どうにも思っていたよりいい方向に物事が進んでいるらしく、美優が上機嫌にしているので、今日はエッチな頼み事でもしてみようかなと思った。

「それで、山本さんの扱いは、これからどうすればいいんだ？　どう考えても三人仲良く恋もさっぱりってことにはならなそうなんだが」

「別にこれまで通りでいいよ？　少しくらいならお兄ちゃんの方から手を出しても平気」

「そうなのか。まあ、そういうことならそうしとく」

　俺は腕の中に美優を抱いて、なおも雑誌を読み続ける美優の腕をふにふにする。このすっぽり収まる体のサイズ感がたまらないんだよな。シャツの胸部を盛り上げているこのたゆんたゆんは揉んでもいいのだろうか。

「ところで、俺が山本さんに恋でもしてたらどうするつもりだったんだ？」

「一応、特効薬は用意してたから、それで治療するだけ」

　そんなものがあったのか。さすがに用意のいい妹だな。

「それって、どんな？」

　俺が山本さんに惚れたときの特効薬ってことは、そんな恋の病を吹き飛ばすくらい劇的なものなんだよな。溢れんばかりの愛をしたためたラブレターとかかな。

「うーんとね」

　美優は雑誌を畳んで、ソファーのサイドテーブルに置くと、一呼吸置いた。

　そして、数瞬のためらいを含んで、答えを口にする。

「ちょっぴり、エッチな服」

　そのワードを聞いた瞬間、俺の股間部に凄まじいエネルギーが集中した。それは血流となって一気に海綿体へと押し寄せて、俺のイチモツは美優の背中でものの見事に屹立したのだった。

「美優、頼む」

「ダメです。特攻薬だって言ったでしょ」

「俺がもっと山本さんに惚れて帰ってくると思ってたんなら、元々その服は今日の夕方に着る予定だったんだよな。頑張った結果にご褒美が減るのは異議ありだ」

「うっ……。こういうときだけ聡いんだから」

　美優はぶーっと口をすぼめて不満そうにしているが、断れはしないはず。山本さんの件だって、仲直りしなさいと言い出したのは美優なわけだし、その指示に従って成果を出した俺に対して美優は褒美を出さずにはいられないからだ。

　罪には罰を。義理には恩を。報いなければ気がすまない性格なのは、俺が一番よく理解している。もちろん、それがこれまでの恩のお返し分だと言われてしまえば、俺に反論の余地はないが、そんな逃げ方をする美優ではない。

「どんな服か当てられたら、着てあげてもいいよ」

　美優から提示された妥協案。それなら俺は勝負を受けるしかない。どうしても指示を遂行したことへの報酬が欲しいと、俺がゴリ押しするならそれで要望は通るけど。こんな可愛らしい勝負を提案されて無視できようはずもない。

「そうだな。治療とか言ってたし、ナース服とか？」

「…………」

　美優の性格からするに、本文中に答えのない国語の問題は出さないタイプだろうと踏んだ俺。ほっぺたをぷっくりさせて、それはもう不満そうな顔をする美優。なんというか、俺たちが兄妹であることを実感するいいきっかけになったな。

「死ぬほど恥ずかしい服なんだけど」

　自分で用意したくせになぜそんなモノにしたのか。恋の病の特効薬になるぐらいだから、そうでもしないと効き目が足りなかったのかもしれないけど。

　なんにしても、そんな死ぬほど恥ずかしい服を着た妹を見ないでいられるほど、俺は人間ができていない。

「美優。それはきっと予防薬にもなると思うんだ。一時的とはいえ俺も山本さんを本気で好きになりかけたし、変質性の恋のウイルスが潜んでるかもしれない」

「まあ、それは、たしかにそうだね。仕方ない」

　美優はどこか恨めしそうにしながらも、俺の説得に応じてソファーから立ち上がった。リビングを出て二階に上がる、その去り際に、美優がこちらを睨んでいたのだが、そんなになってまで死ぬほど恥ずかしいエッチなナース服のコスプレをしてくれるなんて、俺の妹は本当に最高のパートナーだと思う。

　長い待ち時間だった。二階から聞こえてきたのはクローゼットを開け閉めする音だけで、今頃は美優が着替えているのかとか、もうとっくに着替え終わっているのにいざ着てみたら想像を遥かに超える恥ずかしさで部屋から出てこれないのかとか、そんなことを考えていたら俺の肉棒はギンギンに出来上がっていた。

　ズボンの中が狭い。勃起による圧迫感だけで、なんだか気持ちよくなってきた。せっかくお風呂に入ったのに、また先走り汁で汚れてしまう。

「あ、あの……」

「うぉっ!?　み、美優、降りてきてたのか」

　どれだけ忍び足で階段を降りてきたのか、まったく音は聞こえなかった。ドアの陰からひょっこりと顔を出す美優は、頭にナースキャップを被っている。

　か、可愛い。これだけで抜けるぐらい可愛い。まさか、ロリータ服しか着ないと言っていた美優が、鉄板みたいなコスプレをしてくれるなんて、もう喜びと興奮で脳内がわけわからなくなってきた。

「ど、どう？」

　まだ物陰から顔だけしか見せていないのに「どう？」と尋ねてくる美優に、俺は万感の意を込めて、もう可愛いとしか掛ける言葉が見つからなかった。

　美優は長い髪の一部を結い上げていて、残った髪は後ろで結んでおり、その部分だけが傾けた体から垂れ下がっている。もう特効薬どころか安楽死用の薬にすら思えてきたその劇薬コスプレに、俺の愚息もビクビクと狂気乱舞していた。

「死にそうなぐらい可愛い。ほんと、死ぬかも」

　そんな答えに、美優はジト目で俺を見つめ返す。

「体の方を見ても死なないでね」

　どうにもそれは約束できそうになかった。すでに心臓が早鐘を打って破裂しそうなのである。でも死んでもいいから早く見たい。

「体はこんな感じになってます」

　右足を横に一歩出して、開いた足を閉じるように全身を顕わにした美優。

「おっ……ぁ……」

　俺は息を呑み、呼吸が停止する。それは一見すると、超ミニスカであること以外は普通のナース服。あの美優が股下ゼロセンチの服を着ているだけでも充分に破壊的であったが、その服のエロさは形状ではなく、サイズ感にこそあった。

　美優の体のボディラインそのままの、ピチピチのナース服だったのだ。いわゆるプレイ用のコスプレ衣装には胸だけが大きい物も存在しているが、美優のあのロリで巨乳な体型に完全フィットする服が市販されているわけもなく、おそらくは全体的に改造が施されている。

　美優が歩くときに揺れる胸のぷるんとした動きは、まるでニット素材をそのままおっぱいに押し当てたかのような滑らかさだ。美優はソファーでただ勃起するだけの俺の前に立ち、襟を引っ張って服の生地を強調した。

「この服は、お兄ちゃんの治療目的だけに買った、お安いコスプレ衣装です」

「あ……あぁ……」

「つまり」

「つまり……」

「汚したい放題です」

「────!?」

　その言葉を聞いた瞬間に、俺の脳内は妄想の洪水で溢れかえった。妄想の一つ一つが俺の下腹部に興奮を伝え、危うくそれだけで射精しそうになる。

　ただエロいイメージが流れるだけではない。それが現実のものとして、このドエロい妹に射精の限りを尽くせるのだと思うと、剛直がビクビクして排泄筋が射精運動と同じ収縮を繰り返すのだ。

「美優……ほ、ほんとにいいのか……」

　息を荒くして尋ねる俺に、美優は姿勢よく、視線は斜め下にして、もじもじと指先を合わせる。

「まあ、使い捨てなので。着たからには、使っていただかないと」

「ああ…………うっ……」

　もはや美優の声を聞くだけでペニスが気持ちいい。ビクつきを止めることができない。

「美優の、おっぱいの形、その、生々しいのは……」

「これ一枚で着てるからね」

「ということは、ブラも？」

「してないよ。形が悪かったからカップは入れたけど」

　美優は自分の指で胸部をぷにっと押し込む。服の凹み方がおっぱいそのままで、めちゃくちゃ柔らかそうだ。早く揉みしだきたい。

「もしかして、ブラをしてないのって、そこの、おっぱいのところを……」

　俺が手を伸ばし、指を差す、その場所は、むっちりとした美優のおっぱいの肌色がわずかに露出している、ボタンとボタンの間にある隙間。本格派ではない安物のコスプレ服だからこそあり得る、すべてのボタンが中心線に配置されたその薄手のナース服には、指でこじ開ければちょうどモノの一本ぐらいなら入りそうな余地があるのだ。

「まあ、そういうこと」

　美優は左右二本の指で、まず胸の上部の隙間をこじ開ける。そこからは、服の圧でＩ字になった谷間が覗いている。

「あぁ……み、美優……！」

　美優はさらにそこから、胸の真ん中にある隙間をこじ開ける。美優が膝をつけば、俺はそこに思う存分ペニスを挿入できるんだ。想像するだけで、もう、軽く射精してしまったかのように精液が漏れ出てくる。

「ここも」

　一つずつ、下へと降りていく美優の隙間見せ。美優の下乳が、その艶やかなおっぱいの丸みが、俺を限界を超えて興奮させて、ペニスに無理やり血液を流し込んでくる。反り上がって天を向いている今のペニスなら、あの位置からでも美優のおっぱいを犯し尽くせる。

「ほんとに……それ一枚で……って、ことは……!?」

　美優は鳩尾と、お腹と、それぞれの隙間を開けて、インナーなど着ていないことを俺に見せつけてくる。それはやがて、下腹部へと移り。スカートと呼べるのか怪しい丈の布の向こう。ギリギリで見えないでいた、女の子として最も大事な陰部にまで。

「ここはね」

　ついに、美優は一番下の隙間に指を掛ける。俺に見えやすいように、真正面で、やや腰を突き出して。女児が立ったまま用を足すように、美優は膀胱の下に位置するその隙間を、ガパッと開く。

　そこから覗いたのは、まっさらな肌色。平面のようで、ほんのわずかに浮いている恥骨の形状だけが、そこにはあった。

「こうなってるんだよ」

　こそっと、秘密を耳打ちするように。掛けられた声が、ペニスを激しく刺激した。

「あ……ぁっ……！」

　ズボンを強く押さえてみても、もう手遅れだった。ギュッと尿道を圧迫する手の中で、心臓と同じように、ペニスはビクビクと弾み。

「あっ……アッ……!!」

　ドクン、ドクン、ドクン──と、ついには大量の精液を吐き出して、なおも俺のペニスは暴走を止めなかった。

「あ、あれ、お兄ちゃん……？」

　さすがにこれは美優としても予想外で。いきなり股間を押さえて黙り込む俺を、心配そうに見つめている。そんな中で、俺は美優にごめんと何度もつぶやきながら、情けなくもズボンの中で射精してしまっていた。

　まさかのフィニッシュに、お互い掛ける言葉は見つからず。俺はドロドロになったトランクスの不快感と、惨めさだけを感じていた。

「出ちゃった？」

　美優は、いつもみたいな毒舌ではなくて。本当に優しい声でそう問いかけてくれた。俺がうなずくと、美優はまだズボンを押さえ続けている俺の手を退けて、何も言わずにチャックを下ろした。美優はトランクスをズリ下ろすことはせず、局部が半分ほど露出するくらいにめくって、そして、

「はむっ……ちゅるっ……んっ」

「あ、アッ……美優、そんな、汚い……ああっ……！」

　服についた精液も、肌の上に残った精液も、美優は丹念に舐め取ってくれた。ペニス本体に残った精液も含めて、ただ俺を癒やすように優しく、お掃除をしてくれたのだ。

「あ、ありがとう……」

「どういたしまして」

　美優が竿まで口でキレイにしてくれた。もう何度もフェラをしてもらってるから、それ自体は特別なことではないけれど。それが最初の頃は絶対に嫌だと断られていた行為だと思うと、なんだか嬉しさが滲んでくる。

「ところでさ、お兄ちゃん」

　美優は俺のペニスの裏筋を指でグイグイと押してくる。まだ勃起したままのそれは、美優のお掃除フェラのおかげで回復しきっていた。

「まだ出るよね」

　美優の妖艶な微笑みに、俺の睾丸は急速に精液の再装填を開始する。もう次のエッチがしたくてたまらない。

　そんな美優に、俺は心からの願望を口にしてみた。

「服の中に、出してもいい？」

　答えのわかりきった質問だったけど。俺と美優はそういう関係だったから、尋ねずにはいられなかった。

「いいよ。お兄ちゃん」

　どこか嬉しそうに。そう返事をする。

　俺の妹が、最高のオカズだった。











１３．ドスケベナース（妹）の絞り出し回春エステ









　ズボンを穿いたまま局部に触れることもなく射精してしまった俺は、服を脱がされて全裸でリビングに佇んでいた。美優は膝立ちになって、温かいお湯につけたタオルを絞り、丹念に下半身を拭いてくれている。

　コスプレ用のナース服だけを身に纏い、下着の一切を身につけていない美優の格好は、裸ナース服とでも呼ぶべきだろうか。ボタンは首元から下腹部まできっちり留められているのに、その豊満なバストを包み込むには服が小さすぎるため、ボタンの隙間からむっちりした肌色が覗いてしまっている。

「お兄ちゃんのはエッチするときいつも元気だね」

　ほどよく熱の加えられた陰部が血流を増し、俺はギンギンに勃起したペニスをドスケベナースに見せつけていた。体は小さいのにおっぱいだけは凶悪なボリュームのそのナースは、俺の妹であり、俺の恋人であり、そしてきっとサキュバスか何かの生まれ変わりだ。

「お兄ちゃんさ、奏さんと私で、もう二回出してるんだよね」

　局部を中心にして、唾液や精液がベタつく不快感を取り去るよう、美優は竿の先から股下までを撫でるように拭いていく。

「そうだな。さっきのも、かなり出たし」

　これから俺は美優の体に好きなだけ射精することが許されている。それなのに、特に二回目の暴発でかなりの量を消費してしまった。いくら俺が精液の回復が早いとはいえ、減るものは減る。

「せっかくだから、たくさん汚せるほうがいいよね？」

　美優はナース服の胸元の隙間を開いて谷間をチラ見せする。そんなストレートな質問をされて、俺は強く頷かずにはいられなかった。

「そしたら、お兄ちゃんの部屋に移動しよっか」

　美優はタオルを湿らせていたぬるま湯を持って、俺をリビングの外にまで連れ出すと、新しくお湯を入れ直してから階段を上っていった。

　俺もその後ろをついていくと、美優は先に俺の部屋に入ってドアを閉めた。俺はすぐに開けていいのか迷って、しばらく立ち尽くしていたが、美優からのアクションがないようなのでドアをノックして中をうかがってみる。

　すると、「どうぞ」と美優の声がして、俺はどこかピリッとした空気に包まれてドアを開けた。

「お、おぉ……」

　自宅に帰ったら、俺の部屋がコスプレ風俗になっていた。まず目についたのは、普段とは違うシーツが重ねられた俺のベッド。その脇に置かれたテーブルには、三種類ほどのプラスチックボトルが並べられていて、先ほどぬるま湯を入れた湯桶が置いてある。室内は薄暗く、カーテンが閉められていて、暖色系の照明が内部を照らしているだけ。

　そして、数秒間隔で鼻孔を通り抜ける甘い匂い。ベッドの奥では加湿付きアロマが焚かれており、体がリラックスした分の余力がペニスに回ってビクンビクンと脈を打たせる。その部屋の中心に、ナースのコスプレをした美優が三つ指をついて正座していた。頭を深々と下げると、美優の生の体を包むキツキツの服が、ぷるんと乳房を揺らして谷間を覗かせる。

　顔を上げた美優は、ほんのり恥ずかしそうにしながら、手の平を上にしてベッドを指し示した。

「こんなものを、用意してみました……」

　こんなものまで用意しておいて今さら恥ずかしがるのか。そういうところが可愛くて好きなんだけど。

「マッサージをしてもらえるのかな」

「私からはマッサージをするだけだよ。ただ、お触りは自由。あと、出したくなったら、好きに出していい。回数無制限、時間無制限のお得なプランです」

　お得すぎて価格も理性も破壊し尽くしだ。俺はこの対価に何を支払えばいいんだろう。これまでのことを考えると、美優は出せば出すほど喜んでくれるのかな。だからこそ美優はここまでの用意をしてくれたんだろうし。美優のためにも、今日は俺も一滴も残さない覚悟で挑まないとな。

「ベッドに寝ればいい？」

「最初はうつ伏せでお願い。何をしようとかは考えなくていいから。最後までジッとしてるつもりでいて。我慢できなくなったら、好きにしていいよ」

　俺は促されるままにベッドにうつ伏せになり、美優が横でカチャカチャと準備をする音を聞き流す。シーツはやや厚めで、ほんのり硬さがあるが、それが汗のベタつきや湿った布の冷たさを感じさせにくくしてくれるので逆にいい塩梅だ。

「そのボトルは？　いくつか種類があるけど」

「美容系のオイルだよ。私が肌触りを気に入ってるものと、血行をよくする成分が入ってるものと。あとは……エッチするためのローション」

「なるほど」

　美優はボトルの蓋を開けて取りやすい順に並べると、大股を開いて俺の上に跨った。下半身に何も身につけていない美優の脚が俺の体に触れて、艶めかしい温度を伝えてくる。

「誰かにマッサージしてみたかったんだよね」

　美優は俺の上半身に厚手のタオルを掛けて、腰のあたりから少しずつ両手で体重を乗せてくる。こんな普通のマッサージでも、妹が一生懸命にやってくれてると思うと、心も体もほぐれて温かくなってくるものだ。

「美優はエステを受けたこともあるの？」

「遥の紹介があるときはね。まだ学生だから、本業の合間にしてもらうぐらいだけど。一応は海外のリゾートで受けさせてもらったこともあるよ」

「遥ってほんと何者なんだ……」

「この世はコネがすべてなんだよ、お兄ちゃん」

　美優は吐き捨てるように呟いて、マッサージする力を少しだけ強くする。

「北海道旅行に連れてってくれた人なんかは、高級ホテルのオーナーをやってるよ。旦那さんも貿易関係のお仕事してるお金持ちだって」

　美優は話をしながら俺の背中全体を指圧し、首元から腕までを丁寧に揉んでくれた。初っ端からドエロいマッサージが来るかと思ったが、これはなかなかに本格的な施術だ。

「その旅行の付添人ってどんな人なんだ？」

　俺はうっかり眠ってしまいそうになりながら、美優への質問を続ける。こんな極上の体験が寝ているうちに過ぎてしまったらもったいないからな。しかし、人体とは不思議なもので、意識がふわっとしていても勃起は続いていた。

「ひとことで言い表すなら……そうだなぁ……」

「うん」

「ロリコンの巨乳エルフみたいな人」

「ロリコンの巨乳エルフ」

　まさかのワードを聞いて眠気が吹っ飛んだ。巨乳で金髪で色白で子供好きの女の人ってことでいいのか。だとしたらこれほどまでに的確な表現はないが。

「結婚してすぐに旦那さんの仕事が忙しくなって、このままセックスレスが続くと浮気するぞって抗議してたら、紆余曲折を経て遥が相手なら問題ないと許可が降りたらしいのです」

「未成年を相手にしてる時点で大いに問題はあるんだが」

　端折られた紆余曲折も非常に気になるけど、説明されたところでどうせ理解できないのは重々承知している。

「そして今では赤ちゃんプレイにドハマリした裏の顔を隠して日常生活を送っているのだとか」

「母性が振り切れてしまったか」

「されるほうね」

「されるほうか……」

　やはり美優たちクラスメイトの世界は理解ができない。そのことだけはよくわかった。考えたら負けだ。

「さて。体もほぐせたから、ここからはオイルを使うね」

　美優は俺の体からタオルを取り去り、手にオイルを垂らして体温に混ぜてから俺の背中に塗り込んでいく。

「おっ……これはまた……」

　普通のマッサージともローションとも違う感覚。美優の手は皮膚を滑っていくのに、そこには確かな肌の摩擦と温度が伝わってくる。

　さすがにタオル越しじゃないと、触られたそばから性欲がムラムラと湧いてくるな。美優はマッサージがしてみたかったみたいだし、できるだけ我慢はしてあげたいけど。うっすらと汗をかいた体の血の巡りが明らかによくなっていて、ただでさえ大きめに勃起していたペニスが、狭い椅子に長時間座ったときの脚のようにムズムズしてくる。

　美優のマッサージは背中から始まって、次にお尻の肉を揉んでくれた。どれもずっとされていたいくらい気持ちいい。それでも、いつペニスに手を伸ばしてくれるのかともどかしくもなってしまう。

「そろそろ、エッチなところもマッサージする？」

「ああ、頼む」

　もう自然に交わされるようになったそんなやりとり。美優のことは恋人として認識できるようにはなったけど、こんなエッチなマッサージを妹にさせていると考えると、なんとも背徳的だ。

「うっ……そこっ……」

　美優がほぐし始めたのは、股下から肛門周りにかけてだった。恋人同士でもほとんど触れられることのないその部位は、イジってもらえるだけで興奮と同時に美優からの信頼も感じられる。

「お尻の周りをマッサージするだけで、前立腺を刺激するのと似たような効果があるんだって」

　美優は俺に膝をつくように指示をしてきて、俺はうつ伏せのまま腰だけを上げた。そんな情けない体勢で肛門を見られる恥ずかしさに、これまで刷り込まれてきたマゾっ気が俺の情欲を煽ってくる。

「うっ……あぁ……美優……そろそろ……」

　早くも鈴口からはトロトロと先走りの精液が垂れてきていた。前立腺刺激効果があるなら、これはところてんに近いものなのだろうか。妹にお尻をほぐされて精液を漏らすなんて、どんな羞恥プレイだ。

「出したい？　ちょっと待っててね。挿れやすいようにするから」

　美優はローションを簡単にお湯に溶かして、手のひらで掬うと糸を引いたまま俺のペニスに塗りたくった。四つん這いになった俺の陰茎の裏筋に、根元から先端までローションを塗り広げ、充分な量が行き渡ったところで軽く手コキをする。

「あっ、ああっ、あっ、美優、美優ッ……マズイ……待って……！」

　性感が高まっていたせいか、これだけでイッてしまいそうだった。それは美優もわかっていたようで、上手く暴発しないようにコントロールをしながら、美優は俺のペニスにローションを纏わせる。

　そして、俺の股下から上半身を入れてきた美優は、下乳あたりのボタンの隙間を広げて俺の亀頭を当てがった。

「入れてみて」

　服に圧迫されたキツキツのおっぱい。きめ細やかな肌ツヤが、内部の脂肪により張り出されたことで白く輝いている。まるで処女の陰部のようなその割れ目に、俺はぬっぷりと腰を沈めてペニスを挿入した。

「うあっ……きも、ち……ッ……！」

　驚異的な圧迫感だった。膣内ほど柔らかくはなく、手のひらより硬くない、その絶妙な包容力がペニスを包み込んでくる。

　腰を突き出せば、ぷるんと弾んだ肉玉にペニスをシゴかれ、腰を引けば靭帯が戻る力でペニスを吸い上げられる。俺の腰の動きに合わせてゆさゆさと上下に揺れる乳房が、追い討ちのように興奮を煽ってきた。

「妹のおっぱいは気持ちいい？」

　美優はただベッドに寝転がって、必死に腰を振る俺に生意気な笑みを向ける。そんな美優の態度が悔しくて、俺は美優の両手を掴んでベッドに押しつけた。このまま腰をパンパンと打ちつけて、この小悪魔を懲らしめてやるんだ。

「あぁ……はぁ、はぁ……ヤバいイキそう……！」

　俺が美優の上にいるはずなのに、自由なんてなかった。もっと美優のおっぱいを堪能したい。もっと美優のおっぱいを蹂躙したい。脳内で何度もそう叫びながら、すっかり美優に魅了された俺の本能は、誘われるがままに精管にドクドクと精液を送っていった。

「あぅ……ダメだ……あぁ……ッッ！」

　勝手に腰を振って、勝手に快感に悶える俺を、美優はただ見守っている。そのときの美優が、何を思っていたのかはわからないけど、美優のイタズラな笑みを見れば楽しんでいたことは明らかで。射精の間際で必死に堪えて動きが緩慢になっていた俺に、「出しちゃえ」と小声で呟いた美優は、体を揺らすことでパイズリの刺激を加速させ、乳圧に絞られたペニスは一瞬にして精液の堤防を決壊させたのだった。

「ああっ……あっ、美優……！　い、イク……イクッ……!!」

　どぷっ、びゅるるっ、どくん、どぷっ、びゅっ──!!

　精液は美優の乳内で弾けて、うっすらとナース服にシミを作っていく。あまりにも呆気ない幕引きだった。

「……あったかい」

　美優は俺に腕を押さえつけられたまま、中出しされた胸に視線を落とす。

「気持ちよかった？」

　俺の顔を見上げて様子を伺ってくる。そんな淡白な聞き方が、どうしてだか愛おしかった。

「気持ちよかったよ」

　俺は美優の手を放して自由にした。すると美優は俺の股下から体を抜く間際、ペニスに残った精液をズズッと吸い取って、また俺の後ろに回る。

「次は仰向けになって」

　俺は美優に命じられるがままに体を反転させた。その間、美優は自らの胸を左右から押して、谷間に出された精液のぬちゃぬちゃした感触を味わっていた。

「マッサージのおかげでいっぱい出た」

　美優はおっぱいにギュッと圧をかけて、ナース服の隙間から白い液体を滲ませる。狙ってやってるのかわからないけど、こういう仕草がいちいちエロいんだよな。さっき出したばかりなのにもう肉棒が反り上がってしまった。

「また普通のマッサージに戻るね」

　美優は手にオイルを塗り直し、次は俺の胸から腹にかけてをマッサージする。指の間から腕の全体、お腹から首周りにかけて、入念に筋肉をほぐしていき、そして、胸の先にも美優の指が這い寄ってくる。

「っ……はぁ……ぅっ……」

　乳首は開発されないと気持ちよくないなんて話を聞いたこともあるが、俺は美優に初めて舐められたそのときからかなりの感度があった。

　根本的に体が敏感なのかもしれない。美優がエロすぎるせいで早く出てしまうのかと思っていたが、俺ってただの早漏なのかな。幸いにも何度も射精できる体質だからなんとかなってるけど、美優と本番をすることになったらいちいちゴムを付け替えてなんていられないし、一度のセックスでも長持ちできるようにしておかないといけないよな。

「お兄ちゃん、膝を立てて広げて。下半身から揉んでいくから」

「ああ」

　俺は言われるがままに膝を上げて、股を開いた。その直後に、とんでもなく恥ずかしい格好をさせられていることに気づいて、すぐに脚を閉じる。

「待て、美優。これって脚を広げなくても揉めるんじゃないか……」

「そうだけど。お兄ちゃんってＭっぽいから、恥ずかしい格好をさせたほうがたくさん出るんじゃないかなって思って」

「兄に理解があって嬉しいけど、面と向かって言われると複雑だよ」

　俺はどうにか美優を説得して脚を下ろさせてもらって、ふとももからふくらはぎまでを丁寧に揉んでもらった。射精のために必要な筋肉が下半身に集中していて、その部位を鍛えることが精液の量を増やす効果があるとも聞いたことがあるから、このマッサージのおかげでまた勢いのある射精ができそうだ。

「これで全身ほぐせたかな。ここから普通にエッチなことするけどいい？」

「う、うん。なんだか緊張するけど」

「リラックスしてて。気持ちよくするから」

　美優は俺の腰に跨ると、上体を倒してきて、そのまま俺の乳首にちゅーっと吸いついてくる。

「はぅぁ……イイッ……！　それ、好きだ……！」

　それと同時に、美優は股の間に両手を突っ込み、左手で金玉を撫でて、右手でペニスをシゴいてきた。

「お、あっ……あああッ……!!」

　三点責めによる強襲に、俺の性感は一気に高まっていく。胸をペロペロと舐める美優の顔がすぐ近くにあって、こんな可愛い女の子が俺の陰部を触ってくれているのかと思うと、それだけで精液が吹き出しそうになる。

「ああッ！　美優ッ……うぅああぁっ……美優ぅッ！　はぁ……あぁ……うっ……ぐうぁ……あああッ!!」

「んちゅ……ちゅっ……んふっ。相変わらず女の子みたいに喘ぐんだから」

　美優は俺の顔を見上げながらペニスをシゴき上げる。秒速で射精の寸前にまで追いやられた俺は、無抵抗に射精をさせられるのを待っていた。

　しかし、その快楽責めは、絶頂を迎える手前で終わってしまった。美優は俺から離れると、乳首の周りを両手の中指で円形になぞりながら、その体を下へ下へと移動させていく。

「今日のメインはこっちだからね」

　美優が離れた分だけその上体が俺の股間に近づいていく。

　そうだ。美優の手コキは気持ちいいけど、今日はそれを堪能する日じゃない。このスケベナースのエロコスプレを俺の精液でぐちょぐちょに汚すまでエッチを終わらせることはできないんだ。

「お兄ちゃんの、ビクビクしてて可愛い。でも、おっぱいばかりはしてあげないよ」

　体が下がりきる直前で、美優はお腹で俺のペニスに擦ってきた。そして、そのボタンの隙間から、俺のペニスをすっぽりと咥え込み、お腹をズリズリして裏筋全体を撫で回してくる。

「美優っ……ぉあぁっああっ……すっごいそれ…………あああっ……あぁっ!!」

　俺の肉棒に美優のお腹が押しつけられている。体全体を前後させて、そのたわわを揺らしながら、俺が快楽に苦悶する表情を楽しげに見下ろす美優。その可愛さにあてられて感度の上昇した俺の肉棒は、美優のへその窪みを感じるほど敏感になっていた。

「あっ、あっ、ごめん！　出るっ!!」

　もはや事前に宣言できるだけの猶予はなかった。俺は不意打ちのへそズリに見事に敗北し、びゅくびゅくと精液を美優のお腹へと排出する。

　そうして射精後の放心をしていたのもつかの間。美優は今度こそ上半身を俺の股の間にまで近づけて、その胸の柔らかな肉質ですっぽりと俺のペニスを捕らえてしまった。そして、射精直後で敏感になったペニスに、たぷたぷとおっぱいを上下に揺らして休みなく快楽を与え続けてくる。

「う、あっ……あぐっ、ああっ……美優ぅっ……あああっ！　ああああぁあっ……!!」

　もはや蹂躙以外の何物でもなかった。美優の全身を使った性感責めに、俺は抗うこともできずに悶えるだけ。何度射精をしようとも、問答無用で美優の淫らな身体が俺を絞り上げてくる。

「ま、まって、待って……アッ……!!」

「自分でも腰を動かしてるくせに、何を言ってるのかな」

　美優の言葉を聞いて初めて自覚した。気づけば美優の前後運動に合わせて、俺の肉棒がより深くまで豊乳を堪能できるように腰が動いていた。美優のパイズリに抗って、その快楽を受け流すように腰を動かしていたつもりが、その実は自ら貪るように乳圧を堪能しにいっていたのだ。

「こうするとお兄ちゃんの先っぽがちょっと見えるよ」

　美優はボタンを一つ開けて、谷間の上部が見えるようにしてくれた。そこからは白い液体を押し上げる俺の亀頭が見え隠れしている。

「ローションはもういらなそうだね」

　美優はその精液を指で掬って、ペロリと口にする。すでに胸に出していた精液がヌルヌルとペニス全体にまとわりつき、ローションの継ぎ足しが不要なほどに潤滑液として機能していた。

「ああっ、あうぁっ……みゆぅ……美優っ……気持ちいい……ッ!!」

　美優のおっぱいと騎乗位でセックスするように、美優の二の腕を掴んで腰を打ちつける。そんな俺に、美優は意地悪な視線を送っていた。

「せっかく妹が動いてあげてるのに、自分で出しちゃうんだ」

　その一言で、俺の腰の動きは止まった。散々焦らされていたせいで欲望のままに腰を動かしてしまったが、これではオナニーをしているのと変わらない。

「はぁ……ぁ……ご、ごめん……」

「んふふ、いいんだよ。それだけエッチな気分になってくれてるのは嬉しいから」

　美優は今度こそ俺の膝を立たせて、ペニスを挟んだ胸を前後させる。そして、片手をついて体を支え、もう片方の手で陰嚢の表面を優しく撫でてくれた。

「おあぁ……おっ……おおっ……すごい……！」

「お兄ちゃんはここを撫でられるのが好きだよね」

　肌の感度が高い俺は、陰嚢を撫でられるだけで悲鳴を上げたくなるほど気持ちよくなっていた。表皮を触られるだけなら、竿よりも好きかもしれない。

「はぁ……ああっ……美優のおっぱい……やわらか……」

　おっぱいでちゃぷちゃぷされながら金玉を撫でられる至福の時間。快楽という概念が液状化したミルク色の海に漂っているようだった。だが、俺は、気づいてしまった。パイズリという行為そのものより、俺の激情をドストライクに着火するエロ要素に。

　それは、目線を横に外したときに見える、美優の下半身。ベッドに寝転んでいる俺の肉棒を胸に挟みながら股ぐらを撫でている美優が、無理な姿勢になっていないわけもなく。カエルのように脚を広げて、一生懸命に体を前後させておっぱいを動かしてくれていたことに、俺は気づいてしまったのだ。

「美優…………ああっ……美優っ……!!」

　先ほどにも感じた美優への兄妹としての想い。あんなに恥ずかしがり屋な妹が、兄のために淫らな姿を晒してまでパイズリをしてくれている。そんな光景が、俺の脳内で俯瞰カメラのように再生されて、複雑な愛情が絡み合った性欲が一瞬で爆発した。

「ああっ……あっ……あぁ……!!」

　ナース服に密封されたむっちりＧカップが、俺のペニスをにゅるりとシゴき上げてきて、睾丸をマッサージする美優に促されるまま精液を吐き出した。俺はパイズリをされながらおもらしするように中出しして、最後に胸元から突き出た肉棒の先端から白い液体が飛び出すまでを呆然と眺めていた。

「ごめん……もう……出てる……」

「うん。知ってる」

　しばらくして動きを止めた美優は、少しの間考え込んでから俺に腰を上げるように要求してきた。お望み通りにしてあげると、美優が体を起こして正座をし、俺のお尻が乗りやすいように膝を開いてそこに俺の腰を引き上げた。

　こうすると、ちょうど俺の股間に美優の巨乳が乗る。体重をかけられてもいないのに、ずっしりとした重みを股間部に感じて、この肉の密度をよくぞ維持してくれていると敬意すら表したくなった。美優はその豊乳を自分で鷲掴みにして、なんの断りもなく服の隙間に俺のペニスをねじ込むと、今度は両手を使って俺の肉棒をおっぱい越しにこねこねしてきた。

「おおおっ……あっ、まじっ、ちょ、イッたばっかりだから……!!」

「気持ちいい？」

「っ……がぁ、はあっ……き、きもちいい……！　きもちイイッ……!!」

「やっぱり刺激はこれが一番強いんだね」

　たぷんたぷんと俺の股間に美優の乳房が打ちつけられて、その重みがパイズリをしてもらっている事実をありありと感じさせる。ただ、それは美優が試しにやってみたかっただけだったようで、快楽責めはようやく小休止を迎えることが許された。

「はぁ……はぁ……死ぬ……」

「でもお兄ちゃんもだいぶ連続イキに慣れてきたよね」

　美優は膨張感の弱まった肉棒を人差し指で撫で回して、おっぱいに埋もれていくのを楽しんでいる。　

「お兄ちゃんはお股のところを触るとずいぶんと反応がいいんだ」

「まあ、それは、皮膚の感度としては一番だし」

「フェラするときも触ってたほうがいい？」

「そうしてくれると嬉しいよ。……美優には淡々と咥えるだけしてもらいたいときもあるけど」

　美優にドライな視線を向けられてただしゃぶられるフェラが一番好きなのは変わりない。ただ、玉舐めなどの下品な行為を美優みたいな真面目な女の子にしてもらうと格別な快感があるので、それはそれでやってもらいたい。

「お兄ちゃんはタマタマのとこ舐められるのが好きなの？」

「う、うん」

　そんな聞かれ方をすると、なんだか申し訳なくなってしまう。そして興奮する。

「パイズリしてもらいながら玉舐めしてもらえたら最高かも」

「おっぱいでしながら？　うーん……逆向きになればいいのかな……」

　美優は俺の意を汲んで、どうにかパイズリしながら金玉を舐める方法を考えてくれた。しかし、そのためには美優がこちらにお尻を向けなければならず、下着を身につけていない美優のアソコが丸々と見えてしまうのだ。当然、それは美優も気づいていて、体の向きを反転させはしたものの、なかなか俺の上を跨ごうとしない。

「やっぱり、気になる？」

「さすがにちょっと、見せられません」

　恋人になっても、女性器を見られるのはためらわれるらしい。どうしても見たいとお願いすれば今の美優なら聞いてくれそうではあるけど、この謎の恥じらいを持つ妹を手放したくないとも思う。

「こうして密着しちゃえばいいのか」

　美優は俺の胸元に跨ると、膝を立てずにぺたん座りして体を密着させた。たしかに、これなら大事な部分は、あまり見えないのだが──言わないけど見えていないわけではない──美優の桃のように真っ白なお尻と可愛らしい菊の門がぱっくりと見えてしまっていて俺は勃起した。五回も射精した後に妹の女性器を見て勃起する兄がいったいどれくらいいるだろう。

「おっぱいが邪魔で舌が届かない……ほんとこれ邪魔……」

　普通に上から覆いかぶさるようにパイズリをしてくれれば、俺のペニスを胸元に挿れながら玉舐めすることも可能だっただろうが、体と体をべったりとくっつけているため美優の首が下がりきらずにいる。

「腰上げてもらっていい？」

「わかった」

　俺は腰をグイと上げて、美優のおっぱいに自らペニスを挿入する。

「あぁ……美優の胸は……ほんとに締まるな……」

　そのままゆっくりと腰を前後させると、美優の舌が陰嚢をぺろりと舐めてきて、その快感にまた変な声が漏れてしまった。俺は美優のお尻を目の前にして、この腰の上げ方だと美優からも俺のケツ穴が見えているのではないかと思うと、兄妹二人で何をやっているのかとわけのわからない羞恥に襲われる。

「ちゅっ……へろっ……」

「はぁ……おっぱいも舌も……っ……本当に気持ちいいよ……」

　俺は美優の淡い色の秘部を眺めながら美優のご奉仕を堪能する。美優って、遥とたくさんエッチをしてきたわりには、性器の周りがやけにキレイなんだよな。割れ目もぴったりしてるし、毛が生えていた痕跡もない。こうして下半身だけを見ると小学生を相手にエッチをしているみたいだ。胸はＧカップあるけど。

　それにしても、お尻の穴は色が薄いと想像していた以上に魅力的なものだ。俺はそのたわわな胸でパイズリをしてもらいながら、どうしても未知の誘惑に耐えきれず、指でそっと美優のアナルを撫でてみた。

「ひにゃっ!?」

　猫みたいな声を出して、美優はビクンと体を弾ませた。あまりに可愛くて思わず犯し倒したくなったが、これはたぶん怒られるやつだな。

「もー……びっくりして変な声出た……」

　美優は突然のことに少し舌ったらずになって、あとはわずかな恥ずかしさを滲ませるだけに終わった。前までなら確実にお仕置きコースだったのに、なんだかんだで俺たちの関係は進展してるんだな。こうして実感としてわかるのは嬉しいことだ。

「美優も、わかってると思うけど、男は女の子が感じてる方が気持ちよくなれるんだ」

「う、うん。まあ、そうだろうね」

　美優は胸の中に収まった俺のペニスの根元を指でなじる。男が女の子を気持ちよくさせようとするのは、相手のことを想ってでもあるが、そのほとんどは女の子を感じさせることに支配欲による興奮を覚えるためだ。

「だから、アソコを舐めさせてほしい」

「それはいただけません」

　きっぱりお断りされてしまった。しかし、美優もダメダメ言ってばかりの自分に引け目も感じるようで、これまでほどの語気は感じない。

「体を触るぐらいなら、好きにしていいよ」

　ついに美優から引き出せた妥協案。最初からお触り自由とは言われていたが、ここで改めて美優を快感責めしてもいいと許可がもらえたのは大きい。まだ距離のある言い方ではあるものの、他の人が相手なら絶対にしない提案だと思うと歓喜がこみ上げてくる。

「それじゃあ……遠慮なく……」

　俺はまず美優のお尻に手を伸ばした。雪のように白い肌の、滑らかな感触はどこも変わらず、すべすべしていて手に吸いついてくる。どの部位もほどよい脂肪を残していて、これが見ただけでふにふにしているとわかる美優の体のリアルな柔らかさなのだと、その誰もが知りたがる肢体の肉質を俺は存分に堪能している。

「うっ……はぁ……ぅ……」

　小刻みに震えながら、なおも俺の玉を舐める美優。全身を開発されてるらしいこの体は、どこを触っても感度がいい。とりわけよく反応するのは、やはりふとももの部分だ。

「あっ…………はぅ……んあっ……！」

　まるで性器を直にイジられているように身悶えする美優。以前、不用意に触らないよう忠告されていたが、肌を撫でるだけでこんなに喘ぐのなら警戒してしまうのも納得できる。

「美優、腰を上げて」

「ふぇ……あっ……アソコを舐めるのはだめだよ」

「そこは舐めないよ。ただ、ほら、すごく垂れてるから」

　美優のふとももに伝う淫らな雫は、俺がかつて渇望していたもの。それをこんな目の前で垂らされたのでは、我慢などできようはずもない。

　俺が美優の腰を持ち上げようとすると、口では反抗しながらも美優はお尻を浮かせてくれた。そして、その魅惑の液が滴るそのふとももに、俺は欲望のまま舌を這わせた。

「あっ、ひやぅん……ああっ……ひょこらめぇ……！」

　美優はふとももを舐めると、膣内にバイブでも突っ込まれたかのように喘ぎ悶えだした。舌で愛液を舐め取るそばから愛液が清水のように湧き出してきて、俺はオアシスを見つけた砂漠の放浪者のように美優のふとももにむしゃぶりついた。

「ひゃ、いひゃぁ……んっ……お兄ぃ、ひゃん……ううぅ……んンッ!!」

「ちゅうっ……ちゅばっ……はぁ……美優……っ！」

　俺は美優の嬌声を聞いて鋭さを増す剛直を、精液まみれの美優のおっぱいにぐちょぐちょと抜き差しする。

「あっ、あっ、ああっ……おにぃ……ちゃん……もう、だめ、はぅ……んんっ──ンッ──!!」

　ビクンビクンと震える美優の体。ふとももを舐めてるだけなのに、イッてしまった。俺も、もう射精が我慢できない。

「美優……出すよ……!!　美優……美優ッ……!!」

「出して……おにぃちゃん……はぅ……んあっ……らぃひぇ……んんんッ!!」

　どびゅ、ビュッ、びゅるるっ、びゅくっ、ビュルッ──!!

　繰り返し放出された俺の精液。その勢いは衰えることなく、美優の服の中に注がれていく。

「はぁ……はぁ……うぅ……」

　美優は息を切らして倒れ伏す。欲望のままに舐めまくってしまった。大丈夫だったかな。

「……エッチ」

　ベッドに手をついて俺を見る美優は、目の造りのせいでどうしても鋭い視線にはなるものの、いつものように凄んではいなかった。もはや精液を受け止めきれなくなった胸の隙間からポタポタと粘液が垂れ落ちていて、そんな体でエッチなどと責められても困ってしまう。

　美優は抜いたペニスに付着した精液を何度もキレイに舐めとってくれて、俺たちはベッドの上で向かい合った。ベッドにペタン座りしている美優は、股下ゼロセンチのナース服の裾を引っ張って下半身を隠している。

「舐めるのは、さすがにまずかったかな？」

　美優は怒っている様子ではなかったが、一応尋ねてみた。その返答に、美優はためらいながらも口を開く。

「イッてるとこ見られるの恥ずかしい」

　小声で漏らされた美優の本音。これまで美優はほとんどする側だったからな。わかりきったことではあったけど。

「美優は裸を見られるのも好きじゃない？」

　美優はお風呂には俺と一緒に入ってくれるが、いまだにアソコを見られるのには抵抗があるようだ。

「だって、ほら。私、こんなだし」

　美優は自らのツルツルの下腹部を撫でる。

「お兄ちゃんも子供っぽいって思うでしょ？」

　美優はパイパンでぴったりと閉じたアソコのスジを気にしているらしい。美優の服の好みからすれば、それはむしろ歓迎すべきものだと思うのだが。

「ロリコスしてるくらいだから、そっちのほうがいいんじゃないのか？　遥もそんな感じなんだろ？」

「遥は全身がロリロリしてるからいいの。私は胸から上だけが中途半端に大人っぽいから、こういうアンバランスなところを見られるのは恥ずかしくて」

　美優はそもそもおっぱいがコンプレックスだもんな。ロリ系に寄りきった遥か、あるいはアダルトさが完成した山本さんのようになれば、美優も自分の裸にもっと自信が持てたのかもしれない。

　美優は胸の大きさと、性格面から滲み出る雰囲気や目つきは大人っぽいが、身体つきと顔立ちそのものはとても幼い。俺はそんな美優の見た目も好きなんだけど、コンプレックスを無理に褒められても嬉しくないよな。

「正直に言えば、子供っぽいとは思うよ」

「だよね」

「その上で、個人的なことを言わせてもらうと、俺はそのツルツルでぷにぷにの美優の裸がめちゃくちゃ好きだ」

「はあ、はい」

「おっぱいが大きいのもぜんぶ大好きだよ。だから俺は美優を愛してる」

「……あ、ありがと」

　引かれたのか、照れていたのか、美優は目をそらして床を見つめていた。どちらにせよ、その表情からネガティブな印象は受けなかったので、好感度は下がっていていないと思う。美優もわかっていたことだとは思うが、こういうのは伝え方が大事なんだ。理路整然と自分の変態性を押し出せば相手は本気の言葉として受け取るしかない。少なくとも俺と美優の関係性においてはこれが有効であることを、これまでのやりとりで学んできた。

「ちなみになんだけど、美優ってほんとに遥とエッチしてたの？」

「してたけど……なんで？」

「遥とたくさんエッチをしてきた割には、色も薄いし、形も崩れてないから」

「それは、たぶん、私と遥のエッチが、お兄ちゃんが想像してるようなのとは違うからだと思う」

　エッチの仕方が想像と違うなんてことがあるのか。女の子同士のエッチなんて、お互いの性器をイジり合って、舐め合って、最後に股を交わらせてフィニッシュするぐらいしかないと思うんだが。しかも、相手はあの遥だしな。

「ディルドとかペニスバンドとかを使ったりは？」

「そういうのはほとんどないよ。バイブを使うときも、指くらい細いやつとか、クリを刺激する用の小ぶりなやつだけ」

　それは意外だったな。美優の体はこれだけ開発されているわけだし、遥も謎のアダルトグッズを所持しているから、てっきり激しいエッチをしてるものだと思っていた。

「お兄ちゃんも、もう知ってると思うけど。……私って、可愛い服を着てるのが、好きでしょ？」

　美優が確認をするように尋ねてくる。可愛い服を着てるのが好き、というのは、ロリコスをした自分を見ながらエッチをすると異常に興奮してしまう体質を指しているんだよな。もちろんそこまで含めて理解しているつもりなので、俺は頷いて美優に話の続きを促した。

「それが私が遥から服を借りる理由でもあるから。エッチに関しても、メインは、そっち」

　美優がごにょっと言葉を誤魔化した。言いにくいことなのかな。しかし、話す気がなさそうでもない。

「レンタルのためにエッチするんだよな？」

「うん。借りる服の値段ごとに、何回イッたら貸してくれるとかが決まってて」

「ほ、ほう」

　なんだか前と聞いていた話が若干違うような気がするのだが。具体化されただけで、意味としては同じなのか。

「一つだけ実際のプレイを言うとね。私は遥の指定する服を着て、腕を宙吊りの手錠に拘束されて不安定な足場に立たされて、そこで延々と遥からの責め苦に耐え続ける姿を、目の前に置かれた鏡で見せつけられるわけです」

「さすがにそんなエグいのは想像できなかった」

　しかも、耐え続けるとは言っても、イかないとレンタルはできないんだよな。美優はどんな気持ちで遥にイかされているんだろう。

「そのときのエッチの内容がね、ひたすらおっぱいを撫で回されたり、ふとももを舐り尽くされたり、とにかくネチっこいのばかりなので。男女がセックスするような激しい交わりはないわけです」

　なるほどな。たしかに、美優は乱れる自分の姿を見さえすれば興奮するのだから、そこに強い刺激なんてものは必要ないのか。むしろ、そんな自分の淫らな姿が視認できる程度に、ジワジワと責めていったほうが効果があるわけだな。

「と言っても、アソコの色と形はほとんどが遺伝で決まるらしいけどね」

「それは知らなかった」

　未使用の人は全員がぴっちりしてるのかと思ってたけど、よくよく考えればそれも変な話だよな。大人になれば大人の体つきになるものだし、それは局部でも同じことだ。

「もう一つ、こっちは重要な話になるんだけど」

「おう、なんだ」

　美優はナース服で作られた乳袋を持ち上げて、その存在を強調する。

「今回は、お兄ちゃんが脂肪は揉んだほうが減るって言うから、おっぱいでしてあげました」

「たしかに、言ったな」

　俺も詳しくは知らないが、理屈上はそうなる。らしいのだ。

「もしＨカップになったら、もうパイズリはしないからね」

「なッ──!?」

　頭部をハンマーで殴打されたかのような衝撃が走り、俺はこめかみに強い痛みを感じながら、美優の肩をガバッと掴んだ。

「そ、それだけは勘弁してくれ……！」

　美優にパイズリをしてもらえないなんて、俺の人生が半分失われたも同義だ。それだけはどうあっても了承できない。

「ふぁっ、あ、あの、おにぃちゃん……」

「もちろん、美優の体のことは最優先に考える。だから、もしダメなら、俺にわがままを言う権利なんてないんだが……でも、最初からそれありきで考えるべきではないと思うんだ。つまるところ、今から小さくする方法を調べて、全部実践しよう。それがいい。ただ胸が大きくなるのを待つよりは、色んな方法で小さくならないか試行錯誤してみて、その上で心置きなくパイズリをするべきだと思うんだ」

　思いの丈を吐ききったら、美優は目を丸くして硬直していた。

「すまん」

「う、ううん。お兄ちゃんのが、正論だと思う」

　俺が解放すると、美優は長く息を吐いて呼吸を整えた。俺も合わせて深呼吸をして、気持ちを落ち着ける。

「えと、お兄ちゃん。言う機会がなかったから、今初めて言うんだけど」

「ん？　なんだ？」

「私、お兄ちゃんと二人きりのときは、警戒モードがオフになるので。脅かされるとびっくりするから、少し控えめでお願いします」

「それは悪かった。ごめんな」

「いえいえ」

　美優も家でゴロゴロしてるときは小動物みたいにしてるしな。次からは気をつけよう。

「ちなみに警戒モードがオンになるとどうなるんだ？」

「教室から廊下を歩く人の足音を聞いて、私に用のある人がいるかどうかぐらいはわかる」

「いったい美優はどんな世界で育ってきたんだ……」

　きっと美優は、幼い頃より男からも女からも言い寄られ続けてきて、その面倒を避けるために様々な能力を身に着けたのだ。そういうことにして納得しておこう。

「もうエッチは終わり？」

　美優は俺の精液で汚れたナース服を見渡す。服の直しに手間を掛けた分ぐらいは堪能できたとは思うが、まだメインディッシュをいただけていない。

「できれば正面から挿れてみたかったけど……」

　美優の真正面から、立った状態で乳圧に挿入するプレイ。これをせずにはパイズリを堪能したとは言えないだろう。

「お兄ちゃんはまだできそう？」

「やろうと思えば、できなくはないと思う」

　俺がどれだけ美優の射精命令に逆らえないとはいえ、雰囲気は大切だ。今は軽いピロートーク状態になっていて、即再戦となると難しい。休憩を入れればまた余裕も生まれるけど、美優は全身精液ドロドロだし、寝て休むのはできないからな。

「正面から挿れるって、お兄ちゃんが立って自分で動くんだよね？」

「そうなるな」

「そしたら、私のこと縛ってみる？」

「いいのか!?」

「軽くね。両手だけ」

　なんとエッチに理解のある妹か。兄はもう性欲が再点火してしまった。

　美優はベッドから降りて、タオルを床に敷くと、そこの上に正座をした。その間に俺は拘束用の紐を探したが、使えそうなものは見当たらず。制服のネクタイで妥協したところ、美優もネクタイがシワになることは気にしつつもオーケーしてくれた。

「……こんな感じでいいのか？」

「上手くできてるよ。これなら私には解けない」

　俺は美優に手の縛り方を教えてもらい、美優の両手を後ろに回してネクタイで拘束した。

　それを正面から捉えた姿は圧巻のエロさだった。全身を精液で汚されたロリ巨乳のナースが、両手を縛られて床に膝をついているのである。肩が開いたことで胸の張りが強調され、ここを犯してくださいと言わんばかりにその存在を主張している。

「エロすぎて勃起してきた」

「見ればわかります」

　もう無理かと思っていた射精欲がふつふつと湧いてくる。もっと美優のことを汚したい。

「美優、挿れるよ」

　俺は美優の正面に立って、胸の真ん中のボタンの隙間にペニスを入れ、まずは亀頭まで挿入する。俯いてもナースキャップが落ちないのは、きっちりピン留めしてあるからだとわかるぐらい、近くにある美優の顔。その美優のぱっちりとした目に見つめられながら、生殖行為とはなんの関係もない肉穴にペニスを差し込んでいく。

　自分のおっぱいにペニスを挿入される感覚って、どんなものなんだろう。膣内に挿れられるのと似たような緊張感があるのかな。遥との経験を聞く限りでは、美優は太いモノを膣に挿れたことはないんだっけ。

　このナース服にギュウギュウに押し込まれた乳肉と、美優の膣穴と、どっちのほうがキツいのかな。一人穴比べとかしてみたい。そんなことをしたら美優はまた恥ずかしがるかな。何をさせてもこの妹はエロい。三擦り半どころか奥まで挿入する前に射精してしまいそうだ。

「……ん？　挿れないの？」

「え、ああ。挿れるよ。ただ、ちょっと休憩を」

「そっか」

　美優は淡々と話をして、動きの止まった腰に視線を移す。納得はしてくれたようだが、どうしても言及せずにはいられなかったようで。

「早くない？」

「ごめん」

「別にいいけどさ」

　さすがに早漏を咎められてしまった。こんなエロ妹が相手では仕方ないんだ。俺は悪くない。

「では、改めて……」

　気が鎮まったところで、ズプッと奥までペニスを挿入する。妹のおっぱいにペニスがすっぽり収まっているとか、絵面がエロすぎてどうあっても射精してしまいそうだ。

　俺は暴発をしないようカクカクと腰を振って、美優はただそれを見つめているだけ。言葉責めがあるわけでもなく、ただ淡白に、美優はおっぱいを犯されている。そんな美優の乾いた視線に見つめられながら、できるだけ心を無にしてペニスの出し入れを続けた。

「っ……ふぅ…………うっ……」

　自然と声も抑え気味になって、室内にはぬちゃぬちゃと水気を含んだ音が響くだけ。

　そんな中で、ふと美優と目が合う。目尻がやや吊り上がりな美優は、ニュートラルな状態でも勝気な顔をしている。そんな目をした女の子が、体を拘束されてスケベな服を着させられていると思うと、ストロークを加速させているわけでもないのに射精欲が湧き上がってくる。

「もう出したいって言ったら……怒る……？」

「怒らないよ。お兄ちゃんは私の体が好きなんだなーって思うだけ」

「それはもう、美優の体じゃなきゃこんなに興奮できないよ」

「でも早漏はこれから治していこうね」

「は、はい……」

　俺と美優はこれから何度もエッチができる。それをお互いに確信しているから、焦ることだってない。

　会話をしているうちに、多少は乳圧に慣れてきた。肉棒で精液を掻き回していると、俺のオスとしてのニオイをもっと美優に染みつけたくなって、俺は美優の乳肉を持ち上げて剛直を突き立てる。そのとき、意図せず俺の指が美優の乳首を掠めてしまった。

「ひぎゅっ──!?」

　美優の体が反り上がって、喘ぎ声を我慢する吐息だけが漏れた。さっきまで余裕そうにしていた美優が、突然の快感に声を上げてしまったことを恥ずかしそうにしていて、俺はそんな美優の姿がもっと見たくなってぷっくりと硬くなった乳首をごくごく弱い力で刺激し続けた。

「ひゃ…………ぅ……っ！」

　美優が必死に声を抑えている。これまでは一気にイかせるばかりだったけど、こうして恥ずかしい姿を必死に隠そうとする様も最高にエロい。

　もとより美優は喘ぎ声なんて出したくないんだ。ただ、体が敏感すぎるから、強い刺激を与えられると声を出さずにはいられないだけ。何をしてもすぐに恥ずかしがるようなこの妹が、恋人が相手だろうと艶声を聞かれたいわけがない。だから、我慢できる刺激にはできる限り喘ぎ声を抑える。

「んっ……ぁ……ひっ……ン……ッ!!」

　乳首をコリコリされて、美優は息を荒らげながらも、快楽に歪む顔を見せまいと必死に抵抗する。腕を拘束されているせいで上手く刺激を受け流すこともできず、体はビクンビクンと震えて、次第に口が開いて喉から呻くような嬌声が漏れてくる。

「美優……ダメだ……もう、エロすぎる……イキそう……！」

「はぁ……ふうぅぅ……あぐっ…………イッひゃ……っ……!!」

「ああぅっ……美優ッ……もう出るッ……!!」

「ひにゃ……わた……ひも…………イッ……ぎゅ……ッ!!」

　どぷっ、びゅるるっ、びゅぶっ、どぷんっ、ぴゅっ、びゅるっ──!!

　俺のペニスを根元まで咥え込んだ美優の豊乳に、たっぷりの精液を注ぎ込んだ。その結果、中出しした直後のアソコのように白い粘液がジワリと漏れ出てくる。俺が射精するのと同時に美優は絶頂していて、痙攣する筋肉の動きに合わせて精液が押し出されてくる。

「はぁ……はぁ……っ……ふはぁ……」

　美優は息を切らして呆然としていた。ふとももを舐めるだけでもイッて、乳首をイジるだけでもイクなんて、この体はどれだけエロいんだ。もっともっとイジメたい。

「もう……お兄ちゃん……腕を縛ってそういうことするのズルい……」

「最初のは、事故だったんだけど。美優が可愛すぎて我慢できなかった」

「むー。シスコンで早漏で性欲バカだよね、お兄ちゃんは」

「イク早さでいえば美優も変わらないと思うけど」

「うっ……お、女の子は何回もイケるからいいもん……」

　美優は頬を膨らませてそっぽを向く。そして、膝を擦り合わせてもじもじしながら、目線を斜めに上げてひっそりと俺を見つめてきた。

「もう、出しきった？」

「ああ。満足できたよ」

「そっか。それは、よかった」

　美優はそう言ったものの、どうにも落ち着いた様子はなくて。

「いっぱい、出したもんね」

　腕を縛るネクタイを窮屈そうに引っ張りながら、ボソボソと話を続ける。

「外してもらって、いい？」

「いいけど。美優は大丈夫か？」

　ひとまずネクタイの結び目に手をかけて、俺は美優の反応を伺う。しばらく待っていると、美優も観念したようで、口が動いているかわからないぐらいの小声で本音を漏らす。

「……エッチな気分になっちゃった」

　もう射精もし尽くして、エッチも終わりの雰囲気だったところに、美優の性欲のピークがきてしまった。それでも拘束を解いてくれと言ったのは、たぶんこの後に一人でするつもりだったんだろうけど。

　恋人をムラムラさせたまま放置なんてしたら男が廃る。

「痛くないようにするからな」

　俺は美優の股の間に手を入れて、クリトリスの包皮に指を添える。

「ふぇ……い、いいよ！　自分でするし！　せめて、腕は自由に……しひぇ……ふひゃぁ!?」

　前に教えてもらった通りに、陰核に直触りはせず、包皮の上から少しだけ強めに美優のクリトリスを刺激する。恥骨を抉るような押し込みはせず、一定のリズムを保って、美優が自分で気持ちいい箇所を把握できるように単純な刺激を繰り返していく。

「ひやぁ……あっ……らめ、ああっ……おにぃひゃ……あっ……ひぎゅっ……んんんっ!!」

　美優はビクビク体を震わせて、声を上げて悶えるが、この反応は気持ちよくなっている証拠だと美優に教えてもらっている。膝をガクつかさせながらも美優は腰を浮かせて、快感のあまり制御が利かずに動いてしまうその体に、俺は指の位置を微修正しながらクリを圧迫し続けた。

　腕を縛られながら快楽に悶え喘ぐ美優が可愛くて愛おしい。びちょびちょの割れ目からおもらしみたいに愛液を垂らす姿も可愛い。精液に汚されたおっぱいと、ピンク色のナースキャップを揺らして、目を上向かせている美優が可愛くて仕方がない。

　クリを刺激しているうちに、どうしても腰を引いてしまう美優の、そのお尻の丸みに俺の視線は吸い込まれた。そこで思い出すのは、アナルを撫でたときに悲鳴を上げた美優の姿。

「美優、可愛いよ。もっと気持ちよくなって」

　俺は美優の胸元に二本の指を突っ込み、たっぷりの精液を掬い取った。それを美優の目の前で練って糸を引いて見せてから、俺は美優のお尻の穴に塗り込んだ。

「ひゃぁああっ!!　しょれ、らめらぇっ……!!　お、おにいひゃ……んにゃ……ひきゅっ……ンンッ……あっ、あっ……ひやぁ……ッ!!」

　前からはクリトリスを刺激され、後ろからはアナルに精液を塗り込まれ、美優は外れるはずもないネクタイの拘束を必死に振り解こうと足掻きながら、快楽に身を震わせている。

「ああうぅっ……んんっ……！　おし、り……にひぃ……！　せーえき、ぬっちゃひやぁあ……!!」

　美優はもう膝立ちになっていて、どちらの快楽からも逃れようと、まるで騎乗位でセックスをするように懸命に腰を振っている。

「ひゃ、イッ……っ……イいぃイクッ……ひぎゅッ…………ッ!!」

　美優は天井を向きながら激しくイッて、そこからはもうイキっぱなしだった。俺が指を止めるまで獣のように叫び狂って、手を離してもしばらくはイキ続け、やがて事切れたように床に横たわって静まり返った。

「美優。大丈夫か」

　俺が声を掛けると、美優は焦点の合わない目で俺の方を見た。どうやら意識はきちんとあるようで、美優は浅い呼吸にときおり喉笛を交えて、拷問を受けた囚人のように項垂れる。

　その間に美優の両手を縛るネクタイを外そうと試みるが、美優がかなり強い力で引っ張ってしまったせいでなかなか結び目が解けない。

　俺が悪戦苦闘しているうちに、美優の体力は次第に回復していって、呼吸も平常通りに戻っていった。

「うぅっ……こんなに辱められるなんて……」

　涙目で嘆く美優。怒ってはいないみたいなので、たぶん上手にできたのだと思う。

「もう体中ベトベト」

「ちょっと、出しすぎたな」

「毎回思うけどさ、どこにこれだけの精液が入ってるのかな」

「それは俺にもわからない」

　なにせ美優のエロ声を聞きすぎたせいでまたムラムラしてしまっているぐらいだ。さすがに次はもう怒られそうなので言わないでおくが。

「そういや、服の中どうなってんのかな」

「どうだろうね。ボタン外してみる？」

「そうだな」

　俺は一旦ネクタイを解くのを諦めて、美優の体を起こしてから正面に回る。そして、上から順にボタンを外していった。

「キッツキツに閉められてるな」

「だいぶ呼吸が苦しかったので褒めてほしいです」

「風呂上がったら死ぬほど甘やかすよ」

「約束だからね」

　二個目のボタンを外すと、漫画みたいにぷるんとおっぱいが飛び出してきた。俺は美優のお腹が見えるあたりまでボタンを外して、思っていた以上に白濁液まみれになっていた美優の体にゴクリとツバを飲む。

「どエロいことになってる」

「そんなに？」

「ああ、正面からだと、かなり、卑猥な絵面になってるよ」

「それはまた……」

　美優がこんなに精液をぶっかけられた姿なんてもう見られないだろうからな。せっかくだし美優にもどんな風になっているか教えてあげるか。

「スマホは一階に置きっぱなしだし、美優のカメラを取ってくる」

「え、あ、はい」

　美優もこのあとどうなるかはわかっていて、俺が一眼レフを持って部屋に戻っても大人しくしていた。それでも、実際にカメラを向けられると羞恥に耐えかねるようで、俺を責め立てるように美優が睨んでくる。

　そんなオークに負けた姫騎士みたいな姿で睨みつけられても、お兄ちゃんは興奮してしまうだけなのだが。というか、美優を撮っていたらさっきのムラムラがもう我慢できなくなってきた。

「美優、ごめん。これでほんとに最後にするから」

　俺がそう言うと、撮影の合間に勃起してしまっていたこともあって、美優は呆れながらも承諾してくれた。どうやって出そうか迷ったが、なかなかない機会だし、やはりアレしかないなと俺は自ら竿を握る。

「もうほとんど出ないと思うけど。少しだけでいいから出させて」

「お兄ちゃんのおバカな性欲に付き合う妹に感謝してね」

　美優への感謝を込めながら俺は肉棒をシゴいた。オナニーをするのなんて久しぶりだ。可愛い女の子に抜いてもらってばっかりで性生活がおかしくなっている。

　久しぶりに握ったペニスは、だいぶ重たくなっていた。これは気のせいではなく本当にサイズアップしてしまったな。美優はあんまり大きくなってほしくないって言ってたけど、こんなスケベな体と何度もエッチをして、大きくするなというほうが無理なんだが。

　そして、今目の前にあるのは、手を後ろに拘束されておっぱいを剥き出しにしたミニスカナースの姿だ。そんなエロい格好に、美優の幼い体つきと可愛らしく束ねられたロングヘアが合わさって、ギャップ萌えが氾濫している。

「はぁ……はぁ……美優……そんなに睨まれると…………もう……出そう……」

「はいはいどうぞ」

　美優の冷たい視線、平坦な声音。それが毒のある言葉に乗せられて、俺の右手は興奮に擦る勢いを増していた。

「あ、ああぁ……美優……出るよ……！」

「いいよ。いっぱい掛けて」

「うっ……うぐぁ……ああぁッ……出る、出るっ……!!」

　びゅる、びゅる、と美優の胸に目掛けて射出された精液。しっかりと白い液体が見えるほどの量が、美優の体に飛んで胸からお腹まで滴っていった。

「き、気持ちよかった……」

「お疲れさま」

　射精のしすぎで立ちくらみをしていた俺に、美優は身を捩って近づいてきた。そして、手を後ろにしたまま、俺のペニスをパクリと咥える。

「っ……み、美優……」

「はむっ……むちゅっ……じゅるっ……」

　手を縛られたまま頭を前後させてペニスを舐める美優。一度奥まで咥え込んでから、最後は唾液ごと精液を吸い取るように口から抜き取った。

「サービスの日なので。お掃除をしておきました」

「ありがとう。すごくよかったよ」

　それからどうにかネクタイを外して、美優の拘束を解いた。だいぶシワがついてしまったな。今後、このネクタイのシワを見るたびに今日のエッチを思い出すのかと思うと、学校生活に支障が出そうで怖い。

「その服は、もう捨てちゃうんだよな？」

「うーん……洗うことは可能だけど……あちこち改造してるから洗濯したらボロボロになりそう」

「そうか。まあ、仕方ないな」

　元から格安のコスプレ衣装だもんな。それに、同じネタというのも、なんだか味気ない。

　美優はナース服を脱ぎ去って、事前に用意していた厚めのゴミ袋にそれを放った。捨てる予定だった古いタオルも用意してくれていて、それで全身の精液と部屋の汚れを拭いてから同じようにゴミ袋に入れて口を括る。

　それから部屋のカーテンを閉じたまま窓だけを開放して換気をし、片付けをしている間にお風呂にお湯を溜めて二人で入ることにした。裸を見られるのが恥ずかしい美優でも、お風呂になら抵抗なく入ってくれるのは嬉しいことだ。

　部屋の掃除を済ませてすぐにお風呂に移動し、入念に体を洗ってから二人で浴槽に浸かる。俺が後ろで、前に美優を抱えるいつもの位置。こうしていると気分が落ち着いてきて、ようやくエッチが終わったのだという実感が湧いてくる。

「美優は他のコスプレをするのは嫌かな」

「ご要望があれば考えなくはないけど。何かあるの？」

「いや、キツキツの服でパイズリできるのは、これが最後になるのかなと思って」

「あー、そっちか。それはどうだろう」

　今回は特別に用意した安いコスプレ衣装だったから汚すことが許されたけど、美優の普段着ではまずありえないことだからな。

「胸を締めるだけならどんな衣装でもできるけど、正面から挿れるならさっきのナース服か、それ用の胸の開いたやつにするしかないね」

「そっか。それは、またなんか違うんだよな」

　明らかにここに入れてくださいって服だと、どうにも魅力が半減する。それは美優もわかっているようで、それほどオススメはされない。

「そういえば、そろそろ処分しようと思ってたブラジャーがあるんだよね。下支えするタイプだから正面からでも入るかも」

　美優が漏らしたまさかの情報。俺の背中に電流が突き抜けた。

「天才か」

「するとは言ってないけどね」

「しよう、するしかない」

「胸が小さくなったらまた使うかもしれないし」

「でも純粋に寿命がきてるブラだってあるだろ？」

「い、一着だけあるけど……」

「なら決まりだな」

　美優の天才的なひらめきによって、俺のパイズリ人生は再起した。やはりスケベをするのにも知性は必要だ。

「え、するの？　下着姿でパイズリはちょっと恥ずかしすぎるんだけど」

「さっきのドスケベナース服よりは恥ずかしくないと思うが」

「スケベをするための服でスケベをするのは普通なのです」

「たしかにそうだった」

　しかし、知性がありすぎるのも困りものだ。舌戦になったら勝てる気がしない。

「まあ、気が向いたらね」

「美優のためなら北風にも太陽にもなるよ」

「動機が不純でも頑張る姿勢は褒めてあげましょう」

　なんだかんだと優しい妹なのだ。

「美優もたくさん頑張ってくれて嬉しかったよ。本当に敵わない。最高の恋人だと改めて思う」

「ずっとそう思っててね」

「思うよ」

　美優の腰に回した腕に、ギュッと力を込めると、美優も俺の手の甲にその小さな手を重ねてきた。

「恋の病は予防できそう？」

「さすがにこれ以上はないよ」

「それはよかった。あと少しで身の回りを整理できるから、協力よろしくね」

「ああ。わかってる」

　俺は今が幸せならそれでいいと、つい思ってしまう。それでも、この完璧主義の妹にとっては、後顧の憂いなくイチャイチャするのには不純物の一切が邪魔なのだ。だから、それを俺も応援する。きっとそれが、美優が俺を好きになった理由でもあると思うから。

「ところでさ、お兄ちゃん」

「ん？　どうした？」

「いつになったら私の初めてをもらってくれるの？」

「えっ！　あ、ああ！　そうだったな!!」

　オフ会から由佳と遥に付き合わされっぱなしで、山本さんまで俺を振り回してくるものだから、すっかり失念していた。今後の幸せのためのあれこれと、美優との関係を進めるのは、また別の話だ。

「一応、例の気をつけるべきことってのは、もうわかってるんだが」

「ふむふむ」

　美優は体を浴槽の縁に寄せて腰を捻ると、横目で俺の瞳を覗き込んできた。しばらく見つめ合って、特に会話が交わされるでもなく、美優は正面に向き直って俺の腕をお腹に巻いた。

「お兄ちゃんから誘ってね」

「ってことは、合格？　今ので伝わった？」

「うん。わかってそうだから、あとはお兄ちゃんを信頼することにしたのでいいやってなりました」

　ここに来てまさかのぶん投げとは。いや、信頼されてってことだから、俺はこの数日で美優のために何かを頑張れたのかな。

「いい思い出にするよ」

「ありがとう。でも何日も禁欲して誘ったりしたら全力で逃げるからね」

「わ、わかった。それはしない」

　さすがに今日ぐらいの量を美優の膣内で出したら、ゴム有りでも大惨事になりそうだからな。エッチの流れである程度は出してから誘おう。

「美優」

「なあに」

　俺は美優の背中から少しだけ離れて、回り込むように首を傾ける。その気配に美優も気づいてくれて、俺の方を向いてくれた。

「んっ……」

　どちらともなく、声が漏れて。

　初めて自分から重ねた唇を、俺はゆっくりと離す。

　美優は一拍の間を置いて瞼を上げ、ふっと微笑むと、人差し指を俺の唇に当てた。

「キスもこれから練習しないとだね」

　美優は上機嫌に俺の首に手を伸ばすと、再びのキスをねだって、それから俺たちは湯気が立ち上らなくなるまで何度も口づけをした。
















俺の妹が最高のオカズだった　～妹と恋をするイチャラブ人生計画～
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